
まえがき

このたびは、BYD 車をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。車両を正しく利用、
メンテナンスしていただくために、利用前に必ず本オーナーズマニュアルをお読みになり、大切
に保管してください。

特記事項：BYD は、純正部品を使用し、マニュアルに従って正しく利用、メンテナンス、整備
することをおすすめしています。非純正部品への交換や車両の改造を行うと、車両の性能、特に
安全性や耐久性に影響を与えるおそれがあります。それにより発生した車両の破損および性能
上の不具合は品質保証対象外となります。また、車両の改造は、国の法規や地方条例に違反する
場合があります。

より良いサービスをお届けするために、皆さまからの貴重なご意見やアドバイスをいただけまし
たら幸いです。そのためにも正確な連絡先情報をご提供ください。また、変更が生じた場合は速
やかに BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サービス工場にご連絡いただき、システム情報の更
新をお願いいたします。あわせて、国の関連法規および地方条例に常に注意を払い、速やかに車
両登録を行ってください。そうしないと、車両登録ができなくなるおそれがあります。

車両を譲渡する際は、本マニュアルも次のオーナーにお渡しください。

本オーナーズマニュアルに「＊」記号が付いている内容は、一部の車種にのみ適用されます。使
用しているイラストは代表例です。お買い上げの車両と異なる場合は、実車をご確認ください。

本オーナーズマニュアルに「警告」、「注意」および「お願い」が記載されているところは、怪我
や車両の破損を防ぐため、記載内容を必ずお守りください。シンボルマークの表示や使い方は、
次の通りです。

警告

警告
身の安全を守るために守らなければならない事項。

注意

注意
車両の損傷を防ぐために守らなければならない事項。

お願い

お願い
メンテナンスなどを容易にするために守らなければならない事項。

 左図に示す禁止マークは、「このようにしないでください」、または「このようなことを起

こさないでください」を意味します。
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本オーナーズマニュアルは、製品を正しくお使いいただくためのものであり、本製品の仕様およ
びソフトウェアバージョンに関する説明を表すものではありません。製品仕様やソフトウェア
バージョンについては、本製品に関する契約書（ある場合）をご参照していただくか、製品をお
買い上げいただいた販売店までお問い合わせください。

著作権は、BYD に帰属します。

BYD から書面による許可を得ずに、本マニュアルの一部または全部の内容を転載、複製、保存
または翻訳することを禁じます。そして、電子またはその他のいかなる形式でも配布することを
禁じます。
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無断での転載・複製・配布を禁じます。違反が認められた場合、法的措置を取ることがありま
す。
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シートベルト

シートベルトについて

シートベルトを正しく使用することで、急
ブレーキ、急ハンドル、衝突の際に乗員の
死傷者数を大幅に減らすことが研究により
明らかになっています。以下をよくお読み
になり、厳守してください。

警告

● すべての乗員は、走行前に必ずシー
トベルトを正しく着用してくださ
い。急ブレーキや衝突事故の時に乗
員が傷害を負い、死亡事故になるお
それを避けるためです。

● 車両のシートベルトは大人のサイズ
に合わせて設計されているため、お
子様向けではありません。お子様の
年齢や体格にあった適切な幼児用補
助装置（チャイルドシート）を選定
してください（詳細は（27 ペー
ジ）を参照してください）。

● シートベルトの破損または異常があ
る場合は、ただちに BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場
に点検や処置を依頼してください。
それまでは該当シートを使用しない
でください。

● 事故による傷害または重傷を負わないた
めに、ドライバーおよび乗員全員は常に
シートベルトの着用を徹底してくださ
い。

● お子様が乗車する場合は、必ずリアシー
トに乗せてシートベルトと適切なチャイ
ルドシートを使用してください。急ブレ
ーキや衝突事故発生時に幼児用補助装置
を利用していないと、生命にかかわる重
大な傷害を負うおそれがあります。緊急
ブレーキや衝突事故発生時にお子様を確
実に守るため、お子様を膝の上に乗せな
いでください。

シートベルト緊急ロック（ELR）機能

● 急ハンドル、急ブレーキ、衝突事故があ
った場合や、乗員の身体が勢いよく前へ
傾くと、シートベルトは自動的にロック
し、乗員を効果的に拘束および保護しま
す。

● 走行中は、シートベルトが乗員の動きに
合わせて伸縮するため、身体を動かして
も支障はありません。

● シートベルトの引き出し方が速く、シー
トベルトがロックされた場合は、シート
ベルトを少し巻き戻してからゆっくり引
き出すと、シートベルトをスムーズに引
き出すことができます。

シートベルトのプリテンショナー/ロードリ
ミット機能

● 重大な正面衝突事故が発生し、プリテン
ショナーの作動条件が揃った場合、プリ
テンショナーはシートベルトの緩みを瞬
時に巻き取りロックし、乗員の身体を拘
束します。

● ロードリミッターは、乗員にかかるシー
トベルトの過度な負荷を回避するため拘
束力を一定レベルに保ち、乗員にかかる
拘束力の強さの衝撃を緩和します。

警告

● プリテンショナー機能が作動した場
合は、必ずシートベルトを交換して
ください。

● シートベルトプリテンショナーが作
動すると、音や白煙が発生すること
があります。

シートベルトの着用

1. シートおよびシートバックを適切な位置
や角度に調節します。

2. 3 点式シートベルトの位置を調節しま
す。
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● 正しい運転姿勢でシートベルトのストラ
ップをゆっくり引き出し、肩部から胸骨
を通るように装着します。このとき、シ
ートベルトが首に触れたり、肩から滑り
落ちたりしないようにしてください。腰
ベルトは腰部を押さえず、できる限り骨
盤部を通るように装着してください。

3. タングプレートをバックルに「カチッ」
と音がするまで挿し込んでから、反対方
向にタングプレートを引っ張り、確実に
ロックできたかを確認します。シートベ
ルトにねじれがないように注意してくだ
さい。

警告

● 肩ベルトは、肩の真ん中を通してく
ださい。また、シートベルトは首か
ら遠く離し、肩から簡単に外れない
ようにしてください。そうしない
と、急ブレーキや事故の時にシート
ベルトが十分に機能せず、乗員の重
大な傷害につながるおそれがありま
す。

● 事故のときに、乗員の腹部にベルト
がかかったことで発生する傷害を避

警告

けるため、腰ベルトを骨盤部のでき
るだけ低い位置に掛けてください。

● シートベルトの保護機能をより発揮
させるために、シートベルトを身体
に密着させ、緩みやねじれがないよ
うにてください。

4. シートベルトのロックを解除します。

● バックルの赤い解除ボタンを押すと、タ
ングプレートが外れ、シートベルトが戻
ります。

● シートベルトがスムーズに戻らない場合
は、シートベルトを引き出してねじれが
ないかをチェックしてください。

警告

● シートベルトは 1 人用です。お子
様も含めて、2 人以上で 1 本のシー
トベルトを使わないでください。

● シートバックを倒しすぎないでくだ
さい。シートバックを直立にするこ
とで、シートベルトの保護機能が十
分に発揮できます。

● 妊娠中の方も、他の乗員と同じよう
にシートベルトを正しく着用してく
ださい。事故発生時にベルトが腹部
にかかることで妊婦や胎児に重大な
傷害を起こさないために、腰ベルト
を骨盤部のできるだけ低い位置に掛
けてください。
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警告

● リアシートのシートベルトの着用方
法はフロントシートと同じです。リ
アシートのシートベルトが保護機能
を確実に発揮できるように、タング
プレートを対応するバックルに確実
に挿し込んでください。ドライバー
は、乗員にシートベルトを正しく着
用させる責任があります。

● シートベルトが破損するおそれがあ
るため、シートベルトやタングプレ
ート、およびバックルがドアに挟ま
れないようにしてください。

● 車内に荷物を積載する際は、荷物が
シートベルトのスムーズな引き出し
や巻き取りを妨げないようにしてく
ださい。

● シートベルトの取り外し、分解、改
造やシートベルト配線の修理を絶対
にしないでください。シートベルト
装置の電気回路を勝手に接続しない
でください。プリテンショナー装置
の誤作動や正常に作動しない原因と
なることがあります。

● 事故発生後は、BYD 正規ディーラー
または BYD 指定サービス工場でシ
ートベルトを点検してください。プ
リテンショナー機能が作動した場合
は、シートベルトを交換してくださ
い。

● 重大な事故が発生した場合は、明ら
かな損傷がなくても、シート ASSY
と一緒にシートベルトを交換し、エ
アバッグシステムを十分に点検して
ください。

● また、シートベルトは必ず規格に適
合したものと交換してください。

● タングプレートとバックルを確実に
結合させるために、バックルには、
コイン、クリップまたは他の異物を
入れないでください。

● 機能を正常に保つため、シートベル
トを定期的に点検してください：

警告

● シートベルトを完全に引き出し、
切り傷、摩耗、ほつれなどの異常
がないか、シートベルトがスムー
ズに巻き取れるかを点検してくだ
さい；

● バックルがシートベルトを確実に
固定できることを確認してくださ
い；

● 異常がある場合は、ただちに BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定
サービス工場にチェックや処置を
依頼し、それまでは該当するシー
トを使用しないでください。

● プリテンショナー付きシートベルト
をご自身で廃棄しないでください。
車両を廃棄する場合、またはシート
ベルトを廃棄する前に、必ず BYD 正
規ディーラーまたは BYD 指定サー
ビス工場にご相談ください。

シートベルトリマインダー

車両の走行可能表示灯が「OK」の状態で、
ドライバーまたは乗員がシートベルトを着
用していない場合、音と光による警報シス
テムが作動します。

● シートベルト非着用警告灯 
ドライバーまたは乗員のいずれかがシー
トベルトを着用していない場合、インス
トルメントクラスターのシートベルト警
告灯が点灯します。

● 非着用座席の表示

ドライバーまたは乗員のいずれかがシー
トベルトを着用していない場合、インス
トルメントクラスターに未着用の座席位
置が表示されます。

● シートベルト非着用警告音

走行中、ドライバーまたはいずれかの乗
員がシートベルトを着用していない場
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合、警告音が鳴り、ドライバーや乗員に
注意喚起します。

● リアシートベルト非着用警告灯

リアシートベルト非着用警告灯はフロン
トヘッドライニングにあります。リアシ
ートのいずれかの乗員がシートベルトを
着用していない場合、該当座席の表示灯
が点灯します。

● ドライバーと乗員がシートベルトを着用
すると、上記の警告灯が消え、警告音が
停止します。

警告

● 上記機能の異常または故障がある場
合は、ただちに BYD 正規ディーラー
または BYD 指定サービス工場まで
連絡してください。機能が正常に戻
るまでは、該当シートを使用しない
でください。

● 走行中、乗員はシートに座ってシー
トベルトを確実に着用してくださ
い。着用しないと、急ブレーキや衝
突事故時に、乗員の生命にかかわる
重大な傷害につながるおそれがあり
ます。

● バックソナー警告音が優先されるた
め、シートベルト非着用警告音が一
時的に鳴らないことがあります。

お願い

● 助手席に荷物などを置いた場合、誤
って音と光による警告が作動するこ
とがあります。

お願い

● 子供や小柄な乗員が助手席に座って
いる場合や、クッションなどを使用
している場合、センサーが乗員を検
知できず、正常に作動しないことが
あります。

エアバッグ

エアバッグについて

● エアバッグは補助拘束システム（SRS）
の一部分で、シートやシートベルトの働
きを補助します。大きな衝突事故が発生
してシステムの作動条件が揃うと、エア
バッグが瞬時に膨張します。シートベル
トと併用することで、ドライバーおよび
乗員の頭部や胸部などを保護し、負傷や
死亡の確率を軽減します。

● エアバッグシステムは、衝突の方向と条
件によって、フロントエアバッグとサイ
ドエアバッグに大別されます。フロント
エアバッグには、運転席エアバッグ、助
手席エアバッグがあり、サイドエアバッ
グには、シートサイドエアバッグとサイ
ドカーテンエアバッグがあります。

● エアバッグシステムはシートベルトに取
って代わるものではなく、パッシブセー
フティシステム全体の一部に過ぎませ
ん。シートベルトを確実に締めていない
と、保護機能を最大限に発揮できません。

警告

● シートベルトとエアバッグシステム
の保護機能を最大限に発揮できるよ
うに、正しい姿勢でシートベルトを
着用してください。

● エアバッグの部品をご自身で取り外
したり、取り付けたりしないでくだ
さい。
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警告

● BYD が装着を認めていないシート
カバーでは、エアバッグ性能の低下
につながったり、乗員に思わぬ傷害
を及ぼしたりするおそれがありま
す。

● エアバッグと乗員との間には、絶対
にものを置かないでください。

● エアバッグが装備されている部位
（ステアリングホイール、インストル
メントパネル、シートサイドなど）
に過度な力を加えないでください。

● 衝突事故発生時にエアバッグモジュ
ールが展開せず、プリテンショナー
シートベルトがロックされなくて
も、エアバッグコントロールユニッ
トが正常に作動することを確認する
ため、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場で点検して
ください。

 エアバッグ警告灯

● エアバッグシステムは、電子コントロー
ルユニットでモニタリングし、自己診断

機能によりコンビネーションメーターの
警告灯でシステムの状態を表示します。

● 車両の走行可能表示灯を「OK」にした
後、エアバッグ警告灯が約 5 秒間点灯後
に消灯した場合、システムに異常がない
ことを示します。

警告

● エアバッグ警告灯が常時点灯してい
る場合は、システムに故障が発生し
ていることを示しています。早めに
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場でエアバッグシステ
ムを点検してください。そうしない
と、エアバッグの機能に影響を及ぼ
すおそれがあります。

● 車両が浸水した（カーペットが濡れ
ている、車両が水没しているなど）、
または浸水によって損傷した場合
は、車両の電源を入れずに起動バッ
テリーの接続を外してください。エ
アバッグが展開して重大な人身事故
につながるおそれがあります。

20



エアバッグタイプ

①運転席および助手席エアバッグ ③サイドカーテンエアバッグ

②シートサイドエアバッグ*
運転席および助手席エアバッグ

● 運転席エアバッグはステアリングホイー
ル内、助手席エアバッグはインストルメ
ントパネル内に取り付けられており、
「AIRBAG」の表示があります。車両電源
投入後、中程度から重度の衝突によって
エアバッグの作動条件が揃うと、エアバ
ッグが展開して乗員の負傷を軽減しま
す。

フロントエアバッグの作動プロセス

● 中程度から重度の正面衝突が発生する
と、センサーは急激な減速を検知してコ
ントロールユニットに信号を発信し、フ

ロントエアバッグを瞬時に膨張させま
す。

● 正面衝突の場合、シートベルトが下半身
と胴体を固定し、エアバッグがクッショ
ンの役割を果たすことで、頭部と胸部を
保護します。

● 衝突の強さがエアバッグ作動条件のしき
い値に達しない場合は、シートベルトが
主な保護機能を発揮します。エアバッグ
は最小限の補助保護を提供します。

● フロントエアバッグは膨張するとすぐに
収縮するため、ドライバーの視線やステ
アリングホイール、またはその他の制御
装置の操作を妨げることはありません。
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● エアバッグは作動条件が揃うと瞬間的に
膨張するため、事故発生時にドライバー
や乗員をさらに保護することができま
す。

● エアバッグ作動時は大きな音が発生しま
すが、通常は人に傷害を与えることはあ
りません（耳鳴りまたは一時的な聴力障
害を起こすことはありますが、すぐに回
復します）。

警告

● スマートフォンホルダー、カップホ
ルダー、灰皿などのアクセサリーは、
エアバッグカバーの上またはエアバ
ッグの作動範囲に取り付けないでく
ださい。そうしないと、事故が発生
してエアバッグが展開することで怪
我をする危険性が高まります。

● 衝突によりエアバッグが展開する
と、煙や粉じんが発生することがあ
ります。これらの煙や粉じんは無害
ですが、呼吸器疾患のある人は一時
的に何らかの不快感を感じる可能性
があります。安全を確保した上で、
速やかに車両から離れてください。
深刻な不快感があるときは、速やか
に医師の診断を受けてください。

● 運転席および助手席乗員エアバッグ
が展開すると、フロントガラスが破
損する可能性があります。

● 車両が強い側面衝撃を受けた場合、
ドライバーおよび助手席乗員エアバ
ッグも展開する可能性があります。

シートサイドエアバッグ

● シートサイドエアバッグはフロントシー
トのシートバックの外側に備えられてお
り、「AIRBAG」の表示があります。車両
の電源ポジションが「ON」の場合、走行
中に発生した中程度から重度の衝突によ
り、シートサイドエアバッグの作動条件
が揃うと、シートサイドエアバッグが作
動し、衝突を受けた側の乗員の胸部を保
護し、怪我を軽減します。

警告

● シートバックを濡らさないでくださ
い。シートサイドエアバッグが正常
に動作できなくなるおそれがありま
す。

● シートバックにカバーを掛けたり、
ご自身でシートバックのカバーを交
換したりしないでください。不適切
なシートバックカバーの交換や不適
切なカバーの使用は、衝突発生時に
シートサイドエアバッグの作動を妨
げるおそれがあります。

● 側面衝突がシステムの作動条件を満
たした場合、通常は衝突を受けた側
のエアバッグのみが作動します。

● シートサイドエアバッグの機能を最
大限に発揮させるため、乗員はシー
トベルトを確実に着用し、正しい姿
勢で身体をシートバックに密着させ
る必要があります。

● ドアを閉める際は過度な力を加えな
いでください。シートサイドエアバ
ッグが誤作動するおそれがありま
す。

サイドカーテンエアバッグ

● 左右サイドカーテンエアバッグは、ボデ
ィーサイドとヘッドライニングの結合部
に内蔵されており、B ピラーパネル、C
ピラーパネルに「AIRBAG」の表示があり
ます。車両電源投入後、中程度から重度
の衝突を受け、作動条件が揃うとサイド
カーテンエアバッグが瞬時に膨らみ、乗
員の頭部を保護し、怪我を軽減します。

警告

● サイドカーテンエアバッグの機能を
最大限に発揮させるために、乗員は
シートベルトを確実に着用し、正し
い姿勢で身体をシートバックに密着
させてください。
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エアバッグの作動条件およ
び注意事項

エアバッグの作動条件

● エアバッグが作動する決定的な要素は、
衝突発生時の衝撃力の強さ、事故パター
ン、衝突角度、障害物および速度が関係
しています。また、特殊な衝突事故が発
生したときも、エアバッグシステムが作
動することがあります。

● エアバッグシステムは、すべての事故に
おいて機能するわけではありません。軽
度な正面衝突、側面衝突、後面衝突、ま
たは横転事故が発生した場合は、エアバ
ッグシステムは作動しません。ドライバ
ーや乗員は、確実に保護を受けられるよ
うにシートベルトを正しく着用してくだ
さい。

● エアバッグシステムの作動を決定する要
因：衝突時に生成され、エレクトロニッ
クコントロールユニット (ECU)によって
取得される減速度曲線と設定値を、総合
的かつインテリジェントに比較したうえ
で判断します。衝突時に生成され検知さ
れる減速度曲線などの信号が、ECU 内部
に予め設定された関連基準値より低い場
合は、車両が衝撃で大きく変形したとし
てもエアバッグは作動しません。

● BYD のエアバッグシステムの ECU は、一
般的な誤使用や道路状況を十分に考慮し
て設計されています。衝突事故の発生に
は様々な原因やパターンがあります。安
全のため、本オーナーズマニュアルの記
載を遵守して正しくご使用ください。そ
うしないと、エアバッグが正しく機能し
ないおそれがあります。

エアバッグが作動するとき

①深い溝を通り、車両の先端部が地面にぶ
つかったとき。

②路肩の突起物、縁石などにぶつかったと
き。

③急な下り坂を走り、車両の先端部が地面
にぶつかったとき。

④車両側面に他の車両がぶつかったとき。

警告

● 車両が高所から落下して地面に衝突
した場合、エアバッグが展開する可
能性があります。

エアバッグが作動しないとき

①コンクリートの柱、樹木、その他の細長
い物にぶつかったとき。

②トラックの荷台の下に潜り込んだとき。

③後方から追突されたとき。

④車両が横転したとき。

⑤壁または車両に斜めにぶつかったとき。

⑥車室以外の部位で側面から衝突を受けた
とき。

⑦側面が斜め方向から衝突されたとき。

⑧側面が柱のような物に衝突したとき。
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警告

● エアバッグは指定車種を対象に開発
されているため、サスペンション、
タイヤ寸法、バンパー、シャーシお
よびオリジナルデバイスを変更する
と、エアバッグシステムに悪影響を
与えます。また、エアバッグシステ
ムのすべての部品を他車種へ流用し
ないでください。エアバッグシステ
ムが故障し、身体に危害を与えるお
それがあります。

● 当該システム作動時に最も効果的に
保護機能を発揮させるため、ドライ
バーの場合は、胸部からステアリン
グホイールの間を 25cm 以上離し
てください。

● エアバッグシステムが展開すると、
エアバッグ反応により発生した高温
ガスがエアバッグ排気口から排出さ
れますので、その部品に触れないで
ください。手はステアリングの正し
い位置に置いてください。正しい位
置に置かない場合、エアバッグ展開
時に火傷、擦り傷、または打撲傷を
負うおそれがあります。

● 走行中はシートベルトを確実に着用
し、正しい姿勢を保ってください。
シートベルトを着用せずに前かがみ
になるなど、正しく着席していない
場合は、事故によりエアバッグが作
動したときに怪我をする危険性が高
まります。

● ステアリングホイールキャップと運
転席フロントエアバッグキャップの

警告

表面、インストルメントパネルエア
バッグ近くの表面、A、B、C ピラー
パネルの表面に何かを貼り付けた
り、何かで覆ったり、装飾を施した
りしないでください。汚れは、乾い
た布や水で湿らせた布で拭き取り、
強く叩かないでください。

● お子様を補助装置なし、または大人
が抱きかかえた状態でフロントシー
トに座らせないでください。事故の
発生によりエアバッグが作動する
と、生命にかかわる重大な怪我につ
ながるおそれがあります。

● 前席の乗員および運転者の膝の上に
物を置かないでください。

● サイドエアバッグおよびサイドカー
テンエアバッグは、展開速度が速く、
かつ衝撃力が強いため、このエアバ
ッグを搭載している車両の走行中
は、乗員はドアに寄りかからないで
ください。ドアに寄りかかった状態
で事故に遭うと、生命にかかわる重
大な傷害につながるおそれがありま
す。

● シートサイドエアバッグやサイドカ
ーテンエアバッグが機能する範囲、
例えばフロントガラス、ウィンドウ
ガラス、A ピラーパネル、ヘッドラ
イニング、B ピラーパネル、C ピラ
ーパネル、アシストグリップなどに、
アクセサリーやものを置かないでく
ださい。エアバッグの展開により、
アクセサリーなどが強く飛ばされた
り、エアバッグが正常に展開できな
くなることで、生命にかかわる重大
な傷害につながるおそれがありま
す。

● 車両を譲渡する場合は、新しい所有
者がエアバッグの状況を把握できる
ように、購入時に入手したすべての
資料を新しい所有者に渡してくださ
い。
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警告

● シートまたはサイドエアバッグ付き
シートのトリム部品を改造、交換し
ないでください。改造や交換により
システムが機能できなくなる、また
はサイドエアバッグが予期せずに作
動し、生命にかかわる重大な傷害に
つながるおそれがあります。

● サイドカーテンエアバッグが内蔵さ
れている A ピラーパネル、ヘッドラ
イニング、B ピラーパネル、C ピラ
ーパネルの分解や修理をしないでく
ださい。分解や修理により、システ
ムが機能できなくなったり、サイド
カーテンエアバッグが予期せず作動
し、生命にかかわる重大な傷害につ
ながるおそれがあります。

● エアバッグシステムのすべての構成
部品は、関連ラベルを含め、いかな
る変更もしないでください。エアバ
ッグに対するすべての作業は、BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場に依頼してください。

● エアバッグは、1 回限りの使い捨て
です。エアバッグが作動または破損
した場合、当該システムを交換して
ください。

● 車両またはエアバッグシステムの各
部品を廃棄処分する場合は、関連す
る安全規定および廃却処分手順を守
ってください。

● エアバッグシステムは、周囲の電磁
環境に対して強い耐干渉性と耐妨害
性を有します。事故を防ぐため、国
が許可した電磁環境以外で車両を使
わないでください。

● 一般的な誤操作や道路状況を考慮し
たエアバッグシステムとなっていま
すが、事故を防ぐため、車両の底部
をぶつけたり、悪路での乱暴な運転
はしないでください。

● 十分な検証を受け、オリジナルワイ
ヤーハーネスシステムとエアバッグ

警告

システムが完全にマッチングしてい
るエアバッグシステムのため、車両
のワイヤーハーネスを改造したり変
更したりすると、エアバッグの誤作
動または衝突発生時の不作動につな
がるおそれがあります。

下記のいずれかの場合は、ただちに BYD 正
規ディーラーまたは BYD 指定サービス工場
に連絡してください。

● いずれかのエアバッグが展開したとき。

● コンビネーションメーターのエアバッグ
故障警告灯  が異常点灯していると
き。

● 車両の前方（図の網かけ部）でエアバッ
グの展開に至らなかった衝突事故が発生
したとき。

● 車両ドア（図の網かけ部）でエアバッグ
の展開に至らなかった衝突事故が発生し
たとき。
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● エアバッグカバー（図の網かけ部）に、
破れ、割れまたはその他の破損があると
き。

● サイドエアバッグが格納されているシー
トの表面に傷、割れ、またはその他の類
似破損があったとき。

● カーテンエアバッグが格納されている A
ピラー、ルーフレール、および C ピラー
の装飾（パッド）部に傷、割れ、または
その他の類似破損があったとき。

● エアバッグの取り外し、分解、取り付け、
修理を行う必要があるとき。

幼児用補助装置（チャ
イルドシート）

お子様の乗車に関する安全
事項

警告

● お子様の年齢や体格にあったシート
ベルト、または適切なチャイルドシ
ートを使用して、確実に保護してく
ださい。

● お子様を抱っこしたり、膝の上に座
らせたりしないでください。事故の
際、お子様が生命にかかわる重大な
傷害を受けるおそれがあります。

● フロントエアバッグ作動時は、お子
様に重大な傷害を負わせるおそれが

警告

ありますから、お子様が乗車する場
合は、必ずリアシートに乗せて、シ
ートベルトまたは適切な幼児用補助
装置を使用してください。

● お子様を幼児用補助装置に乗せてい
ても、頭や体の一部をドア、シート、
フロントおよびリアピラーやルーフ
サイドフレーム（サイドカーテンエ
アバッグの展開部）に寄りかからせ
ないでください。そうしないと、サ
イドカーテンエアバッグ展開時の強
い衝撃で、お子様が生命にかかわる
重大な傷害を受けるおそれがありま
す。

● 車両走行中は、お子様を車内で立た
せたり、シートの上で膝立ちさせた
りしないでください。緊急ブレーキ
や衝突事故発生時に、お子様が重大
な傷害を負ったり、生命にかかわる
危険があります。

● 車両の走行時や停車時を問わず、お
子様が手、足、頭などの身体の一部
や物品を窓から出さないようにして
ください。また、お子様がドア、ウ
ィンドウ、その他の車内装置を自ら
操作しないようにしてください。こ
れらを怠ると、お子様が重大な傷害
を負うおそれがあります。

● お子様が車内にいる場合は、ウィン
ドウロック（（85 ページ）参照）
を作動させ、ドアのチャイルドロッ
ク（（66 ページ）参照）を施錠す
ることをお勧めします。

● 絶対に、お子様を車内に放置しない
でください。暑い天候では、車内温
度が急激に上昇し、お子様の生命の
安全を脅かすおそれがあります。ま
た、お子様が車内の装置を誤って操
作し、車両の故障を引き起こすおそ
れがあり、最悪の場合、お子様の生
命を脅かすおそれがあります。
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幼児用補助装置（チャイルド
シート）

● 幼児用補助装置（チャイルドシート）は、
事故発生時にお子様を適切に保護するこ
とができます。お子様の安全を確保する
ため、幼児用補助装置を取り付ける前に
幼児用補助装置メーカーからの取扱説明
書、および本オーナーズマニュアルをよ
くお読みください。

警告

● 使用しない場合は、幼児用補助装置
をシートに正しく固定してくださ
い。絶対に助手席やトランクルーム
内に置かないでください。

● お子様の体格が幼児用補助装置の適
用範囲を超えた場合は、シートベル
トを使用してお子様を拘束保護して
ください。

幼児用補助装置の取り付け
について

幼児用補助装置メーカーが提供する取扱説
明書に従い、幼児用補助装置をリアシート
にしっかり固定してください。また、幼児
用補助装置を取り付けるときは、トップテ
ザーを確実に固定してください。

● リアシートのシートクッションとバック
レストの間、アンカーラベル（写真）の
下に、ISOFIX/i-Size アンカーが装備され
ています。

● リアシートバックの後方に固定用アンカ
ーベースがあり、トップテザーの固定に
使用します。

幼児用補助装置の取り付け手順：

1. ISOFIX/i-Size アンカーの位置を確認し、
幼児用補助装置をシートに取り付けま
す。

2. 幼児用補助装置にトップテザーストラッ
プを使用する場合は、ヘッドレストを持
ち上げ、トップテザーストラップとフッ
クをヘッドレスト支柱の間に通し、シー
トバックの後ろに回し、フックを固定ア
ンカーにしっかりと掛け、トップテザー
ストラップを締め付け、確実に固定して
ください。

①トップテザー

②トップテザー取り付け金具

③アンカーベース
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3. ヘッドレストを適切な位置に調整しま
す。

お願い

● 幼児用補助装置にトップテザーが付
いている場合は、トップテザーをア
ンカーに留めてください。

● 幼児用補助装置の固定接続部とアン
カーの位置合わせを容易にするた
め、ガイド溝付きの幼児用補助装置
を購入するか、ガイド溝を追加装着
して利便性を高めることをおすすめ
します。

● 運転席シートとの干渉により、幼児
用補助装置が正しく取り付けられな
い場合は、幼児用補助装置を右側リ
アシートに取り付けます。

● フロントシートには、後ろ向き幼児補助
装置（チャイルドシート）を取り付けな
いでください。事故発生時にエアバッグ
が展開した衝撃により、お子様の生命に
かかわる重大な傷害を負わせるおそれが
あります。

警告

● それぞれの方向に幼児用補助装置を
揺らし、確実に取り付けられている
ことを確認してください。幼児用補
助装置がシートベルトのショルダー
アンカーの前方にあることを確認し
てください。

● リアシートでトップテザーを利用す
る場合は、トップテザーをヘッドレ
ストシャフトの外側に通してくださ
い。

● リアシートに幼児用補助装置を取り
付けている場合は、お子様がフロン
トシートに触れないようにフロント
シートを前方へスライドさせてくだ
さい。より広いスペースを確保する
ため、前席シートバックの角度を調
節することもできます。

● 前向きに取り付ける幼児用補助装置
を使用する際に、ヘッドレストが幼
児用補助装置のシートバックとリア
シートの密着を妨げる場合は、ヘッ
ドレストを取り外してください。

● 幼児用補助装置にシートバックが付
いていない場合は、ヘッドレストを
取り外さないでください。また、ヘ
ッドレストをロック位置に合わせて
ください。

● ロアアンカーを使う場合、アンカー
の周りに異物がなく、シートベルト
が幼児用補助装置の裏側に引っ掛か
っていないことを確認してくださ
い。そうしないと、急ブレーキや事
故の時にお子様が生命にかかわる重
大な傷害を負うおそれがあります。

● 急ブレーキ時や衝突時にお子様が重
傷を負うことを防ぐため、幼児用補
助装置使用時は、ショルダーベルト
が常にお子様の肩の中央に位置する
ようにしてください。ショルダーベ
ルトはお子様の首から離し、肩から
外れないようにしてください。
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警告

● フロントシートに幼児用補助装置を
取り付けることはお勧めしません。
やむを得ず助手席に幼児用補助装置
を取り付ける場合は、シートをでき
るだけ後方に下げ、常に前向きで取
り付けてください。必要に応じてフ
ロントシートのシートバックの角度
を調整し、座席に幼児用補助装置を
しっかりと押し付けてください。

● お子様が生命にかかわる重大な傷害
を受けるおそれがあるため、お子様
がシートベルトで遊ばないようにし
てください。

● 幼児用補助装置の固定バーは、正し
く取り付けられた幼児用補助装置に
よって加えられる荷重にのみ耐える
ことができます。いかなる場合で
も、大人用のシートベルトやハーネ
スとして使用したり、他の物や設備
を車両に固定したりしないでくださ
い。

警告

● 取り付け方の詳細については、幼児
用補助装置に付いている取扱説明書
をよくお読みください。

幼児用補助装置の取り付け方：

①助手席

②運転席

③リアシート左側席

④リアシート右側席

取り付け可能なシートベルト、ISOFIX、i-
Size チャイルドシートの仕様：

区分：
座席

1a) 2 3b) 4b)

汎用型シートベ
ルトに適用する

座席

（はい/いいえ）

はい

前向きのみ
× はい はい

i-Size 座席

（はい/いいえ）
いいえ × はい はい

横向き固定装置
に適用する座席

（L1/L2/いいえ）
いいえ × いいえ いいえ

適用の最大後ろ
向き固定装置 いいえ × R1/R2X/R2/R3 R1/R2X/R2/R3
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区分：
座席

1a) 2 3b) 4b)

（R1/R2X/R2/R3/
いいえ）

適用の最大前向
き固定装置

（F2X/F2/F3/いい
え）

F2X/F2/F3 × F2X/F2/F3 F2X/F2/F3

適用の最大かさ
上げ固定装置

（B2/B3/いいえ）
B2/B3 × B2/B3 B2/B3

a)シートを前後へスライドしたり、シートバックの角度を必要に応じて調整したりすることが
できます。
b)ヘッドレストの高さ調整または取り外しをすることができます。また、お子様がフロントシ
ートに触れないよう、必要に応じてフロントシートの位置を調整することができます。

×：このシートの位置は、この重量グルー
プのジュニアシートに適合していません。

イモビライザー

イモビライザー

イモビライザーを有効にする

1. 車両の電源ポジションを「OFF」にしま
す。

2. すべての乗員が車両から降ります。

3. すべてのドアを施錠すると、8 秒後にイ
モビライザーが自動で設定されます。

警報の作動

● イモビライザーが有効になっている場
合、次の状況が発生するとアラームが作
動してターンシグナルランプが点滅しま
す。

● リモートキーを使わずに機能を ON に
し、ドアやテールゲート、ボンネット
を解錠したとき。

● メカニカルキーでドアを解錠したと
き。

警報の解除

● 下記の操作を行うと警報を解除できま
す。

● リモートキー／スマートフォンアプリ
*／スマートフォン NFC キー*でドアま
たはテールゲートを解錠する。

● マイクロスイッチでドアを解錠する。

● リモートキーの遠隔操作で車両を始動
する。

● リモートキーを携帯した状態で「スタ
ート/ストップ」ボタンを押す。

警告

● 変更や追加によるイモビライザーの
改造をしないでください。このよう
な変更は、システム故障につながる
おそれがあります。
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注意

● 盗難防止システムの盗難防止効果は
限定的であり、すべての盗難行為を
完全に防ぐことはできません。車両
を離れる際は、貴重品を車内に残さ
ないでください。

データの収集および
処理

データの収集および処理

● 本節では、BYD の車両をご利用いただく
際のシステムが、個人データを収集およ
び処理する方法について、重要な情報を
提供します。

● データ処理、データ保護およびデータ主
体の権利についての詳細は、BYD のホー
ムページにアクセスして最新版の車両プ
ライバシーポリシーをご覧ください（ 
→システム→一般→法的情報→プライバシ
ーポリシー）。

● 本車両はイベントデータレコーダー
(EDR)を備えています。主に特定の衝突
事故またはこれに類する衝突事故（エア
バッグの展開または障害物への衝突時な
ど）が発生した場合、安全関連システム
の状態データを記録し、以下の車両シス
テムの稼働状況を把握するために使用し
ます。

● 車両の速度。

● タイヤ空気圧の状況。

● アダプティブクルーズコントロールシ
ステムの状態。

● シートベルトの着用状態。

● 衝突またはこれに類する事故が一定の水
準に達した場合のみ、EDR データを記録
します。車両が正常に走行している間

は、EDR はいかなるデータも記録しませ
ん。

● EDR に記録された関係情報をもとに事
故分析ができるように、事故発生時の
車両安全に関するシステムの状態を把
握します。

● EDR は、特別な機器で車両にアクセス
して読み出す必要があります。BYD
は、法律で許可されている、またはお
客様の同意を得た場合にのみ第三者に
対して個人データを開示します。車両
メーカーの他に、専門機器を所有する
第三者機関（例：政府機関）が車両 EDR
にアクセスする権限および機器を持っ
ている場合は、EDR の情報を読み出す
ことができます（例：エアバッグコン
トロールユニットのデータを読み出
し、事故分析を行うなど）。

注意

● 車両故障診断コネクタのポートに他
の電気機器を接続しないでくださ
い。接続すると、起動バッテリーの
放電、車両電子機器の故障などを引
き起こす可能性があります。

車両データの処理

● 車両センサーやコントロールユニットが
収集または送信するデータなど、車両利
用時にシステムが収集したデータは、車
両の安全運転に必要なものです。

● 収集されたデータは、運転支援（ドライ
バー補助システム）や、特定の快適機能、
インフォテインメント機能の作動に利用
されます。

● 収集、処理される個人データは、主に車
載データ、遠隔サービス関連のデータお
よびその他のデータを含みます。詳細は
次の通りです。

車載データ

走行データ
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● 車両を使用している間、システムはそれ
ぞれの車両状態データ（速度、バッテリ
ー残量、ブレーキシステムなど）、または
周囲のモード（距離センサー、温度など）
の収集と処理をします。

● 通常、これらのデータは保存されません
が、コントロールユニット、センサーま
たは車両に取り付けられたデータを記録
するその他のユニットは、メンテナンス
要求、エラー情報、その他の情報の記録
に用いられます。

● 車載データは車載デバイスにのみ保存さ
れますが、法律で義務付けられている
OBD（「車載式故障診断装置」）のポート
を介して、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場、もしくはその他
の第三者などが読み取ることができま
す。

● 整備中にシステムへアクセスする場合、
品質検査保証、製品不具合報告、または
ユーザークレームの検証の目的として、
これらの情報が BYD の技術者に提供さ
れます。

遠隔サービス関連データ

遠隔監視サービス

● 安全性を確保するための遠隔診断や無線
通信（OTA）によるアップデート、およ
びアップグレード（オーナーの了承が必
要）などの遠隔監視サービスが含まれま
す。

● 監視サービスの目的：サービスの提供（遠
隔支援/診断）、製品開発とセキュリティ/
パブリックセーフティ。

● 使用する国または設定により、車両の位
置情報、車両の状態（電力消費、速度、
シフトポジション、電源ポジション、エ
レクトロニックスピードコントローラー
の状態、ステアリングシステムの状態、
バッテリーの状態、パワーユニットの状
態、車両の性能状態など）を含む各種の
車両情報は、上記の目的で BYD のサーバ
ーに送信されることがあります。

その他

インフォテインメントシステム

● 車両の仕様により、ドライバーは自らイ
ンフォテインメントシステムでビデオを
再生するためのメディアデータ、ナビゲ
ーションシステムに用いられるアドレス
データ、またはオンラインサービスに用
いられるデータなどを、インフォテイン
メントシステムに追加することができま
す。

● 車両の仕様により、車両の個人設定にア
クセスできます。

● 車両に保存されているデータは、いつで
も削除できます。

● BYD は、第三者に送信されたデータを管
理することはできません（特に、オンラ
インサービスの一部として第三者のコン
テンツを使用した場合）。

モバイルデバイスの集積

● 車両の仕様により、インフォテインメン
トシステムを介して、モバイルデバイス
の接続や制御を行うことができます。

● デバイスの画面または音声は、インフォ
テインメントシステムを介して表示/再
生、またはストリーミングが必要な場合
があります。

● 位置情報や車両情報のような付加データ
は、アプリケーションを介して送信し、
ナビゲーションシステムや通信、または
その他の第三者サービスに用いることが
できます。

● データ処理の具体的なパターンはそれぞ
れの機能に依存しており、ユーザーまた
はデバイスや関連サービスを提供する第
三者が制御します。

インターネットアクセスと接続サービス

● 車両の仕様により、インフォテインメン
トシステムのネットワークデバイスを介
してインターネットにアクセスすること
で、車両の特定の機能、または BYD のサ
ービスを実現することができます。
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● BYD は、第三者が提供するこのようなサ
ービスについて一切の責任を負いませ
ん。

● その場合には、データ使用に関する情報
について関連するオンラインサービスプ
ロバイダーにお問い合わせください。

カメラ映像の記録/周辺区域の監視

● 車両には、複数のカメラ/センサーが搭載
されています。

● 一部の機能は、車両の進路を感知して評
価する必要があります。これは、車両周
辺のもの（障害物など）を感知するカメ
ラによって行われます。

● オペレーティングシステムで必要な更な
る分析を行うため、映像は関連する制御
モジュールに送信されます。

● 一部の映像はランダムアクセスメモリ
（RAM）でのみ処理され、その他の映像は
車両の装備に応じて保存されることがあ
ります。

● 車両は、周囲の撮影に用いられる外向き
カメラ（OFC）を搭載していることがあ
ります（ドライブレコーダー）。

● 車内の撮影に用いられる内向きカメラ
（IFC）を搭載することができます。

● 2 種類の映像はすべて車内に保存されま
す。

● OFC または IFC を起動させる前に、関係
法律の要求を確認してください（例えば、
国によっては IFC の使用許可を得る必要
があり、またドライブレコーダーに利用
される OFC を厳しく制限する国もあり
ます）。

● 搭載可能なカメラの詳細については、
（168 ページ）のセクションを参照してく
ださい。

車両の第三者への譲渡、およ
びオフラインモード

● 車両を売却または譲渡する場合、新しい
所有者はインフォテインメントシステム
を介して設定されたカスタマイズ/ユー
ザー設定のすべてにアクセスできます
（住所リスト、ナビゲーションシステムな
ど）。

お願い

● 車両を廃車や譲渡する場合、お客様
個人のプライバシーを守るため、工
場出荷時の設定に戻すことをおすす
めします。

● 車両をオフラインモードに設定すること
で、車両と BYD データサーバー間の通
信、車両の関係データや個人データの処
理を制限することができます。

● マルチメディアのドロップダウンメニ
ューをタッチして→  Wi-Fi を OFF
にします。

● 次の操作でも、Wi-Fi を OFF にできま
す。マルチメディア  →システム→ネ
ット（ネットワーク）→接続から Wi-Fi
を OFF にします。

当局への個人情報開示

● BYD は、法律で許可されている、または
お客様の同意を得た場合にのみ第三者に
対して個人データを開示します。

● ただし、適用される法律に従って、政府
機関は車両からデータを読み出す権限を
付与されることがあります（例えば、事
故究明のために、データをエアバッグコ
ントロールユニットから読み出す）。

● 法律で義務付けられている場合、BYD は
犯罪捜査などの要求に従って、お住まい
の国/地域の政府当局に対してデータを
開示する義務を負う場合があります。
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ユーザーのデータ保護の権
利

● BYD は、お客様のプライバシーを尊重し、
すべてのデータ保護法、特に一般データ
保護規則（GDPR）および適用する現地の
法律を厳格に遵守します。

● これらの法律によって個人データが処理
される際、オーナーは特定の権利を有し
ます。

● データ主体は、情報の通知を受ける権
利、アクセス権、訂正権、削除権（「忘
れられる権利」）、および個人データの
処理に異議を唱える、または制限する
権利（または同意を撤回する権利、お
よびデータの移植性に対する権利）を
有します。

● 場合によっては、これらの権利は制限さ
れることがあります。たとえば、お客様
のデータを処理する法的義務があると表
明できる場合、または情報の提供により、
別の人物に関する個人データが開示され
る場合、もしくは法律によりそれらの情
報の開示が禁止される場合です。

● 場合によって、同意を撤回されたとして
も、当社は関係データを保持できる場合
があります。
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コンビネーションメ
ーター

コンビネーションメーター
イメージ

コンビネーションメーター

1 回生ブレーキモード

2 スピードメーター

3 シフトポジション

4 総走行距離

5 運転モード

6 車両情報表示（図ではパワーメータ
ーを表示）

7 航続可能距離

8 パワーバッテリー残量計

9 OK 表示灯（走行可能表示灯）

10 気温

11 時間

36



● ステアリングホイール上のメーター/リ
ターンボタンを押します  。メニュー
に入り、メーターパネルの車両情報表示
内容を切り替えることができます。

●  、  を繰り返し押すと第 1 階層メニ
ューのオプションが切り替わり、ホイー

ルを上下に回転させると第 2 階層メニュ
ーのオプションが切り替わります。表示
したい内容を選択した後、ホイールを短
く押すと確定します。

● 切り替え可能な表示内容は以下の通りで
す*：

第 1 階層メニュー 第 2 階層メニュー

走行情報

直近 50km の平均電力消費量

タイヤ空気圧*
累積平均電力消費量

前輪ステアリング

出力 /
制限速度警告設定* 制限速度の設定

制限速度警告設定*
● 手動で制限速度警告を設定後、車両走行
時に設定された制限速度を超えた場合、
メーターを通じてドライバーに警告しま
す。

● コンビネーションメーターメニューで、
制限速度警告設定項目を選択し、ステア
リングホイールのスクロールホイールを
長押しして制限速度警告設定に入り、ス
クロールホイールを上下にスクロールし
て設定したい制限速度値を選択し、スク
ロールホイールを短押しすると設定でき
ます。

お願い

● コンビネーションメーターの表示内
容は参考です。実際の表示は工場出
荷時の設定をご確認ください。

お願い

● 気温表示は外気温センサーの取り付
け位置の温度に基づくため、実際の
外気温と異なる場合があります。

● 制限速度警告機能は、ユーザーが設
定した制限速度値に基づいて判断す
るのみで、実際の道路の制限速度に
基づいてアラームを発することはで
きません。ドライバーは必ず道路の
制限速度を確認してください。

コンビネーションメーター
表示灯

表示灯/警告灯

表示灯アイコン 表示灯名称 表示灯アイコン 表示灯名称

ターンシグナルラン
プ表示灯

ポジションランプ表
示灯
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表示灯アイコン 表示灯名称 表示灯アイコン 表示灯名称

オートビークルホー
ルド表示灯 給電表示灯

ロービーム表示灯 フロントフォグラン
プ表示灯

ノーマルモード表示
灯

スポーツモード表示
灯

エコモード表示灯 スノーモード表示灯

OK 表示灯（走行可能
表示灯）

衝突予測警告表示灯
（緑）

アダプティブヘッド
ライト作動表示灯 ハイビーム表示灯

ACC 作動表示灯 ICC 作動表示灯

車線逸脱防止支援シ
ステム ON 表示灯

リモートキーシステ
ム警告灯

アダプティブヘッド
ライト故障表示灯

自動緊急ブレーキ警
告灯点灯

自動緊急ブレーキ
OFF 表示灯

ドライバー注意喚起
警告システム故障警

告灯

マスターウォーニン
グ表示灯

駆動パワー制限警告
灯

AVAS（車両接近通報装
置）故障警告灯 ABS 故障警告灯

タイヤ空気圧故障警
告灯 ESC OFF 警告灯

ESC 故障警告灯 ACC 故障警告灯

車線逸脱防止支援シ
ステム故障警告灯 ICC 故障警告灯

パワーバッテリー残
量低下警告灯

幼児置き去り検知故
障警告灯
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表示灯アイコン 表示灯名称 表示灯アイコン 表示灯名称

アダプティブヘッド
ライト待機表示灯 ACC 待機表示灯

ACC 待機表示灯（前回
設定値を表示） ICC 待機表示灯

オートビークルホー
ルドスタンバイ表示

灯

パーキングシステム
故障警告灯

電動パーキングブレ
ーキ表示灯

シートベルト非着用
警告灯

ステアリングシステ
ム故障警告灯

パワーバッテリー充
電接続表示灯

衝突予測警報警告灯
（赤）

パワーバッテリー故
障警告灯

交通標識認識システ
ム表示灯

冷却水オーバーヒー
ト警告灯

パワートレイン故障
警告灯 モーター過熱警告灯

パワーバッテリー過
熱警告灯

低電圧給電システム
故障警告灯

エアバッグ故障警告
灯

警告灯/表示灯について

リモートキーシステム警告灯

● 車内にリモートキーが検知されなかった
場合、「スタート/ストップ」ボタンを押
すと警告灯が数秒間点灯し、コンビネー
ションメーターに「キー検出不可。車内
にキーがあるか確認してください」と表
示されます。

● 車内に有効なリモートキーが検知された
場合は「スタート/ストップ」ボタンを押
すと、警告灯は点灯せずに車両が始動で
きます。

● 「スタート/ストップ」ボタンを押したと
きに警告灯が点滅している場合は、リモ

ートキーのバッテリー残量が少ないこと
を表します。

ABS 故障警告灯

● 警告灯は車両の走行可能表示灯を「OK」
にすると点灯し、アンチロックブレーキ
システム（ABS）が正常に作動している
場合は、数秒後に消灯します。システム
に故障が発生したときは、故障が解消さ
れるまで警告灯が点灯し続けます。

警告

● 下記のいずれかが発生した場合は、
ABS システムが故障していること
を表します。早めに BYD 正規ディ
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警告

ーラーまたは BYD 指定サービス工
場に連絡し、点検を依頼してくださ
い。

● 走行可能表示灯が「OK」のときに
警告灯が点灯しない、または点灯
し続ける。

● 運転中に警告灯が点灯し続ける。

● ABS 故障警告灯が点灯し、パーキン
グシステム故障警告灯は消灯してい
る場合は、ABS は作動しないが、ブ
レーキシステムは正常に作動してい
るため、急ブレーキや滑りやすい路
面でブレーキを踏むと、ホイールが
ロックします。

● 下記のいずれかが発生した場合は、
ただちに安全な場所に停車し、BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場に連絡してください。

● パーキングシステム故障警告灯と
ABS 故障警告灯が同時に点灯して
いる時にブレーキをかけると、
ABS システムが作動しないだけで
なく、ブレーキシステムも作動し
ない可能性があり、車両は極めて
不安定な状態になります。

● 電子パーキングブレーキが完全に
解除され、ABS 故障警告灯とパー
キングシステム故障警告灯が同時
に点灯している場合、前後輪の制
動力配分システムも機能していま
せん。

お願い

● 運転中に警告灯がしばらく点灯する
ことがありますが、異常ではありま
せん。

タイヤ空気圧故障警告灯*

● 走行可能表示灯が「OK」のときに警告灯
が点灯します。タイヤ空気圧モニタリン
グシステムが正常に作動している場合
は、数秒後に消灯します。システムに故
障が発生したときは、故障が解消される
まで警告灯が点灯し続けます。

● タイヤ空気圧故障警告灯が点灯または点
滅すると同時に、コンビネーションメー
ターのインフォメーションディスプレイ
に「タイヤ空気圧モニタリングシステム
を点検してください」と表示され、タイ
ヤ空気圧表示画面の数値表示部に「---」
と表示された場合は、タイヤ空気圧モニ
タリングシステムが故障していることを
表します。

● タイヤから「信号異常」が発信された場
合は、タイヤ空気圧信号が干渉を受けて
いる、またはタイヤ空気圧モニタリング
モジュールが破損しているおそれがあり
ます。

● タイヤ空気圧故障警告灯が高速で点滅す
ると同時にコンビネーションメーター内
のインフォメーションディスプレイに表
示される、タイヤ空気圧表示画面の数値
表示部の一部が赤くなった場合は、該当
タイヤに急激な空気圧の減少がありま
す。

● タイヤ空気圧故障警告灯が常時点灯する
と同時に、コンビネーションメーターの
タイヤ空気圧表示画面において、1 つま
たは複数の数値表示部が黄色になった場
合は、該当タイヤが低圧力状態にあるこ
とを表します。1 つまたは複数のタイヤ
の温度数値が黄色になったときは、タイ
ヤ温度が高すぎることを表します。

警告

● タイヤ空気圧故障警告灯が点灯し続
けるまたは点滅する場合は、早めに
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場に連絡し、車両の点
検を依頼してください。

ESC 故障警告灯
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● 走行可能表示灯が「OK」のときに警告灯
が点灯します。横滑り防止装置（ESC）
が正常に作動している場合は、数秒後に
消灯します。システムに故障が発生した
ときは、故障が解消されるまで警告灯が
点灯し続けます。

警告

● 下記のいずれかが発生した場合は、
ESC システムが故障していること
を表します。早めに BYD 正規ディ
ーラーまたは BYD 指定サービス工
場に連絡し、点検を依頼してくださ
い。

● 走行可能表示灯を「OK」にしたと
きに、警告灯が点灯しない。

● 運転中に警告灯が点灯し続ける。

● ESC 故障警告灯が点灯し、ABS 故障
警告灯、パーキングシステム故障警
告灯は消灯している場合は、ESC シ
ステムは作動していないが、ABS シ
ステムとブレーキシステムは正常に
作動しているため、急ハンドルや前
方障害物の緊急回避時に、車両姿勢
が極めて不安定な状態になります。

● ESC 警告灯が点灯し、ABS 警告灯と
パーキングシステム警告灯も点灯し
ている場合、ABS システムとブレー
キシステムが作動しない可能性があ
り、車両の制動時に極めて不安定に
なります。安全な場所にすぐに車両
を停車させ、BYD 正規ディーラーま
たは BYD 指定サービス工場に連絡
してください。

お願い

● 運転中にこの警告灯が点滅している
場合、ESC システムが作動している
ことを示し、異常ではありません。

ESC OFF 警告灯

● ESC OFF を操作すると、ESC OFF 警告灯
が点灯して横滑り防止装置（ESC）が機
能しなくなります。再度 ESC OFF スイ
ッチを押すと ESC OFF 警告灯が消灯し、
ESC システムが機能するようになりま
す。

警告

● ESC OFF 警告灯が点灯した場合、ド
ライバーは特に注意を払い、低速で
走行する必要があります。ESC シ
ステムの機能が作動していないた
め、急ハンドルや、突然現れた障害
物を避ける際に、車両が不安定にな
る可能性があります。

駆動パワー制限警告灯

● 車両の駆動パワーが制限された場合に点
灯します。早めに BYD 正規ディーラー
または BYD 指定サービス工場に連絡し
てください。

マスターウォーニング表示灯

● 表示灯が点灯している場合は注意が必要
であることを表します。また、インフォ
メーション表示部に故障や警告のメッセ
ージが表示されます。

シートベルト非着用表示灯

● 走行可能表示灯が「OK」で、いずれかの
シートベルトが未着用の場合、シートベ
ルト非着用表示灯は全部のシートベルト
が着用されるまで点灯し続けます。

エアバッグ故障警告灯

● 走行可能表示灯が「OK」のときに警告灯
が点灯します。エアバッグシステムが正
常に作動している場合は、数秒後に消灯
します。システムに故障が発生したとき
は、故障が解消されるまで警告灯が点灯
し続けます。
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警告

● 下記のいずれかが発生した場合は、
エアバッグシステムが故障している
ことを表します。早めに BYD 正規
ディーラーまたは BYD 指定サービ
ス工場に連絡し、点検を依頼してく
ださい。

● 走行可能表示灯が「OK」のときに
警告灯が点灯しない、または点灯
し続ける。

● 運転中に警告灯が点灯する。

パーキングシステム故障警告灯

● ブレーキフルード量が低下している、ま
たはブレーキシステムに故障があると
き、この警告灯が点灯し続けます。

警告

● 下記のいずれかが発生した場合は、
ただちに安全な場所に停車し、BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場に連絡してください。

● 走行可能表示灯を「OK」にしたと
きに警告灯が点灯する。

● 車両を始動後、ブレーキフルード
の液量に問題がなく、電動パーキ
ングブレーキシステムが正常に作
動している（「電動パーキングブレ
ーキシステムを確認」のメッセー
ジが出ていない）が、警告灯が常
時点灯している。

● パーキングシステム故障警告灯と
ABS 故障警告灯が同時に点灯して
いる。

● ブレーキフルードの液量が低下して
いる状態での運転は非常に危険なた
め、運転を止めてください。

お願い

● 運転中に警告灯がしばらく点灯する
ことがありますが、異常ではありま
せん。

 ステアリングシステム故障警告灯

● ステアリングシステムに故障が発生した
場合、この警告灯が点灯し続けます。

警告

● ステアリングシステム故障警告灯が
点灯している場合は、ただちに安全
な場所に停車し、BYD 正規ディーラ
ーまたは BYD 指定サービス工場に
連絡してください。

注意

● ステアリングホイールを 5 秒以上
全切り（限界位置を保持）のままに
しないでください。5 秒を超えると
過熱保護機能が作動し、操舵力が重
くなります。この操作を継続する
と、ステアリングシステムが損傷す
る可能性があります。

● 長時間頻繁に据え切りをした場合、
ステアリングシステム故障警告灯が
点灯していないのにステアリングが
重く感じられることがありますが、
ステアリングシステムの過熱を防ぐ
ため、アシスト力が低下しているた
めです。

● このようなときは、頻繁なハンド
ル操作を避ける、または停車して
電源を切ってください。システム
は、10 分以内に正常な状態に戻り
ます。

● 起動バッテリーの脱着やフューズの
抜き差しなどの操作により、車両の
電源が切れた場合、車両の電源が復
旧すると、コンビネーションメータ
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注意

ーの ESC 警告灯が点灯します。こ
のようなときは、ハンドル角ゼロ点
自己学習を操作する必要がありま
す。

1. 左右方向にステアリングホイールを
ゆっくり回し切った状態で 2～5 秒
間保持した後、ステアリングホイー
ルを離します。

2. 車両の電源ポジションを「OFF」に
して 10 秒以上待ちます。

3. 再度走行可能表示灯を「OK」にしま
す。このとき、ESC 故障警告灯が消
灯すれば自己学習プロセスは完了で
す。

お願い

● ステアリングシステムは、ステアリ
ング操作に必要な力を軽減するため
にモーターを採用しています。ステ
アリングホイールを回すとき、モー
ターの作動音（「ぶんぶん」のような
音）が聞こえることがありますが故
障ではありません。

低電圧給電システム故障警告灯

● 充放電以外のときに警告灯が点灯してい
る場合は、DC モジュールまたは低電圧給
電システムに不具合があることを表しま
す。

● 充電時に点灯する場合は、充電システム
が故障していることを表します。

警告

● 運転中にこの警告灯が点灯した場
合、エアコン、ファン、マルチメデ
ィアなどを止めて安全な場所に停車
し、ただちに BYD 正規ディーラーま

警告

たは BYD 指定サービス工場に救援
を依頼してください。

パワートレイン故障警告灯

● パワートレインが故障した場合に点灯し
ます。

注意

● 下記のいずれかが発生した場合は、
車両を運転しないでください。ただ
ちに安全な場所に停車し、BYD 正規
ディーラーまたは BYD 指定サービ
ス工場に連絡してください。

● 走行可能表示灯が「OK」のときに
点灯し続けます。

● 運転中に警告灯が点灯する。

パワーバッテリー過熱警告灯

● 警告灯が点灯している場合は、パワーバ
ッテリーの温度が高すぎることを表しま
す。停車して、温度を下げてください。

警告

● パワーバッテリー過熱警告灯が点滅
しているときは、ただちに安全な場
所に停車し、車両から離れてくださ
い。

注意

● 下記の条件で走行した場合、パワー
バッテリーが過熱することがありま
す：

● 炎天下や長時間・長距離で上り坂
を走行したとき。

● 長時間にわたり頻繁に発進・停止、
急加速・急ブレーキ繰り返す交通

43

02
メ
ー
タ
ー
ク
ラ
ス
タ
ー



注意

状況、または長時間連続で走行し
たとき。

パワーバッテリー故障警告灯

● 車両の走行可能表示灯を「OK」にする
と、この警告灯は点灯します。パワーバ
ッテリーシステムが正常に作動している
場合は、数秒後に消灯します。システム
に故障が発生したときは、警告灯が再度
点灯します。

注意

● 下記のいずれかが発生した場合は、
パワーバッテリーシステムが故障し
ていることを表します。ただちに

注意

BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場に連絡し、点検を依
頼してください。

● 走行可能表示灯が「OK」のときに
警告灯が点灯し続ける。

● 運転中に警告灯が点灯し続けるま
たは時々点灯する。

メーターのその他の故障について

コンビネーションメーターには次のような
故障メッセージが表示されることがありま
す。その都度、推奨される対応方法に従っ
て操作してください。

アイコン
表示 故障メッセージ 対応方法

車載充電システムを確認してく
ださい

車載充電システムが故障しています。充電設備
の接続異常がないか確認したうえで、充電設備
に再接続してください。解消しない場合は、BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サービス工場に
連絡してください。

メモリーシステムを点検してく
ださい

メモリーシステムが故障しています。BYD 正規
ディーラーまたは BYD 指定サービス工場に連絡
してください。

車両ネットワークの故障です。
安全に停車し、サービス店に連
絡してください。

車両のデータネットワークが故障している可能
性があります。ただちに停車し、BYD 正規ディ
ーラーまたは BYD 指定サービス工場に連絡して
ください。

EV 機能が制限されています
EV 機能が制限されています。ただちに BYD 正
規ディーラーまたは BYD 指定サービス工場に連
絡してください。

自動緊急ブレーキ警告灯点灯
自動緊急ブレーキシステムが故障しています。
すぐに停車し、BYD 正規ディーラーまたは BYD
指定サービス工場に連絡してください。
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アイコン
表示 故障メッセージ 対応方法

車線逸脱防止支援システムを確
認してください

車線逸脱防止支援システムが故障しています。
速やかに停車し、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場に連絡してください。
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03 コントローラーの操
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ドアとキー

キーについて

キーには、リモートキー、メカニカルキー
（リモートキー内）、Bluetooth キー*および

NFC デジタルキー*があります。

リモートキー

● リモートキーを携帯し、運転席側ドアハ
ンドルのマイクロスイッチを押すと、す
べてのドアの解錠/施錠ができます。リ
モートキーのボタン操作では、ドアの解
錠/施錠、電動スライドドアの開閉*、リ
モートスタート*などができます。

仕様 1*
①「ロック」ボタン

②「アンロック」ボタン

③「テールゲートオープン」ボタン

④「スタート/ストップ」ボタン

⑤ 表示灯

⑥ メカニカルキー

仕様 2*
①「ロック」ボタン

②「アンロック」ボタン

③「テールゲートオープン」ボタン

④「左側電動スライドドア開閉」ボタン*

⑤「右側電動スライドドア開閉」ボタン*
⑥ 表示灯

⑦ メカニカルキー

警告

● リモートキーの中に入っているボタ
ン電池は危険なため、電池の種類を
問わずお子様の手の届かないところ
に置いてください。

● ボタン電池を誤って飲み込んだ、ま
たは体の一部に入ると、2 時間以内
に生命にかかわる重大な傷害を引き
起こすおそれがあります。

● ボタン電池を誤って飲み込んだ、ま
たは体の一部に入ったと疑われる場
合は、ただちに医師の手当てを受け
てください。

注意

● リモートキーは電子部品です。リモ
ートキーの破損を防ぐため次の説明
に従ってください。

● リモートキーを夏のインストルメ
ントパネルなどの温度が高いとこ
ろに置かないでください。

● リモートキーを車内の収納ボック
スやカップホルダー*に入れない
でください。

● リモートキーを勝手に分解または
改造しないでください。
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注意

● リモートキーで他のものを強く叩
いたり、リモートキーを落とした
りしないでください。

● リモートキーを水に浸けたり、超
音波洗浄機で洗浄しないでくださ
い。

● リモートキーを携帯電話などの電
磁波が発生する装置と一緒に置か
ないでください。

● リモートキーに電磁波を遮断する
ものを付けないでください（金属
シールなど）。

● 同一の車両にエマージェンシーキ
ーを登録することができます。詳
細については、BYD 正規ディーラ
ーまたは BYD 指定サービス工場
に連絡してください。

● リモートキーの作動範囲内でドア操
作ができない、またはキーの表示灯
が暗いか点灯しない場合：

● 近くにリモートキーの動作を干渉
するラジオ局や航空無線発信機が
ないかを確認してください。

● リモートキーの電池が切れている
可能性があります。リモートキー
の電池を点検してください。バッ
テリーの交換が必要な場合は、
BYD 正規ディーラーまたは BYD
指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

● リモートキーを紛失した場合は、車
の盗難や予期せぬ事故を防ぐため、
できるだけ早く BYD 正規ディーラ
ーまたは BYD 指定サービス工場に
連絡するようおすすめします。

● 本車両のメカニカルキーにはリモー
トキーの番号が記載されており、新
しいキーを作成する際に使用できま
すので、その番号を控えておいてく
ださい。

注意

● 本車両のリモートキーは日本国内で
のみ使用できます。リモートキーの
認証ラベルを故意に破損または改ざ
んしないでください。

● 送信周波数の変更、送信出力の増加
（送信周波数アンプの追加を含む）、
アンテナの外付けや他の送信アンテ
ナの流用をしないでください。

● 使用時に、合法的な様々な無線通信
業務に干渉がないようにしてくださ
い。干渉が見つかった場合は、ただ
ちに使用を停止し、干渉の解消措置
を取ってから使用してください。

● 小電力無線機を使用するときは、さ
まざまな無線通信業務の干渉、また
は産業用、研究用および医療用設備
の放射干渉を避けてください。

● 飛行機や空港の近くで使わないでく
ださい。

● 車両から離れる場合は、必ずリモー
トキーを携帯して施錠してくださ
い。また、絶対にお子様を 1 人で車
内に残さないでください。

● リモートキーは長時間強い電磁波を
受信すると、バッテリーが急速に消
耗します。以下のような磁場を発生
させる可能性のある電気機器の近く
に置かず、少なくとも 1m 以上離し
てください。

● テレビ

● パソコン

● 携帯電話の充電器

● 照明器具

● 蛍光灯

メカニカルキー

● メカニカルキーはリモートキー内に格納
されており、運転席側ドアの施錠/解錠が
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できます。リモートキーの電池残量が不
足している場合や、車両のスマートエン
トリー機能が作動しない場合に使用しま
す。使わないときは、メカニカルキーを
リモートキーに確実に格納してくださ
い。

メカニカルキーの取り出し

● 図のようにリモートキー上の「PUSH」ボ
タン①を押し、矢印方向②にメカニカル
キーを取り出します。

メカニカルキーの組み立て

● メカニカルキーを使用した後は、「PUSH」
ボタンを押しながらメカニカルキーを挿
し込んでください。

Bluetooth キー*
スマートフォン Bluetooth 車両キーの紹介

● BYD のスマートフォン用 Bluetooth キ
ーは、近距離 Bluetooth を通じて車両に
接続し、ドアのロック・アンロックなど
のコントロールを実現します。

● アプリストアで BYD APP の最新バージ
ョンをダウンロードしてインストールし
てください。このアプリには、スマート
フォン用 Bluetooth キー機能を集約して
います。

● スマートフォン用 Bluetooth キーが装備
されている車両の場合、BYD APP で機能
を有効にした後、スマートフォン用
Bluetooth キーを使用できます。

● スマートフォン用 Bluetooth キーを ON
にして車両に近づきアプリを開くと、ア

プリがスマートフォン用 Bluetooth キー
に自動で接続します。また、スマートフ
ォン用 Bluetooth キーを手動で接続する
こともできます。Bluetooth 接続が成功
すると、スマートフォン用 Bluetooth キ
ーを使用できるようになります。

● スマートフォン用 Bluetooth キーで対応
可能な機能は、車両の構成によって異な
ります。

● スマートフォン用 Bluetooth キーはネッ
トワークに依存しません。スマートフォ
ン用 Bluetooth キーを接続して、実行す
る操作項目をタッチすると、アプリが車
両を制御するためのコマンドを送信しま
す。

● 快適なご利用のため、車両始動時は運転
席に近づいてスマートフォン用
Bluetooth キーをご使用ください。

注意

● スマートフォン用 Bluetooth キー
を有効にする前に、車両ネットワー
ク信号が良好であることを確認して
ください。有効にできなかった場合
はネットワークが良好な場所に車両
を移動し、アプリで Bluetooth キー
を再度有効にしてください。

● スマートフォン用 Bluetooth キー
でロックを解除した後すぐに車両の
操作が行わない場合、ドアが自動的
に施錠されます。

● スマートフォン用 Bluetooth キー
が複数回接続に失敗する、または複
数回操作に失敗した場合は、システ
ムの Bluetooth を OFF にしてから
再度 ON にするか、アプリを再起動
してください。

● スマートフォン用 Bluetooth キー
の使用可能な距離は、車両環境とス
マートフォンの性能によって制限さ
れます。車両が密集している場合、
使用可能な距離は短くなることがあ
ります。
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注意

● スマートフォン用 Bluetooth キー
を使用するには、スマートフォンの
Bluetooth を ON にしてください。
使用中に問題が発生した場合は、
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場にお問い合わせくだ
さい。

NFC デジタルキー*
● NFC デジタルキーは、BYD がユーザーに
提供しているデジタルキー機能です。ド
ライバーは自分のスマートフォンやウェ
アラブルデバイスを車両のキーとして登
録し、安全かつ便利に車両の施錠/解錠、
および始動を行うことができます。

● NFC デジタルキーを有効にする前に、次
の条件が満たされていることを確認して
ください。

● 車両が BYD クラウドサービスを有効に
している。

● 車両に NFC デジタルキー機能が装備さ
れ、対応している。

● スマートフォンまたはウェアラブルデ
バイスが、BYD NFC デジタルキー機能
に対応している（対応しているデバイ
スモデルについては、BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場にお
問い合わせください）。

スマートフォンの NFC デジタルキーの有効
化

● スマートフォンで NFC デジタルキーを
有効にする場合は、リモートキー使用し
て車両に乗り込み、車両の走行可能表示
灯を「OK」にして「P」レンジのままに
してください。

● アプリストアから BYD APP をダウンロ
ードし、登録してログインします。「デジ
タルキー」をタッチし、画面に従って有
効にします。

ウェアラブルデバイスの NFC デジタルキー
を有効にする

● ウェアラブルデバイスは Apple Watch
をサポートしています（その他のウェア
ラブルデバイスのサポートについては、
BYD 正規ディーラーにお問い合わせくだ
さい）。有効化するには、以下の 2 つの方
法があります。

● iPhone が正常に起動したら、Apple
Watch と同期します。

● ロックを解除した Apple Watch を
装着し、iPhone デジタルキーを有
効にします。起動した後、iPhone
は同期されると近くにある Apple
Watch にデジタルキーを追加する
内容が表示されるので、画面に従っ
て有効化します。

● Watch App で有効化：

● この方法は、iPhone のデジタルキ
ーは有効化されているが Apple
Watch に同期されていない場合に
適しています。iPhone の Watch
App を開いて「ウォレット」を選択
し、対応するキーを見つけて「追
加」をタッチし、画面に従って有効
化します。

NFC デジタルキーを使用する

● NFC デジタルキーを使用する場合は、ス
マートフォンまたはウェアラブルデバイ
スの NFC 機能スイッチを ON にしてく
ださい。使い方：

● NFC デジタルキーを有効化したスマー
トフォンまたはウェアラブルデバイス
を携帯し、NFC アンテナエリアを運転
席側のドアミラーの NFC マークに近づ
けると、車両を施錠/解錠し（NFC アン
テナエリアの詳細については、デバイ
スのプロバイダーにお問い合わせくだ
さい）、車両の始動の許可を取得できま
す。
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注意

● NFC デジタルキーを使用して始動
の許可を取得後、できるだけ早く車
両を始動してください。車両が時間
内に始動しない場合は、スマートフ
ォンまたはウェアラブルデバイスを
運転席側のドアミラーの NFC マー
クに再度近づけ、始動の許可を取得
してください。

NFC デジタルキーを削除する

● NFC デジタルキーを削除するには 2 つの
方法があります。

● BYD APP で削除:BYD APP を開き、デジ
タルキー管理画面に進みます。削除す
る必要があるデジタルキーをタッチ
し、操作パスワードを入力して削除し
ます。

● ウォレットアプリで削除する：スマー
トフォンのウォレットアプリを開き、
削除するデジタルキーを選択し、画面
に従って削除します。

ドアの施錠/解錠

メカニカルキーでの施錠/解錠

● メカニカルキーを運転席側ドアハンドル
の鍵穴に挿し込み、キーを抜いてからド
アハンドルを引いてドアを開けてくださ
い。

● 運転席側ドアの解錠：反時計回りにキ
ーを回します。

● 運転席側ドアの施錠：時計回りにキー
を回します。

お願い

● メカニカルキーを抜き出した後、運
転席側ドアハンドルを引いてドアを
開けてください。

ノブ操作でドアを開ける

● 解錠している場合は、ノブを 1 回引き上
げると車内からドアが開けられます。

● 施錠している状態でドアを開ける場合
は、2 回連続でノブを引き上げます。

警告

● ドアを開ける前に、周囲の歩行者や
車両を確認し、凹凸のある地面、壁、
車両などの障害物に注意して、衝突
を避けてください。

● ドアを開けるときは、強風でドアが
勢いよく開けられる可能性があるこ
とに注意してください。
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警告

● 車両を発進させる前に、ドアがしっ
かり閉まっていることを必ず確認
し、走行中にドアが突然開くことが
ないようにしてください。走行中
は、ドアハンドルを操作しないでく
ださい。

● お子様が誤ってドアを開けてしまう
と、予期せぬ事故を起こすおそれが
あるため、お子様にノブを触らせな
いでください。

● お子様を乗せている場合は、必ずチ
ャイルドロック機能を ON にしてく
ださい。

● 指を挟まれる危険があるため、子供
にドアの開閉操作をさせないでくだ
さい。

リモートキー操作での施錠/解錠

● 作動範囲内であれば、リモートキーです
べてのドアの施錠/解錠や付加機能が操
作できます。

● 有効なリモートキーを携帯し、作動範囲
内でリモートキーのボタンをゆっくりと
確実に押すと、ドアの施錠/解錠ができま
す。

施錠： 
● 車両の電源ポジションが「OFF」で、す
べてのドアおよびボンネットが閉まって
いるときに「ロック」ボタンを押すと、
すべてのドアが同時に施錠されます。

● ドアが施錠されると、ドアミラーが格納
され（ドアミラー格納機能が ON の場
合）、ターンシグナルランプが 1 回点滅し
ます。

● 施錠後は、すべてのドアが確実に施錠さ
れていることを確認してください。

● ドア、ボンネット、テールゲートが開い
ている場合、ターンシグナルランプは点
滅せずにホーンが 1 回鳴ります。

● 走行可能表示灯が「OK」の状態で施錠す
ると、ホーンが 1 回鳴ります。

解錠： 
● 「アンロック」ボタンを押すと、ドアが解
錠されて、ターンシグナルランプが 2 回
点滅します。

● 走行中に「ロック」または「アンロック」
ボタンを操作しても、ドアの施錠/解錠は
できません。

● リモートキーを操作してすべてのドアを
解錠した場合、ドアが開いていなくても
ルームランプが 15 秒間点灯してから消
灯します（ルームランプ「DOOR」スイ
ッチ ON の場合）。

● イモビライザーが作動している状態でリ
モートキーを使って解錠した場合は、30
秒以内にドアを開けてください。30 秒
経過すると、すべてのドアが自動で再度
施錠されます。

リモートキーによるドア解錠の設定

● マルチメディア  →ロック→ロック→リ
モートロック解除で、リモートキーの「ア
ンロック」ボタンを押したときに解錠す
るドアを設定できます。設定可能なオプ
ションは以下の通りです。

● 運転席側ドア：リモートキーの「アン
ロック」ボタンを押すと、運転席ドア
のみが解錠されます。
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● すべてのドア：リモートキーの「アン
ロック」ボタンを押すと、すべてのド
アが解錠されます。

お願い

● 「ロック」または「アンロック」ボタ
ンを長押しすると、リモートキーの
ウィンドウガラス開閉機能が作動し
ます（（54 ページ）を参照してく
ださい）。

● ドアが閉まっていないときは、正常
にドアを施錠することができませ
ん。

● 車両から離れる場合は、リモートキ
ーを携帯してください。

リモートキー操作によるウィンドウガラス
の開/閉

● 車両の電源ポジションを「OFF」にした
場合：

● リモートキーの「ロック」ボタンを長
押しすると、すべてのウィンドウガラ
スが自動で閉まります。

● リモートキーの「アンロック」ボタン
を長押しすると、すべてのウィンドウ
ガラスが自動で開きます。

● ドライバーはマルチメディア  →ロッ
ク→窓（ウインドウ）から、リモートキー
の長押し操作での施錠/解錠、ウィンドウ
ガラスの開閉機能を設定できます。設定
可能な機能は以下の通りです：

● リモートキー長押しで窓を閉めロック

● リモートキー長押しで窓を開けアンロ
ック

警告

● リモコン操作でウィンドウガラスを
閉じる際は、ウィンドウガラスに乗
員の身体が挟まれるおそれがないこ

警告

とを確認してから操作してくださ
い。

マイクロスイッチ操作での施錠/解錠

施錠

● ドアを閉めて施錠していない状態でリモ
ートキーを携帯し、運転席側ドアハンド
ルのマイクロスイッチを押します。すべ
てのドアが同時に施錠されてターンシグ
ナルランプが 1 回点滅します。

● ドア、ボンネット、テールゲートのいず
れかが開いている状態でも、マイクロス
イッチ操作で閉まっているドアを施錠す
ることができます。ただし、ターンシグ
ナルランプは点滅せずにホーンが 1 回鳴
ります。

解錠

● 施錠されている状態でリモートキーを携
帯し、運転席側ドアハンドルのマイクロ
スイッチを押すと、すべてのドアが同時
に解錠されてターンシグナルランプが 2
回点滅します。

● イモビライザーが作動している状態で解
錠した場合は、30 秒以内にドアを開けて
ください。30 秒経過すると、すべてのド
アが自動で再度施錠されます。

● 以下の場合は、マイクロスイッチを押し
ても施錠/解錠はできません。

● ドア開閉時に、マイクロスイッチを押
したとき。
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● リモートキーが車内に置いてあると
き。

お願い

● リモートキーが車外のドアノブ、ま
たはウィンドウに近すぎる場合は、
この機能が有効にならず操作できな
いことがあります。

マイクロスイッチ操作によるウィンドウガ
ラスの開/閉

● 車両の電源ポジションが「OFF」で、リ
モートキーを携帯したまま運転席側ドア
ハンドルのマイクロスイッチを長押しす
ると、すべてのウィンドウガラスが自動
開閉できます。

● マルチメディア  →ドア・窓とロック→
パワーウィンドウ画面から、マイクロス
イッチによるウィンドウの開閉機能を設
定できます。設定可能な機能は以下の通
りです。

● マイクロスイッチを長押しして、ドア
を施錠し、窓を閉める。

● マイクロスイッチを長押しして、ドア
を解錠し、窓を開ける。

NFC デジタルキーでの施錠/解錠*
ドアの施錠

● ドアを閉め、施錠していない状態で NFC
デジタルキー*を運転席側ドアミラーの
「NFC」マークにかざすと、すべてのドア
が同時に施錠されます。車両の電源が
OFF のときは、ターンシグナルランプが
1 回点滅します。

ドアの解錠

● ロック状態で、スマートフォンの NFC デ
ジタルキーを携帯し、スマートフォンの
背面の上部を運転席側ドアミラーの
「NFC」マークに近づけると、すべてのド
アのロックが同時に解除され、ターンシ
グナルランプが 2 回点滅します。

● 以下の場合は、NFC デジタルキーで施錠/
解錠はできません。

● ドアの開閉操作と同時に、NFC デジタ
ルキーを運転席側ドアミラーの「NFC」
マークにかざしたとき。

● 車速が 3km/h 以上またはギアが「P」
ポジションにないとき。

● スマートフォンの NFC 機能が有効にな
っていないとき。

お願い

● NFC デジタルキーで解錠した場合
のキーレススタートの有効時間は最
大 4 分です。また、「OFF」の位置で
キーを使用して施錠すると、権限を
取り消すことができます。

● 一部のスマートフォンモデルでは、
電源が OFF の状態での使用には対
応していません。

● スマートフォンを電源 OFF にした
状態で長時間および高頻度の使用は
避けてください。

● イモビライザーが作動している状態
で、NFC デジタルキーを使って解錠
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お願い

したときは、30 秒以内にドアを開け
てください。そうしないと、すべて
のドアが自動的に再度施錠されま
す。

Bluetooth キーでの施錠/解錠*
● Bluetooth キーのロック/アンロックの
具体的な方法は（50 ページ）を参照して
ください。

テールゲートの開/閉
リモートキーでテールゲートを開ける

● 2 秒以内にリモートキーの「テールゲー
ト解錠」ボタンを 2 回連続で押すと、タ
ーンシグナルランプが 2 回点滅し、テー
ルゲートが解錠されます。

手動でテールゲートを開ける

● 施錠しているときは、有効なリモートキ
ーを携帯した状態でテールゲートオープ
ンスイッチを押すと､テールゲートが解
錠されます。

● テールゲートが解錠している状態でテー
ルゲートオープンスイッチを押しながら
外側へ引くと、テールゲートを開けるこ
とができます。

手動でテールゲートを閉める

● テールゲート下縁の取っ手を握って下方
に引き、テールゲート外板を押すとテー
ルゲート閉めることができます。

警告

● テールゲートを操作する場合は、下
記の注意事項を守ってください。そ
うしないと、身体の一部が挟まれて
生命にかかわる重大な傷害につなが
るおそれがあります。

● 周辺をきちんと確認し、安全を確
保してください。近くに人がいる
ときは、安全を確認してからテー
ルゲートを開閉してください。

● テールゲートを閉めるときは、指
などを挟まないように注意してく
ださい。

● 発進するときは、テールゲートが
確実に閉まっていることを確認し
てください。

● テールゲートを開ける前に、付着
している雪や氷などを取り除いて
ください。そうしないと、開いて
いるテールゲートが突然閉まるお
それがあります。

● 風が強いときに開閉すると、風に
あおられて急に動くことがあるた
め特に注意してください。

● テールゲートが完全に開いていな
い場合、突然閉まるおそれがあり
ます。坂道でテールゲートの開閉
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警告

操作をするときは、平地より力が
かかるため、テールゲートの思わ
ぬ開閉に注意してください。ま
た、トランクを使用する前に、テ
ールゲートが完全に開いて止まっ
ていることを確認してください。

● 緊急ブレーキや事故時に、お子様が
生命にかかわる重大な傷害を受ける
おそれがあるため、トランクルーム
に人を乗せないでください。

● お子様をトランク内で遊ばせないで
ください。誤って車内に閉じ込めら
れたり、テールゲートの操作中にけ
がをするおそれがあります。

● テールゲートのダンパーステーの損
傷や故障を防ぐため、ダンパーステ
ーに物を掛けたり取り付けたりしな
いでください。また、手でテールゲ
ートのダンパーステーを引っ張らな
いでください。

注意

● テールゲートのスイッチを押しなが
らスマートキーでの施錠/解錠を行
わないでください。

● テールゲートを閉める際、テールゲ
ートのシール部に異物を挟まないで
ください。閉める際にシールを損傷
するおそれがあります。

● テールゲートを開けた後、最高位置
で自動的に維持することが困難な場
合は、テールゲートダンパーが故障
している可能性がありますので、
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場にご連絡ください。

集中ドアロックの施錠/解錠

集中ドアロックスイッチでの車両の施錠/解
錠

● 本章の運転席側ドアスイッチユニットの
（85 ページ）を参照してください。

ドアの自動施錠

● 走行時オートロック機能が ON になって
いる場合、速度が約 8km/h を超えると、
すべてのドアを自動で施錠します。

● 走行時自動施錠機能はマルチメディアで
設定できます。  →ロック→ドア、窓
（ウインドウ）、ロック→走行中のドアオー
トロックで ON/OFF を切り替えます。

ドアの自動解錠

● 「スタート/ストップ」ボタンを押して車
両の走行可能表示灯が「OK」の状態から
電源ポジションを「OFF」にすると、す
べてのドアを自動で解錠します。

注意

● 本車両には、強い衝撃後の自動解錠
機能を備えていますが、衝突の状況
によっては、ドアが自動解錠されな
い場合があります。

お願い

● イモビライザーが作動していない状
態で施錠すると、集中ドアロックの
施錠ボタンのバックライトが点灯し
ます。車両を解錠すると、バックラ
イトが消灯します。

● 中央ドアロックボタンを押すと、す
べてのドアが同時にロックされ、車
外からドアを開けることができなく
なります。車内からドアを開けると
きは、まず車内のドアノブを 1 回引
いてそのドアのロックを解錠し、も
う一度車内のドアノブを引くと、ド
アを開けることができます。

メカニカルキーでの全ドア緊急施錠

● 集中ドアロックシステムやリモートキー
が作動しない場合は、メカニカルキーで
施錠/解錠ができます。
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施錠

1. リモートキーからメカニカルキーを取り
出します。（詳細は（49 ページ）を参照
してください。）

2. 助手席のドアを開け、メカニカルキーを
ドアエッジの鍵穴に挿入します。図のよ
うに、キーを最大角度まで反時計回りに
回転させ、その後キーを抜き、ドアを閉
めるとロックされます。

3. スライドドアの内側ハンドルのノブを前
方に回転させ、ハンドルと水平になる位
置まで動かし、スライドドアを閉めると
ロックされます（詳細は（59 ページ）
を参照してください）。

4. メカニカルキーを運転席側のドアハンド
ルにある鍵穴に差し込み、時計回りに最
大角度まで回します。キーを元の位置に
戻して抜き、ドアを閉めるとロックでき
ます（（52 ページ）を参照してください）。

解錠

1. リモートキーからメカニカルキーを取り
出します。

2. メカニカルキーを運転席側のドアハンド
ルにある鍵穴に差し込み、反時計回りに
最大角度まで回します。その後、元の位
置に戻してからメカニカルキーを抜き出
します。

3. 車両に乗り込み、内側のドアノブを２回
連続で引き、他の 3 つのドアを解錠しま
す。

お願い

● 緊急施錠/解錠時は、メカニカルキー
が変形したり折れたりしないように
力を控えてください。

スライドドア

車外からスライドドアを開閉する

ドア外側ハンドルでスライドドアを開閉す
る

● イモビライザーが作動していない状態で
解錠されている場合：

● スライドドアのドアハンドルを外側に
引き、車両後部または前部方向にスラ
イドドアを動かして開閉します。

● 電動スライドドア*を装備している場
合は、ドアハンドルを引く、またはス
ライドドアハンドル上のマイクロスイ
ッチを押すと、電動スライドドアが自
動で開閉します。

リモートキーで電動スライドドアを開閉す
る*

● 車両が解錠されている場合は、リモート
キーの「電動スライドドア開閉」ボタン
*を 1 回押すと、対応する電動スライドド
アが開閉します。

● 車両の電源ポジションが「OFF」で施錠
されている場合は、リモートキーの「電
動スライドドア開閉」ボタン*を 2 回押す
と、対応する電動スライドドアが解錠さ
れて開きます。
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● 車両の走行可能表示灯が「OK」で施錠さ
れている場合は、車両を解錠してからリ
モートキーの「電動スライドドア開閉」
ボタン*を 1 回押すと、対応する電動スラ
イドドアが開きます。

電動スライドドアのワンタッチ開閉と施錠
連動*

● 車両が盗難防止モードで、車両全体が施
錠されているとき、リモートキーを携帯
してスライドドアハンドルのマイクロス
イッチを押すと、車両全体が解錠され、
スイッチを押した側の電動スライドドア
が自動で開きます。

● 車両が解錠され、スライドドアが開いて
いる状態で、リモートキーの「ロック」
ボタンを押す、またはリモートキーを携
帯してフロントドアハンドルのマイクロ
スイッチを押すと、スライドドアが自動
で閉まり、車両全体が施錠されます。

お願い

● スライドドアが停止しているとき、
リモートキーのスライドドアボタン
を 2 回押すと、スライドドアが前回
とは逆方向に一度だけ動作します。
動作中にリモートキーのボタンを 1
回押すと、スライドドアが停止しま
す。

● スライドドアが解錠状態の場合、リ
モートキーを携帯していなくても、
マイクロスイッチを押すと、電動ス
ライドドアが自動で開きます。

● 電動スライドドアの動作中にマイク
ロスイッチを押すと、動作が停止し
ます。再度マイクロスイッチを押す
か、ハンドルを引くと、電動スライ
ドドアが逆方向に動作します。

● スライドドアが手動モードの場合
は、手動でのみ開閉できます。詳細
は（59 ページ）を参照してくださ
い。

車内からスライドドアを開閉する

電動操作でスライドドアを開閉する*
● 電動スライドドアの開閉レバー*は、ステ
アリングホイール右側のインストルメン
トパネルにあります。左側レバー①は左
側スライドドア、右側レバー③は右側ス
ライドドアの開閉を制御します。中央レ
バー②は電動スライドドア機能の
ON/OFF が切り替えできます。

イモビライザーが作動していない状態で解
錠されている場合：

● レバー①または③を上下に操作すると、
対応するスライドドアが自動で開閉しま
す。スライドドアの開閉中は、「ピピピ」
という間欠的なブザー音が鳴ります。

● スライドドアの動きを止めたい場合は、
レバー①または③を上下に動かしてくだ
さい。スライドドアの開閉を続けたい場
合は、再度レバーを操作してください。

● レバー②を上下に動かすと、スライドド
アが電動モードと手動モードで切り替え
られます。

● スライドドアが電動モードの場合、レバ
ー②の黄色の指示灯が点灯します。この
とき、レバー①または③、リモートキー
のボタン操作*、ハンズフリースライドド
アオープナー*を使用してスライドドア
を開閉できます。

● ドライバーはマルチメディア  →ロッ
ク→ドア→スライドドア電動モードで、ス
ライドドア電動開閉機能の ON/OFF を設
定できます。マルチメディアで切り替え
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ると、レバー②の黄色インジケーターが
同期して点灯/消灯します。

● スライドドアが手動モードの場合は、指
示灯が消灯して手動でのみスライドドア
を開閉できます。

ドア内側ハンドルでスライドドアを開閉す
る

● 開ける場合は、①方向にドアハンドルを
動かして車両後方にドアハンドルを引い
てください。また、閉める場合は、②方
向にドアハンドルを動かして車両前方に
ドアハンドルを押してください。

● 電動スライドドア*を装備している場合
は、上記の方法でドアハンドルを動かす
と、電動スライドドアが自動で開閉しま
す。

● 電動スライドドア作動中にドアハンドル
を操作すると、停止します。

注意

● 電動モードでスライドドアを開閉す
る場合、強い信号妨害を受けるとモ
ーターが停止するおそれがありま
す。信号妨害から離れた後、ドアハ
ンドルを使用してスライドドアを閉
じて、スライドドアの位置情報を自
動認識すれば電動モードが復帰しま
す。

● 機械式チャイルドロックを施錠位置
にすると、対応する側のスライドド
アを車内から開けることができませ
ん。

スライドドアロックレバー

● スライドドアのロックレバーはドアハン
ドルの下部にあります。

● ①：ロックレバーを前方に回すと、レバ
ーはドアハンドルと同じ位置になりロッ
クされます。このとき、ドアハンドルで
はスライドドアを開けられません。

● ②：ロックレバーを後方に回すと、赤い
マークが表示されてアンロックされま
す。このとき、ドアハンドルでスライド
ドアを開けられます。

警告

● スライドドアを操作する前に、車両
が確実に停止していることを確認し
てください。

● 走行前に、全てのドアが閉まりロッ
クされていることを確認してくださ
い。走行中は、スライドドアのハン
ドルやスイッチを操作しないでくだ
さい。スライドドアが突然開き、人
や荷物が車外に放り出されるおそれ
があります。

● スライドドアに寄りかかったり、ス
ライドドアの動作範囲内に立ち入っ
たりしないでください。ドアの開閉
により、ぶつかったり、転倒したり、
挟まれたりするおそれがあります。

● お子様にスライドドアを操作させな
いでください。誤操作により、怪我
や生命にかかわる重大な傷害につな
がるおそれがあります。

● 後席にお子様が乗車する際は、スラ
イドドアの電動モード*を解除し、機
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警告

械式チャイルドロックを施錠してく
ださい（詳細は（66 ページ）を参
照）。

● スライドドアを開閉する際は、スラ
イドドア周辺の安全を確認し、周囲
の人に注意を促してください。

● 坂道ではスライドドアの開閉を避け
てください。スライドドアの開閉速
度が速くなりすぎて事故につながる
おそれがあります。

● 坂道やスライドドアの作動中は、ス
ライドドアの電動/手動モード切り
替えを避けてください。スライドド
アのアシスト力が突然失われ、事故
につながるおそれがあります。

● 手動でスライドドアを開閉する際
は、ドアハンドルをしっかり握って
操作してください。スライドドアの
端をつかんで操作したりせず、手を
挟まないよう注意してください。

● スライドドアが完全に開いてから乗
り降りしてください。完全に開いて
いないスライドドアは固定されてお
らず、突然動き出して怪我をするお
それがあります。

● 手動でスライドドアを開ける際は、
スライドドアが完全に開いて固定さ
れていることを確認してください。
手動でスライドドアを閉める際は、
スライドドアをしっかりと閉めてく
ださい。

● ドアハンドルを使用して電動スライ
ドドア*を開閉する際は、ドアが動き
始めたらドアハンドルから手を離
し、怪我を防いでください。

● 頭、手、その他の身体部位をスライ
ドドアの窓から出さないでくださ
い。スライドドアが突然動いて重大
な傷害につながるおそれがありま
す。

警告

● タイヤ修理、車両清掃、外装メンテ
ナンス、または車両側面に物を置い
たり拾ったりする場合は、誤ってス
イッチに触れてスライドドアが作動
するのを防ぐため、スライドドアの
電動モード*を OFF にしてくださ
い。

注意

● スライドドアを使用する場合は、ス
ライドドアのチェーンケーブルを踏
んだり、蹴ったり、強く引っ張った
り押したりしないでください。

● スライドドアの開閉中に逆方向の指
示や挟み込み防止機能が作動する
と、スライドドアは一時停止します。
このとき、スライドドアを長時間停
止した状態にしないでください。

ハンズフリースライドドアオープナーによ
るスライドドアの開閉*

● リモートキーによるハンズフリースライ
ドドアオープナー感知マーク投影：スラ
イドドアが閉じている状態で、有効なリ
モートキーを携帯して、スライドドアの
感知エリア内に立つと、車両が自動的に
感知し、地面にハンズフリースライドド
アオープナー感知マーク*を投影します。

● NFC デジタルキー解錠によるハンズフリ
ースライドドアオープナー感知マーク投
影：車両が施錠されている状態で、NFC
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デジタルキーを使って解錠すると、車両
は自動的に地面にハンズフリースライド
ドアオープナー感知マーク*を投影しま
す。

● Bluetooth キー解錠によるハンズフリー
スライドドアオープナー感知マーク投
影：車両が施錠されている状態で、
Bluetooth キーを使って解錠すると、車
両は自動的に地面にハンズフリースライ
ドドアオープナー感知マーク*を投影し
ます。

● 投影されたハンズフリースライドドアオ
ープナー感知マーク全体を足で完全に覆
うと、感知マークは約 1.5 秒後に消え、
ターンシグナルランプが 2 回点滅し、そ
の側のスライドドアが自動的に開きま
す。

● ドライバーはマルチメディア  →ロッ
ク→ドア→ハンズフリーオープナー（ハン
ズフリースライドドアオープナー）で、
ハンズフリースライドドアオープナー機
能の ON/OFF を設定できます。

警告

● 必ずセンサーの感知エリア内でのみ
操作を行ってください。

● 操作を行う場合は、地面にしっかり
と立って車両に十分なスペースがあ
ることを確認してください。そうし
ないと、バランスを崩すおそれがあ
ります（例：氷の上にいる場合など）。

● ハンズフリースライドドアオープナ
ーによるスライドドアの開閉機能を

警告

使用する際、スライドドアが動作を
開始したら、身体部位やその他の物
品をドアから離し、スライドドアの
開閉による怪我を防いでください。

● 車両を洗浄、清掃、研磨、またはメ
ンテナンスする際は、ボタンまたは
マルチメディア設定でハンズフリー
スライドドアオープナー機能を
OFF にするか、洗車モード*を ON
にして、スライドドアが誤って開く
のを防いでください。

● ドアが誤って開くことを防ぐため、
次のようなときはリモートキーを持
ち歩かないでください。

● 車両側面/底部にものを置いたり、
ものを拾ったり、引きずったりす
る必要がある場合。

● 車両側面のスライドドア、サイド
スカートを拭く、磨く、清掃する
などのメンテナンス作業を行う場
合。

● 周辺に小動物やボールなどがスラ
イドドアのサイドスカート下方を
通過する場合。

お願い

● スライドドア電動モードが OFF の
場合（（59 ページ）を参照してくだ
さい）は、ハンズフリースライドド
アオープナーによるスライドドアの
開閉機能は作動しません。

● ハンズフリースライドドアオープナ
ー感知マークを踏む場合は、マーク
の中央を踏み、95%以上の面積を覆
ってください。感知マークを踏んで
も認識しない場合は、感知マークか
ら足を離し、しばらく経ってから再
度足で踏んでください。

● 感知エリアの外から横方向にハンズ
フリースライドドアオープナー感知

62



お願い

マークへ足を移動させた場合は作動
しません。

● ハンズフリースライドドアオープナ
ー機能を使用する場合は、リモート
キーがスライドドアから 1m 以内に
あることを確認してください。

● 以下の理由により、ハンズフリース
ライドドアオープナー感知マークが
表示されない、または消えることが
あります。

● 車両が長時間（48 時間以上）放置
されている。

● リモートキーが車内に残ってい
る。

● リモートキーの信号が電磁干渉を
受けている（スマートフォンなど
の電子機器と密着しているなど）。

● キーを携帯して車両付近に約 1 分
間留まっているとき。

● 車内の運転席以外の座席に人が座
っているため、リモートキーのア
クティブサーチ機能が OFF にな
っている。

● ハンズフリースライドドアオープナ
ー感知マークが表示されない場合
は、手動でスライドドアを一度開閉
し、リモートキーを携帯して車両か
ら離れた後、再度車両に近づいて機
能を有効にしてください。

● 以下のような場合は、センサーの認
識精度が影響を受けることがありま
す。

● 雨や雪などの悪天候や車両の水
没、ボディー底部に多量の泥、雪、
氷などが付着しているとき。

● センサーが何かに覆われていると
き。

● 車両が明らかに傾いたり、最大積
載量を超えているとき。

お願い

● 非純正のサスペンションを取り付
け、車高が著しく変化している。

● 大規模な変電所内などの強い電磁
干渉がある場所。

電動スライドドアの動的保護*
スライドドアの挟み込み防止機能*

● 電動モードで閉じている途中に、スライ
ドドアが障害物を検知して作動が妨げら
れると、挟み込み防止機能が作動してス
ピーカーから警告音が鳴り、スライドド
アが停止して 10cm 後方に移動します。

● 電動モードで開いている途中に、スライ
ドドアが障害物を検知して作動が妨げら
れると、挟み込み防止機能が作動してス
ピーカーから警告音が鳴り、スライドド
アの作動が停止してわずかに閉じた後、
停止します。

スライドドアの動的保護*
● 車速が 3km/h を超えると、スライドドア
は開かずに閉じる作動のみ可能になりま
す。このとき、スピーカーから短い警告
音が鳴ります。

● 車速が 3km/h を超えてもスライドドア
が完全に閉まっていない場合は、スピー
カーから継続的に警告音を鳴らしてスラ
イドドアを閉めるよう注意を促します。

走行中のスライドドア自動閉鎖機能*
● 走行中のスライドドア自動閉鎖機能が

ON のとき、速度が約 8km/h を超える
と、すべてのスライドドアが自動で閉ま
ります*。

● 走行中のスライドドア自動閉鎖機能は、
マルチメディア  →ロック→ドア→走行
中に自動でドアが閉まりますで、ON/OFF
を設定できます。
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警告

● スライドドアの挟み込み防止機能を
故意に作動させないでください。人
身傷害につながるおそれがありま
す。

● 特定の物体（指やロープなど）が挟
まれた場合や、特定の角度で挟まれ
た場合、スライドドアの挟み込み防
止機能が作動しないことがありま
す。スライドドアが閉まり切る直前
に挟まれるものによっては、挟み込
み防止機能が作動しない場合があり
ます。

● 坂道やスライドドアの動作中に、ス
ライドドアの電動/手動モード切り
替えを行わないでください。スライ
ドドアが突然アシスト力を失い、事
故が発生するおそれがあります。こ
のような場合、スライドドアの急な
動作による危険を避けるため、スラ
イドドアが完全に開くか閉じるまで
速度保護モードに入ります。

● スライドドア電動モードが OFF に
なっている場合でも、対応する電動
クローザー機能は保持されます。ス
ライドドアが半開きの状態では電動
クローザー機能が作動し、スライド
ドアが確実に閉まるようにします。
突然動くスライドドアに手を挟まれ
ないようにご注意ください。

お願い

● リアドアのウィンドウガラスが開い
ている場合は、乗員が頭部や他の部
位を窓から出して挟まれるのを防ぐ
ため、電動スライドドアは完全に開
きません。リアドアのウィンドウガ
ラスを閉めると、スライドドアを完
全に開けることができます。

● スライドドアがロック状態の場合
は、スライドドアの電動開閉機能は
無効になります。

お願い

● スライドドアが開いている状態で車
両が施錠されている場合は、電動閉
鎖および電動クローザー機能のみ作
動可能です。

● スライドドアの開閉時と挟み込み防
止機能の作動時は、スピーカーから
警告音が鳴ります。

スマートエントリー＆スタ
ートシステム

リモートキーを使用して、ドアの施錠/解錠
および車両の始動ができます。

機能を ON にする場合

リモートキーの「ロック/アンロック」ボタ
ンを押すと、ドアの施錠/解錠ができます
（（53 ページ）を参照してください）。

車両を始動する

有効なリモートキーを携帯した状態でブレ
ーキペダルを踏みながら「スタート/ストッ
プ」ボタンを押すと、車両を始動できます
（詳細は（118 ページ）を参照してくださ
い）。

アンテナの搭載位置

①室内用アンテナ

②室外用アンテナ
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作動範囲

登録済みのリモートキーが作動範囲内にあ
る場合のみ、スマートエントリー＆スター
トシステム機能が作動します。

①機能が ON になる作動範囲——フロント
ドアハンドルおよびテールゲートオープン
スイッチから約 1m の範囲内。

②機能が ON になる作動範囲——室内。

他車両のリモートキーが本車両のリモート
キーの近くにある場合は、ドアを解錠する
までに通常より時間がかかりますが異常で
はありません。

警告

● 電磁波による電子機器への影響があ
るため、植え込み型心臓ペースメー
カーまたは植え込み型除細動器を使
用されている方は、スマートエント
リー＆スタートシステムのアンテナ
から遠く離れてください。それ以外
の医療電子機器を使用されている方
は、電磁波が機器に与える影響を製
造メーカーに確認してください。電
磁波は、そのような医療機器の使用
に予測できない悪影響を及ぼすおそ
れがあります。

お願い

次の場合は、スマートエントリー＆ス
タートシステムが正常に作動しない場
合があります。

お願い

● 近くにテレビ塔、発電所、ラジオ放
送局などの強い電磁波を発生する施
設があるとき。

● リモートキーを、双方向無線電話や
携帯電話などの通信装置と一緒に携
帯しているとき。

● リモートキーが金属に接触してい
る、または覆われているとき。

● ドアハンドルを素早く操作したと
き。

● リモートキーがドアハンドルに近づ
いたとき。

● 近くにある別の車両の中で、ワイヤ
レスリモートコントロール機能を操
作しているとき。

● リモートキーのバッテリーが切れて
いるとき。

● リモートキーが、高電圧設備または
ノイズを発生する設備の近くにある
とき。

● リモートキーを、他車のスマートエ
ントリー＆スタートシステムのキー
や、無線電波を発する他の装置と一
緒に携帯しているとき。

● 作動範囲内であっても、一部の場所
（センターコンソールの上、グローブ
ボックスの中、フロア）では、リモ
ートキーが正常に作動しないことが
あります。

● スマートエントリーシステムが正常に作
動せず車両に乗り込めない場合は、リモ
ートキーに内蔵されているメカニカルキ
ーで運転席側ドアを施錠/解錠する、また
はワイヤレスリモートコントロール機能
ですべてのドアを施錠/解錠してくださ
い。

● 「スタート/ストップ」ボタンを押しても
スタート機能が正常に作動しない場合
は、下記の要因が考えられます。
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● リモートキーが作動せずにコンビネー
ションメーターのリモートキーシステ
ム警告灯が点灯し、コンビネーション
メーターに「キーのバッテリー残量が
少なくなっています。できるだけ早く
バッテリーを交換してください」のメ
ッセージが表示されているときは、リ
モートキーのバッテリーが切れている
ことが考えられます。

● スマートエントリー＆スタートシステム
が故障で正常に作動しない場合は、すべ
てのリモートキーをお持ちいただき、
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場で修理をしてください。

節電

● 運転していない場合でも、リモートキー
と車両は常に通信を行っています。その
ため、リモートキーを車内または車両か
ら 2m 以内に置かないでください。

● リモートキーは長時間強い電磁波を受信
すると、バッテリーを急速に消耗するた
め、以下のような磁場を発生させる可能
性のある電気機器の近くに置かず、少な
くとも 1m 以上離してください。

● テレビ

● パソコン

● 携帯電話の充電器

● 照明器具

● 蛍光灯

チャイルドロック

チャイルドロックは、リアシートに座って
いる子供が不注意でリアドアを開けるのを
防ぐための機能です。チャイルドロックス
イッチは、左リアドアおよび右リアドアの
側面にあります。

①施錠

②解錠

チャイルドロックスイッチを施錠の位置に
すると、車内からリアドアを開けることが
できません。ドアを開けるときは車外のド
アハンドルを使用してください。

警告

● 特にお子様を乗せている場合は、ド
アが閉まりかつチャイルドロックが
作動していることを運転前に確認し
てください。

● シートベルトを正しく着用しチャイ
ルドロックを作動させることで、交
通事故によるドライバーや乗客の車
外放出を防止すると同時に、ドアが
不意に開くことも防止します。

● 子供を車内に一人で放置しないでく
ださい。

シート

シートについて

● ペダル、ステアリングホイールおよびイ
ンストルメントパネル上のコントローラ
ーなどが、ドライバーの操作しやすい範
囲にあるように運転席のシートを調節し
てください。

● 走行中、シートバックを垂直に立てるこ
とが、最も有効な保護対策です。身体を
シートバックにもたれるように座り、シ
ートベルトを適切な位置に調節してくだ
さい。
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● 頭部を保護するために、ヘッドレストを
適切な位置に調節してください。何らか
の理由でヘッドレストが動いた場合は、
こまめに調節して速やかに適切な位置に
戻してください。

警告

● 乗員が正しく着座してシートベルト
を着用するまで、車両を発進させな
いでください。

● 運転中または走行中はシートバック
を倒さないでください。シートベル
トの肩ベルト部分が正しくフィット
しなくなり、事故発生時にドライバ
ーや乗員が肩ベルト部分にぶつか
り、頚部などに重大な傷害を受ける
おそれがあります。また、腰ベルト
から滑り出して重大な傷害を受ける
可能性があります。

● シート上にシートバックを置かない
でください。事故発生時にドライバ
ーや乗員の身体が滑り、シートベル
トが十分な保護効果を発揮できない
おそれがあります。

● 倒したシートバックの上、トランク
ルームの中、荷物の上に座らないで
ください。緊急ブレーキ時や衝突発
生時にシートに正しく着座していな
い、またはシートベルトを正しく着
用していないことにより、ドライバ
ーや乗員が重大な傷害を受けるおそ
れがあります。

● 荷物は適切に固定し、走行中に移動
しないようにしてください。荷物の
積み込み高さはシートバックを超え
ないようにしてください。

● 走行中はシートの調節を行わないで
ください。シートの思わぬ移動によ
って車両が制御不能になり、車内の
乗員の生命に危険が及ぶおそれがあ
ります。

● シートを調節する際は、シート周辺
や後部座席の子ども/乗員/ペットな
どとの間に、十分な安全スペースを

警告

確保してください。後部座席の子
供/乗員/ペットを挟んだり、ぶつけ
たりしないように注意してくださ
い。

● シート調節時は、自身と周囲の乗員
の足元に十分な安全スペースを確保
し、挟み込みによる怪我を防いでく
ださい。

● 手や指が挟まれるおそれがあるた
め、シートを調節するときは、手を
シートの下に入れたり可動部品に近
づけたりしないでください。

● シートバックの角度を調節した後、
身体を後ろに寄せてシートバックが
ロックされていることを確認してく
ださい。確実にロックされていない
と、事故や緊急ブレーキ時に傷害を
受けるおそれがあります。

● 保護者不在時に子供が単独でシート
調節を行わないようにし、挟み込み
による怪我を防止してください。

注意

● シートを適切な位置や角度に調節し
てから、シートベルトを着用してく
ださい。

フロントシートの調節

フロントパワーシートの調節*
● フロントパワーシートの位置調節*は、シ
ートバック角度、シートの前後位置、シ
ートクッションの高さの調節を含みま
す。
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①シートバック角度調節スイッチ

● 前後方向にシートバック角度調節スイッ
チを操作すると、シートバックの角度を
調節することができます。

②シートポジション調節スイッチ

● 前後方向にシートポジション調節スイッ
チを操作すると、シートポジションを前
後方向に調節することができます。

● スイッチを上下方向に操作すると、シー
トの高さを調節することができます。

お願い

● スイッチを離すと、シートは設定さ
れた位置で停止します。

● ヘッドライニングまたはサンバイザ
ーに当たるのを避けるために、フロ
ントシートの位置を調整するときは
前へ過剰にスライドさせないでくだ
さい。

フロントシートの手動調節*
フロントシートの手動位置調節は、シート
バック角度、シートの前後位置、シートク
ッションの高さ*の調節を含みます。

①シートバック調整ハンドル

● リクライニングレバーを引き上げ、背中
でシートバックを支えながら前後に傾
け、シートバックを必要な位置に調整し、
レバーを離します。

②シート高さ調整ハンドル

● リクライニングレバーを引き上げるとシ
ートを上げることができ、リクライニン
グレバーを下に押すとシートを下げるこ
とができます。数回操作を繰り返して必
要な高さに調整します。

● リクライニングレバーの抵抗が大きくな
った場合は、シートが最高または最低位
置に調整されたことを示しています。

③シートの前後位置調節

● リクライニングレバーの中央を握って上
に引き、軽く身体を押し付けてシートを
前後にスライドさせ、必要な位置に調節
したらレバーを離します。

● 前後位置調節が完了したら、シートを前
後にスライドさせて、スライドレールの
ロック音がしてシートが正しい位置で固
定されていることを確認してください。

シートヒーターシステム*
● シートヒーターシステム*は、センターコ
ンソールのエアコンパネルにあるシート
ヒーターボタンで ON/OFF できます。左
側のボタン①は助手席シートヒーターを
制御し、右側のボタン②は運転席シート
ヒーターを制御します。
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● シートヒーターシステム*は、マルチメデ
ィア  →シートからも調整できます。

● ヒーター機能は 1 段階、2 段階、3 段階、
OFF の 4 段階から設定できます。

● シートヒーターのボタンを 1 回押す
と、3 つの指示灯が点灯して 3 段階のヒ
ーターが作動します。

● シートヒーターのボタンを 2 回押す
と、2 つの指示灯が点灯して 2 段階のヒ
ーターが作動します。

● シートヒーターのボタンを 3 回押す
と、1 つの指示灯が点灯して 1 段階のヒ
ーターが作動します。

● シートヒーターのボタンを 4 回押す
と、指示灯が消灯してヒーター機能が
OFF になります。

警告

● やけどを避けるため、お子様、高齢
者、皮膚が敏感な方、病気の方、過
度に疲労している方はシートヒータ
ーを使用したり、シートヒーターに
触れたりしないでください。

● シートヒーターを使用する際は、毛
布などで包まないでください。やけ
どの原因となります。

● フロントシートに水をこぼしたり、
鋭利なものでシート表皮を突き刺し
たりしないでください。シートヒー
ターを損傷するおそれがあります。

お願い

● 車両の電源ポジションを「ON」にす
ると、運転席および助手席側シート
ヒーターは初期設定の「OFF」にな
ります。

リアシートの調節

リアシートの手動調節

● リアシートは、シートの前後位置とシー
トバック角度の調節ができます。リアシ
ートのクッションも折り上げ可能で、後
部収納スペースを拡大できます。

シートの前後位置調節

● シートクッション下部およびシート後方
のストラップを引くと、リアシートのロ
ックが解除されて前後位置の調節ができ
ます。

● シートクッション下部のサポート外側の
ストラップを車両前方方向に引くと、ロ
ックが解除されて前後位置の調節ができ
ます。

● シート後方のフロアにあるストラップを
車両後方方向に引くと、ロックが解除さ
れて前後位置の調節ができます。
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注意

● リアシートはトランクフロアのスラ
イドプレートと連動しています。リ
アシートの前後位置を調整する場合
は、下記事項を遵守してください。

● 可動式のスライドプレートに手を
挟まれないように注意してくださ
い。

● リアシートを調節する前に、トラ
ンク内に荷物を置かないでくださ
い。そうしないと、荷物が転倒し
たり破損したりするおそれがあり
ます。

シートバックの調節

● シートバックの両側上部にあるリクライ
ニング角度調整レバーを引くと、シート
バックのロックが解除されてリクライニ
ング角度の調節ができます。

シートクッションの跳ね上げ

● リアシートのシートクッションを跳ね上
げて固定することができます。

1. ヘッドレストを下げて、シートアームレ
スト*を上げます。

2. シートクッションの前端を持ち上げま
す。

3. シートクッション下部の U 字パイプを
下に引き、シートクッションに密着させ
ます。

4. シートクッションをシートバックに押し
付けて固定します。

シートクッションを下ろす

● シートクッションを跳ね上げた後、下記
の手順で元の位置に戻すことができま
す。

1. シートクッションをしっかりと支え、シ
ートクッション下部の U 字パイプを上
に持ち上げてシートクッションのロック
を解除します。

2. ゆっくりとシートクッションを下ろし、
U 字パイプをシートサポートのクリップ
にしっかりとはめ込み、シートクッショ
ンが固定されていることを確認します。

3. ヘッドレストとシートアームレスト*を
元の位置に戻します。
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警告

● 車両走行中にリアシートバックを倒
したり、クッションを跳ね上げたり
しないでください。事故を引き起こ
す可能性があります。

注意

● リアシートを調節したり、リアシー
トクッションを跳ね上げたり倒した
りする前に、シートベルトや荷物な
ど、挟まれたりシートの動きを妨げ
る可能性のある物がシート周辺にな
いことを必ず確認してください。こ
れらの物が挟まれると、シートクッ
ションやシートバックが適切に固定
できない場合があります。

● リアシートのクッションを跳ね上げ
た後は、クッションを揺らして確実
に固定されていることを確認してく
ださい。固定されていないと、走行
中に外れて車内装備や物品の損傷を
引き起こすおそれがあります。

● リアシートのクッションを下ろした
後は、クッションが平らになってい
ることを確認してください。

ヘッドレストの調節

ヘッドレストの調節

● ヘッドレストを高くする

● ヘッドレストを適切な位置まで引き上
げ、ロック音が聞こえたら手を離しま
す。

● ヘッドレストを低くする

● ヘッドレスト高さ調節ノブを押したま
ま、ヘッドレストを適切な位置まで下
げてから手を離します。その後、ヘッ
ドレストの高さを少し調整してロック
音が聞こえたら手を離します。

ヘッドレストの取り外しおよび取り付け

● ヘッドレストの取り外し

● ヘッドレストの高さ調節ノブを押した
ままヘッドレストを抜き出してからノ
ブを離します。

● ヘッドレストの取り付け

● ヘッドレストの足を元の位置に差し込
み、切り欠きが前を向くようにします。
ヘッドレストの高さ調節ノブを押した
ままヘッドレストを適切な位置まで下
げ、ロック音が聞こえたら手を離しま
す。

警告

● ヘッドレストによって、首や頭部の
傷害を防ぐことができます。後頭部
がヘッドレストの中心となるように
調節すると、ヘッドレストの効果を
最大限に発揮できるため、乗員の実
際の身長に合わせてヘッドレストを
適切な位置に調節してください。

● ヘッドレストの中心が耳の上部にな
るように位置を調節します。
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警告

● ヘッドレストを調整した後、ヘッド
レストを下方へ押して固定し、確実
にロックされていることを確認して
ください。

● ヘッドレストを取り付ける際は、ヘ
ッドレストの前後方向に注意してく
ださい。正しく取り付けないと、ヘ
ッドレストブッシュが損傷したり、
事故時に十分な保護効果を発揮でき
ない可能性があります。

● ヘッドレストが装着されていない状
態で運転しないでください。

警告

● ヘッドレストのステーにものを掛け
ないでください。

ステアリングホイー
ル

ステアリングホイールコン
ビネーションスイッチ

1 BYD アラウンドビューシステムボタ
ン*

2 リセット/＋または設定/－レバー

7 ステアリングホイールヒーターボタ
ン*

8 音声ボタン

9 右矢印ボタン
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3 アダプティブクルーズコントロール
ボタン

4 車間距離＋ボタン

5 車間距離－ボタン

6 インテリジェントクルーズコントロ
ールボタン

10 ホイールボタン

11 電話ボタン

12 メーター/リターンボタン

13 左矢印ボタン

左側ボタン

BYD アラウンドビューシステムボタン*
● このボタンを押すと、BYD アラウンドビ
ューシステム*の ON/OFF を設定できま
す。

アダプティブクルーズコントロールボタン

● このボタンを押すと、アダプティブクル
ーズコントロール（ACC）システムの
ON/OFF を設定できます。

インテリジェントクルーズコントロールボ
タン

● このアイコンをタッチすると、インテリ
ジェントクルーズコントロール（ICC）シ
ステムの ON/OFF を設定できます。

レバー

● ACC 機能が ON の時：目標クルーズ速度
を調整または設定します。

● ACC、ICC 機能が OFF の時：今回の電源
ON サイクル内で ACC または ICC 機能を
使用したことがある場合、レバーを上に
動かすと前回設定した ACC または ICC
機能が復帰します。

車間距離＋ボタン

● ACC 追従走行機能作動中に、前の車両と
の車間距離を 4 段切替で調整できます。
1 回押すと 1 段上がります。

車間距離－ボタン

● ACC 追従走行機能作動中に、前の車両と
の車間距離を 4 段切替で調整できます。
1 回押すと 1 段下がります。

お願い

● アダプティブクルーズコントロール
機能の使い方については、（137 ペ
ージ）を参照してください。

右側ボタン

ステアリングホイールヒーターボタン*
● このボタンを押すと、ステアリングホイ
ールヒーターの ON/OFF を設定できま
す。

音声ボタン

● 車両とスマートフォンの Bluetooth がペ
アリングされていない場合：このボタン
を長押しすると、マルチメディアディス
プレイに Bluetooth ペアリング画面が表
示されます。

● 車両とスマートフォンの Bluetooth がペ
アリングされている場合：

● このボタンを長押しすると、スマート
フォンの音声アシスタント*が起動し
ます。

● このボタンを短く押すと、音声アシス
タント機能が終了します。

ホイールボタン

● メーターメニューモード以外でのマルチ
メディア音量調節：

● 上方向にホイールを回す場合：最大音
量になるまで音量を 1 段ずつ上げま
す。
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● 下方向にホイールを回す場合：最小音
量になるまで音量を 1 段ずつ下げま
す。

● ホイールを押す場合：ミュートモード
になります。

● メーターメニューモードでの調節：

● 上方向にホイールを回す場合：スクロ
ールアップで第 2 階層メニューを選び
ます。

● 下方向にホイールを回す場合：スクロ
ールダウンで第 2 階層メニューを選び
ます。

● ホイールを押す場合：現在のオプショ
ンの詳細メニューに入るか、現在の設
定を確定します。

注意

● メーターメニューモードを ON にす
ると、マルチメディアシステムはミ
ュートモードになります。マルチメ
ディアの音量を調節するときは、メ
ーターメニューモードを OFF にし
てください。

左矢印/右矢印ボタン

● ラジオモードの場合：

●  ボタンを押すと、前の放送局を選局
します。

●  ボタンを押すと、次の放送局を選局
します。

● Bluetooth 通話記録、電話帳画面：

●  ボタンを短く押すと、上方向を選択
します。

●  ボタンを短く押すと、下方向を選択
します。

● メーターメニューモードの場合：

●  ボタンを押すと、メインメニューお
よびそのサブメニューを左に切り替え
ます。

●  ボタンを押すと、メインメニューお
よびそのサブメニューを右に切り替え
ます。

メーター/リターンボタン

● コンビネーションメーターがメニューモ
ード以外のときにボタンを押すと、メー
ターメニューが表示されます。

● コンビネーションメーターがメニューモ
ードのときにボタンを押すと、前の画面
に戻ります。前の画面がないときは、メ
ニュー画面が閉じます。

● Bluetooth 通話画面の場合は、短く押す
と通話を終了します。

電話ボタン

● このボタンを押すと、電話をかけるまた
は受けることができます（オーディオシ
ステムはミュートになります）。

● システムが Bluetooth と関係のない画面
を表示しており、Bluetooth 接続してい
ない場合、ボタンを短く押すと電話機選
択メイン画面に切り替わります。
Bluetooth 接続されている場合は、ダイ
ヤル画面に切り替わります。

● ダイヤル画面に電話番号を入力するか、
通話記録、電話帳画面で電話番号を選ん
でボタンを短く押すと、その番号に発信
します。

● Bluetooth 接続した状態で、ダイヤル画
面に番号が入力されていない場合、ボタ
ンを短く押すと通話記録画面の発信履歴
画面に直接切り替わります。再度押す
と、発信履歴画面の一番上の電話番号を
自動的に発信します。

ホーンボタン

● ホーンのパッド面を押すと、ホーンが鳴
ります。手を離すと、ホーンが止まりま
す。
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注意

● ホーンのパッド面を長時間押さない
でください。ホーンの破損につなが
るおそれがあります。

お願い

● 交通ルールを守り、ホーンを適切に
使ってください。

ステアリングホイールの調
節

ステアリングホイールの手動調節

● ステアリングホイールの角度を調節する
ときは、ステアリングホイールを握りな
がら次の操作を行います。

● ステアリングホイールの調節レバーを
下に押し、ステアリングホイールを任
意の角度と軸方向の位置に調節した
後、レバーを元の位置に戻します。

警告

● 走行中にステアリングホイールの調
節をしないでください。操縦を誤
り、思わぬ事故を起こすおそれがあ
ります。

● ステアリングホイールを調節した
後、上下方向に動かして確実に固定

警告

されていることを確認してくださ
い。

パワーステアリングモード

● パワーステアリングの操作感は人によっ
て異なり、ドライバーごとに評価やニー
ズも異なります。

● ドライバーはマルチメディア  →ドラ
イブ→運転管理→駐車とブレーキからス
テアリングアシストモードを選択し、コ
ンフォートまたはスポーツを設定するこ
とができます。

お願い

● 高速走行時にステアリングの操作感
が軽く感じる場合は、ステアリング
アシストの設定をスポーツモードに
することをおすすめします。パワー
ステアリングモードの設定は、車両
が直進状態で、車速が 80km/h 未満
の場合にのみ可能です。

ステアリングホイールヒーター機能*
ステアリングホイールのヒーター機能は、
次の方法で ON にします。

1. マルチメディア  → シート の設定画面
から、ステアリングホイールヒーターの
ON/OFF を設定できます。

2. ステアリングホイールのステアリングヒ
ータースイッチを押すと、ステアリング
ヒーター機能の ON/OFF をします。
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ワイパー

ワイパースイッチ

フロントワイパーおよびウォッシャ

● レバーを動かしてワイパーとウォッシャ
を操作します。レバーは 5 段切り替えと
なっています。

●  ：高速モード

●  ：低速モード

●  ：速度連動モード/間欠モード

●  ：ワイパー停止

●  ：ミストモード

● モードを切り替える場合は、上または下
にレバーを操作します。

● 低速および高速モードの場合、ワイパー
は連続的に作動します。

● ミストモード  でワイパーを作動させ
るには、  位置からレバーを下方向に
下げます。ワイパーは、レバーを離すま
で低速で作動します。

速度連動モード

● 速度連動モードでは、車両の走行速度が
速いほど、ワイパーの作動頻度が高くな
ります。

● 速度連動モードを使用するには、マルチ
メディア  →ドライブ→車内環境→ワイ
パーで速度感応ワイパーを ON にし、ワ
イパースイッチを  に切り替えます。

間欠モード

● 間欠モードでは、ワイパーは一定時間ご
とに作動します。

● 間欠モードを使用するには、マルチメデ
ィア  →ドライブ→車内環境→ワイパー
で速度感応ワイパーを OFF にし、ワイパ
ースイッチを  に切り替えます。

● 間欠モードでは、ワイパースイッチのツ
マミを回すことで、ワイパーの間欠時間
を調整できます。

フロントワイパーおよびウォッシャ

● フロントガラスを洗浄する場合は、レバ
ーを手前（ステアリングホイールに近づ
ける方向）に引きます。ウォッシャ液が
噴射すると同時にワイパーが作動しま
す。

● レバーを離すとウォッシャ液の噴射が止
まり、ワイパーが 2 回作動してから止ま
ります。
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リアワイパーおよびウォッシャ

● ワイパースイッチのツマミを  の位置
に回すと、リアワイパーが作動します。
ツマミを「  」の位置に回すと、ワイ
パーが止まります。

● スイッチをリアワイパー  の位置に回
して保持すると、リアワイパーとウォッ
シャが同時に作動します。

● ワイパースイッチのツマミを  の位置
に回して手を離すと、ウォッシャ液が噴
射された後にワイパーが 2 回作動しま
す。

注意

● 定期的にワイパーブレードを点検
し、汚れを除去してください。

● 雨が降り出した直後にワイパーを作
動させると、雨水に土砂やほこりが
混じるため、フロントガラスをきれ
いに拭き取れないことがあります。
また、視界も一瞬でぼやけてしまう
ため、運転に影響を与えるおそれが
あります。

● ガラス洗浄液を使ってください。水
や他の洗浄液を使うと、ワイパーモ
ーターの破損につながるおそれがあ
ります。

● 寒い天候の場合は、フロントガラス
が温まるのを待ってから洗浄液を噴
射してください。ウォッシャ液が凍
結すると視界に影響します。

● ワイパーを乾いた状態で拭かないで
ください。ガラスに傷がついたり、
ワイパーブレードが損傷したりする
可能性があります。

● ウォッシャ液がない場合や、雨/雪が
降っていないときは、ワイパーを作
動させないでください。ワイパーの
故障の原因になります。

ワイパーの交換

6 ヶ月毎にワイパーブレードのゴム部に割
れや部分的な硬化がないかを点検します。
割れや硬化があるときはブレードを交換し
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てください。そのまま使用すると、拭き残
しや拭き跡が残る原因となります。

注意

● ワイパーアームを立てているとき
は、ボンネットを開けないでくださ
い。ボンネットおよびワイパーアー
ムを破損させるおそれがあります。

● 車両を屋外に駐車する際、降雪の可
能性がある場合は、ワイパーに雪が
積もってワイパーが破損するのを防
ぐため、ワイパーアームを立ててお
いてください。

ワイパーブレードの交換

● 車両の走行可能表示灯を「OK」にした状
態で、マルチメディア  →サービス→メ
ンテナンスの画面からフロントワイパー
の点検・リアワイパーの点検機能を ON
にすると、点検やワイパー交換作業をし
やすくするため、ワイパーが一番高い位
置まで動いて停止します。点検完了後に
ワイパー点検機能を OFF にすると、ワイ
パーは自動で初期位置に戻ります。

フロントワイパーの交換

1. 始めに運転席側のワイパーアームを立
て、次に助手席側のワイパーアームを立
てます。

2. ブレードロックボタン①を押します。

3. ブレード留め具を持ち、方向②にブレー
ドを取り出します。

4. 新しいブレードを取り付けるときは、ブ
レードの外し方と逆の手順で作業しま
す。

リアワイパーの交換

1. リアワイパーのワイパーアームを立てま
す。

2. ワイパーアーム位置①を持ち、図に示す
方向②にブレードを真っすぐに抜き出し
ます。

3. 新しいブレードを取り付けるときは、ブ
レードの外し方と逆の手順で作業しま
す。

注意

● ボンネットおよびワイパーアームが
破損するおそれがあるため、ワイパ
ーアームを立てている状態でボンネ
ットを開けないでください。

● 洗車後にワイパーブレードを戻す場
合は、ワイパーアームを押してブレ
ードをフロントガラスに直撃させな
いでください。

● ワイパー作動時、ワイパーブレード
を折り曲げたり手などでワイパーブ
レードの動きを阻止しないでくださ
い。
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注意

● ワイパーブレードを交換する場合
は、ワイパーアームを立てた後に手
でしっかり支え、ブレード交換後は
ゆっくりと倒してください。ブレー
ドを取り付けていない状態で誤って
ワイパーアームがガラスに当たる
と、ガラスを破損させるおそれがあ
ります。

● ワイパーのメンテナンスについては
（221 ページ）を参照してください。

バックミラー

ルームミラー

ルームミラーの手動調節

上下左右にルームミラーを回して、ルーム
ミラーを適切な位置に調節します。

警告

● 発進前にルームミラーを調節してく
ださい。運転に集中できず、死傷に
つながる思わぬ事故を引き起こすお
それがあるため、走行中にルームミ
ラーを調節しないでください。

● ルームミラーに重量物を掛けたり、
強く揺らしたり引っ張らないでくだ
さい。

警告

● ルームミラーを手動で調節する場合
に引っ掛かりがあるときは、無理に
調節しないでください。ルームミラ
ーが脱落するおそれがあります。

手動防眩ルームミラー

手動防眩ルームミラーにはノーマルモード
と防眩モードの 2 つの動作モードがありま
す。

● ノーマルモード——レバーを位置①まで
前方に押すと、ルームミラーの映りが鮮
明になります。

● 防眩モード——レバーを位置②まで後ろ
に倒すと、夜間の後続車のヘッドランプ
のまぶしさを軽減することができます。

お願い

● 防眩モードで、後続車のヘッドラン
プのまぶしさが軽減されますが、後
方視界の明瞭度が落ちることがあり
ます。

ドアミラー

ドアミラー調整スイッチを操作して、ドア
ミラーから車両の両側が見えるよう適切な
角度に調整してください。

● セレクトスイッチ：調節するドアミラー
を選択します。
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●  ：左側ドアミラーボタン

●  ：右側ドアミラーボタン

● ドアミラー方向調整ボタン  ：調節す
るドアミラーを選択した後、このボタン
を押すと、そのドアミラーのミラーを適
切な位置に調整できます。

可倒式ドアミラー

● 格納スイッチ  ：このボタンを押すと、
左右のドアミラーが同時に格納されま
す。再度このボタンを押すと、ドアミラ
ーが展開します。

● イモビライザーが作動するとドアミラー
が自動で格納し、イモビライザーを解除
すると自動で展開します。

● ドライバーはマルチメディア  ドライ
ブ→車内環境→ドアミラーの設定画面で、
ドアミラー自動格納機能の ON/OFF を設
定できます。

警告

● ドアミラーは発進前に調節してくだ
さい。走行中にドアミラーを調節し
ないでください。ドライバーが運転
に集中できず、思わぬ事故を引き起
こすおそれがあります。

● ドアミラーを調節または格納する前
に、ドアミラーに触れないでくださ
い。挟まれてけがをしたり、ドアミ
ラーを破損したりするおそれがあり
ます。

警告

● 手でドアミラーを操作しないでくだ
さい。ドアミラーが正しい位置に固
定されず、ドライバーの視界確認に
支障をきたすおそれがあります。

● 走行時または後退時は、必ず目視お
よびミラーで車両周辺の状況を確認
し、ドアミラーを格納したまま走行
しないでください。

● ミラーの視野範囲には限界があるた
め、直接目視により周囲の環境が安
全であることを確認してください。

お願い

● ドアミラーの鏡面が結霜している場
合は、ドアミラーデフロスター機能
を使用して鏡面をクリアにすること
ができます。詳細は（186 ページ）
を参照してください。

● ドアミラーが凍っている場合は、解
氷スプレーでドアミラー表面の氷を
落としてください。このとき、スイ
ッチ操作やドアミラー表面をこする
行為はしないでください。

● ドアミラーをこまめに清掃し、視界
がクリアな状態を保ってください。
水で湿らせた清潔な柔らかい布で、
ミラー表面の水滴や汚れを優しく拭
き取ってください。

ブラインドスポット補助ミ
ラー*

● ブラインドスポット補助ミラー*は、助手
席側ドアミラーの下部に取り付けられて
います。出発前に、ブラインドスポット
補助ミラーで車両の左側後方および左側
前方の状況を確認できます。
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● ドライバーの身長やシートの角度によ
り、ブラインドスポット補助ミラーで確
認できる範囲が異なります。

注意

● ブラインドスポット補助ミラーは助
手席側ドアミラーに固定されている
ため、調整できません。

● ブラインドスポット補助ミラーのミ
ラー部分が汚れている場合は、中性
洗剤や柔らかい布などで拭き取って
ください。視界に影響する可能性が
あります。

● ブラインドスポット補助ミラーを使
用する際は、ルームミラー、ドアミ
ラー、および直接目視を併用して車
両周辺の状況を確認してください。

スイッチ

ライトスイッチ

● ライトスイッチを  に回すと、デイタ
イムランニングライト以外のすべての車
外照明が消灯します。

● デイライト機能が ON の場合、この設定
でデイライトが点灯します。デイライト
機能が OFF の場合、この設定でデイライ
トが消灯します。

● デイライト機能は、マルチメディア  →
ライト→ヘッドライトから設定できます。

オートライト

● ライトスイッチを「  」に回すと、車
両が照度センサーで周囲の明るさを検知
し、自動的にポジションランプやロービ
ームの ON/OFF を制御します。
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お願い

● 照度センサーは、インストルメント
パネルの上端部にあります。センサ
ーを遮ったり、液体がかかったりす
ることを避けてください。

ポジションランプ

● ライトスイッチを「  」に回すと、

ポジションランプが点灯します。

ロービーム

● ライトスイッチを「  」に回すと、ロ
ービームが点灯します。

フロントフォグランプ

● ライトスイッチを「  」に回し、フォ

グランプスイッチを  に回すと、フロ
ントフォグランプが点灯します。

ハイビーム

● ライトスイッチを「  」に回し、ライ
トスイッチのレバーを前方に押すと、ハ
イビームが点灯します。レバーを手前に
引くと、ハイビームが消灯します。

● レバーを手前に引いて保持すると、ハイ
ビームが点灯します。手を離すと、レバ
ーは自動的に戻り、ハイビームが消灯し
ます。

ターンシグナルランプ

● コンビネーションスイッチのレバーを上
方向に上げると、左ターンシグナルラン
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プとコンビネーションメーターの方向指
示表示灯が同時に点滅します。

● コンビネーションスイッチのレバーを下
方向に下げると、右ターンシグナルラン
プとコンビネーションメーターの方向指
示表示灯が同時に点滅します。

注意

● ターンシグナルランプをつけた後に
手を放しても、ターンシグナルラン
プは点滅し続けます。曲がり切る
と、自動的に消灯します。ドライバ
ーの運転習慣により、極端なケース
では、ハンドルを 1 回転させないと
リセットしない場合があります。

オート OFF 機能

● オート OFF 機能の作動条件：ライトスイ

ッチを「  」、または「  」に回

し、電源を「ON」から「OFF」に切り替
えると作動します。

● オート OFF 機能が ON の状態で運転席
側ドアが閉まっていると、オート OFF 機
能により点灯中のヘッドライト、ポジシ
ョンランプ、フロントフォグランプ、ハ
イビームが 10 秒後に消灯します。

● オート OFF 機能が ON の状態で運転席
側ドアが開いていると、オート OFF 機能
により点灯中のヘッドライト、ポジショ
ンランプ、フロントフォグランプ、ハイ
ビームが 5 分後に消灯します。

● 自動で消灯した後にライトスイッチのポ
ジションを切り替えた場合、切り替えた
ポジションに応じてライトが点灯しま
す。このとき、オート OFF 機能の作動条
件が揃うと、再度オート OFF 機能が作動
します。

● オート OFF 機能の解除：車両の電源を入
れると、オート OFF 機能は終了し、ライ
トスイッチを通常通り操作できます。

● オート OFF 機能によりライトが消灯し、
イモビライザー作動後に再度イモビライ
ザーを OFF にした場合、消灯したライト
が自動的に再度点灯します。運転席側ド
アを開けていない場合、オート OFF 機能
によりライトが 10 秒後に再度消灯しま
す。ドアを開けると、オート OFF 機能に
よりライトが 5 分後に消灯します。

ヘッドライト残照機能

● 降車後のヘッドライト点灯機能：

● ライトスイッチを「  」、「  」ま

たは「  」に切り替え、ドライバーが
電源ポジションを「OFF」にした後、4
つのドアを施錠して車両から離れる
と、対応するランプが 10 秒（または設
定時間）点灯し、照明を提供します。

● ドライバーはマルチメディア  →ライ
ト→カーテシ設定（カーテシライト設定）
画面で、降車後のヘッドライト点灯時間
を設定できます。点灯時間の初期値は
10 秒です。
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ヘッドライトの高さ調節

● ロービームが点灯しているときは、マル
チメディア  →ライト→ヘッドライト→
ヘッドライト高さで、ヘッドライトの照
射角度を調節します。

● 車両により積載状況が異なる場合がある
ため、実際の状況に応じて調整してくだ
さい。

運転席側ドアスイッチユニ
ット

パワーウィンドウスイッチ

● 車両の走行可能表示灯を「OK」にする
と、ドアにあるコントロールスイッチで
ウィンドウガラスの開閉を制御できま
す。

● ウィンドウガラスを下げる——パワー
ウィンドウスイッチを押します。

● ウィンドウガラスを上げる——パワー
ウィンドウスイッチを引き上げます。

手動開閉

● パワーウィンドウスイッチをポジション
①の位置で押し続けるとウィンドウガラ
スが下がり続け、手を離すと止まります。
パワーウィンドウスイッチをポジション
①の位置で引き上げ続けるとウィンドウ
ガラスが上がり続け、手を離すと止まり
ます。

自動開閉

● パワーウィンドウスイッチをポジション
②まで押してから手を離すと、ウィンド
ウガラスが自動で下がります。パワーウ
ィンドウスイッチをポジション②まで引
き上げてから手を離すと、ウィンドウガ
ラスが自動で上がります。ガラスが上が
るまたは下がる途中でパワーウィンドウ
スイッチを任意の方向に操作すると、ウ
ィンドウガラスの動作がキャンセルされ
ます。

挟み込み防止機能

● ウィンドウガラス上昇中に人やものが挟
まれると、ウィンドウガラスの上昇が止
まり、自動的に下がります。

ウィンドウガラスの自動上昇機能または挟
み込み防止機能が故障している場合

● ウィンドウガラスの自動上昇機能または
挟み込み防止機能が作動しないときは、
次の方法で復帰させることができます。

● ガラスを全閉にしてから約 2 秒間パワ
ーウィンドウスイッチを引き上げ続
け、ウィンドウガラスを全開にしてか
ら約 2 秒間パワーウィンドウスイッチ
を押し続けると、自動上昇機能および
挟み込み防止機能が自動的に復帰しま
す。

遅延機能

● 電源ポジション「OFF」後にフロントド
アを開けていない場合、10 分間はウィン
ドウガラスの開閉操作ができます。フロ
ントドアを開けると 4 つのドアのウィン
ドウガラス開閉操作ができなくなりま
す。
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警告

● 身体の一部で、挟み込み防止機能を
故意に作動させないでください。

● 次の場合は、パワーウィンドウ挟み
込み防止機能が作動しない場合があ
ります。

● ウィンドウガラスが閉まり切る直
前に挟まれたとき。

● 指や紐などの物体が挟まれたと
き。

● ウィンドウスイッチを引き上げ続
けたとき。

● 生命にかかわる重大な傷害を防止す
るために、ウィンドウガラスを閉じ
る場合は下記の注意事項を守ってく
ださい。

● ウィンドウガラスを操作するとき
は、ドライバーや乗員の身体が挟
まれないようにきちんと確認して
から操作してください。

● 絶対に、お子様にパワーウィンド
ウを操作させないでください。

注意

● パワーウィンドウの故障を避けるた
め、ウィンドウガラスが完全に開い
ている/閉じている状態や、ウィンド
ウガラスが凍結している状態では、
長時間または頻繁にウィンドウスイ
ッチを操作しないでください。

● ウィンドウガラス自動上昇機能また
は挟み込み防止機能が作動しない場
合は、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場に点検を依
頼してください。

集中ドアロックスイッチ

運転席側のドアには電動ドアロックを搭載
しています。2 つのボタンですべてのドア
の施錠や解錠ができます。

① 施錠

「集中ドアロック施錠」ボタン①を押すと、
すべてのドアが同時に施錠され、施錠を示
す赤い表示灯が点灯します。

② 解錠

「集中ドアロック解錠」ボタン②を押すと、
すべてのドアが同時に解錠され、施錠を示
す赤い表示灯が消灯します。

ウィンドウロックボタン

ウィンドウロックボタンは、リアシート乗
員のウィンドウガラス開閉操作をコントロ
ールできます。

● ウィンドウロックボタンを押すと、表示
ランプが点灯します。このとき、運転席
のパワーウィンドウスイッチでは、すべ
てのウィンドウガラスの開閉ができま
す。助手席のスイッチでは助手席のウィ
ンドウガラスの開閉ができますが、リア
ドアのウィンドウスイッチは操作できま
せん。

● 再度ウィンドウロックボタンを押すと、
表示灯が消灯し、それぞれのウィンドウ
ガラス開閉を操作できます。
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助手席側パワーウィンドウ
スイッチ

● 車両の走行可能表示灯が「OK」または電
源ポジションが「OFF」（電源ポジション
OFF 後の遅延機能作動中）の状態で助手
席側ウィンドウスイッチを操作すると、
助手席側のウィンドウガラスを上昇また
は下降することができます。

走行距離切替スイッチ

● 「走行距離切替」スイッチを押すと、
「ODO」——「TRIP A」——「TRIP B」
——「ODO」の切り替えができます。同
時に、コンビネーションメーターには切
替状態が表示されます。

● 「TRIP A」、「TRIP B」を長押しすると、走
行距離がリセットできます。

モードスイッチユニット

運転モードの調整

● 本車両の運転モードには、ノーマル
(NORMAL)、エコ (ECO)、スポーツ
(SPORT)およびスノー（SNOW）があり、
ドライバーは必要に応じて異なる運転モ
ードを選択することができます。

● 運転モード調整ホイールを回すと、コン
ビネーションメーターに選択画面が表示
され、各種運転モードに変更できます。

回生ブレーキモード

● ボタンを押すと、回生ブレーキの効きが
強くなります。

● 再度ボタンを押すと、回生ブレーキがス
タンダードになります。

スノーモード

● 表面が固いものや滑りやすいもの（草、
雪、氷や砂利など）で覆われている路面
で使用します。

● スノーモードは、滑りやすい道路でのト
ラクション、乗り心地、ハンドリング特
性を最適化しますが、スノーモードでも、
滑りやすい道路を走行するときはアクセ
ルペダルをゆっくり踏んで速度を抑えて
ください。
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注意

● ESC を有効にすると、車両の出力ト
ルクを制限することがあります。ま
た、積雪によってスタックしたとき
は、一時的に ESC を OFF にするこ
とで、スタックから脱出できること
があります。車両がスタックから脱
出した後は、再度 ESC を ON にして
ください（（174 ページ）を参照し
てください）。

ハザードランプスイッチ

●  スイッチを押すと、すべてのターンシ
グナルランプが点滅すると共に、メータ
ーの方向指示表示灯が点滅します。

● 再度  スイッチを押すと、ターンシグ
ナルランプと表示灯の点滅が止まりま
す。

ルームランプスイッチ

「DOOR」ポジションスイッチ

● フロントのルーフスイッチユニットに
は、「DOOR」ポジションのスイッチが装
備されています。

● 「DOOR」ポジションのスイッチを ON に
すると、フロントルームランプはドア連
動モードになり、ドアを開けたときに自
動で点灯します。

● 「DOOR」ポジションスイッチを OFF にす
ると、ドアの開閉に関わらず、フロント
ルームランプは自動的に点灯しません。

フロントルームランプスイッチ

● フロントルーフスイッチユニットには
左/右フロントルームランプが設置され
ています。

● ドアが閉まっているときに、左/右フロン
トルームランプを押すと、左/右フロント
ルームランプが点灯します。左/右フロ
ントルームランプを再度押すと、左/右フ
ロントルームランプが消灯します。

● 「DOOR」ポジションスイッチが ON でド
アが開いている場合：

● 車両の電源ポジションが「OFF」以外の
場合、フロントルームランプは点灯し
続けます。

● 車両の電源ポジションが「OFF」の場
合、フロントルームランプは一定時間
点灯した後に消灯し、その間に他の操
作があるとタイマーはリセットされま
す。

リアルームランプスイッチ
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● リアルーフにはリアルームランプが設置
されており、リアルームランプスイッチ
には 3 つのポジションがあります。

①ON
②ドア連動

③OFF

● スイッチを①の位置に動かすと、リアル
ームランプが点灯します。スイッチを②
の位置に動かすと、リアルームランプは
ドアを開けた時のみ点灯します。

● スイッチを③の位置に動かすと、ドアが
開いているかどうかに関わらず、リアル
ームランプは点灯しません。

自動緊急通報システム E-
Call

● E-Call とは、緊急通報システム
（Emergency Call）のことです。フロント
ルーフの SOS ボタンを 2～10 秒間押し
続けると、E-Call が作動します。

● SOS ボタンを 10～20 秒間長押しして
も、E-Call は作動しません。

● 誤って SOS ボタンを押してしまった場
合は、5 秒以内に再度 SOS ボタンを押す
とキャンセルすることができます。

● E-Call が作動すると自動的に緊急通報を
行い、関連の車両・事故情報を緊急通報
受付センターに発信します。

● エアバッグが展開した場合、E-Call は自
動的に作動します。

警告

● E-Call が使用する電波は、心臓ペー
スメーカーなどの医療機器の正常な
動作に影響を及ぼす可能性がありま
すので、医療機器メーカーにご相談
ください。

注意

● SOS ボタンを 20 秒以上押し続ける
と、SOS ボタンがショートした（ボ
タンが引っかかった状態）と判断さ
れるため、手動操作しても E-Call は
作動しません。

● E-Call を発信すると、手動操作でキ
ャンセルすることができなくなりま
す。緊急通報受付センターが通話を
切断する、または 10 回以上連続で
発信しても繋がらない場合、システ
ムは 60 分間コールバック待ち状態
に入ります。
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作動状態 LED 表示灯 ブザー

車両の電源が入っていない、
または E-Call に重大な故障が

ある
消灯 /

車両起動時のセルフテスト中 速く点滅-2 Hz /
車両の電源ポジションが

「ON」で、E-Call のセルフテス
トで異常がない

セルフテストで異常が検出さ
れず、常時点灯 /

E-Call 発信中 点滅-1 Hz ブザーが 1 回鳴る

E-Call 音声通話接続中 点滅-1 Hz ブザーが 1 回鳴る

E-Call 音声通話終了 常時点灯 音声通話が切れ、ブザーが 2
回鳴る

コールバック中（デフォルト
で 60 分間） 常時点灯 /
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充電/放電について

充電について

充電に関する警告

● 充電設備は高電圧が掛かっているため、
お子様だけで充電をしたり充電設備に触
れたりしないでください。また、充電中
はお子様を充電設備に近づけないでくだ
さい。

● 充電が医療電子機器や植え込み型電子機
器に与える影響については、電子機器メ
ーカーへ確認してから充電作業を行って
ください。

● 安全な場所で充電してください（液体、
火気、熱源などがある環境を避けるな
ど）。雨の日に充電するときは、水が掛か
らないように充電装置を保護してくださ
い。

● 充電前の設備点検および操作
● 給電設備、充電コネクタ、充電ポート、
車載充電ケーブルなどに、ケーブルの
摩耗やポートの錆び、ケースの割れま
たはポート内の異物付着などの異常が
ないことを確認してください。

● プラグやソケット、充電コネクタ、充
電ポートの金属端子が錆びや腐食で破
損している、または緩みがある場合は、
充電しないでください。

● プラグやソケット、充電コネクタ、充
電ポートが汚れたり濡れたりしている
場合は、乾いた清潔な布で拭いてくだ
さい。

● 規格に適合する充電設備で充電してくだ
さい。

● 故障や火災を防ぐため、充電設備およ
び関連ポートの改造や取り外し、修理
はしないでください。

● 安全基準を満たさない、または潜在的
危険性がある充電設備で充電しないで
ください。また、充電中はお子様やペ

ットを充電設備に近づけないでくださ
い。

● 感電による傷害につながるおそれがある
ため、濡れた手で操作しないでください。

● 充電中に車両や充電設備に異常を見つけ
た場合は、ただちに充電を停止して BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サービ
ス工場に連絡してください。

● 車両の破損を防ぐため、充電時は下記の
内容に注意してください。

● 車両側の充電ポートを破損するおそれ
があるため、充電コネクタを揺らさな
いでください。

● 雷雨時はバッテリーを充電しないでく
ださい。落雷による車両の破損につな
がるおそれがあります。

● 充電中は、整備のためにボンネットを開
けないでください。

● 感電による傷害につながるおそれがある
ため、濡れた手や水の中などに入った状
態で充電設備を切り離さないでくださ
い。

● 発進する前に、充電設備が充電ポートか
ら切り離されていることを確認してくだ
さい。

充電上のご注意

● パワーバッテリー残量（SOC）が低下す
ると、コンビネーションメーターのパワ
ーバッテリー残量表示灯が赤く点灯し、
パワーバッテリー残量が低下しているこ
とを知らせます。残量が低下すると、パ
ワーバッテリーの寿命や走行性能に影響
を与えるおそれがあるため、早めに充電
してください。

● 家庭用 AC 普通充電とは、AC 充電装置を
使用して充電することです。ハイパワー
充電による回路焼損や自動保護トリップ
が発生し、他の機器利用に影響を与える
ことを防ぐため、現地規格に適合する専
用交流回路と電源コンセントを使用して
ください。
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● 充電機器の破損を防ぐために：
● 充電機器に衝撃を与えないでくださ
い。落下や外部からの衝撃などによる
機械的破損がないように注意してくだ
さい。

● 充電機器をヒーターや他の熱源の近く
に置かないでください。

充電前の注意事項

● 充電前に車両の電源ポジションを「OFF」
にしてください。

● 充電前に充電コネクタを挿し込む：
● 充電前に、充電コネクタと充電ポート
に異物が付着していないこと、充電コ
ネクタ端子の絶縁キャップに緩みや変
形がないことを確認します。

● 充電コネクタを持ち、充電ポートに合
わせてから押し込み、充電ポートに確
実に取り付けます。

● 外気温度が低い場合は、暖房のある室内
で充電することをおすすめします。充電
ポートフラップが天候などにより凍結し
た場合は無理に開けないでください。

● 充電時は換気の良い場所に車両を止め､
車両から降りることをおすすめします。
充電中は車両カバーで車両を覆わないで
ください。

● バッテリー温度が低すぎる、または高す
ぎる場合、バッテリーの充電性能に影響
を与えるおそれがあります。

● 低温充電時、加熱によるエネルギー消
費が増加します。温度コントロールシ
ステムによりバッテリー低温時の充電
能力を改善できますが、充電スタンド
の出力に制限があるため充電時間や加
熱時間が延び、加熱による電力消費が
増えますが、異常ではありません。

● 直流充電時、車両が低温かつバッテリ
ー残量が多い状態の場合、バッテリー
の低温特性により充電電流が小さくな
ります。充電速度を向上させるため、
バッテリー残量が少ない状態で車両を
充電することをおすすめします。

● お客様の利便性を向上させるため、低
温環境下では、車両使用後すぐに充電
することをお勧めします。これは、バ
ッテリー温度が比較的高く、充電性能
がより優れているためです。

充電時のご注意

● 充電中にエアコンを使用できます。充電
電力を確保するためにエアコンは使用し
ないことをおすすめします。

● 低温環境で充電中にエアコンを使用する
場合、バッテリー温度コントロールシス
テムの性能および充電性能に影響を与え
るおそれがあります。

● 高温の環境で、DC による高出力充電を行
う場合は、バッテリー温度コントロール
システムの充電性能がエアコンの使用に
より低下し、充電時間が長くなることが
あります。充電効率を確保するため、充
電中はエアコンを使用しないことをおす
すめします。

● 充電中にバッテリー温度コントロールシ
ステムが作動した場合、コンビネーショ
ンメーターやマルチメディアタッチスク
リーンの充電電力が、一時的に変動して
表示されることがありますが異常ではあ
りません。

● 充電中に暖房や冷房を使用すると、充電
時間が長くなり充電中の消費電力も増え
ますが異常ではありません。

● 直流充電時、充電スタンドの最大出力を
発揮し、快適に充電できるようにするた
めに、車両は充電開始時に充電スタンド
の実際の能力を認識する必要がありま
す。この認識期間中は、直流充電電力は
小さくなります。

● バッテリーを長持ちさせるため、充電完
了前にバッテリー補正機能が作動するこ
とがあります。バッテリー補正機能が作
動すると、充電時間が長くなることがあ
ります。

● 充電中および充電終了後のしばらくの
間、バッテリー冷却システムが作動して
コンプレッサーやファンなどの作動音が
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モータールームから聞こえますが異常で
はありません。

● 充電時、コンビネーションメーターやマ
ルチメディアタッチスクリーンにフル充
電までの所要時間が表示されます。気温
やバッテリー残量、充電設備などにより
所要時間は多少増減しますが、異常では
ありません。充電が完了する前に、コン
ビネーションメーターに「計算中...」と
表示されますが異常ではありません。

充電終了時のご注意

● 充電完了後に充電コネクタを抜き出す：
● 充電を停止し、充電ポートのロックが
解錠されていることを確認します。

● 充電コネクタを持って抜き出します。

● 充電コネクタがロックされたまま充電
コネクタを抜き出さないでください。
充電ポートを破損させるおそれがあり
ます。

● パワーバッテリーがフル充電になると、
システムが自動的に充電を停止します。

● 充電を途中で終了させる場合は、AC また
は DC 充電スタンドを OFF にしてから充
電装置を切り離してください。家庭用
AC 普通充電の利用完了後、車両側の充電
コネクタを切り離してから電源側のプラ
グを抜き出してください。

● 充電が完了して充電コネクタを抜き出し
たら、充電ポートキャップおよび充電ポ
ートフラップを確実に閉じてください。
そうしないと、水や異物が充電ポートに
入り正常に使用できなくなるおそれがあ
ります。

● 車両を始動させる前に、充電装置が切り
離されていることを確認してください。
充電装置のロック機構がきちんとロック
されていない状態でも走行できてしまう
ため、充電装置および車両の破損につな
がるおそれがあります。

注意

● 充電ポートフラップが解錠されるま
では、充電ポートフラップを無理や
り開けないでください。

● 充電ポート盗難防止ロックを解錠せ
ずに充電コネクタを強制的に挿し込
む、または抜き出さないでください。

● 充電ポートキャップを外した時は、
充電ポートフラップを閉じないでく
ださい。

利便性向上のために、以下のことをおすす
めします。

● 車両を長期間使用しない場合は、フル充
電してから利用することをおすすめしま
す。パワーバッテリーを長持ちさせるた
め、放置期間中は、少なくとも 3 ヶ月毎
に充電することをおすすめします。

● パワーバッテリーシステムが長期間フル
充電されていない場合、インストルメン
トクラスターに「パワーバッテリーの自
動バランス調整のため、車両をフル充電
してください」というメッセージが表示
される場合があります。バッテリーの寿
命を延ばすために、できるだけ速やかに
車両をフル充電してください。

充電方法

電気自動車はパワーバッテリーからの電気
エネルギーで走行します。パワーバッテリ
ーの電圧不足の影響を防ぐため、早めに充
電し、運転前に使用する電力量を見込んで
おいてください。

次の充電方法があります。

● 家庭用 AC 普通充電*
● 充電スタンドでの AC 充電

● 充電スタンドでの DC 急速充電*
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注意

● パワーバッテリーの充電が完了する
までに必要な時間は、充電方法、バ
ッテリー残量、現在の温度、使用時
間、周囲温度などにより異なります。

● 規格に適合する充電設備を選定して
ください。

充電モード

次の充電モードがあります

● 予約充電（AC 充電のみ）：ドライバーが
設定している充電時間でバッテリーを充
電します。

● 即時充電：充電コネクタを接続したらす
ぐに充電を始めます。

お願い

● 予約充電で充電を待つ間は、車両の
電力消費が増えます。充電待機時間
が長くなると、車両のバッテリー残
量が低下し、航続可能距離が短くな
りますが、異常ではありません。

一般的な充電故障の診断

症状 考えられる原因 対処方法

充電できな
い。充電装置
に接続してい
るが、充電が
開始されない

パワーバッテリーがフル
充電になっている

パワーバッテリーがフル充電になっている場合、自
動的に充電を停止します。

パワーバッテリーの温度
が高すぎる/低すぎる

適切な温度環境の場所に停車し、パワーバッテリー
の温度が正常になるのを待ってから充電してくだ
さい。

起動バッテリーが過放電
になっている 起動バッテリーを交換してください。

充電機器が故障している

充電機器の電源表示灯が正常に点灯していない、ま
たはその他の異常表示がないかを確認し、別の充電
機器で充電を行うか、充電機器の供給元に連絡して
ください。

車両の故障表示

コンビネーションメーターに充電システムの故障
メッセージが表示されている場合は、充電を停止し
て BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サービス
工場に連絡してください。

充電が途中で
止まった

電力供給が停止している
AC 充電中に外部送電網がしばらく停電し、その後
電力供給が再開された場合、BYD 充電機器は再接続
することなく自動的に充電を再開します。

充電コネクタがきちんと
接続されていない

充電コネクタが確実に接続されていることを確認
してください。

充電コネクタスイッチが
押し込まれている

充電コネクタスイッチが押し込まれると充電が停
止するため、充電コネクタを新たに接続して充電を
スタートする必要があります。
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症状 考えられる原因 対処方法

パワーバッテリーの温度
が高すぎる/低すぎる

温度が高すぎる場合、コンビネーションメーターに
パワートレインシステムの故障が表示されます。
温度が低すぎる場合、コンビネーションメーターに
パワーバッテリーの温度低下が表示されます。こ
のとき、充電が自動的に止まります。バッテリー温
度が正常に戻ってから充電を再開してください。

車両や充電スタンドが故
障している

充電スタンドや車両に不具合がある場合は、BYD 正
規ディーラーまたは BYD 指定サービス工場に連絡
してください。

充電方法

● 充電前の点検：

● 充電装置のキャビネットの割れ、ケー
ブルの摩耗、プラグの錆、または異物
の付着などの異常がないことを確認し
ます。

● 充電装置の接続に緩みがある場合は、
充電しないでください。

● 充電ポートに水または異物がない、金
属端子に錆や腐食がないことを確認し
ます。

● 上記のような状況があるときは充電しな
いでください。ショートや感電などによ
り、身体に危害を与えるおそれがありま
す。

● 雨の中で充電するときは、水が掛からな
いように充電装置を保護してください。

家庭用 AC 普通充電*
1. 充電器について

● 車両と規格に適合するコンセントを接続
し、バッテリーを充電します。仕様は、
AC200V です。

● 高出力充電による回路焼損や、自動保護
ブレーカーが誤作動して他の設備へ影響
を与えることを避けるため、ソケットは
規格に適合する家庭用コンセントを選択
してください。

● この設備は､現地の規格に適合する給電
プラグ、充電コネクタ、コントロールボ
ックス、充電ケーブルで構成された、EV
Mode 2 充電ケーブルと略称します。給
電プラグを家庭用コンセントに挿し込
み、充電コネクタを車両の充電ポートに
挿し込みます。

● 充電時間：コンビネーションメーターに
表示される充電時間についてのご注意を
参照してください。

警告

● 充電に関する警告の詳細は、充電機
器の説明書に記載の充電に関する警
告を参照してください。

● 周囲温度：最大 50℃までとし、使わ
ないときは、本製品を涼しく乾燥し
た場所に保管してください。

● 充電中、本装置をトランクルームや
車両前部の下、タイヤの近くに置か
ないでください。

● 使用中は、車両にひかれたり地面に
落としたり、人に踏まれることがな
いようにしてください。

● 充電装置を落としたり、直接ケーブ
ルを引っ張って移動したりしないで
ください。設備の移動の際は取り扱
いに注意してください。

● 充電設備や関係ポートの改造や取り
外し、修理は禁止されています。
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警告

● 後付けの電線やアダプター/コンバ
ーターを使用しないでください。

● 家庭用給電コンセントのコードが柔
らかくなった場合や、充電コネクタ
ケーブルの摩耗、絶縁層の破裂やそ
の他の破損がある場合は、充電設備
を使用しないでください。

● 充電コネクタ、給電プラグ、家庭用
コンセントの断線や破裂、または表
面に破損がある場合は、充電設備を
使用しないでください。

● 充電ポートフラップの故障を防ぐた
め、必要以上に充電ポートフラップ
を開閉しないでください。充電ポー
トフラップを開閉する間隔は 1 秒
以上にすることをおすすめします。

注意

● 充電中の放熱性が悪くなるため、充
電ケーブルを巻いたまま使用しない
でください。

● 充電に関係する注意事項の詳細は、
「充電/放電について」を参照してく
ださい。

お願い

● BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場や認定技術者に問い
合せて、充電設備の要求事項に応じ
た適切な電源を選択してください。

● 充電設備のアースについて：設備の
アース工事を確実にしてください。
充電設備に故障や破損が起きた場
合、アース線は最小抵抗の回路を介
して電流を逃し、感電の危険性を低
減します。

● 給電プラグは、安全基準に適合し、
正しく設置されており、アースを確

お願い

実に取っている家庭用コンセントと
組み合わせて使用してください。

2. 充電する

● 車両のドアを解錠した状態で電源ポジシ
ョンを「OFF」にし､充電ポートフラップ
を押し込むと充電ポートフラップが自動
で開きます。

● 充電ポートキャップと充電コネクタのカ
バーを開け、充電コネクタのプラグと車
両側コンセントの部分に、障害物がない
かを確認します。

お願い

● 充電ポートフラップが解錠されるま
では、充電ポートフラップを無理や
り開けないでください。

● 天候などにより充電ポートフラップ
が凍っている場合は、無理に開けよ
うとせず温水で溶かしてから開けて
ください。
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● 給電ポート側の接続：

● EV Mode 2 充電ケーブルの給電プラグ
を家庭用コンセントに挿し込みます。

● 車両側の接続：

● 充電コネクタを車両側充電ポートに挿
し込みます。

● 充電コネクタを適切に挿し込むと、コン
ビネーションメーターの充電接続表示灯

 が点灯します。

お願い

● 充電ポート盗難防止ロックを解錠せ
ずに、充電コネクタを挿し込まない
でください。

● 充電中は、コンビネーションメーターに
関連する充電パラメーターと充電画面が
表示されます。

● このとき、マルチメディアの設定から
充電を予約することができます。設定
手順の詳細は（102 ページ）を参照し
てください。

お願い

● 充電中は、コンビネーションメータ
ーにフル充電までの目安時間が表示
されます。気温やバッテリー残量、
充電設備などにより所要時間は多少
増減しますが、異常ではありません。

● バッテリー残量が少ない場合、予約
充電は使用できません。

3. 充電を停止する

● 充電完了：

● フル充電になると、自動的に充電が完
了します。

● リモートキーの「アンロック」ボタン
またはドアハンドルのマイクロスイッ
チを押すと（リモートキーが近くにあ
る場合）、充電が停止します。充電が停
止した後、充電器または車両表示で充
電停止を確認してから充電コネクタを
抜き出してください。

● 充電ポートの接続を切る：

● 盗難防止機能が OFF の場合は、実際の
状況に応じて充電コネクタ上のボタン
を押してから充電コネクタを抜き出
す、またはそのまま充電コネクタを抜
き出してください。

● 盗難防止機能が ON の場合は、リモー
トキーの「アンロック」ボタンまたは
ドアハンドルのマイクロスイッチを押
してから（リモートキーが近くにある
場合）、充電コネクタを抜き出してくだ
さい。

お願い

● 車両を解錠した状態でリモートキー
の「アンロック」ボタンを押す、ま
たは運転席側ドアハンドルのマイク
ロスイッチを押します（リモートキ
ーが近くにあるとき）。

● 充電ポート盗難防止ロック機能が
ON の場合は、充電コネクタを抜き
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お願い

出す前に車両を解錠し、充電ポート
盗難防止ロック機能を解錠後、30 秒
以内に充電コネクタを抜き出してく
ださい。抜き出さないと、充電ポー
ト盗難防止ロック機能が作動して再
度ロックします。

● 充電ポート盗難防止ロック機能の作
動モードは、マルチメディアで設定
できます。設定手順の詳細は、（105
ページ）を参照してください。

● ロック解錠操作をしても充電コネク
タが抜き出せない場合は、数回ほど
解錠操作を繰り返してください。そ
れでも抜き出せないときは、緊急時
解錠を試みてください。操作手順は
（106 ページ）を参照してください。

● 充電ポート盗難防止ロック機能を
OFF にしても充電コネクタを抜き
出せない場合は、車両を解錠してか
ら再度操作してください。

● 給電プラグを外します。

● 車両の充電ポートキャップと充電ポート
フラップを閉めます。

● 使用した充電設備を元に戻します。

注意

● 充電ポートキャップを全開にしてい
る状態で、充電ポートフラップを閉
じないでください。

警告

● EV Mode 2 充電ケーブルを直接引っ
張って移動させたり、落下させたり
しないでください。設備を移動させ
るときは取り扱いに注意し、使用後
は充電装置を冷暗所に保管してくだ
さい。

充電スタンドでの AC 充電

1. 充電器について

● AC 充電ボックス

● 基準に適合する家庭用充電ボックスで
車両のバッテリーを充電します。充電
設備の使い方は、使用する充電設備の
マニュアルを参照する、または本マニ
ュアルに従って操作してください。

● AC 充電ボックス：この装置は、充電ボ
ックス、充電コネクタ、およびケーブ
ルで構成されています。ブレーカー、
非常停止スイッチなどについては、充
電ボックスの取扱説明書を参照してく
ださい。

● AC 充電スタンド

● 公共の場に設置される AC 充電スタン
ドで車両のバッテリーを充電します。

● 充電時間：コンビネーションメーターま
たはマルチメディアに表示される充電時
間についてのご注意を参照してくださ
い。

2. 充電する

● 車両を解錠して充電ポートフラップと充
電ポートキャップを開けます。

●「家庭用 AC 普通充電」の充電ポートフ
ラップの解錠を参照しながら、充電ポ
ートフラップおよび充電ポートキャッ
プを開けます。

● 車両側の接続：

● 充電装置の充電コネクタを車両の充電
ポートに確実に挿し込みします。
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● 充電の設定：

● 認証を必要とする AC 充電スタンド/ボ
ックスについては、カードをかざす、
または QR コードをスキャンしてくだ
さい。取り扱い方法の詳細は、充電ス
タンド/ボックスの取扱説明書を参照し
てください。

● コンビネーションメーターの充電接続表
示灯  が点灯します。

● 充電中、コンビネーションメーターまた
はマルチメディアには関連する充電パラ
メーターが表示されます。また、充電画
面も同時に表示されます。

● このとき、マルチメディアの設定から
充電を予約することができます。設定
手順の詳細は（102 ページ）を参照し
てください。

3. 充電を停止する

● 充電完了：

● 任意で充電を終了させる、またはフル
充電になると、自動的に充電が終了し
ます。

● リモートキーの「アンロック」ボタン
またはドアハンドルのマイクロスイッ
チを押すと（リモートキーが近くにあ
る場合）、充電が停止します。

● 充電ポートの接続を切る：

●（96 ページ）を参照し、充電ポートの接
続を切り離します。

● AC 充電ポートキャップおよび充電ポー
トフラップを閉めます（（96 ページ）を
参照してください）。

● 充電機器を整理し、適切に保管してくだ
さい。

● AC 充電スタンド/ボックスの場合は、充
電コネクタを充電スタンド/ボックスの
指定位置に戻します。

充電スタンドでの DC 急速充電*
充電器について

● 公共の DC 急速充電器で車両のバッテリ
ーを充電します。DC 急速充電器は、特定
の充電スポットに設置されています。

● 設備規格：充電器関連の説明をお読みく
ださい。

● 充電時間：コンビネーションメーターま
たはマルチメディアに表示される充電時
間についてのご注意を参照してくださ
い。

充電する

1. 充電ポートフラップを開けます：

● 車両を解錠している状態で電源ポジシ
ョンを「OFF」にし､充電ポートフラッ
プを押し込むと充電ポートフラップが
自動で開きます。

2. DC 充電ポートキャップを開けます：

● 充電コネクタと車両側コンセントのカ
バーを開け、充電コネクタのプラグと
車両側コンセントの部分に、障害物が
ないかを確認します。

3. 車両側の接続：

● 充電器の充電コネクタを車両の DC 充
電ポートに挿し込み、確実に施錠しま
す。

4. 充電開始：

● 充電設備の操作手順に従って操作し、
充電を開始します。
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5. コンビネーションメーターの充電接続表
示灯  が点灯します。

● 充電中、コンビネーションメーターま
たはマルチメディアには関連する充電
パラメーターと充電画面が表示されま
す。

充電を停止する

1. 充電完了

● 予定の時間になる、または充電が完了
すると、充電スタンドは自動的に充電
を終了します。

2. 充電ポートの接続を切る：

● リモートキーの「アンロック」ボタン、
またはドアハンドルのマイクロスイッ
チを押して（リモートキーが近くにあ
る場合）から、充電コネクタを外しま
す。

3. DC 充電ポートキャップと充電ポートフ
ラップを閉めます。

4. 充電設備の片付け：

● 充電器で急速充電が完了したら、充電
設備を整理して充電コネクタを充電器
の指定の位置に戻します。

注意

● 充電ポートキャップを外した状態
で、充電ポートフラップを閉じない
でください。

● 充電完了後、ロック解錠操作をして
も充電コネクタが抜き出せない場合
は、解錠操作を数回繰り返してくだ
さい。それでも抜き出せないとき
は、非常解錠を操作してください。
操作手順は（106 ページ）を参照し
てください。

充電前予熱機能*
● 低温時の DC 充電時間を短縮するため、
本車両には充電予熱機能*が搭載されて

おり、充電前にパワーバッテリーを加熱
することができます。

● マルチメディア  →エネルギー→充電
と放電→充電前予熱をタッチして、この機
能を ON にすることができます。

お願い

● 工場出荷時は「OFF」に設定されて
います。

● 低温環境下では、DC 充電前にこの
機能を ON にすることで、充電時間
を短縮できます。

● バッテリー温度が適温範囲に達する
と、機能は自動的に OFF になりま
す。次回使用時には再度 ON にする
必要があります。

● 充電中は本機能を使用できません。

● 本機能を ON にすると、一定の作動
音が発生します。

AC 充電電流制限機能*
● AC 充電を行う前に、必要に応じて充電電
流を制限することができます*。

● マルチメディア  →エネルギー→充電
と放電→普通充電 電流制限から設定でき
ます。

● 設定可能な充電電流制限値：
6A/8A/10A/16A/MAX。工場出荷時は
「MAX」に設定されています。

お願い

● 充電電流制限値を設定すると、充電
時間が長くなる場合がありますが、
これは正常な現象です。

● 車両の実際の充電電流は、給電設備
の能力や電力網の能力などにも左右
されます。
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スマート充電

スマート充電モードは、予約充電と出発予
定*機能を含みます。

● マルチメディア  →エネルギー→充電
と放電→スマート充電から設定します。

● リターンボタン  または/home  を
タッチすると、スマート充電画面を閉じ
ることができます。

お願い

● スマート充電のサブ機能は 1 つだ
け有効にでき、出発予定画面では予
約充電機能が OFF になり、その逆も
同様です。

予約充電設定画面

① 出発予定に切り替え

② 充電開始/終了時間

③ 繰り返しサイクル

④ 設定

⑤ 予約充電スイッチ

● 初期設定では車両は即時充電に設定され
ており、予約充電は OFF になっていま
す。

● 予約充電を行う場合は、予約充電スイッ
チ⑤を ON にして充電開始/終了時間②、
繰り返しサイクル③を設定します。設定
後、確定をタッチすると設定を保存しま
す。

● 予約充電の予約完了後、充電待ち時間内
に充電コネクタを接続する、または車両

の電源ポジションを「OFF」にすると、
マルチメディアが充電の開始時間を知ら
せます。必要に応じて予約を変更し、す
ぐに充電することができます。

● ドライバーは、予約充電設定④から電源
OFF 時予約リマインダーや充電器接続予
約リマインダーおよびパワー OFF 通知
機能を ON/OFF することができます。

注意

● 予約充電は、BYD の AC 普通充電設
備を対象に開発したものです。BYD
純正部品以外の AC 普通充電設備を
利用する場合は、予約充電を OFF に
してください。充電設備が非対応の
ため予約や即時充電ができず、車両
のバッテリー残量不足や電圧不足に
つながるおそれがあります。

お願い

● 通知画面の「即時充電に変更」は、
今回の予約に限るものです。すべて
の予約をキャンセルする場合は、設
定画面で予約充電スイッチを OFF
にしてください。

● 予約充電は、BYD の AC 普通充電設
備のみに対応しています。公共充電
施設に使う場合は、施設が予約充電
に対応しているかを確認してくださ
い。

● バッテリー残量が低下している場合
は、予約充電前に最小限のバッテリ
ー残量を確保するための充電を行い
ます。最小限のバッテリー残量を確
保するための充電を行うときは、マ
ルチメディアにパワー OFF 通知お
よび充電コネクタ接続通知を発信
し、コンビネーションメーターの下
側にメッセージを表示します。

● 予約充電の待機時間が長すぎると、
この機能は電力を消費しますが、異
常ではありません。
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お願い

● この機能は AC 充電のみに適用しま
す。DC 充電コネクタに接続する
と、予約充電の設定が無効になりす
ぐに充電を開始します。

車の予約設定画面

① 予約充電に切り替え

② 出発時間と繰り返しサイクル

③ 電気料金優遇時間

④ 設定

⑤ 出発予定スイッチ

● 出発予定機能を使う場合は、出発予定ス
イッチ⑤をタッチして予約時間と繰り返
しサイクル②、電気料金優遇時間③を設
定します。設定後、確定をタッチすると
設定を保存します。

● 出発予定を ON に設定すると、車両は充
電を開始する時間を自動的に計算しま
す。

● 電気料金優遇時間は、電気料金優遇時間
中に充電が開始されるよう自動的に充電
時間を遅らせ、予定の出発時間までに充
電を終了させると同時に、バッテリー充
電時間帯が電気料金優遇時間中であるこ
とを確保し、電気代を節約できます。電
気料金優遇時間③をクリックして変更す
ると、電気料金優遇時間の開始または終
了時間をカスタマイズできます。

● 割引料金時間帯内の残り充電時間が充電
完了に不十分な場合、充電コネクタを挿
入して AC 充電を開始すると、充電制限

値に達するまで直ちに充電が開始されま
す。充電前の車両の残量によっては、割
引料金時間帯の前に充電を一時停止する
場合があります。

お願い

● 出発予定機能は、バッテリー残量が
40%を超えている場合にのみ有効
になります。この機能を ON にする
場合は、ボンネットを閉じた状態に
保ってください。

● 車両が寒い環境にある場合、出発予
定機能は自動的にバッテリー予熱機
能を ON にします。充電コネクタを
接続しなくてもバッテリー予熱機能
が利用可能で、これにより電力が消
費されます。

● 車両の走行可能表示灯が「OK」の場
合、バッテリー予熱および車内自動
温度制御は作動しませんが、電気料
金優遇時間中の充電は引き続き使用
できます。

外部給電*
● 本車両は外部給電機能を備えています：

AC V2L と DC V2H。車両の出力電圧範囲
は、基準に定められる電圧範囲（DC150V
～450V）を満たしており、最大給電電力
は 10kW です。

警告

● 外部給電中に、外部給電用ソケット
や車両側ポートの金属端子を触らな
いでください。

● 外部給電中に異臭や煙が出るなどの
異常がある場合は、ただちに外部給
電を停止してください。

● 外部給電についての警告は、充電に
関する警告と同じです（「充電/放電
について」を参照してください）。
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警告

● 使わないときは、機器を涼しく乾燥
した場所に保管してください。

● 外部給電しているときは、機器をト
ランクルームや車両前部の下、タイ
ヤの近くに置かないでください。

● 使用中は、車両にひかれたり地面に
落としたり、人に踏まれることがな
いようにしてください。

● 本機器を落としたり、直接ケーブル
を引っ張って移動したりしないでく
ださい。機器の移動の際は取り扱い
に注意してください。

● コンセントのコードが柔らかくなっ
た場合や、給電コネクタケーブルの
摩耗、絶縁層の破裂やその他の破損
がある場合は、外部給電機器を使用
しないでください。

● 給電コネクタ、給電コンセントの断
線や破裂、または表面に破損がある
場合は、外部給電機器を使用しない
でください。

注意

● 外部給電機器の使用上の注意事項に
ついては、外部給電機器の取扱説明
書を参照してください。

● 外部給電前にパワーバッテリーの残
量を確認し、外部給電後の航続可能
距離を予測してください。

● 外部給電前に、負荷が OFF になって
いることを確認してください。

● V2L 外部給電装置は、
EVPS-004:2014 規格に適合する必
要があります。V2H 外部給電装置
は、EVPS-002:2014 または
EVPS-002:2018 規格に適合する必
要があります。

● 外部給電中に給電コネクタを抜き出
さないでください。外部給電完了後

注意

は、外部給電装置の作動が止まって
いることを確認してから、給電コネ
クタを外してください。

お願い

● 外部給電は、可能な限りパワーバッ
テリー残量が多い状態で使用してく
ださい。

● パワーバッテリー残量が少ないとき
は、外部給電の使用が制限されます。

● V2L または V2H による給電を行う
際、電気機器が起動していなくても、
車両の冷却システムが作動して、パ
ワーバッテリー残量が低下すること
があります。

● 車両が電源ポジション「OFF」で、
長時間外部給電機器に接続した状態
で電気エネルギーを出力しない場
合、車両の待機時消費電力が増加す
るため、機器を使用しないときは給
電コネクタを外すことをおすすめし
ます。

外部給電方法*
外部給電の開始について

● 給電前に、イモビライザーが OFF になっ
ているか確認します。

● 外部給電前の点検：

1. 車両のパワーバッテリー残量が 15%
以上であることを確認します。

2. 外部給電装置の筐体の割れ、ケーブル
の摩耗、プラグの錆、および異物の付
着などの異常がないかを確認します。

3. 充電ポートに水分または異物がない、
金属端子に錆びや腐食による破損など
の異常がないことを確認します。

● 上記 2 つ目、3 つ目の異常がある場合は、
ショートや感電などにより身体に危害を
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与えるおそれがあるため、外部給電を中
止してください。

● 外部給電装置の接続：

● 充電ポートフラップのロックを解錠
し、車両の充電ポートフラップと充電
ポートキャップを開けます。（（96 ペー
ジ）を参照してください）

● 外部給電装置の給電コネクタを充電ポ
ートに挿し込み、確実に施錠します。

● V2L 外部給電を使用する場合は、外部給
電装置の給電コネクタを AC 充電ポー
トに接続してください。V2H 外部給電
を使用する場合は、外部給電装置の給
電コネクタを DC 充電ポートに接続し
てください。

● 外部給電を開始する：

● 外部給電器をしっかりと接続し、3 秒以
内に給電コネクタのボタンを 2 回連続
で押して外部給電器のスイッチをオン
にすると、車両の外部給電が開始され
ます。コンビネーションメーターには
外部給電に関する情報が表示されま
す。

外部給電を停止する

● 外部給電を終了する：

● 負荷を切り離します。

● 外部給電装置を切り離す：

● 車両を解錠した状態で、給電コネクタ
のアンロックボタンを押し、給電コネ
クタを充電ポートから抜き出します。

● 充電ポートキャップと充電ポートフラ
ップを閉めます。

● 給電装置を片づける：

● 外部給電完了後、外部給電器を収納し
ます。

V2H 装置での充放電について

● V2H 装置で充電する場合、パワーバッテ
リーが 100%まで充電されると、自動的

に充電を停止します。このとき、V2H 装
置で外部給電ができます。

● V2H 装置で放電する場合は、車両の SOC
が 15%になるまで放電すると、放電が自
動的に止まります。このとき、V2H 装置
で車両を充電することができます。

● V2H 装置で外部給電から充電への切り替
え、または充電から外部給電への切り替
えを自由に操作できます。

● V2H 装置で充電する場合、操作方法は DC
急速充電で充電する方法と同じです。

充電ポート盗難防止ロック
機能

● 充電コネクタの盗難を防ぐため、充電ポ
ートには車両に対する充電・給電中の盗
難防止機能が備わっています。初期設定
は OFF のため、マルチメディア  →エ
ネルギー→充電と放電の設定画面に入り、
「充電ポートイモビライザー」を ON に
し、機能を有効にしてください。

● ON の状態でドライバーが充電コネクタ
を挿し込み、すべてのドア、ボンネット
およびテールゲートを施錠すると、充電
コネクタがロックされます。充電コネク
タを外す場合は、車両を解錠してくださ
い。

解錠

● ON の状態で充電する場合は、次の方法
で盗難防止ロック機能を解錠し、充電コ
ネクタを抜き出してください。

● OFF の状態でリモートキーの「アンロ
ック」ボタンを押して解錠する。

● 運転席側ドアハンドルにあるマイクロ
スイッチを押して解錠する。

● 運転席内側の下にある集中ドアロック
を押して解錠する。
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番号
「充電ポート盗難防止
ロック作動モード」設

定状態

車両盗難防止ロック
状態

充電コネクタ抜き出
しの可否

1 ON 施錠 不可

2 ON ON 可能

3 OFF 施錠 可能

4 OFF ON 可能

● 上記の表の通り、車両が 2、3、4 の状態
にある場合は、上記の解錠操作以外に充
電コネクタボタンを操作して解錠するこ
とで、充電コネクタを抜き出すことがで
きます。ただし、この操作は充電ポート
や充電コネクタの使用寿命を縮めるおそ
れがあるため、緊急時以外では操作しな
いでください。

注意

● 充電ポート盗難防止ロック機能を解
錠後、速やかに充電コネクタを抜き
出してください。時間が経過する
と、充電ポート盗難防止ロック機能
が再度作動して施錠するため、再び
解錠する必要があります。

● 充電完了後に正常に走行できるよ
う、プラグを外した後は充電ポート
フラップを閉じてください。

充電ポート盗難防止ロックの緊急解錠

● 充電ポート盗難防止ロックが故障して充
電コネクタを抜き出せない場合は、手動
で非常解錠操作を行い、充電コネクタを
抜き出します。

1. ボンネットを開けると、充電ポート側の
フロントホイールガードに充電コネクタ
の緊急ケーブルが設置されています。

2. 緊急ワイヤークリップを外して緊急ワイ
ヤーを引っ張り、充電コネクタを解錠し
ます。

3. 解錠後、緊急ワイヤークリップを戻しま
す。

お願い

● 上記機能に異常または故障がある場
合は、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場に連絡して
ください。

航続可能距離の表示設定

お客様に快適な運転体験お届けするため
に、本車両には「航続距離表示モード設定」
の選択機能が搭載されています。初期設定
は「Standard」です。マルチメディア  →
音＆画面→コンビネーションメータの設定
画面から、関連設定を行うことができます。

● Standard モード走行距離：総合モードの
テスト結果から走行距離を表示します。

● ダイナミックモード走行距離:利用可能
なパワーバッテリー残量と現在のエネル
ギー消費平均値に基づいて、予測走行距
離を表示します。

● 航続距離表示モードは、設定されたモー
ドを記憶します。車両の電源ポジション
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を「OFF」にして再度「ON」にした場
合、前回の設定モードを維持して表示し
ます。

お願い

● 航続距離表示モードをダイナミック
に設定した場合：

● フル充電毎に表示される航続距離
は、前回の走行で消費したエネル
ギーに基づいて計算されるため、
前回と異なる場合があります。

● 表示される航続距離は、エアコン
の使用状態、選択された運転モー
ド（ECO、NORMAL、SPORT な
ど）、およびドライバーの運転習慣
により調整されるため、現在の使
用状況に近い推定航続距離となり
ます。

回生ブレーキの設定

回生ブレーキとは、ブレーキ中のモーター
の逆トルクを利用して生成するエネルギー
を回収・再利用することで、エネルギー効
率を高める仕組みです。

● 回生ブレーキ：

●「D」レンジで走行中、アクセルペダル
から足を離してブレーキペダルを踏
み、車両が安定している場合、減速プ
ロセスでは優先的にモーター回生によ
る減速が行われます。モーター出力が
不足したときは油圧ブレーキが能動的
に介入し、十分な制動力を与えると同
時に生成したエネルギーを回収し、省
エネ効果を上げます。

● 回生惰行：

●「D」レンジで走行中、アクセルペダル
を一定量戻すと、モーターの逆トルク
により減速すると同時に生成したエネ
ルギーを回収することで、省エネ効果
を上げます。

● 車両が減速する際、エネルギーは回生ブ
レーキシステムによって回収されます。
ただし、正常な使用に影響を与えないよ
う、不必要な加速や減速操作は行わない
でください。

● 回生ブレーキモードスイッチ（（86 ペー
ジ）を参照してください）またはマルチ
メディアシステムから、回生ブレーキの
強さを設定することができます。

● スタンダード：アクセルペダルを離す
と、通常の回生エネルギー量を回収し
ます。このとき、車両の減速度は普通
です。

● 大：アクセルペダルを離したとき、ス
タンダードに比べてより多くの回生エ
ネルギー量を回収します。このとき、
車両の減速度はスタンダードより大き
くなります。

● マルチメディア  →エネルギー→エネ
ルギー管理の設定画面から、回生ブレー
キの強さを設定できます。

● アクセルペダルから足を離したときの回
生ブレーキの強さを、ニーズに合わせて
自由に選択できます。

● 回生ブレーキの強さは、設定されたモー
ドを記憶します。車両の電源ポジション
を「OFF」にして再度「ON」にした場
合、前回の設定モードを維持します。

お願い

● 高速走行中は、回生ブレーキ強度の
設定を変更しないでください。注意
が散漫になり、思わぬ事故を起こす
おそれがあります。
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バッテリー

パワーバッテリー

● パワーバッテリーは車両の動力源で、繰
り返し充放電が可能です。

● パワーバッテリーの電力供給源は主に 2
つあります。1 つ目は外部電源によるパ
ワーバッテリーの充電、2 つ目は制動時
や惰性走行時に回生ブレーキによりパワ
ーバッテリーを充電する方式です。

● パワーバッテリーはボディーの底部にあ
るため、凹凸のある路面や悪路を走行す
る場合は、バッテリーが破損しないよう
速度を落として慎重に運転してくださ
い。何かにぶつかった場合は、ただちに
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場で点検してください。

バッテリー特性

● バッテリー本体の電気化学特性の影響お
よびパワーバッテリーを保護する目的か
ら、以下の条件では性能に一定のばらつ
きがありますが、異常ではありません。

● パワーバッテリーの残量が多い場合
は、回生ブレーキ性能が低下すること
があります。

● フル充電に近づくまでパワーバッテリ
ーを充電すると、トリクル充電モード
に切り替わるため、コンビネーション
メーターに表示されるフル充電までの
予測時間が変化します。

● パワーバッテリーの残量が少ない場合
は、加速性能が低下します。

● パワーバッテリーの残量が少ない場合
は、V2L/V2H が正常に使えないため、
早めに充電してください。

● 高温や低温の環境では、パワーバッテ
リーの充放電能力が弱くなるため、充
電時間が延びますが異常ではありませ
ん。このような場合は、高出力充電設
備での充電をおすすめします。気温が

極端に低い状態で走行する場合は、動
力性能が低下することがあります。

● 低温の環境でパワーバッテリーを充電
する場合、温度制御機能により充電能
力を大幅に改善しています。低温時の
充電については、「充電上のご注意」を
参照してください。

● バッテリー温度制御機能は、低温環境
で車両を運転する際に適切なタイミン
グで自動的に加熱を開始し、低温走行
時の動力性能や放電性能を確保するこ
とで走行性能を向上させます。走行距
離が短い場合は、加熱が十分にできな
いため電力消費が増えてしまい、航続
可能距離が短くなることがあります。

● 低温環境では、バッテリーの残量が減
少する可能性があります。また、残量
は温度の低下に伴いさらに減少しま
す。低温環境で、バッテリー残量が多
い車両を充電すると、パワーバッテリ
ー残量が急に 100%になることがあり
ます。

● パワーバッテリーが通常使用されている
場合、車両の航続可能距離は以下の要因
の影響を受けます。

● 運転習慣：一定速度で走行する場合に
比べ、加速や減速を頻繁に行う方が航
続可能距離は短くなります。また低速
走行よりも高速走行の方が航続可能距
離が短くなります。

● 道路状況：悪路が続く道路や長い上り
坂を走行する場合の航続可能距離は、
平坦で乾燥している路面を走行する場
合より短くなります。

● 気温：低温の環境で走行する場合の航
続可能距離は、通常の環境で走行する
場合より短くなります。

● 電気機器の使用状況：運転中にエアコ
ンを付けた場合、エアコンを使わない
場合に比べて航続可能距離は短くなり
ます。

● 利用可能なバッテリー残量は、使用時間
の増加により低下します。
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バッテリーの使い方について

● 周囲温度が-10〜40℃の範囲で車両を利
用することをお勧めします。バッテリー
残量が少ない場合は、十分な航続可能距
離や良好な加速性能を確保するため、早
めに充電してください。

● 低温の場所に駐車後はバッテリー温度が
低いため、しばらく走行してバッテリー
温度が上昇してから充電してください。
また、長時間の高速走行後はバッテリー
の最高温度が高くなる可能性があり、こ
れも充電電力が制限される要因となりま
す。

● 長期間性能を維持するためには、高温や
極端な低温環境に 24 時間以上駐車しな
いでください。

● 周辺温度が低い環境で長時間駐車する場
合は、バッテリーの熱放散を低減させて
使用性能を確保するため、地下駐車場や
暖房付き駐車場などの温度が高い場所に
駐車してください。

● 頻繁な急加速や急減速を避けて平坦な乾
燥している道路を走行し、必要に応じて
エアコンなどの消費電力の大きい電装部
品を切る、またはエアコンの温度を調整
して、航続可能距離を伸ばすことをおす
すめします。

● 車両を初めて使用する、または長時間放
置した後に使用する場合は、コンビネー
ションメーターに表示されるバッテリー
残量がばらつくことがあります。そのた
め、運転前にパワーバッテリーをフル充
電することをおすすめします。

● 日常的に使用する場合は、定期的に車両
のパワーバッテリーをフル充電してくだ
さい（推奨：充電は週に 1 回以上）。ま
た、3 ヶ月～半年毎に、バッテリー残量
が少ない状態（SOC が 10%未満）からフ
ル充電することをおすすめします。

● 極端な走行（急加速や急減速の繰り返し
など）によりパワーバッテリーの温度が
高くなった場合は、パワーバッテリーの
放電能力が少しずつ低下しますが異常で
はありません。また、パワーバッテリー

の温度が高くなりすぎるとコンビネーシ
ョンメーターに警告灯が点灯します。こ
のようなときは、BYD 正規ディーラーま
たは BYD 指定サービス工場に連絡して
ください。

● パワーバッテリーの残量が異常に上が
る、または下がる場合は、BYD 正規ディ
ーラーまたは BYD 指定サービス工場で
点検してください。

警告

非常時や事故発生時は、次の警告に注
意してください。

● 怪我などを防ぐため、パワーバッテ
リーを直接触らないでください。

● 早急に BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場に連絡して
ください。

● パワーバッテリーが破損し液体が漏
れ出した場合は、漏れ出した液体を
絶対に触らないでください。不注意
で皮膚や目に付着したときは、すぐ
に多量の水で洗い流し、ただちに医
師の手当てを受けてください。

● 車両火災が起きたときは専用消火器
で消火し、水系の消火器は使わない
でください。

注意

● パワーバッテリーの安全を確保する
ため、引火性や爆発性があるもの、
火元および各種の危険化学品から遠
く離れた場所に駐車してください。

● 利用可能なバッテリー残量は、使用
時間の増加により低下します。

● パワーバッテリーの寿命を縮めるお
それがあるため、駐車時は熱源から
遠く離れ、日光が長時間当たる場所
を避けてください。

● 車を長期間（7 日以上）使用しない
場合、パワーバッテリーを長持ちさ
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注意

せるためにパワーバッテリーの充電
を 40%～60%に保つことをおすす
めします。車を 3 ヶ月以上使用し
ない場合は、パワーバッテリーを 3
ヶ月毎にフル充電し、その後 40%～
60%まで放電してください。そう
しないと、パワーバッテリーの過放
電によるバッテリー性能の低下、ま
たは破損を引き起こすおそれがあり
ます。このような車両の故障は、品
質保証の対象外となります。

● パワーバッテリーはボディーの底部
にあるため、悪路を走る場合は慎重
に運転してください。

● パワーバッテリーが何かにぶつかっ
た場合は、ただちに BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場
で点検してください。

パワーバッテリーの回収

電気自動車を廃車にする場合は、下記のプ
ロセスに従って処理してください。

1. 車両を BYD の回収サービスセンターに
お持ちください。パワーバッテリーの残
価を評価します。

2. 評価済みの車両を回収・解体業者にお持
ちいただくと、パワーバッテリーを取り
外します。

3. 回収・解体業者が取り外した古いパワー
バッテリーを回収サービスセンターに引
き渡し、回収サービスセンターはパワー
バッテリーを買い戻します。

警告

● 電気自動車の所有者は、不用になっ
たパワーバッテリーを回収サービス
センターに引き渡す責任と義務があ
ります。不要になったパワーバッテ
リーを他の業者や個人に勝手に引き
渡したり、取り外しや分解を勝手に
行うことで発生した環境汚染や事故

警告

については、相応の責任を負う必要
があります。

起動バッテリー

● 作動モードは、「正常」、「スリープ」、「省
エネ」、「低電圧保護」などがあり、目的
はバッテリーのセルを守ることです。車
両システムに不具合がないときは、モー
ドの切り替えを自動で行うため普段の利
用に影響はありません。

● 起動バッテリーの電圧不足を避けるた
め、条件を満たしている（車両の電源ポ
ジション「OFF」、パワーバッテリーから
給電可能、起動バッテリーの電圧が設計
値以下）場合は、自動で「インテリジェ
ント充電機能」が作動します。

● インテリジェント充電機能が作動する
と、パワーバッテリーを使用して起動バ
ッテリーを充電します。そのため、車両
をしばらく放置してから再度始動する
と、コンビネーションメーターに表示さ
れる SOC または航続距離が減少してい
ますが異常ではありません。

● 「インテリジェント充電機能」が機能しな
い場合は、起動バッテリーからの電源供
給を止めることがあります。使用前に起
動バッテリーの充電がないときは、運転
席側ドアハンドルのマイクロスイッチを
押し続けて起動バッテリーを有効にした
後、ただちに車両の走行可能表示灯を
「OK」にして起動バッテリーを充電して
ください。このとき、充電は 1 時間以上
行ってください。

お願い

● 起動バッテリーにはリレーが内蔵さ
れており、作動中に「ダダ」と音が
聞こえますが異常ではありません。
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お願い

● 起動バッテリーの充電には専用工具
が必要なため、無断でバッテリーを
外して充電しないでください。

● 起動バッテリーの破損につながるお
それがあるため、他車の燃料油車両
とのジャンプスタートは行わないで
ください。

● 起動バッテリーは低電圧プラットフ
ォームタイプを採用しており、通常
の鉛バッテリーと異なる特性を持っ
ています。詳細については、本オー
ナーズマニュアルの取扱説明書をお
読みください。

● 起動バッテリーにはインテリジェン
トコントロールモジュールが内蔵さ
れています。起動バッテリーの破損
または怪我を避けるため、無断で起
動バッテリーの分解や修理をしない
でください。

● 車両と通信できないときは起動バッ
テリーを正常に使用できないため、
必ずコネクタやワイヤーハーネスを
正しく接続してください。

起動バッテリー電圧不足時のスリープ解除
機能

運転席側ドアのマイクロスイッチ操作によ
る起動

● 車両を長期間保管すると、起動バッテリ
ーがスリープ状態になり、リモートキー
の「アンロック」ボタンで車両を解錠で
きない場合があります。

● このとき、リモートキーを携帯した状態
で運転席ドアハンドルのマイクロスイッ
チを 3 秒以上押し続けると（「（54 ペー
ジ）」を参照）、起動バッテリーのスリー
プ解除機能が作動して車両が解錠されま
す。

お願い

● 起動バッテリーの残量が少ない場合
は、コンビネーションメーターに「バ
ッテリーの残量が不足、車両の電源
がもうすぐ切れます」と表示され、
車両が再びスリープ状態になりま
す。ただちに車両の走行可能表示灯
を「OK」にし、1 時間以上車両を起
動したままにしてください。

モータールームからのジャンプスタートに
よる起動

● 運転席側ドアハンドルのマイクロスイッ
チでスリープ解除および解錠ができない
場合は、起動バッテリーの残量が少ない
可能性があるため、メカニカルキーを使
用してドアを開けてください。このと
き、2 本の特別なジャンプスタート専用
ケーブルと 12V 電源を介して車両を始動
できます。

● モータールームの配電ボックスの専用イ
ンターフェースを介してのみ実行できま
す。モータールーム内の配電ボックスの
起動ポイントを図に示します。

①ブースターケーブルの正極

②ブースターケーブルの負極

● 上記のいずれの操作を行っても車両を始
動できない場合は、速やかに BYD 正規デ
ィーラーまたは BYD 指定サービス工場
にご連絡ください。
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警告

● 起動バッテリーの破損につながるお
それがあるため、他車に対するジャ
ンプスタートには使用しないでくだ
さい。

● ジャンプスタートの前にバッテリー
の状態を確認してください。バッテ
リー液が凍結している場合は、ジャ
ンプスタートを行わないでくださ
い。

● ジャンプスタートを行う際は、周囲
の換気を良くしタバコの火や火花な
どの火気から遠ざけてください。

● ブースターケーブルの端子を互いに
接触させないでください。火災の危
険があります。

● 起動バッテリー内部には、インテリ
ジェントコントロールモジュールが
内蔵されています。起動バッテリー
の破損を防ぐため、緊急時を除き無
断で分解や破壊をしないでくださ
い。

● 部品交換やメンテナンスの前には、
起動バッテリーの負極（－）端子を
外してください。

注意

● モータールームのフューズボックス
では、ジャンプスタートのためのス
ペースが狭く感電などの危険がある
ため、整備士がジャンプスタートを
行うことをおすすめします。

● ジャンプスタート機器の電圧範囲は
12V 以上 14.2V 未満とし、1 回のジ
ャンプスタート時間は 1 分以内に
してください。これを超えると、起
動バッテリーが損傷する可能性があ
ります。

● 液体で起動バッテリーを洗浄しない
でください。また、液体が起動バッ

注意

テリーの中に入らないように注意し
てください。

ご利用要領

安全運転上のご注意

飲酒運転厳禁
● 少量の飲酒でも、交通条件の変化に対す
る反応が遅くなります。飲酒量が多いほ
ど反応が鈍くなるため、飲酒運転は絶対
にしないでください。

速度の抑制
● スピードの出し過ぎは、衝突事故や死傷
事故を引き起こす主な原因です。通常は
速度が速いほど危険性が高まります。道
路状況に応じて安全な速度で走行してく
ださい。

注意

● 運転免許がない人は運転しないでく
ださい。

● 疲れているときは運転しないでくだ
さい。

● 運転時は、必ず交通ルールを守って
ください。

● 運転中は必ず運転に集中し、運転と
は無関係な操作（携帯電話の使用や
ボタンの調整など）をしないでくだ
さい。

車両を安全運転可能な状態に保つ
● タイヤのバーストや機械の故障は非常に
危険です。故障の確率を下げるため、常
に車両の状況を点検し、定められた点検
を実施してください。
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車両の改造について
● BYD 純正部品以外の部品を使用して交換
や改造を行うと、車両全体の性能に影響
を及ぼし、電気系統の故障や火災を引き
起こす可能性があります。これにより生
じた車両の損傷や性能の問題は、保証の
対象外となります。

● ステアリングホイール、インストルメン
トパネル、シート、B ピラーや C ピラー
のトリムなどを改造または取り外すと、
エアバッグの作動不良や誤作動を引き起
こし、重大な事故や傷害につながる可能
性があります。

● 車両の改造は、現地の法律や条例に違反
する可能性があります。

● 車両に無線送信装置を取り付けないでく
ださい。そうしないと、車両の電気設備
に影響を与える可能性があり、また現地
の無線管理規定に違反する可能性があり
ます。

● 車窓ガラスにフィルムやコーティングを
貼ると、運転視界に影響を及ぼす可能性
があり、また違法改造に該当する可能性
があります。

利用時のアドバイス

パワーバッテリーを長持ちさせるために、
以下のことをおすすめします。

● 車両を長期間（7 日以上）使用しない場
合は、パワーバッテリーの充電を 40%～
60%に維持します。そうしないと、パワ
ーバッテリーの寿命が短くなります。

● 車両を長期間（3 ヶ月以上）使用しない
場合は、3 ヶ月ごとにパワーバッテリー
をフル充電してから、充電率が 40%～
60%になるまで放電してください。これ
により、パワーバッテリーの過放電によ
り発生するパワーバッテリー性能の低下
や、破損による車両故障および破損を防
ぎます。パワーバッテリーの過放電によ
る故障および破損は、品質保証の対象外
となります。

● コンビネーションメーターに表示される
航続可能距離が「---」の場合は、パワー
バッテリー残量が不足しています。早め
に充電し、長時間パワーバッテリー残量
が少ない状態で使用することは避けてく
ださい。

● 長期間にわたり性能を維持するため、温
度が 60℃より高い、または-30℃より低
い環境で 24 時間以上駐車しないでくだ
さい。

● トレイがへこんでいる、またはパワーバ
ッテリーパック底部のトレイ表面に傷が
ある場合は、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場で点検してくださ
い。

● 運転中、急加速や急減速を繰り返すこと
は避けてください。

● パワーバッテリー温度が上がると車両性
能に影響を与えるおそれがあるため、長
時間の車両の使用は可能な限り避けてく
ださい。

● コンビネーションメーターに故障メッセ
ージが表示された場合は、早めに BYD 正
規ディーラーまたは BYD 指定サービス
工場で点検してください。

● パワーバッテリーの温度が高いと車両の
性能が制限されます。車両を安全な場所
に駐車し、パワーバッテリーの温度が下
がってから使用してください。

お願い

● コンビネーションメーターに表示さ
れているパワーバッテリー残量が 0
の場合、必ず充電してください。7
日以内に充電しないと復旧不可能な
パワーバッテリーの破損が生じま
す。これによるパワーバッテリーパ
ックの破損については、BYD は品質
保証条項に定められる保証責任を負
いません。

● 航続可能距離は、利用可能なパワー
バッテリー残量、車齢（現在のパワ
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お願い

ーバッテリー寿命）、天気、気温、道
路状況、運転習慣などで決まります。
高温や低温の環境で走行する場合の
航続可能距離は、常温の場合より多
少短くなり動力性能も影響を受けま
す。

節電で車両を長持ちさせる
方法について

● 節電はシンプルであり、車両の寿命を延
ばすことにもつながります。

● 電気エネルギーや修理代を節約する要領
を次に示します。

1. 回生ブレーキ設定：

● 本車両は、回生ブレーキ機能および回生
ブレーキ強度設定機能を搭載していま
す。回生ブレーキ強度が強の場合は、制
動または惰行中に回収するエネルギーを
増やすことができるため、運転習慣に合
わせて設定してください。回生モードの
設定方法については（107 ページ）をご
参照ください。

2. 速度維持：

● 一定速度での運転は、節電に役立ちます。
急アクセル、急ハンドル、急ブレーキは、
より多くの電気エネルギーを消費しま
す。

● 交通状況に応じて一定速度で走行してく
ださい。アクセルペダルを踏むたびに余
分な電気エネルギーを消費します。

● アクセルペダルはゆっくり踏み、急発進、
急アクセル、急ブレーキを避けてくださ
い。

● 一定の速度を維持し、信号に従って走行
するか、信号のない大通りを利用してく
ださい。先行車との車間距離を適切に保
ち、急ブレーキを避けて走行すると、ブ
レーキの摩耗軽減につながります。

● 渋滞している道路はなるべく避けてくだ
さい。

● 高速道路走行時は適切な速度を維持して
ください。速度が速いほど電気エネルギ
ーの消費が多くなります。エコ走行にな
る範囲内に速度を保つことで省エネにつ
ながります。

3. 負荷の軽減：

● エアコンを作動するとモーターに余分な
負荷が掛かるため、より多くの電気エネ
ルギーが消費されます。また、外気温度
が快適なときは、電気エネルギーの消費
を減らすために、エアコンを OFF にし、
外気導入モードで外気を取り入れること
をおすすめします。冬季には、ステアリ
ングヒーター*とシートヒーター*をエア
コンの代わりに使用することができま
す。

● 不要な荷物を車両に積まないようにして
ください。車両に積む荷物が多すぎる
と、車両の負荷が増えてより多くのエネ
ルギーが消費されます。

4. その他：

● ECO モードで運転すると、駆動モーター
の消費電力を抑えることができます。

● 悪路走行時は低速で運転し、路肩の縁石
にぶつからないようにしてください。

● タイヤの空気圧は適切に保ってくださ
い。タイヤの空気圧不足は、タイヤの摩
耗や電気エネルギーの消費につながりま
す。

● フロントタイヤのアライメントを適切に
調整してください。フロントタイヤのア
ライメントが不適切だと、タイヤの早期
摩耗につながったり、パワートレインへ
の負荷も大きくなるため、電気エネルギ
ーをより多く消費します。

● シャーシは清潔な状態に保ち、泥などの
付着がないようにしてください。これに
より、ボディー重量を軽減するだけでは
なく、腐食を防ぐこともできます。
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お願い

● 走行中は、ニュートラルギアでの惰
性走行は厳禁です。

荷物の積み込み

● 本車両には、複数の便利な格納スペース
を用意しています。

● グローブボックスや収納ボックス、シー
トバックポケットなどは、小物や軽量物
を格納するために設計されています。ト
ランクルームは、比較的大きくて重いも
のを収納するための空間です。

● シートを倒すことで長い荷物を積むこと
ができます。ただし、積み込む荷物が多
い、または積み込み方が不安定な場合、
車両の操縦性や安定性が悪くなり、安全
性が低下することがあります。

● 荷物を積み込む場合は、車両本体、乗員
全員、荷物の合計重量が車両総重量を超
えないようにしてください。

警告

● 積載オーバー、不適切な荷物の積み
込み方、不均一な積載は、車両の操
縦性や安定性に影響を与えるため、
衝突事故を招くおそれがあります。

● 本オーナーズマニュアルに記載され
る車両総重量や、他の積載ルールを
守ってください。

● 正常な運転への干渉を避けるため、
強い磁気を持つものを車両に搭載し
ないでください｡

乗員スペースに荷物を積み込む場合

● 衝突時に車内へ投げ出されて乗員に怪我
を負わせるおそれがあるものは、確実に
収納または固定してください。

● 車両後方の安全確認を妨げたり、衝突時
に車内へ投げ出されるおそれがあるた

め、リアシェルフにものを置かないでく
ださい。

● ドライバーのペダル操作やシートの正常
な調節に影響を与える可能性があるた
め、後部座席フロアの荷物は、フロント
シートの背もたれの高さ以上に積み上げ
ないでください。また、それらの荷物が
シートの下で転がらないようにしてくだ
さい。

● 運転時はグローブボックスをきちんと閉
めてください。そうしないと、衝突時や
急ブレーキ時に乗員の膝などに怪我を負
わせるおそれがあります。

お願い

● 車内に子供のおもちゃなどを詰め込
まないでください。緊急ブレーキや
衝突などの際に、走行や乗員の安全
に影響を与える可能性があります。

トランクルームに荷物を積み込む場合

● トランクルームに荷物を均一に入れ、最
も重い荷物は一番下、かつ前側の方に置
きます。

● 走行中に移動しないように紐やチェーン
で荷物をきちんと固定します。荷物は、
フロントシートバックの高さ以上に積み
込まないでください。

● トランクの両側にロープフックが設置さ
れています。ロープフックを引き起こす
と、荷物の結束や荷物固定装置の取り付
けができます。

● ロープフックを使用する前に、必ずリア
シートバックを倒してください。詳細は
（69 ページ）を参照してください。
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お願い

● トランクルーム内の荷物固定用具や
固定装置などについては、BYD 正規
ディーラーまたは BYD 指定サービ
ス工場にお問い合わせください。

● 車両後方のスペースが不足している
場合、バックドアが開けられないこ
とがあります。この場合は、サイド
スライドドアを開けてリアシートを
倒し、荷物を積み込むスペースを作
ります。

冠水路の走行

● 冠水路に進入する前に、必ず水深を確認
してください。水深は、ボディー下部の
縁部を超えてはいけません。

● 冠水路を通り抜ける場合は、発進前にエ
アコンを消して低速で走行し、アクセル
ペダルを軽く踏み続けながら、安定した
低速で走り抜けてください。

● 絶対に水の中で停車しないでください。
また、水の中でバックしたり、モーター
を OFF にしないでください。

● また、深い冠水路を通り抜けるとブレー
キが濡れることがあるため、慎重に運転
してください。無事に冠水路を走り抜け
たら、ブレーキペダルを数回軽く踏んで
ブレーキローターに付着した水を落と
し、できるだけ早く通常の制動性能に戻
してください。

● 必要な場合を除き、浸水した道路での走
行は避けてください。

警告

● ブレーキシステムに水や泥などが浸
入すると、ブレーキの利きが悪くな
るため、制動距離が長くなり、事故
につながるおそれがあります。

● ブレーキが濡れているときは慎重に
操作し、ブレーキを掛ける前にブレ
ーキに付いている氷や水を落として
ください。

● また、冠水路を走り抜けた後は、可
能な限り急ブレーキを避けてくださ
い。

● 車両がくぼんでいる冠水路を走る場
合は、モーターに水が浸入しないよ
うに注意してください。水が入る
と、モーターの重大な破損につなが
るおそれがあります。これにより発
生した車両故障および破損は、品質
保証の対象外となります。

● 冠水路を走り抜けた後は、ドライブ
トレインシステム、走行システム、
電気システムなどの部品も大きな被
害を受けているおそれがあります。
これにより発生した車両故障および
破損は、品質保証の対象外となりま
す。

● 台風などの荒れた天候で充電する場
合、可能な限り雨が当たらないよう
に注意してください。
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警告

● 車両が水没したり、サイドシルの高
さ以上の冠水路を走行すると、高電
圧部品の内部に水が浸入するおそれ
があります。その場合は、速やかに
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場で点検や処置を依頼
してください。

● タイヤの半分以上が水に浸かる冠水
路は走行しないでください。

高電圧部品は電子部品であり、内部に水が
浸入した場合：

● 車両が浸水した場合、乾かしても水分を
完全に蒸発させることができる保証はあ
りません。

● 高電圧部品の内部に水が浸入すると、部
品自体の絶縁性に大きな影響を与えま
す。水分に多く含まれる導電性物質によ
り、高電圧部品の内部ショートや高電圧
システムのショートを引き起こすおそれ
があるため、車両の安全性能や使用性能
に重大な影響を与えます。

● 高電圧部品の内部に水が浸入すると、車
両各部品の IP 保護等級、耐電圧などの性
能が大きな影響を受けるため、危険性が
大きくなります。

火災予防

車両火災を効果的に防止するため、車両を
使用する場合は下記の内容に注意してくだ
さい。

● 車内に引火性・爆発性のあるものを格納
しないでください。

● 炎天下、日が当たるところに駐車する
場合は、車内の温度が 60～70℃以上に
達すことがあります。車内にライタ
ー、洗浄剤、香水などの引火性・爆発
性のあるものを置くと、火災や爆発が
発生するおそれがあります。

● 喫煙後、吸い殻の火が完全に消えている
ことを確認してください。

● 喫煙は身体の健康を害するだけではな
く、火が完全に消えていない吸い殻は
火災を引き起こすおそれがあります。

● BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場で定期点検を依頼してくださ
い。

● コネクタとワイヤーハーネスとの接
続、絶縁および固定位置などに異常が
ないかを確認するために、車両全体の
配線の定期点検を行ってください。不
具合が見つかったときは早めに処置し
てください。

● 車両の配線の改造、電気部品の後付けを
禁止します。

● 電装品（ハイパワーオーディオ、照明
器具など）の後付けは、回路に過大な
負荷がかかり、ワイヤーハーネスの発
熱による火災の原因になります。

● 電装品の定格から外れたフューズや金
属ワイヤーをフューズの代わりに使用
することは絶対にしないでください。

● 適切な停車場所を選びます。

● 停車時、日にさらされる場所は可能な
限り避けてください。

● 車両を保管する場合は、車両の下に乾
燥した藁や枯れた小枝、葉、麦わらな
どの可燃物がないかをよく確認してく
ださい。火災を防ぐために、可燃物が
ある場合は早めに清掃してください。

● 走行中は枯れた小枝や葉、麦わら、雑
草などの可燃物が堆積している道路を
可能な限り避けてください。走る必要
があるときは、走り抜けた後に車両を
止めて車両の下部に可燃物がないかを
確認してください。

● 車両の修理やメンテナンスを行う場合
は、起動バッテリーのマイナス端子を外
します。

● 車載用の消火器を車両に搭載することを
おすすめします。
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● 車両の安全を確保するため、車内に消
火器を装備して定期的に点検や交換を
行ってください。また、消火器の使い
方を熟知し、非常時は迅速に対応でき
るようにしてください。

● 車両火災が起きた場合は、迅速、冷静に
効果的な方法で対処し、被害を最小限に
してください。

● 火災が発生する前には通常、ボディか
らの異音や異臭など、前兆が伴います。
異常を発見した場合は、速やかに停車
し、できるだけ風が当たらない場所に
駐車した上で、迅速に車載消火器を取
り出して初期消火を行います。

● すぐに 119 番に通報すると同時に、該
当の保険会社にも通報して現場対応を
要請します。

● 火元を特定してください。大量の空気
が流入し、火の勢いが増して燃え広が
る可能性があるので、モータールーム
から煙が出ている場合、すぐにモータ
ールームを開けないでください。モー
ター内の燃焼物は限られているため、
ボンネットを閉じたままにしておく
と、火の燃え広がる速度を抑え、その
後の消火活動を容易にすることができ
ます。車載消火器（通行車両に助けを
求め、複数の消火器を求めても良い）
を使用し、ボンネットの隙間から火元
に向けて噴射して消火します。外部か
ら炎がほぼ見えなくなってから、ボン
ネットを開けてさらに消火活動を続け
てください。

● 消防隊が消火した後は、出動証明書を
請求して火災原因についての報告書の
発行を依頼します。

● 事故発生後、速やかに保険会社に対応
などを依頼します。

お願い

● 車両事故による損害に備えるため
に、車両保険（車両自然発火損害保

お願い

険、車両盗難保険など）に加入する
ことをおすすめします。

発進と運転

車両の始動

車内からの車両の始動

通常の始動方法

● リモートキーを携帯し、ブレーキペダル
①を踏みながら「スタート/ストップ」ボ
タン②を押すと、コンビネーションメー
ターの「OK」表示灯が点灯して発進でき
る状態になります。

● シフトレバーを「D」または「R」レンジ
に切り替えると、電動パーキングブレー
キが自動で解除され、電動パーキングブ
レーキシステムのモーターから解除音が
聞こえた後、車両が発進できる状態にな
ります。

始動できない場合

● 次の場合は始動できません。

●「スタート/ストップ」ボタンを押したと
きに、リモートキーシステム警告灯が
点灯してスピーカーから警告音が鳴
り、コンビネーションメーターに「キ
ー検出不可」と表示された場合は、リ
モートキーが車内にない、または干渉
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によりキーが検知できないことを表し
ます。

● リモートキーは、特定の場所（インス
トルメントパネル、グローブボックス
の内側、フロア、カップホルダー、ト
ランクなど）では正常に機能せず、車
両を始動できない場合があります。

● 「スタート/ストップ」ボタンを押したと
き、スタート機能が正常に作動しない場
合は、下記に示す要因が考えられます。

● リモートキーが作動せずコンビネーシ
ョンメーターのリモートキーシステム
警告灯が点滅すると同時に、「キーのバ
ッテリー残量が少なくなっています」
とメッセージが表示されたときは、リ
モートキーのバッテリーが切れている
可能性があります。（228 ページ）を参
照し、早めにリモートキーのバッテリ
ーを交換してください。

● 使用環境によってはスマートエントリ
ー＆スタートシステムが正常に作動し
ないことがあります。詳細は、（64 ペー
ジ）を参照してください。

注意

● 車両が始動しない、ドライバーが車
両に入ってから 2 分経過しても車
両を始動できない場合は、リモート
キーを移動させてから再度試してみ
てください。

緊急時の始動方法

● パーキングブレーキを確実に掛けます。

● 必要のないランプやアクセサリーを OFF
にします。

● シフトレバーを「P」レンジにします。

● 車両の電源ポジションを「OFF」にしま
す。

● リモートキーを車内に置きます。

● 「スタート/ストップ」ボタンを 15 秒以上
長押しすると、始動します。

注意

● 毎回の起動は 20 秒を超えないでく
ださい。配線システムが過熱する可
能性があります。

車両停止方法

1. ブレーキペダルを踏み込んで車両を完全
に停止させ、「P」ボタンを押してパーキ
ングレンジに切り替え、電子パーキング
ブレーキが作動していることを確認しま
す。

2. ブレーキペダル①を踏みながら、「スター
ト/ストップ」ボタン②を押して、電源を
「OFF」に切り替え、ブレーキペダルをゆ
っくりと離します。

リモートスタート機能

始動前

1. 車両の電源ポジションを「OFF」にしま
す。

2. シフトポジションが「P」レンジになって
いる。

3. 速度を 5km/h 以下にします。

リモートキーの「リモートスタート機能」

1. リモートキーの「スタート/ストップ」ボ
タンを 2 秒間長押しすると、車を始動さ
せることができます。始動後、ターンシ
グナルランプが 3 回点滅します。

2. リモートスタート後、10 分以内に有効な
操作を行わないと、電源ポジションが
「OFF」になりターンシグナルランプが 2
回点滅します。
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3. リモートスタート後、リモートキーの「ス
タート/ストップ」ボタンを 2 秒間長押し
すると、電源ポジションが「OFF」にな
りターンシグナルランプが 2 回点滅しま
す。

インテリジェントパワー
ON/OFF*
スマート起動・停止*機能の有効化

● マルチメディア  →ドライブ→車内環
境→車両の電源の画面から、自動電源 ON
機能と自動電源 OFF 機能*を ON に設定
します。工場出荷時は OFF に設定され
ています。

インテリジェントパワー ON 機能 - ドアオ
ープンで電源 ON

● 本車両のリモコンキー/マイクロスイッ
チ/スマートフォン NFC*/
Bluetooth*/BYD App でロック解除しま
す。

● 初めて運転席ドアを開けた後、車両の電
源が入り、メーターとコントロールパネ
ルが点灯します。

● ブレーキペダルを踏み、コンビネーショ
ンメーターの「OK」表示灯が点灯する
と、走行可能な状態になります。

インテリジェントパワー ON 機能 - ブレー
キペダルを踏んで電源 ON

● 車両が電源 OFF 状態で「OK」表示灯が
点灯していない時にブレーキペダルを踏

み、コンビネーションメーターの「OK」
表示灯が点灯すると、走行可能な状態に
なります。

インテリジェントパワー OFF 機能

● 車両が停車して電源 OFF していない状
態で、車外から車両のリモートキー/マイ
クロスイッチ/スマートフォン NFC*で施
錠操作を行うと、車両は自動的に電源
OFF になります。

お願い

● 本車両のキーで解錠し、運転席側ド
アを最初に開けた場合のみ電源ポジ
ションが「ON」になります。その後
は運転席側ドアを開けても電源ポジ
ションは「ON」になりません。

● ロック解除後に、運転席側ドアを開
けずに他のドアを開けて乗車し、車
両の電源を「ON」にした後「OFF」
にすると、その後は運転席側ドアを
開けても電源ポジションは「ON」に
なりません。

● インテリジェントパワー ON 機能が
OFF の場合、ブレーキペダルを踏み
スタート/ストップボタンを押して
パワー ON にします。

● ボンネットが開いている場合は、イ
ンテリジェントパワー ON 機能が作
動しません。

● 誤作動によるパワー OFF を防止す
るため、Bluetooth および BYD App
による施錠操作時には施錠機能のみ
作動され、パワー OFF 機能は実行さ
れません。

● 運転席ドアを開けて電源ポジション
を「ON」にした場合は、スタート/
ストップボタンを押すことなく、車
外からの当該車両のスマートキー/
マイクロスイッチ/スマートフォン
NFC*による施錠操作を受信すると、
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お願い

車両は自動で電源が OFF になりま
す。

● 車内にキーがある場合、インテリジ
ェントパワー OFF 機能は作動しま
せん。

車両の運転

運転前の点検

車両外部

● タイヤ：タイヤの空気圧、タイヤトレッ
ドに割れ、破損、異物の噛み込みがない
か、タイヤに異常、過度な摩耗がないか
を点検します。

● ホイールナット：ナットの緩みや外れが
ないかを点検します。

● 液漏れ：車を止めてからしばらく待ち、
車の下に冷却水やその他の液体が漏れて
いないかを点検します（エアコンの作動
により発生する水は異常ではありませ
ん）。

● 照明：ヘッドライト、ポジションランプ、
ターンシグナルランプおよびその他のラ
イトの作動に異常がないことを点検しま
す。ヘッドライトの明るさを点検しま
す。

車両内部

● シートベルト：バックルがしっかりロッ
クできることを点検します。シートベル
トに摩耗や擦り傷がないことを点検しま
す。

● コンビネーションメーター：特にメンテ
ナンス表示灯、メーター照明とデフロス
ターの作動に異常がないことを点検しま
す。

● ブレーキペダル：ブレーキペダルの操作
に必要なスペースが十分であることを点
検します。

● 起動バッテリーとケーブル：端子の腐食
や緩みがないか、起動バッテリーのケー
スに割れ目がないかを点検します。

モータールーム内部

● バックアップ用フューズ：フューズボッ
クスには、各種フューズが備え付けられ
ていること、各フューズの定格電流が記
載されていることを点検してください。

● 冷却水の量：冷却水の量が正しい範囲で
あることを点検します。

始動後の点検

● コンビネーションメーター：メンテナン
ス表示灯およびスピードメーターが正常
に動作していることを点検します。

● ブレーキ：安全な場所で車両を直進走行
し、ステアリングホイールをしっかり握
った状態でブレーキをかけたとき、車両
が偏りなく真っすぐ走ることを点検しま
す。

● その他の異常な現象：緩んだ部分や漏れ、
異音がないことを点検します。

運転前の準備

● 車両に乗り込む前に、車両周辺の状況を
確認し、ボンネットが閉まっていること
を確認してください。

● シートポジション、シートバック角度、
シートクッションおよびヘッドレストの
高さ、ステアリングホイールの角度と高
さを調節します。乗員のシートが正しい
位置に調節されていることを確認しま
す。

● ルームミラーとドアミラーを調節しま
す。

● チャイルドシートを正しく取り付け、正
しく使用してください。

● すべてのドアを閉めます。

● 乗員はシートベルトを確実に着用してく
ださい。
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警告

● 車両の一部の電子機器（スマートキ
ー、E-Call、充電/放電機器、スマー
トエントリー&スタートシステムア
ンテナなどを含むがこれらに限定さ
れない）は電波を使用しているため、
心臓ペースメーカー、植込み型除細
動器などの医療機器に影響を与え、
医療機器使用者の生命の安全を脅か
すおそれがあります。必ず医療機器
の製造元に相談して、無線電波が医
療機器に悪影響を及ぼさないか確認
してください。

シフト機構

● 図のように、シフトレバーはセンターコ
ンソールのスイッチユニットに位置し、
レバー上にシフト表示があります。

● 車両始動後、ブレーキペダルを踏み込み、
ロック解除ボタン①を押しながらレバー
を上下に操作するとシフトチェンジが可
能です。

● パーキング（「P」レンジ）
● ブレーキペダルを踏み込んで車両を完
全に停止させた後、「P」を押してパー
キングレンジに切り替えます。

● ドライブ（「D」レンジ）
● 車両が「P」レンジにある場合、ブレー
キペダルを踏み、ロック解除ボタンを
押しながらレバーを 1 段階または 2 段

階下に動かすと、「D」レンジに切り替
えられます。

● リバース（「R」レンジ）
● 車両が「P」レンジにある場合、ブレー
キペダルを踏み、ロック解除ボタンを
押しながらレバーを 2 段階上に動かす
と、「R」レンジに切り替えられます。

● ニュートラル（「N」レンジ）
● 車両が「P」レンジにある場合、ブレー
キペダルを踏み、ロック解除ボタンを
押しながらレバーを 1 段上に動かし、
短時間保持すると「N」レンジに切り替
えられます。

● 車両が「D」レンジにある場合、車速が
10km/h 以下の状態でレバーを 1 段上
に動かし、短時間保持すると「N」レン
ジに切り替えられます。

● 車両が「R」レンジにある場合、車速が
10km/h 以下の状態でレバーを 1 段下
に動かし、短時間保持すると「N」レン
ジに切り替えられます。

警告

● ギアボックスの損傷や走行の安全性
に影響を及ぼす可能性があるので、
車両を「N」レンジで下り坂を走行
させることは禁止されています。

● 事故を防ぐために、シフトポジショ
ンを切り替えるときは、絶対にアク
セルペダルを踏まないでください。
アクセルペダルを踏んでいる場合、
「D」レンジや「R」レンジに切り替
えることはできません。

● 事故を防ぐため、走行中はシフトレ
バーを「R」または「P」レンジにす
ることは絶対にやめてください。

● シフトレバーに物を掛けないでくだ
さい。車両の損傷や誤操作を引き起
こし、事故につながるおそれがあり
ます。
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注意

● ギアチェンジの後は、必ずメーター
でギア位置を確認してください。メ
ーター表示が切り替えたギアと一致
しない場合は、再度ギアを切り替え
てください。

● バック時は車両周囲の状況に注意
し、事故を防いでください。

● 停車時は「P」レンジに入れたこと
を確認してから車両を離れてくださ
い。

お願い

● レバーを動かした後に手を離すと、
レバーは自動的にセンターポジショ
ンに戻ります。

● 現在の走行速度でギアチェンジが許
可されていない場合、またはブレー
キペダルを踏まずにレバーを動かし
た場合、メーターに対応する情報が
表示され、ギアは変更されません。

● メーターの「OK」表示灯が点灯して
いる時のみ、「D」レンジまたは「R」
レンジに切り替えることができま
す。

電動パーキングブレーキ
（EPB）
駐車時や車両から離れるときは、必ず電動
パーキングブレーキ (EPB)を作動させてく
ださい。

手動で EPB を掛ける

● 車両が停止していて、「P」以外のレンジ
の場合、「ショートカット」画面の、カス
タマイズ → 電動パーキングブレーキから
電動パーキングブレーキスイッチを ON
にすることができ、EPB は適切なブレー
キを掛けます。コンビネーションメータ

ーの表示灯  が点滅してから点灯状態
になり、EPB が ON になったことを示し
ます。また「電動パーキングブレーキが
作動しました」というメッセージが表示
されます。

注意

●  表示灯が点滅している場合は、
EPB 作動中を表します。坂道では
自然発車を防ぐため、電動パーキン
グブレーキ表示灯  が点灯してか
らブレーキペダルを離してくださ
い。

自動で EPB を掛ける

● 自動で EPB を掛ける機能は、車両の自主
安全性を上げるためのものであるため、
機能を過信したり、頻繁に使用しないで
ください。安全を確保するために、車両
から降りるときは、必ずシフトレバーを
「P」レンジにし、EPB が掛かっているこ
とを確認してください。

電源 OFF 時に自動的に EPB を掛ける

● 車両の走行可能表示灯が「OK」の状態か
ら電源ポジションを「OFF」にすると EPB
が自動で作動し、コンビネーションメー
ターの電動パーキングブレーキ表示灯

 が点灯します。

「P」レンジ時に自動的に EPB を掛ける

● ブレーキペダルを踏み込んで車両を止め
てから「P」レンジに入れると、EPB が
自動的に掛かります。コンビネーション
メーターの電動パーキングブレーキ表示
灯  が点滅から点灯状態になり、「電動
パーキングブレーキ ON」の文字が表示
されたらブレーキペダルを離します。

● ブレーキペダルを踏んで車両が停車して
おり、シフトポジションが「D」または
「R」レンジのときに運転席側ドアを開け
ると、シフトポジションが「P」に切り替
わり、EPB が自動的に掛かります。コン
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ビネーションメーターの電動パーキング
ブレーキ表示灯  が点滅から点灯状態
になり、「電動パーキングブレーキ ON」
の文字が表示されたらブレーキペダルを
離します。

警告

● ドアを開けて「P」レンジに入れた
だけで EPB が作動すると過信しな
いでください。EPB が作動しない、
または EPB の制動力が不足して車
両が後退するなどの危険が生じる可
能性があります。安全を確保するた
め、必ず車両を「P」レンジに入れ、
EPB を作動させてから降車してく
ださい。

● 坂道で停止している場合は、ブレー
キペダルを早めに離さないでくださ
い。少し離しただけでも車両が自然
に動くおそれがあります。

注意

● 短時間に頻繁にシフトポジションを
切り替えたり、EPB を頻繁に作動お
よび解除したりしないでください。
モーターが過熱し、機能が損なわれ
るおそれがあります。

● 電源 OFF 後の自動起動機能は、車両
自体の安全性を向上させるために設
計されています。過剰な依存や頻繁
な使用は、起動バッテリーの消耗や
EPB の制動力が不足して車両が自
然に動き出すおそれがあります。安
全を確保するため、車両から降りる
ときはシフトポジションが「P」レ
ンジにあり、EPB が掛かっているこ
とを必ず確認してください。

発車時に自動的に EPB を解除する

シフトリリース

● 「P」レンジで車両を始動し、ブレーキペ
ダルを踏み続けながら「P」または「N」

レンジから、「D」あるいは「R」レンジ
に切り替えると、EPB が自動で解除され
てコンビネーションメーターの電動パー
キングブレーキ表示灯が消灯し「EPB が
解除されました」と表示されます。

注意

● 正しいシフトチェンジをしてくださ
い。シフトチェンジ中は最後までブ
レーキペダルを踏み続け、コンビネ
ーションメーターに目的のレンジが
表示されてから、ブレーキペダルを
離してください。

● 車両の走行可能表示灯を「OK」にし
てからの数秒間は、EPB システムが
電源投入時のセルフテストをしてい
る状態のため、すべての機能に応答
しません。

アクセルペダルを踏んで解除する

● 車両を始動し、シフトポジションが「D」
または「R」レンジのときに、マルチメデ
ィア設定画面の「電動パーキングブレー
キ（EPB）」で EPB を ON にした後、ア
クセルペダルを一定の深さまでゆっくり
踏み込むと、EPB は自動で解除され、電
動パーキングブレーキ表示灯  が消灯
し「EPB が解除されました」と表示され
ます。

フットブレーキが利かない場合の緊急ブレ
ーキ機能

● 走行中にブレーキが利きにくい、または
利かない場合は、「P」ボタンを 2 秒以上
押し続けると、緊急ブレーキを作動させ
ることができます。

注意

● EPB によるブレーキの利用は、可能
な限り避けてください。緊急ブレー
キ機能の使用は、フットブレーキが
利かない、または利きづらいなどの
緊急時に限られます。
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注意

● EPB は、路面の摩擦力の物理的限界
を超えることはできないため、カー
ブや危険な道路、渋滞、悪天候など
の走行時に緊急ブレーキ機能を作動
させると、スリップや横滑り、また
はコースアウトを引き起こすおそれ
があるため、事故を起こさないよう
に注意してください。

注意

● 正常に走行している場合は、走行中
の安全を確保するために「P」ボタ
ンによる緊急ブレーキを避けてくだ
さい。インテリジェントパワーブレ
ーキシステムの故障やフットブレー
キが利きにくいなどの緊急時は、車
両に対する制御を常に維持しながら
正常運転状態で緊急ブレーキ機能を
利用するようにしてください。

EPB を解除できない場合

● EPB が解除できない場合は、マルチメデ
ィア  →ドライブ→運転管理→EPB ト
レーラーモード（電動パーキングブレー
キトレーラーモード）から EPB トレーラ
ーモードを ON にしてください。

● EPB が解除できた場合は、早めに BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サービ
ス工場まで連絡し、点検してください。

● それでも解除できない場合は、BYD 正
規ディーラーまたは BYD 指定サービス
工場に連絡してください。

電動パーキングブレーキトレーラーモード

電動パーキングブレーキ（EPB）トレーラー
モードは、車両の電源ポジションを「OFF」
にした後も電動パーキングシステムを解除
状態に維持することができます。車両の電
源ポジションを「OFF」にしてけん引する場
合や、故障が発生した場合にこのモードを

ON にして EPB を解除できます。それでも
解除できないときは、ただちに BYD 正規デ
ィーラーまたは BYD 指定サービス工場に連
絡してください。

● ドライバーはマルチメディア  →ドラ
イブ→運転管理→EPB トレーラーモード
（電動パーキングブレーキトレーラーモ
ード）から EPB トレーラーモードを ON
にしてください。

● EPB トレーラーモードの開始条件（同時
に満たすこと）：

● シフトポジションが「P」レンジになっ
ている。

● ブレーキペダルを踏んでいる。

● 車両が充電コネクタに接続されておら
ず、充電されていない。

注意

● EPB トレーラーモードの開始条件
が満たされていない場合は、マルチ
メディア画面に対応するメッセージ
が表示されます。

● EPB トレーラーモードになると、
EPB トレーラーモードを終了しな
い限り、マルチメディアディスプレ
イは常時 EPB トレーラーモード画
面になります。

● 坂道で EPB トレーラーモードにす
る必要がある場合は、坂道による自
然発車を避けるため、運転中はブレ
ーキペダルを放さないでください。

● EPB トレーラーモードの終了条件（いず
れか 1 つを満たす）：

● マルチメディアから、EPB トレーラー
モードを OFF にします。

●「P」ボタンを押す。

● 車両に充電コネクタを接続して充電を
する。
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EPB システム表示灯

● EPB 作動状態で車両の電源ポジションを
「ON」にすると､コンビネーションメータ
ーの電動パーキングブレーキ表示灯 
が常時点灯します。

● EPB 作動状態で車両の電源ポジションを
「OFF」にすると、コンビネーションメー
ターの電動パーキングブレーキ表示灯

 が点灯状態から数秒後に消灯します。

● 車両の電源ポジションを「ON」にすると
EPB がセルフテストを行い、コンビネー
ションメーターのパーキングシステム故
障警告灯  が点灯してから数秒後に消
灯します。消灯しない場合は、EPB また
はブレーキシステムに不具合があるおそ
れがあります。ただちに BYD 正規ディ
ーラーまたは BYD 指定サービス工場に
連絡してください。

EPB 作動音

● EPB が掛かるまたは解除されると、EPB
モーターの作動音が聞こえます。

● 緊急ブレーキ機能を有効にしてから、焦
げた臭いがする、または異常な音がする
場合は、ただちに BYD 正規ディーラーま
たは BYD 指定サービス工場に連絡して
ください。

警告

● 車両が坂道で下ることを防ぐため､
車両から離れるときは、シフトレバ
ーを「P」レンジに入れ、EPB が掛
かっていることを確認してくださ
い。

● 重大な事故の発生を避けるため、走
行中は EPB スイッチを操作しない
でください。

● EPB の制動力不足時の自然発車や、
それによるシフト引っかかりなどの
異常を防ぐため、EPB を掛けるまた

警告

は解除するときは、できるだけブレ
ーキペダルを踏んでください。

オートビークルホールド
（AVH）

● オートビークルホールド (AVH)：渋滞時
の追従走行、信号待ちなど、走行中に長
時間停車する必要がある場合、オートビ
ークルホールド機能を使用できます。

オートビークルホールド（AVH）待機状態

● 車両の走行可能表示灯が「OK」の時にオ
ートビークルホールドスイッチを押して
システムを ON にすると、コンビネーシ
ョンメーターのオートビークルホールド
スタンバイ表示灯  が点灯します。

● 再度オートビークルホールドスイッチを
押すと、機能が OFF になります。

オートビークルホールド（AVH）機能の有
効化

● メーター内のオートビークルホールド
（AVH）スタンバイ表示灯  が常時点灯
している状態で、車両が完全に停止する
までブレーキペダルを踏み込む（速度が
ゼロになる）と、オートビークルホール
ド（AVH）機能が有効になります。この
とき、車両は自動駐車状態となり、オー
トビークルホールド（AVH）表示灯  が
点灯します。
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注意

● オートビークルホールド（AVH）の
作動に必要な条件（同時に満たす必
要があります）：

● ドライバーがシートベルトをきち
んと締め、かつドアが閉まってい
ること。

● インテリジェントパワーブレーキ
システムおよび電動パーキングブ
レーキ（EPB）システムに故障が
ないこと。

● アクセルペダルを踏む、「P」レンジ
に切り替える、または EPB スイッチ
を引き上げたりすると、オートビー
クルホールド（AVH）が解除されて
待機状態に戻ります。

● オートビークルホールド（AVH）機
能は、工場出荷時は OFF に設定され
ています。

● 次に電源を ON にしたとき、前回の
電源 OFF 時の ON/OFF 状態を維持
します。

オートビークルホールド（AVH）機能の作
動

● オートビークルホールドが作動した場
合、ブレーキランプとハイマウントスト
ップランプが点灯し、コンビネーション
メーターのオートビークルホールド表示
灯  が常時点灯します。このようなと
きは、オートビークルホールドが正常に
作動しています。

● 車両が 10 分以上停車していると、システ
ムは自動的にオートビークルホールド
（AVH）を解除して待機状態に入ります。
コンビネーションメーターのオートビー
クルホールドスタンバイ表示灯  が点
灯し、自動的に「P」レンジへ切り替わり
ます。

● オートビークルホールド（AVH）を有効
にするには、シフトを「D」レンジに切
り替えて車両が発進した後、完全に停

車する（速度がゼロになる）までブレ
ーキペダルを踏み込んでください。

オートビークルホールド（AVH）機能のキ
ャンセル

● オートビークルホールド(AVH)作動中に
以下の操作を行うと、オートビークルホ
ールド機能が無効になり、EPB が自動で
作動します：

● 運転席のドアを開ける。

● 運転席のシートベルトを外す。

●「D」レンジで停車中に、EPB を ON に
する。

● ブレーキペダルを離したときにオート
ビークルホールド（AVH）スイッチを押
して、オートビークルホールド（AVH）
機能を OFF にする。

警告

● 上記の操作を行った際（運転席ドア
を開ける場合を除く）、EPB の作動
が完了すると（インジケーターが点
灯）、シフトポジションが自動で
「P」レンジに切り替わります。ただ
し、EPB 作動中（インジケーターが
点滅）にアクセルペダルを踏んだ場
合は、シフトポジションは変わらず、
自動で「P」レンジに切り替わりま
せん。

● 運転席ドアを開けると、EPB が作動
すると同時に、シフトポジションが
自動的に「P」レンジに切り替わり
ます。

オートビークルホールド（AVH）機能の抑
制

● 「R」レンジに切り替えて低速移動モード
になると、オートビークルホールドが移
動モードに入ります。「R」レンジで低速
走行したり、「R」から「D」レンジに切
り替えて低速走行したりすると、オート
ビークルホールドの作動が抑制されるた
め移動しやすくなります。
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● 速度が 10km/h を超える、または AVH を
解除してからもう一度 AVH を有効化す
ると、移動モードは自動的に終了します。

警告

● オートビークルホールド機能は、車
両を長時間駐車するためのものでは
ありません。車両を駐車する前、乗
員の乗降前、荷物の積み降ろし前に
は、車両を「P」レンジに入れ、EPB
を作動させてください。

● 急勾配や滑りやすい路面では、オー
トビークルホールドを作動させてい
ても、ブレーキペダルを踏み続けて
ください。そうしないと、車両が滑
り出して衝突し、人身傷害を引き起
こす可能性があります。

注意

● 車両の輸送中（トレーラー、船舶、
列車などを使用して輸送する場合）
は、オートビークルホールド機能を
使用しないでください。「P」レンジ
に入れ、EPB を ON にしてから電源
を切り、車両をロックしてください。
これにより、車両の揺れによる制動
力の低下を防ぎ、車両の移動を防止
します。

運転要領

● 敷石が設置されている道路を走行する場
合は、ゆっくりと走行しながら適切な角
度を保ってください。タイヤを大きく破
損させるおそれがあるため、尖っている
ものや障害物の上を走らないでださい。

● 悪路を走行する場合はスピードを落とし
てください。衝撃でホイールを大きく破
損させるおそれがあります。

● 濡れた路面を走行するときは、深い水た
まりを避けてください。

● 向かい風の中では、車両のコントロール
ができるようにゆっくり走行してくださ
い。

● 洗車後や深い水たまりを通り抜けてブレ
ーキが濡れている場合は、慎重に運転し
ながらブレーキペダルを軽く踏み、ブレ
ーキを乾かしてください。

● 氷、雪、砂、石、濡れたタイル、エポキ
シ樹脂系塗装の床など、路面の摩擦係数
が低い場所は、車両が滑り出す事故を防
ぐため、坂道での駐車は極力避けてくだ
さい。

警告

● お子様などの乗員の誤操作を防ぐた
め、ドライバーは車両の各機能の使
い方を乗員に伝え、安全確保を心掛
けてください。

お願い

● バッテリーは車両底部にあるため、
ぶつけないように注意しながら運転
してください。

● 運転前に、電動パーキングブレーキ
が完全に解除され、電動パーキング
ブレーキ表示灯が消灯していること
を確認してください。

● 車両の走行可能表示灯が「OK」の場
合は、車両から離れないでください。

● 走行中はブレーキペダルとアクセル
ペダルを長時間同時に踏み続けない
でください。危険な過熱現象や摩
耗、電気エネルギーの消費につなが
ります。

● 車両から離れる場合は、リモートキ
ーを携帯してください。

● 長い距離の下り坂を走行するとき
は、スピードを落としてください。
また、頻繁にブレーキを掛けると、
ディスクローターが高温になり正常
に機能しないおそれがあります。

128



お願い

● 滑りやすい路面で加速したりブレー
キを掛けたりする場合は、車両がス
リップや横滑りを引き起こすおそれ
があるため、十分に注意してくださ
い。

● 交通事故を防ぎ、生命に関わる危険
を避けるため、走行中は窓から頭や
手を出さないでください。特にお子
様を乗せている場合は十分に注意し
てください。

● モータールームに大量の水が浸入す
ると、パワートレインや電気部品の
破損につながります。

冬期の運転について

● 冷却水が凍結防止の保護機能を発揮して
いることを点検します。

● 本車両に使われているオリジナルの冷
却水の型番と同じのものを使用しま
す。冷却システムに冷却水を補充する
場合は、周辺温度に応じて適切な冷却
水の型番を選択してください。

● 不適切な冷却水を使うと、冷却システ
ムの破損につながります。

● バッテリーやケーブルの状況を点検しま
す。

● 寒い時期は起動バッテリーの電圧が低
下します。そのため、起動バッテリー
に十分な電圧を持たせて始動できるよ
うにしてください。

● 氷雪によるドアロックの凍結を防いでく
ださい。

● 凍結を防ぐために、ドアロックの鍵穴
の中に除氷剤やグリセリンを吹き付け
ます。

● 不凍液を含んだウォッシャ液を使いま
す。

● これらの製品は、BYD 正規ディーラー
または BYD 指定サービス工場やすべて

の自動車部品販売店で販売されていま
す。

● 水と不凍液の混合比は、メーカーの指
示に従ってください。

注意

● 塗装の損傷を防ぐため、専用のウォ
ッシャ液を使ってください。

● マッドガード下側に氷雪が付着するのを
避けてください。

● マッドガード下側に氷雪が付着する
と、ハンドル操作が難しくなります。
厳冬期の走行時はこまめに停車し、マ
ッドガード下側に氷雪が付いていない
かを点検してください。

● 走行道路によっては、必要な非常用装備
やアイテムを用意しておくことをおすす
めします。

● タイヤチェーン、ウィンドウ用ヘラ、
砂 1 袋分、塩、誘導灯、小型シャベル、
ジャンピングケーブルなどは、できる
だけ車内に常備してください。

冬用タイヤ

● 冬用タイヤは積雪路面でのグリップ力に
優れています。特殊なゴムトレッド設計
により、低温環境の影響を受けにくく、
優れた制動性能を発揮することで運転の
安全性を向上させます。

使い方

● 氷雪路や気温が 7℃以下の場合は、冬用
タイヤを使用することをおすすめしま
す。気温が 7℃以上のときは、運転の安
全性と性能を確保するために、夏用タイ
ヤまたはオールシーズンタイヤに速やか
に交換してください。

● 冬用タイヤを使用する場合は、車両の工
場出荷時の設計と同じ仕様、荷重指数、
速度記号のタイヤを選択してください。
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● 冬用タイヤは十分な溝の深さが必要であ
り、溝の深さが 4mm 以上ないと、冬場
の性能が制限されることがあります。

● 冬用タイヤと夏用タイヤは、それぞれの
季節に合わせて設計されているため、対
応する季節に使用することをおすすめし
ます。そうしないと、タイヤのグリップ
力が悪くなったり、制動能力が低下した
りするおそれがあります。

● 冬用タイヤの最高速度は比較的低いた
め、最高速度を超えないでください。

● 冬用タイヤを装着した後は、設計された
タイヤ空気圧に従ってタイヤ空気圧の点
検を行ってください。

タイヤチェーン使用上のご注意

● タイヤチェーンは、緊急時対応またはチ
ェーン規制が実施されている道路を通行
するときに使用するものであり、主に冬
季の降雨、降雪、凍結路面での走行ニー
ズを満たすためのものです。

● また、凍結路面や雪道でタイヤチェーン
を装着して運転するときは、細心の注意
を払って運転してください。

● タイヤチェーンを装着する場合は、交通
量の少ない平坦な場所に車両を停車さ
せ、ギアを「P」に入れ、電子パーキング
ブレーキが作動していることを確認して
ください。ハザードランプを点け、乗員
と荷物を降ろし、車両後方に三角表示板
*を設置してください。

● タイヤチェーンは、フロントタイヤに装
着してください。本車両のタイヤサイズ
に適したタイヤチェーンを選択してくだ
さい。タイヤとホイールハウス内の他の
部品の間に十分なスペースを確保するた
め、タイヤチェーン本体の厚さまたは直
径が 10mm を超えない細いタイプのタ
イヤチェーンを選択してください。

● 部品組立図およびタイヤチェーンメーカ
ーのその他の取扱説明書をよく読んでく
ださい。

● タイヤチェーンの購入やタイヤへの装着
前に、お買い上げの BYD 正規ディーラー
または BYD 指定サービス工場に問い合
わせてください。

● タイヤとタイヤチェーンの摩耗を軽減す
るため、タイヤチェーンを装着したまま
積雪路や凍結路以外の道路を走行しない
でください。

警告

● タイヤチェーン装着時の走行速度
は、30km/h 以下、またはタイヤチ
ェーンメーカーが推奨する制限速度
のうち、いずれか低い方の速度を超
えないようにしてください。

● 突起物や穴、急カーブに注意しなが
ら慎重に運転してください。乗り上
げた場合、ジャンプするおそれがあ
ります。

● 制御不能による事故を避けるため、
タイヤチェーン装着時は急ハンドル
や急ブレーキを避け、ハンドルを切
ったりカーブに入ったりする前にス
ピードを落としてください。

● タイヤチェーンは左右対称に装着
し、積雪路を抜けたらすぐに取り外
してください。

● タイヤチェーンから異音が聞こえる
場合はただちに停車し、タイヤチェ
ーンとの干渉がないようにサスペン
ションやボディー、ブレーキチュー
ブなどの部品を確認してください。

● タイヤの空気圧が不足している場合
は、タイヤチェーンを装着しないで
ください。

注意

● 不適切なタイヤチェーンの使用、ま
たは取り付け方法が不適切な場合、
車両のタイヤ、ホイールカバー、ブ
レーキシステム、サスペンションお
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注意

よびボディなどを破損させる可能性
があります。

● タイヤチェーンを使う場合は、アル
ミホイール*を傷付けないように注
意してください。

● チェーンを装着して走行する場合、
ESC、TCS などの運転安全支援シス
テムが作動しないことがあります。

運転支援機能

運転支援システム概要

● 運転支援システム(本文以降「システム」
と略記)は、運転者の運転を補助するため
にのみ設計されており、自動運転または
無人運転システムではありません。

● システムは運転者の注意深い運転と正確
な判断に代わることはできません。シス
テムは一定程度の支援を提供できます
が、運転中の交通状況、道路状況、視界、
複雑な天候などの環境変化により発生す
る可能性のあるすべての状況に完全に対
応することはできません。したがって、
ドライバーは常に車両運転行為の完全な
第一責任者であり、現地の法律に従って
安全運転を行う全責任を負う必要があり
ます。

● システム機能は、運転支援、安全補助の
2 つのカテゴリーに分類されます。

● 運転支援：アダプティブクルーズコン
トロール（ACC）、インテリジェントク
ルーズコントロール（ICC）の 2 種類の
運転支援機能を提供し、ドライバーの
快適な運転をサポートします。

● 安全補助：前方、側方、後方の安全補
助機能を提供し、ドライバーの安全運
転をサポートします。

警告

● ドライバーは、システム機能を使用
する前に、関連する規約および付属
文書を注意深く読み、理解し、シス
テムの使用に関する知識（運転支援
システムの使用ガイド、運転支援シ
ステムの一般的な制限事項、各運転
支援機能の具体的な意味、適用範囲
と使用方法、注意事項などを含むが
これらに限定されない）を詳細に理
解し、習得し、使用過程において関
連する操作説明を厳格に遵守しなけ
ればなりません。そうしない場合、
事故を引き起こし、さらには財産の
損害、人身傷害または死亡を招く可
能性があります。運転者が本マニュ
アル、関連する合意事項および付属
文書を遵守しなかったことにより生
じた財産の損害、人身傷害などにつ
いて、法令に別段の強制的な規定が
ある場合を除き、当社は責任を負い
ません。

● システムは、運転者の注意深い運転
と正確な判断に代わるものではあり
ません。システム機能を使用する
際、ドライバーは現地の法律法規を
遵守して車両を使用することを確認
し、常にハンドルを握り、警戒を保
ち、周囲のあらゆる危険な状況に注
意を払い、必要に応じてタイムリー
に手動介入または車両を制御し、安
全運転を確保してください。さもな
ければ、事故を引き起こし、さらに
は財産の損壊、人身傷害を招く可能
性があります。

● 本マニュアルで使用される車両の操
作および関連する表現は、ドライバ
ーがシステムを使用する際の関連事
項を簡潔な言葉で伝えることを目的
としています。ただし、システム作
動中においても、ドライバーは常に
車両の唯一の運転主体であり、車両
およびシステムの作動状況、車両外
部環境および関連する対象物を継続
的に監視し、必要な対応を行い、必
要に応じて直ちに本マニュアルに規
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定された操作方法により手動で介入
し、車両走行を制御して走行の安全
を確保しなければなりません。さも
なければ、事故を引き起こし、さら
には財産の損害、人身傷害を招くお
それがあります。

● ドライバーは現地の法律法規の要求
に従い、運転支援システム機能を合
法的に使用し、システムに機能、
APP、ツールなどを追加して不適切
または違法な行為を行ってはなら
ず、また違法に個人情報および地理
情報データを収集・使用してはなり
ません。当社は、ユーザーによるシ
ステム機能の乱用、誤用、または無
断改変によって生じた違法行為につ
いて一切の責任を負わず、システム
機能を一時的に停止し、さらにはユ
ーザーへのサービス提供を終了する
権利を有します。また、ユーザーの
違法行為に関連するデータを保存
し、法的な手続きに基づいて要求す
る権限を有する機関に証拠として提
供する権利を有します。

運転支援システムセンサー

本車両の運転支援システムは、ミリ波レー
ダー、カメラなど複数のセンサーを搭載し
ています。

センサーの清掃とメンテナンス

● ドライバーは、すべてのレーダーとカメ
ラが清潔であり、フロントウィンドウが
清潔で、霜や曇りがないことを確認する
必要があります。レーダーまたはカメラ
の表面に汚れ、遮蔽物、または付着物が
ある場合、またはフロントガラスに汚れ、
霜、または曇りがある場合、システムの
機能または性能に影響を与える可能性が
あります。

● レーダーまたはカメラが遮られているか
汚れている場合、メーターディスプレイ
またはマルチメディアコントロールパネ

ルに対応するテキストメッセージが表示
される場合があります。その際は、ドラ
イバーが清掃やメンテナンスを行ってく
ださい。必要に応じて、BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場に連
絡してください。

レーダーまたはカメラの遮蔽または汚れの
一般的な状況と対応する処理の推奨事項

● レーダーやカメラのレンズ表面に氷や霜
が付着した場合：温水または不凍剤入り
の洗浄液で洗浄して融解させた後、乾い
た光学用クリーニングクロス、綿布、フ
ランネル布で表面の水滴を拭き取り、レ
ンズ表面に明らかな汚れが残らないよう
にしてください。

● レーダーやカメラのレンズ表面にほこ
り、泥（泥水の跡を含む）、または鳥の糞
などの汚れが付着している場合：流水ま
たは車窓専用洗浄剤で、汚れや付着物が
柔らかくなるか剥がれ落ちるまで洗い流
した後、乾いた光学用クリーニングクロ
ス、綿布、またはフランネル布で表面の
汚れを拭き取り、レンズ表面に明らかな
汚れが残らないようにしてください。

● レーダーやカメラのレンズ表面に水滴ま
たは自然結露が発生した場合：乾いた光
学クリーニングクロス、綿布、フランネ
ルで表面の結露を拭き取り、レンズ表面
に明らかな水滴の跡が残らないようにし
てください。

● 車両が片側高架橋、トンネル、砂漠、草
原または雪地など光量が少ない、または
視界が遮られやすい場所を走行している
場合：できるだけ早く車両を現在の場所
から離れるよう推奨します。遮蔽物がな
くなると、このような遮蔽による故障は
解消されるため、さらなる処理は不要で
す。

清掃とメンテナンスに関する注意事項

● ウィンドウに曇りが発生したり、曇りの
リスクがある場合は、ウィンドウデフロ
スター機能をオンにして、ガラスの曇り
または霜の発生を防止することをお勧め
します。
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● レーダーの汚れを清掃する際は、中性洗
剤（例えば石鹸水）を使用することを推
奨します。清掃完了後、まず清水でレー
ダー表面をすすぎ、次に清潔な糸くずの
出ない布でレーダー表面を拭き取ってく
ださい。

● レーダーの外部に、フィルムの貼り付け、
ワックスがけ、純正以外の塗料での再塗
装、プロテクションフィルムの貼り付け、
またはコーティングなどを行わないでく
ださい。これらの操作はレーダーの検知
性能に影響を与えます。

● レーダーやカメラの洗浄にブラシを使用
しないでください。砂石が混入したブラ
シによるレンズおよび筐体の磨耗を避け
るためです。

● レンズの氷雪を除去する際に熱湯を使用
しないでください。レンズの破損を避け
るためです。

● レンズを強く拭かないでください。レン
ズの光学コーティングの損傷を避けるた
めです。

● レンズおよびハウジング表面の汚染物や
氷雪を除去する際に、金属やその他の硬
い物でこすり取らないでください。レン
ズ表面を損傷するおそれがあります。

● 高圧洗浄機でボディーを洗浄する場合
は、可能な限りレーダーとカメラに直接
噴射しないでください。

● ミリ波レーダーはフロントおよびリアバ
ンパー内にそれぞれ取り付けられていま
す。そのため、ミリ波レーダーの性能へ
の影響を避けるために、バンパーを清潔
に保ち、無断でバンパーへの塗装、エア
ロパーツの装着、金属または合金（メッ
キ加工を含む）装飾部品の取り付けなど
を行わないでください。

センサーの制限

● レーダーとカメラには以下の制限があり
ます（ただし、これらに限定されませ
ん）：

● レーダーとカメラは、周囲環境の検出
において死角があります。

● レーダーとカメラは誤検知する可能性
があります。例えば、物体の距離や速
度を誤って認識したり、物体がないの
に誤って検出したりすることがありま
す。

● レーダーとカメラは検出漏れする可能
性があります。例えば、一部の車両、
人、動物、またはその他の障害物を部
分的にしか認識できなかったり、まっ
たく認識できなかったりすることがあ
ります。

● 多くの要因がセンサーの性能に影響を与
え、誤検出や検出漏れを引き起こす可能
性があります。（134 ページ）をよくお読
みください。

警告

● 強アルカリ・強酸性、アンモニア含
有洗浄溶剤、漂白剤、セメント除去
剤、タール除去剤、接着剤除去剤、
研磨剤、または塗装剥離剤などを使
用して光学レンズおよび筐体を清掃
することは固く禁じられています。

● レーダーまたはカメラの交換が必要
な場合は、BYD 正規ディーラーまた
は BYD 指定サービス工場に連絡し
て交換してください。BYD が認可
していない部品を使用したり、BYD
が認可していない改造を行ったりし
ないでください。

● フロントウィンドウやバンパーの交
換が必要な場合は、レーダーやカメ
ラを適切に処理できるよう、専門資
格を持つアフターサービス業者に連
絡してください。

● レーダー、カメラなどのセンサーが
取り付けられている領域に損傷や衝
突が発生し、センサーにずれや損傷
が生じた場合、システムが使用でき
なくなる可能性があります。この場
合は、BYD 正規ディーラーまたは
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BYD 指定サービス工場に連絡し、適
切に点検・処置してください。

● 上記の操作に違反すると、運転者の
車両操作に影響を及ぼし、事故を引
き起こす可能性があり、さらには財
産の損害、人身傷害または死亡につ
ながるおそれがあります。

運転支援システムの一般的な制限事項

● 運転支援機能はマルチセンサーフュージ
ョンアルゴリズムを使用しており、多く
の要因が運転支援機能の性能に影響を与
え、期待される機能を実現できない場合
があります。一般的な制限要因には、シ
ステム自体の機器の問題（運転者の誤操
作によるものを含む）、使用環境の影響
（天候、道路環境など）、周囲の車両やそ
の他の交通参加者の影響などが含まれま
すが、これらに限定されず、以下の要因
を含みます：

システム自体の機器要因（人為的な使用原
因を含む）

● ミリ波レーダー、カメラが校正されてい
ない、損傷している、表面に異物（氷雪、
水、霜、泥、ほこりなどの物体）が覆っ
ている、またはフロントガラスに汚れ、
曇り、水滴、装飾品、ワイパー傷、フィ
ルム、コーティング、ひび割れなどがあ
りカメラの視野に影響を与える。

● センサーやカメラが強い衝撃、レーザー
などの影響を受けた場合。

● 光を強く反射するものがあるとき（高速
道路上の交通標識、金属製フェンス、路
上の水たまりなど）。

● 次の場合は、必ず BYD 正規ディーラーま
たは BYD 指定サービス工場に連絡し、シ
ステムの校正、点検を行ってください。
これには次の場合が含まれますが、これ
らに限定されません。

● フロントビューカメラとウィンドウガ
ラスを外したとき。

● 車輪の振れにより、新たにホイールア
ラインメント調整を行ったとき。

● 車両の擦り傷や衝突などにより、車両
センサーの異常または車両構造の異常
が発生したとき。特にバンパー、フロ
ントガラス、ドアミラー、カバー（フ
ェンダー、テールゲートなど）、フレー
ムなどが、車両の衝突またはその他の
原因により変形または損傷し、センサ
ーの取付位置が変化した場合。

● 牽引フックが取り付けられている場合、
または積載物が車両の周囲から突出して
いる場合。

● 車両後方に自主的に取り付けた物体（自
転車キャリアなど）が干渉または障害と
なる場合。

● 過度な塗装（塗装厚の変化）や粘着製品
（テープ、ステッカー、プロテクションフ
ィルムなど）を車両に塗布または貼付し
たことによる障害。

● 静電容量式センサー*を搭載した車両で
は、ハンドルカバーを装着しないでくだ
さい。機能異常を引き起こす可能性があ
ります。

● 次の場合は、システムが常に最適な性能
を発揮することができないおそれがあり
ます。これには次のものが含まれます
が、これらに限定されません。

● ブレーキパッドが過度に摩耗している
場合や、ブレーキシステムに異常があ
るとき。

● タイヤ空気圧の過不足、またはタイヤ
の過度な摩耗があるとき。

● 規定に合わないタイヤを装着したと
き。

● タイヤチェーンを装着したとき。

● 小型スペアタイヤ、または緊急用パン
ク修理キットを使ったとき。

● 車両が過積載のとき。

● 不均一な積載により車両が傾いている
場合。
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● 車両のサスペンションシステムなどが
改造されている場合。

使用環境の影響要因

● 円形駐車場やトンネルなどの特別な道路
を長時間走行した場合、レーダー検出特
性の限界により一時的に機能しないこと
がありますが、当該の特別な道路を離れ
ると機能は回復します。

● カーブに進入またはカーブから抜け出し
たとき、先行車の選定が遅れたり干渉を
受けることがあります。このような場合
は、車両が期待通りに減速しない、また
は減速が遅れることがあります。

● 曲がりくねった道などの急カーブや道路
のカーブの曲率が大きすぎる場合、セン
サーが感知する前方の車両が数秒間認識
されないことがあるため、車両が自動的
に加速するおそれがあります。

● システムは、静止またはゆっくり移動し
ている物体（車両や渋滞の後方、料金所、
オートバイ、自転車や歩行者など）を正
確に認識できずに衝突事故を引き起こす
おそれがあるため、ドライバーは常に車
両周辺の状況に気を付けてください。

● スノーモードなどの特別な運転モードで
は、システム機能は作動できません。

● 状況によっては、感知に影響が出たり遅
れることがあります。対象物のレーダー
反射断面積が小さすぎる（自転車、三輪
車、馬車、歩行者、電動自転車またはオ
ートバイなど）場合、システムが前方の
対象物との距離を正確に検知できないお
それがあり、反応が遅れる、または反応
できない可能性があります。

● 雨、雪、PM2.5、濃霧など極端な気象の
とき、凍結及び滑りやすいカーブ上。

● 周囲環境の視界が悪い場合、例えば濃煙、
跳ね上げられた水しぶき、砂埃、周囲車
両の排出する排気ガスなど。

● 車線が過度に摩耗または遮蔽、覆われ、
消失している場合、新旧標示線が重なっ
ている場合、道路工事により一時的に調
整または急速に変化している場合。

● 強い光（対向車のヘッドライトや直射日
光など）、光量不足（夜明け、夕暮れ、夜
間など）のとき。

● 極端な明暗差がある場合、例えばトンネ
ルの入口や出口。

● 温度が極端に高い、または低いとき。

● 定められたサイズに一致していない、ま
たは法律の寸法要求を満たしていない重
量制限および幅員制限標識の場合は、誤
って制限速度標識として認識されること
があります。

● 標識が不明瞭で、歪み、傾き、反射、部
分的な遮断などがある場合は、カメラの
認識能力が低下したり認識できなくなり
ます。

● 道路状況が複雑な場合、例えば急勾配、
急カーブ、連続カーブ、曲がりくねった
小道、狭い道路、オフロード、凸凹道路、
溝や陥没（消火栓など）のある道路、片
側に下向きの段差や崖のある道路、隆起
した路肩、超広車線、工事区域（例えば
コーンが設置された区域）、または車両が
ランプウェイ、交差点、料金所などへ出
入りする場合。

● 路面状況が悪い場合、例えば路面が滑り
やすいまたは軟弱な状態（路面の冠水、
凍結、積雪、ぬかるみ、砂利道、砂土路
など）、車線または道路標識が不鮮明、破
損している場合など。

● 付近に吊り下げ型障害物が存在する場
合、例えば吊り下げられた大型車両、消
火器ボックス、充電ボックス、宅配ボッ
クス、車両の後方または前方に突出した
牽引フック、吊り下げられた（傾斜また
は垂直な）水道管、消防扉の吊り下げ式
ロック、消防設備の吊り下げ式スイッチ
ノブの尖端、開いた車のドア、半開きの
巻き上げ式車両ドアなど。

● 近くに低く小さい障害物が存在する場
合、例えば低い石、低木、花壇、石垣、
石獅子、低い塀、狭い塀、細い棒、針金、
金網フェンス、シャッター、牽引棒、段
ボール箱、開いた車止め、パーキングブ
ロックまたはその他レーダー探知波を正
常に反射できない物体がある場合。
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● 近くに下り階段、突出した路肩、くぼみ、
陥没した排水溝、またはその他の地面の
凹凸がある。

● 近くに直角の柱、多角柱、壁の角、壁掛
けまたは床置き消火栓ボックス、床置き
充電ボックスなどの鋭利な障害物があ
る。

● 近くおよび駐車スペースの上方に高さの
変化があり、換気ダクト、傾斜した天井
などで車両上部を擦ったり衝突したりし
やすい。

● 周辺に、スポンジや発泡体など特殊な表
面や構造を持つ物体、あるいはガラス、
路面の水たまり、反射性のある駐車スペ
ースの塗装など、表面が反射する物体が
ある場合。

周囲の車両およびその他の交通参加者の影
響要因

● 他のものに遮られている歩行者。

● 背景と見極めができない歩行者の輪郭。

● 近距離の二輪車、三輪車（自転車、オー
トバイなどを含むがこれらに限定されな
い）、その他近距離の手押し車、ベビーカ
ー、ショッピングカート、小動物、およ
び歩行者（特に子供）。

● 異形車両（例えば工事車両、大型トレー
ラー、道路メンテナンス車、車外に鉄筋
やセメント管などを積載した車両、地上
高が極端に高いまたは低い車両、超長尺
の荷物を積載し車両後部からはみ出して
いる車両など）、横転車両、寸法が著しく
異常な車両など。

● 不規則な形状の非典型的な対象物が近く
に存在する場合、例えば透明な椅子、テ
ーブルや椅子、ウォーターバリア、三角
コーン、その他システムが認識しにくい
各種障害物など。

● 広範囲にわたって単一の背景色に非常に
近い色の車両や人の群れなど。

● 交通状況が複雑な場合、例えば、突然現
れて本車両に急速に接近してくる車両、
歩行者、自転車、小動物またはその他の

障害物、または車両がランプウェイ、交
差点、料金所などに出入りする場合。

● 前方に横向きまたは斜めに停車している
車両。

警告

● 車両が接触またはこすり傷や衝突
（軽微な衝突を含む）を起こした後
は、センサーの位置がずれたり、破
損したりする可能性があるため、運
転支援機能を使用せず、BYD 正規デ
ィーラーまたは BYD 指定サービス
工場に点検・修理を依頼してくださ
い。

● 安全上の理由から、悪天候時または
極端に照明条件が悪い状況下では、
運転支援機能の使用をできるだけ控
えてください。

● 安全上の理由から、緊急時に何も対
処せず運転支援機能の作動を待つな
ど、運転支援機能を意図的にテスト
しないでください。

● 各サブ機能の取扱説明書をよく読ん
で、不適切な操作による機能の終了
や危険な状況の発生を避けてくださ
い。例えば、自動緊急ブレーキ機能
作動中にアクセルペダルを強く踏み
込んだ場合、システムは加速要求を
優先し、緊急ブレーキは作動しませ
ん。

● システムの制約により、運転支援シ
ステムは周囲環境を監視する際に不
適切な警告または介入を行う可能性
があります。運転支援システムは、
ドライバーの操作を正しく理解でき
ず誤警告を発する場合があるため、
ドライバーは常に注意を怠らないよ
うにしてください。

● システムの制限により、運転支援シ
ステムは現在、周囲環境の突発的な
状況を正確に検知・対応することが
できません。ドライバーは常に注意
を怠らず、必要に応じて速やかに介
入または車両を制御し（例：減速、
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警告

制動、操舵など）、運転の安全を確保
してください。上記の操作に違反す
ると、事故を引き起こし、死傷者が
出るおそれがあります。

アダプティブクルーズコン
トロール（ACC）

● アダプティブクルーズコントロール
(ACC)は、従来のクルーズコントロールを
ベースに、フロントミリ波レーダーや前
方カメラなどのセンサーで先行車と本車
両の相対距離および相対速度を計測し、
ドライバーが使用時に設定した車間距離
と目標巡航速度に基づいて車両の走行速
度を制御することで、ドライバーのアダ
プティブクルーズ走行を支援する機能で
す。

● 前方に障害物がない場合、車両は設定さ
れた巡航速度を維持して走行します。前
方に車両が検知された場合、ドライバー
が設定した車間距離に応じて速度を調整
し、前方車両に追随して走行します。

注意

● アダプティブクルーズコントロール
はデフォルトで ON になっており、
OFF にすることはできません。ス
テアリングのボタンでアダプティブ
クルーズコントロールを起動できま
す。詳細は「ACC 起動方法」を参照
してください。

● アダプティブクルーズコントロール
はあくまでドライバーのクルーズコ
ントロールを支援するものであり、
ドライバーは自らステアリングを操

注意

作し、車両の進行方向が正しいこと
を確認する必要があります。

作動状況の説明
● アダプティブクルーズコントロールが

ON になっている場合：

● アダプティブクルーズコントロールの
作動条件を満たしている場合、ドライ
バーはステアリングのボタンで ACC 機
能を起動できます。

● アダプティブクルーズコントロールの
作動条件を満たしていない場合、アダ
プティブクルーズコントロールを起動
しようとすると、メーターパネルに機
能使用不可のメッセージが表示されま
す。

● アダプティブクルーズコントロールが有
効になっている場合：

● 車両は設定の巡航速度で定速走行、ま
たは先行車両との車間距離を自動的に
調節して追従走行します。

● ドライバーがアダプティブクルーズコ
ントロールを有効にした状態でアクセ
ルペダルを踏むと、一時的に車両の制
御を停止し、アクセルペダルを離すま
で、ドライバーの操作に応じて車両が
速度を上げます。

● アダプティブクルーズコントロールが故
障している場合：

● この場合、アダプティブクルーズコン
トロールは使用できません。ドライバ
ーがアダプティブクルーズコントロー
ルを起動しようとすると、メーターパ
ネルに機能使用不可のメッセージが表
示されます。
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機能状態 アイコン 意味

アダプティブクルーズコント
ロール ON

アダプティブクルーズコント
ロールは ON になっているが
作動しておらず、かつ今回の
電源投入サイクル内で一度も

起動されていない場合。

アダプティブクルーズコント
ロール ON

アダプティブクルーズコント
ロールが ON になっているが
作動しておらず、かつ今回の
電源投入サイクル内で起動さ
れたことがある場合（アイコ
ン内には前回作動終了時に設
定されていたクルーズ速度が

表示される）。

アダプティブクルーズコント
ロール有効

アダプティブクルーズコント
ロールが既に作動している場
合（アイコン内には現在設定
されているクルーズ速度が表

示される）。

アダプティブクルーズコント
ロール故障

アダプティブクルーズコント
ロールは現在故障状態で、機

能が使用できません。

アダプティブクルーズコントロールの作動
条件

● 電動パーキングブレーキ（EPB）が解錠
されている状態。

● シフトポジションは「D」レンジ状態。

● 車両がバックしない状態。

● すべてのドア、ボンネット、テールゲー
トが閉まっている状態。

● ドライバーがシートベルトを着用してい
る状態。

● ESC システムは作動している状態。

● 速度が≦130km/h のとき。

● 停車時（車速 0km/h）に、ブレーキペダ
ルを踏むか、オートビークルホールド機
能を ON にすると作動可能です。

● 走行中（車速 0km/h 超過）で、ブレーキ
ペダルを踏まない場合に作動可能です。

● コンビネーションメーターに車両ネット
ワーク通信故障のインフォメーションが
表示されていない状態。

● 自動緊急ブレーキ機能が ON になってい
ない状態。

注意

● アダプティブクルーズコントロール
は、高速道路や状況が良好な公道で
走行する場合に適しています。複雑
な市街地や山道での走行には適して
いません。

アダプティブクルーズコントロール起動方
法

● 車両始動後、アダプティブクルーズコン
トロールが作動していない場合は、ボタ
ン①またはボタン③でアダプティブクル
ーズコントロールが起動できます。
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● 車両始動後、アダプティブクルーズコン
トロールを一度でも作動した場合は、ボ
タン②を上に動かすとアダプティブクル
ーズコントロールが起動します。

● ボタン①またはボタン③でアダプティブ
クルーズコントロールを起動すると、シ
ステムは自動で現在の車速を目標巡航速
度に設定します（現在の車速が 30km/h
未満の場合は、目標巡航速度は 30km/h
に設定されます）。

● ボタン②を上に動かしてアダプティブク
ルーズコントロールを起動すると、目標
巡航速度は前回終了時に設定されていた
速度になります。

警告

● アダプティブクルーズコントロール
は道路状況や運転条件に基づいて走
行速度を自動的に調整することはで
きません。ドライバーは現地の交通
法令と実際の道路状況に基づいて目
標速度を設定し、状況変化に応じて
適時調整することで、常に安全運転
を確保する必要があります。

目標巡航速度の設定

● アダプティブクルーズコントロールを
ON にしてからボタン②を上か下へ操作
すると、30～130km/h の範囲内で巡航速
度を設定できます。

● ボタン②を短く上に動かすと、目標巡航
速度が 1 回につき 5km/h 増加します。
ボタン②を短く下に動かすと、目標巡航
速度が 1 回につき 5km/h 減少します。

● ボタン②を上に動かし続けると、目標巡
航速度が連続的に 1km/h ずつ増加しま
す。ボタン②を下に動かし続けると、目
標巡航速度が連続的に 1km/h ずつ減少
します。

警告

● ACC はすぐに希望の速度まで減速
できない場合があります。車速を十
分に低下させるために、クルーズコ
ントロールに過度に依存しないでく
ださい。

● ドライバーは常に警戒心を持ち、周
囲の潜在的な様々な危険な状況に細
心の注意を払い、必要に応じて速や
かに手動で介入または車両を制御し
（適切な減速、ブレーキ、ステアリン
グ操作など）、安全運転を確保する必
要があります。上記の操作に違反す
ると、ドライバーの安全運転に影響
を及ぼし、事故を引き起こしたり、
物的損害、人身事故につながる可能
性があります。

車間距離の設定

● ドライバーはボタン④とボタン⑤を使用
して、本車両と追従対象との車間距離を
変更できます。車速が速いほど、本車両
と前方車両との距離が広くなります。

● アダプティブクルーズコントロールは 1
～4 段階で車間距離の調節ができ、初期
設定は 3 段階目です。

定速巡航

● 前方に本車両の走行を妨げる車両を検知
しない場合、アダプティブクルーズコン
トロールはドライバーを支援して設定さ
れた速度で車両を走行させるよう制御し
ます。

追従走行

● 前方に本車両の走行を妨げる車両を検知
した場合、アダプティブクルーズコント
ロールはドライバーを支援して安全な車
間距離を保つため、前方車両に追従する
よう車両を制御し、前方車両の加減速、
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停車、発進などに追従する操作を補助し
ます。

● 追従走行中、コンビネーションメーター
では追従している前方車両が青色でハイ
ライト表示されます。車間距離は車速や
シフトポジションで異なり、固定値では
ありません。詳細は「車間距離の設定」
を参照してください。

● 追従走行中、アダプティブクルーズコン
トロールは追従対象が車線変更などでい
なくなったり、他車が割り込んできたり
した場合、ドライバーを支援して車速を
調整して追従対象を更新します。新たな
追従対象がいないときは定速巡航に切り
替わります。

先行車に追従しての停止/発進

● アダプティブクルーズコントロールは、
通常の走行モードで先行車に追従して車
両を停車および発進することができま
す。

● 先行車に追従して車両を停車する時間が
短い場合は、自動で先行車に追従して発
進します。

● 長時間の追従停車した場合は、ドライバ
ーが表示に従ってアクセルペダルを踏む
か、ボタン②を上に動かして発進を確認
してください。

● 追従停車時間が長すぎる場合は、アダプ
ティブクルーズコントロールが自動で終
了し、電動パーキングブレーキが作動し
ます。このとき、ドライバーが電動パー
キングブレーキを解除してブレーキペダ
ルを踏み続けることで、アダプティブク
ルーズコントロールを起動できます。

ACC 加速

● アダプティブクルーズコントロールの加
速速度は運転モードに関連しています。

● スポーツモードでは、加速が速いです。

● ノーマルモードでは、加速が適度です。

● エコノミーモードでは、加速が穏やか
です。

警告

● ドライバーは現地の交通法規と実際
の道路状況に基づいて目標速度と車
間距離を設定してください。また、
状況の変化に応じて適時調整を行
い、常に安全運転を確保してくださ
い。

● アダプティブクルーズコントロール
は対向車に対応できません。

● 自車と前方の車両や歩行者との距離
が近すぎる場合、アダプティブクル
ーズコントロールは正しく対象を認
識できない可能性があります。

● カーブでの追従走行の際、車両は誤
ったターゲットを追従する可能性が
あり、予期しない速度で走行したり、
走行方向がずれたりする場合があり
ます。ドライバーは運転に集中し、
追従エラーを発見した場合は速やか
に車両を正しく制御する必要があり
ます。

● 衝突を防ぎ、正確で安全な車間距離
を保つために、追従走行の速度調整
や車間距離調整機能に過度に依存し
ないでください。ドライバーは車間
距離を確認し、適切に確保する責任
があります。

● ドライバーは常に警戒心を持ち、周
囲の潜在的な様々な危険な状況に細
心の注意を払い、必要に応じて速や
かに手動で介入または車両を制御し
（適切な減速、ブレーキ、ステアリン
グ操作など）、安全運転を確保する必
要があります。上記の操作に違反す
ると、ドライバーの安全運転に影響
を及ぼし、事故を引き起こしたり、
物的損害、人身事故につながる可能
性があります。

● 以下のような状況では、車両の制動
性能が低下する可能性があるため、
ドライバーは状況に応じて速やかに
ブレーキペダルを踏んで減速してく
ださい。
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警告

● 車両が重量物を積載している、ま
たは積載が不均一である場合。

● 路面が滑りやすい、凹凸がある、
砂利道やぬかるみ、急坂などの場
合。

● ブレーキパッドが過度に摩耗して
いる、または制動システムに異常
がある場合。

● タイヤ空気圧の過不足、またはタ
イヤの過度な摩耗があるとき。

● 規定に合わないタイヤを装着した
とき。

● タイヤチェーンを装着したとき。

● 長い下り坂の走行などにより、ブ
レーキシステムが過熱したとき。

● 冠水路面や積雪路面を走行すると
き、ブレーキパッドが湿っている。

ACC 使用時の自動速度調整

● ドライバーはマルチメディア  →ADAS
→運転支援→アクセルで巡航速度を調整
するで、機能の ON/OFF を設定できます。
システムの初期設定は「OFF」です。

● ON にすると、ドライバーがアクセルペ
ダルを踏んで加速することができます。
アクセルペダルを踏んでいる間は運転支
援システムでブレーキを作動させること
ができません。

● アクセルペダルを踏むと現在の車速を素
早く上げることができ、アクセルペダル
を離すと巡航速度の設定値を上げること
ができます。

● アクセルペダルを踏み込み、車速が目標
の巡航速度設定以上の場合は、アクセル
ペダルを離すと目標の巡航速度設定がア
クセルペダルを離した際の車速と同じに
なります。

● 目標巡航速度が 80km/h を超える場合
は、加速後にアクセルペダルを離して

も、巡航速度の設定値は更新されませ
ん。

● 目標巡航速度が 80km/h 未満で、加速
後の実車速が 80km/h を超える場合
は、アクセルペダルを離すと巡航速度
は 80km/h に設定されます。

● 目標巡航速度が 80km/h 未満で、加速
後の実車速が 80km/h 未満の場合は、
アクセルペダルを離すと巡航速度は現
在の車速に設定されます。

● アクセルペダルを踏んでいる状態でボタ
ン②を下に動かすと、現在の車速が目標
巡航速度として設定されます。

ACC の解除

● 車両が非静止状態の場合、ボタン③を押
す、またはブレーキペダルを踏むことで
解除することができます。また、車両が
静止状態の場合、ボタン③を押すと解除
することができます。

カーブ時の速度調整（ICC 機能にも適用）

● カーブ時の速度調整はアダプティブクル
ーズコントロールが作動している場合に
のみ有効です。

● ドライバーはマルチメディア  →ADAS
→安全補助→カーブ時の速度調整で、機能
の ON/OFF を設定できます。初期設定は
「OFF」です。

● 機能が ON になると、アダプティブクル
ーズコントロール作動中にカーブに進入
する際、システムはカーブの曲率に基づ
いて適切な速度に減速し、安全かつ快適
にカーブを通過できるよう支援します。

システムの限界
● アダプティブクルーズコントロールの外
部センサー：

● 車両前部に設置されているフロントミ
リ波レーダーとカメラは、視界が障害
物に遮られると本来の機能を発揮でき
なくなります。特に、センサーが完全
に覆われるとシステムが OFF になりま
す。システムは、HMI（ヒューマンマシ
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ンインターフェース）を通じてドライ
バーにシステム OFF のメッセージを伝
えます。このような場合は、障害物を
取り除いて車両を再始動させる、また
は通常の道路を一定距離走行すると機
能が回復します。

● 状況によっては、感知に影響が出たり
遅れることがあります。対象物のレー
ダー反射断面積が小さすぎる（自転車、
三輪車、四輪馬車、歩行者、電動自転
車またはバイクなど）場合、システム
が前方の対象物との距離を正確に検知
できないおそれがあり、反応が遅れる、
または反応できない可能性がありま
す。

● 円形駐車場やトンネルなどの特別な道
路を長時間走行した場合、フロントミ
リ波レーダーは特性の限界により一時
的に機能しないことがあります。特別
な道路を離れると、システムは自動的
に正常に戻ります。

● ミリ波レーダーが他のミリ波レーダー
源からの干渉を受けると故障や誤認識
が発生する場合があります。

● フロントミリ波レーダーは、レールや
道路工事用金属板などの金属物が中距
離レーダーと干渉すると、正常に作動
しないことがあります。

● ノイズや電磁波の影響を受けると、検
知の遅延や干渉が発生することがあり
ます。

● フロントミリ波レーダーとカメラが振
動や衝突の影響を受けると、性能が低
下することがあります。速やかに修理
することを推奨します。

● カーブに進入またはカーブから抜け出し
たとき、先行車の選定が遅れたり干渉を
受けることがあります。この場合、アダ
プティブクルーズコントロールが期待通
りに作動しない、または作動が遅れるこ
とがあります。

● 急カーブ（曲がりくねった道など）では、
センサーが感知する前方の車両が数秒間

消えることがあるため、車両の走行速度
が自動的に上がるおそれがあります。

警告

● アダプティブクルーズコントロール
は急カーブや連続カーブなどの複雑
なカーブに対応できません。ドライ
バーは常に前方の路面状況を観察
し、必要に応じて速やかに車速を制
御するか、ブレーキをかける必要が
あります。

● 先行車の流れ、現在の道路周辺の環境状
況などに合わせて追従走行時の車間距離
を調整し、アダプティブクルーズコント
ロールを適切に設定してください。アダ
プティブクルーズコントロールを適切に
設定した後も、いつでも減速して停止で
きるようにしてください。

● アダプティブクルーズコントロールは、
車両、渋滞の後方、料金所、バイク、自
転車や歩行者など静止している物体やゆ
っくり移動している物体を正確に認識で
きずに衝突事故を引き起こすおそれがあ
るため、ドライバーは常に周りの状況に
気を付ける必要があります。

● アダプティブクルーズコントロールは制
動力が限られているため、急ブレーキに
対応できません。

警告

● アダプティブクルーズコントロール
は衝突警報や衝突回避システムでは
なく、衝突防止警報や衝突防止ブレ
ーキなどのアクティブセーフティ機
能を代替するものではありません。
衝突警報や衝突防止ブレーキなどの
アクティブセーフティ機能を常にオ
ンにすることを強くお勧めします
（詳細は（173 ページ）を参照）。

● アダプティブクルーズコントロール
は柱や石垣などの全ての障害物に対
応できるわけではありません。運転
者は常に前方の路面状況を観察し、
必要に応じて速やかに車速を制御す
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警告

るか、ブレーキをかける必要があり
ます。

● 衝突を回避するための十分な減速
を、アダプティブクルーズコントロ
ールに過度に依存しないでくださ
い。ドライバーは常に前方の道路状
況を観察し、必要に応じて適時ブレ
ーキをかける必要があります。

● 前方に衝突のリスクがある対象があ
り、特に、前方の対象物が停止して
いる場合や、自車の速度が高すぎる
場合、自車が衝突を回避できない可
能性があります。

● ドライバーは常に警戒心を持ち、周
囲の潜在的な様々な危険な状況に細
心の注意を払い、必要に応じて速や
かに手動で介入または車両を制御し
（適切な減速、ブレーキ、ステアリン
グ操作など）、安全運転を確保する必
要があります。上記の操作に違反す
ると、ドライバーの安全運転に影響
を及ぼし、事故を引き起こしたり、
物的損害、人身事故につながる可能
性があります。

● 車両のけん引/雪道などの特別な運転モ
ードを ON にしている場合は、アダプテ
ィブクルーズコントロールを作動させる
ことができません。

● アダプティブクルーズコントロールは、
以下に示す（これらに限定されない）状
況に遭遇した場合、アダプティブクルー
ズコントロールおよびその関連機能が適
切に作動しなかったり、終了したりする
可能性があります。

● 自車両の状態に関する問題（ドライバ
ーの不適切な操作を含むがこれに限定
されない）。

● 速度が 130km/h 以上のとき。

● 車両のいずれかのドア、フード・ト
ランクが閉まっていないか、故障し
ている場合。

● タイヤ空気圧異常。

● エアバッグ異常。

● 車両が以下のいずれかの状態にあ
る場合：「D」レンジ以外、ブレー
キ作動中、ヒルスタートアシスト機
能またはトラクションコントロー
ルシステムが作動中、衝突発生時、
電源が OFF になっている。

● 車両のシャーシ、ブレーキシステ
ム、トラクションコントロールシス
テム、車両安定制御システムに故障
が発生した場合や、修理が必要な場
合。

● ドライバーがシートベルトを着用
していない。

● 運転支援システムに故障またはメ
ンテナンスが必要な場合。

● 外部環境の影響（以下の天候、視界、
道路環境などの要因を含みますが、こ
れらに限定されません）：

● 夜間、雨/雪/霧の天候、砂塵/街灯
なし/暗光/逆光/眩光など、視界が
良くない状況。

● 道路の切れ目、交差点、狭い道、急
勾配。

● 山道、田舎道。

● 水たまり、凍結、積雪の区間。

● 急カーブ、連続カーブ、山道などの
大きな曲率のカーブ。

● ぬかるみ、砂利道、オフロードなど
の未舗装路面。

● 縁石などの低くて動かない、または
自車に近い障害物がある場合。

● 周辺車両やその他の交通参加者の影響
（以下の要因を含みますが、これらに限
定されません）：

● 渋滞した交差点。

● 人や車が交差点で自由に行き来し
ている場合。
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● 歩行者、自転車などの利用者、動物
などが死角から突然飛び出してく
る場合。

● 前の車が急ブレーキをかけた場合。

● 隣の車線から大型車が自車線に入
ってきた場合。

● 歩行者や他車による無理な割り込
み、進路の妨害、大きな角度での斜
め合流、さらには逆走などの場合

● 特殊車両（大型トレーラー、工事車
両、道路維持作業車、車外に鉄筋や
コンクリート管などを積載してい
る車両など）、停止車両、横転車両
などに遭遇した場合。

● 前方車両/斜め前方車両がドアを開
けた場合や、車上から物が落ちてき
た場合。

● その他の問題：
● 以下を含みますが、これらに限定さ

れません。一般的な制限事項に記
載されているその他の状況。

警告

● アダプティブクルーズコントロール
機能はあくまでも運転支援機能であ
り、注意事項には本機能に影響を与
える一般的な状況のみが記載されて
います。これら以外にも、機能の性
能に影響を与える要因が存在する可
能性があります。ドライバーは常に
周囲の状況に注意を払ってくださ
い。

● ドライバーのニーズ、交通状況や道
路環境に応じて、アダプティブクル
ーズコントロール機能を使うかどう
かを判断してください。

注意

● 横滑り防止装置（ESC）が作動して
いない場合、ACC は作動しません。

注意

● アダプティブクルーズコントロール
は、高速道路や状況が良好な公道で
走行する場合に適しています。複雑
な市街地や山道での走行には適して
いません。

● 先行車との車間距離を保つのはドラ
イバーの責任です。ドライバーが設
定するアダプティブクルーズコント
ロールの車間距離は、現地の運転環
境に要求される最小車間距離を満た
してください。

● アダプティブクルーズコントロール
作動時、ドライバーがアクセルペダ
ルまたはブレーキペダルを踏むと、
車両のコントロールはドライバーに
引き継がれます。このとき、ドライ
バーは先行車との安全な車間距離を
確保するよう注意してください。

● 先行車が急ブレーキを掛けた場合
（緊急ブレーキ）は、システムが反応
できない、または反応が遅れてブレ
ーキが遅れるおそれがあります。

● 状況によっては（本車の速度に対し
て先行車が遅い、車線変更速度が速
い、安全距離が短いなど）、システム
が相対速度を落とすのに必要な時間
がない場合があります。システムは
あらゆる状況でタイムリーに警告を
発することはできません。このよう
な場合、ドライバーは適切かつ速や
かに対応する必要があります。

● 発進時の安全を確保し、予期せぬ発
進による対象物への衝突を避けるた
め、車両が停止している状態でアダ
プティブクルーズコントロールを有
効にすると、システムは前方にある
静止物を車両として認識し、車両を
停止状態に維持します。ただし、こ
の機能はすべての障害物に対応でき
るわけではないため、ドライバーは
正面方向に障害物や他車がないこと
を確認してください。
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注意

● アダプティブクルーズコントロール
が作動している場合、隣接車線を走
行する他車との車間距離が狭い（隣
接車線を走行する他車が本車の走行
する車線に近すぎる）と、システム
が作動することがあります。

● 本車がアダプティブクルーズコント
ロール付き車両の進路に車線変更
し、かつフロントビューカメラの検
知範囲内に入っている場合、この車
両を対象車両として認識してそれに
応じた反応をするため、強力な制動
力が掛かったり、ブレーキが遅れる
ことがあります。

● アダプティブクルーズコントロール
が前方車両を対象車両として認識で
きない場合（メーター上で対象がハ
イライト表示されない場合）、ドライ
バーは自ら車両を制御する必要があ
ります。

● 先行車に追従して停止する場合、ま
れに先行車の後端を検知できないこ
とがあります（車高の高いトラック
の後軸や車両のバンパーなど）。こ
のとき、アダプティブクルーズコン
トロールが適切な追従距離を確保で
きなくなるため、ドライバーは常に
注意を払っていつでもブレーキを掛
けられる準備をしてください。

● 車高を下げるなど、車両の構造的な
改造はアダプティブクルーズコント
ロールに影響を与えるおそれがあり
ます。

● 視界が悪い場所、坂道やカーブが続
く道路、滑りやすい路面（雪道、凍
結路、濡れた道路や水浸しの道路な
ど）を走行する場合は、絶対に ACC
を使わないでください。

● 次の場合は、必ずフロントビューカ
メラの校正と確認を早めに行ってく
ださい。以下の内容を含みますが、
これらに限りません。

注意

● フロントビューカメラとウィンド
ウガラスを外したとき。

● 車輪の振れにより、新たにホイー
ルアラインメント調整を行ったと
き。

● 衝突したとき。

● アダプティブクルーズコントロー
ルの性能低下、またはメーターか
らのシステム異常のメッセージに
気づいたとき。

インテリジェントクルーズ
コントロール（ICC）

● ナビゲーションパイロット (ICC)は、0～
130km/h の速度範囲内で、車線内の走行
を維持できるようドライバーを支援しま
す。車線が明確で道路状況が良好な環境
での使用に適しています。

● ICC は、レーダーやカメラなどのセンサ
ーによって車両前方の走行環境を検知
し、それに基づいて車両の進行方向と速
度を制御してドライバーの操作を支援
し、ACC 機能に加えて車両が現在の車線
内で走行できるようにします。

● ICC は、ドライバーが現在の車線内の走
行を維持できるよう支援するのみで、ナ
ビゲーションルートの制御は支援しませ
ん。

● ICC 使用時、ドライバーは常にハンドル
を握ってください。走行ルートの調整が
必要な場合は、ドライバーが自らハンド
ルを操作し、コンビネーションメーター
の表示や音声通知に注意して、いつでも
車両をコントロールできる準備を整え、
車両が正確かつ安全に走行できるように
してください。

● ドライバーが一定時間以上ステアリング
ホイールから両手を離すと、ドライバー
運転離脱警告が作動します。
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ICC の起動方法

● ドライバーはマルチメディア  →ADAS
→運転支援の設定画面から機能を
ON/OFF することができます。コンビネ

ーションメーターに  アイコンが表

示されている場合は、ICC が ON になっ
ていることを示します。

● 再始動した後の設定は前回の設定になり
ます。

● 今回の車両電源投入サイクル内で ICC ま
たは ACC が作動していない場合は、ボタ
ン①を押すと ICC が作動します。

● 作動条件を満たしていない場合（車線が
ないなど）は、まず ACC が作動します。
作動条件を満たすと、ICC が自動で作動
します。

● 今回の車両電源投入サイクル内で ICC を
作動した場合は、ボタン②を上に動かす
と ICC が再度作動します。

● 作動に成功すると、コンビネーションメ
ーターには ICC 作動表示灯が表示されま

す  。目標速度は  中央に表示

されます。

クルーズアシスト

● ICC は、ACC 機能に基づき、ドライバー
の運転操作を支援し、車両を現在の車線
の中央付近で走行させます。走行中は、
クルーズコントロールや車間距離制御な
ど、ACC の全機能をサポートし、目標速
度や車間距離などの調整を含む、ACC の
全操作に対応しています。

警告

● ドライバーは現地の交通法規と実際
の道路状況に基づいて目標速度と車
間距離を設定してください。また、
状況の変化に応じて適時調整を行
い、常に安全運転を確保してくださ
い。

● ICC はすべてのリスクを認識できる
わけではないため、ドライバーは前
方の道路状況を常に観察し、必要に
応じて車速を制御したりブレーキを
掛けたりしてください。ドライバー
は常に両手でハンドルを握り、道路
と周辺状況を観察して迅速に車両を
制御し、適切な対応が取れる準備を
してください。

● 車線内を走行するための操作を ICC
に過度に依存しないでください。カ
ーブなどの場面では、車両が車線を
はみ出したり車線中央の範囲から外
れたりするおそれがあるため、ドラ
イバーは車両が正しいルートを走行
できるようにしてください。

● ドライバーは常に警戒を怠らず、周
囲の潜在的な危険な状況に細心の注
意を払い、必要に応じて迅速に車両
を制御して安全運転を確保してくだ
さい。

ドライバー運転離脱警告
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● ICC 作動中にドライバーがハンドルから
手を離し続けると、ドライバー運転離脱
警告が作動します。

● ドライバー運転離脱警告のレベル 3 が作
動した後、自動で ICC を終了してドライ
バーに引き継ぎを促します。

ICC の解除

● 車両が停止していない場合、ボタン①を
押すか、ブレーキペダルを踏むことで機
能を解除できます。

● 車両が停止している場合、ボタン①を押
すことによってのみ機能を解除できま
す。

ICC アイコンの意味

アイコン 意味

ICC が ON になっているが作動していない

ICC が ON で使用中

ICC 故障のため使用不可

警告

● ICC 機能を作動させたとき、車両が
すぐに安定した状態にならない場合
があります。ドライバーは常にハン
ドルを握り、車両が現在の車線内で
安全に走行することを確保してくだ
さい。また、車両の運転状況に十分
注意を払い、必要に応じてドライバ
ーが自ら車両を制御してください。

● ICC 機能を作動させる際、ドライバ
ーは車両周辺の安全を確保し、シス
テムへの過度な依存を避けてくださ
い。

● ドライバーは常に警戒を怠らず、周
囲の潜在的な危険な状況に細心の注
意を払い、必要に応じて迅速に車両
を制御して安全運転を確保してくだ
さい。

● ICC システムは、天気や照明の明る
さ、車線境界線の明瞭さの影響を受
けるため、日陰、逆光、眩光、強光、
路面の積雪および著しい摩耗がある

警告

車線では、性能が著しく低下します。
このような場合は、ICC を慎重に使
用してください。

● 急カーブが連続する道や凍結して滑
りやすいカーブ、または悪天候（濃
霧、大雨、大雪など）により、フロ
ントビューカメラの視野が遮られて
いる場合は、ICC システムの利用を
避けてください。

● システムによる道路の速度制限の認
識結果は、車両ネットワークや道路
環境の影響を受けやすく、速度制限
値の認識に誤りが生じる可能性があ
ります。ドライバーは常に現在の道
路速度制限に注意を払い、ICC の巡
航速度が交通法規の要求を満たすこ
とを確認してください。
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お願い

● 車両が安定した走行状態になってか
ら(ステアリングホイールが直進位
置に戻り、車両が真っすぐで車線の
中央エリアにあり、急旋回していな
い状態)、ICC の起動を試みてくださ
い。

● 車両が交差点を走行している場合
は、ICC が起動できないことがあり
ます。そのため、交差点を通過して
安定した車線に入ってから起動して
ください。

● 以下のシーンでは、ICC 機能が一時
的に解除され、車両はまず ACC 機能
を起動し、条件が満たされた後に
ICC 機能を復帰させます：

● 現在の車線が広すぎる、車線が消
失している、または車両が車線か
らはみ出して走行していることを
認識した。

● ドライバーがステアリングホイー
ルを操作する、またはターンシグ
ナルランプを点灯させる。

● 車両に大きな横方向の動きが発生
している。

● ワイパーが高速モードで連続的に
作動している。

● パワーステアリングシステムが故
障している。

スピードリミットコントロ
ール（ISLC）

● インテリジェントスピードリミットコン
トロール (ISLC)は、アダプティブクルー
ズコントロール（ACC）と交通標識認識
（TSR）を組み合わせたシステムです。

● 交通標識認識システムが認識した制限速
度とドライバーが設定した ACC 設定速
度が一致しない場合は、システムが設定

速度を制限速度へ制御するかを確認しま
す。

● ドライバーがレバー②（「SET-」または
「RES+」）を操作すると、制限速度に基づ
いて設定速度が制御されます。

● システムの作動車速範囲は 30～
130km/h です。

機能設定

● ドライバーはマルチメディア  →ADAS
→安全補助→交通標識の認識の画面から、
この機能の ON/OFF を設定できます。

● スピードリミットコントロールの初期設
定は「OFF」です。

● 再始動した後の設定は前回の設定になり
ます。

● 交通標識認識システムが OFF になると、
スピードリミットコントロールも同時に
OFF になります。

● 交通標識認識システムを ON にすると、
スピードリミットコントロールを
ON/OFF することができます。

注意

● スピードリミットコントロールはア
ダプティブクルーズコントロールシ
ステムと交通標識認識システムを組
み合わせた機能のため、アダプティ
ブクルーズコントロールシステムと
交通標識認識システムの使用説明を
厳守してください。
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前方衝突予測警告（FCW）

● 前方衝突警告 (FCW)は、フロントミリ波
レーダーやカメラなどを使用して、車両
前方の車両、歩行者、および自転車運転
者を検知します。システムが、本車両と
前方車両または歩行者との衝突リスクが
あると判断した場合、音声や視覚による
警告を発してドライバーに必要な措置を
取るよう促し、衝突リスクを軽減または
回避します。

機能説明

前方衝突予測警告（FCW）は、以下の 3 つ
の機能に分かれています。

● 安全距離警告：
● 本車両が約 65km/h～130km/h の速度
で走行中、システムはリアルタイムで
前方の走行環境を検知し、本車両が長
時間近距離で前方車両に追従している
と認識した場合、安全距離警告を発し
てドライバーに前方車両との距離が近
すぎることを知らせます。

● 安全距離警告時、コンビネーションメ

ーターには表示灯  が点灯し、「安

全な車間距離を保ってください」とい
うメッセージを表示してドライバーに
リスクを知らせます。

● 事前警告：
● 本車が約 15km/h～130km/h の速度で
走行中、システムが本車と前方の対象
物との間に衝突のリスクがあると判断
した場合、事前警告を発します。ドラ
イバーはただちに適切な車間距離を確
保してください。

● 事前警告時、視覚と聴覚による通知と、
コンビネーションメーターには表示灯

 が点灯すると同時にブザーが鳴

り、「ブレーキを掛けてください」とい
うメッセージが表示されます。

● 緊急警告：

● 本車両が約 15km/h～130km/h の速度
で走行中、事前警告後もドライバーが
適切な操作を行わず衝突のリスクが高
まった場合、システムは緊急警告を発
します。ドライバーはただちに適切な
車間距離を確保してください。

● 緊急警告時、視覚、聴覚、触覚による
方法で警告を行います。コンビネーシ

ョンメーターの表示灯  が点灯し

てブザーが鳴り、「ブレーキを掛けてく
ださい」というメッセージが表示され、
短いブレーキ操作で注意喚起を行うこ
とがあります。

警告

● 前方衝突予測警告は運転支援機能で
あり、警報のタイミングは本車の速
度、検知精度、対象物の種類、対象
物との位置関係、システム遅延など
の多くの要因に影響されます。その
ため、警報が間に合わなかったり、
警報が作動しなかったり、誤認識に
よりシステムが誤って警報を作動さ
せるおそれがあります。また、前方
衝突予測警告はドライバーの判断と
操作に代わるものではありません。

機能設定

● ドライバーはマルチメディア  →ADAS
→安全補助→衝突回避アシストの設定画
面で前方衝突予測警告機能を設定しま
す。

● 前方衝突予測警告のパラメーター設定値
と意味は以下の通りです。

● OFF：前方衝突予測警告を OFF にしま
す。

● 遅い：前方衝突予測警告が有効になり、
警告タイミングは遅めです。

● 中：前方衝突予測警告が有効になり、
警告タイミングは中程度です。

● 早い：前方衝突予測警告が有効になり、
警告タイミングは早めです。
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お願い

● 前方衝突予測警告の初期設定は「中」
です。前回の走行で機能を OFF に
しなかった場合、ドライバーが選択
した感度を維持します。前回の走行
で機能を OFF にした場合は、次回始
動時には感度を初期設定の「標準」
にします。

システムの限界
● 以下の対象物に前方衝突予測警告が反応
しないおそれがありますが、それらに限
りません。

● 自車に向かって正面から接近してくる
車両、歩行者、または自転車・バイク
など。

● 自車の走行経路に斜め方向から進入し
てくる車両、歩行者、または自転車・
バイクなど。

● 隣接車線を走行する車両、歩行者、ま
たは自転車・バイクなど。

● 各種動物。

● 各種特殊車両、例えば散水車、バン型
トラック、道路工事車両など。

● 夜間において、ヘッドランプの照射範
囲外にいる車両、歩行者または自転車
運転者。

● 以下の状況では、前方衝突予測警告が影
響を受けるまたは機能しないことがあり
ますが、それらに限りません。

● 雨、雪、霧など悪天候のとき。

● 暗闇、眩惑光、直射日光など、光照条
件が悪い環境のとき。

● センサーの汚れ、曇り、破損、または
遮断しているとき。

● ボンネットおよびトランクが完全に閉
まっていない、または走行中にボンネ
ットおよびトランクが開いた場合。

● ドライバーがシートベルトを着用して
いない、または走行中にシートベルト
を外したとき。

● ドライバーがブレーキペダルを踏み込
んだとき。

● ドライバーがアクセルペダルを強く踏
み込んだとき。

● ドライバーが走行中にアクセルペダル
とブレーキペダルを頻繁に操作したと
き。

● 横滑り防止装置（ESC）が OFF になっ
ているか、または故障警告灯が点灯し
ているとき。

● 再塗装による車体塗装の厚み増加、フ
ィルムやテープの貼り付け、装飾など
のドライバーによる改造が、カメラや
ミリ波レーダーの性能に影響を与える
とき。

● システム起動中（車両の電源投入直後、
システム再起動時など）のとき。

● システムの一般的な制限事項で取り上
げられたシーンのとき。

● システムが故障した場合や修理が必要
なとき。

● 交通状況が複雑な場合、前方衝突予測警
告システムは下記の場面に正しく対応で
きないことがあります。ただしこれらに
限りません。

● センサーの検知範囲内に素早く進入す
る歩行者や車両、例えば、車線変更後
に前車との距離が近すぎる場合、前方
車両が急ハンドルを切った場合など。

● 他のものに遮られている歩行者、また
は集まっている人の群れ。

● 歩行者や車両の輪郭が背景と区別でき
ない場合（例えば夜間に黒い衣服を着
た歩行者、白い壁の前で白い衣服を着
た歩行者など）。

● 特殊な衣服（ロングスカートや着物な
ど）、または他のもの（大きな荷物を背
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負っているなど）に覆われているなど
で検知されない歩行者。

● 半径が非常に小さいカーブ。

● 対象物のレーダー反射断面積が小さす
ぎる場合（例えば自転車、三輪車、四
輪馬車、歩行者、電動自転車、オート
バイ、または特殊車両など）。

● ミリ波レーダーが他のミリ波レーダー
源からの干渉を受けて故障または誤認
識が発生するとき。

● ノイズや電磁波の影響を受けると、検
知の遅延や干渉が発生することがあり
ます。

● 前方衝突予測警告は、路面の水痕、影、
マンホール、鉄板、道路標識などにより、
不要な警告を発する場合があります。

● 円形駐車場やトンネルなどの特別な道路
を長時間走行した場合、フロントミリ波
レーダーは特性により一時的に機能が制
限されることがあります。特別な道路を
離れると、システムは自動的に正常に戻
ります。

警告

● 必ず安全運転を心がけて運転し周囲
の交通状況に注意してください。い
かなる場合も、ドライバーの判断と
操作の代わりに前方衝突予測警告シ
ステムを使用しないでください。

● 前方衝突予測警告が警告を出してい
る場合、ドライバーは交通状況に応
じてブレーキを掛けて速度を落と
す、またはハンドルを操作して障害
物を回避してください。

● 車間距離が近い状態で長時間走行す
ると、安全距離警告システムが車間
距離を取るように警告を出します。
先行車が急ブレーキを掛けると衝突
は避けられません。

● 歩行者保護システムは克服できない
物理的な条件の制限があるため、シ
ステムの設定速度で十分に機能しな

警告

いおそれがあります。そのため、ド
ライバーは自己責任で迅速かつ有効
なブレーキ操作を行ってください。
歩行者保護シーンでの警告の有無
は、実際の状況に基づいて判断する
必要があります。

● 歩行者保護シーンをシステムそのも
のに頼っていると、事故や重大な傷
害を完全に防ぐことができません。

● 歩行者保護シーンは、曲がっている
幹線道路などの複雑な状況では、不
必要な警報を作動させることがあり
ます。

● 機能上の故障がある場合は、レーダ
ーセンサーやフロントビューカメラ
の角度のずれなどにより、不必要な
警告発信を行うことがあります。

● 紙箱、鉄板、ダミー人形などで前方
衝突予測警告の作動試験をご自身で
行わないでください。システムが正
常に機能せず事故を引き起こすおそ
れがあります。

● 次の場合は、必ずミリ波レーダーの
校正を早めに行ってください。

● ミリ波レーダーまたはフロントビ
ューカメラを取り外したとき。

● ホイールアライメント調整中に、
トーインやリアタイヤのキャンバ
ー角を調節したとき。

● 衝突したとき。

● ACC システムの性能低下や異常。

● ドライバーの希望や交通状況、道路
環境に応じて、前方衝突予測警告を
使うかどうかを判断してください。

注意

● 前方衝突予測警告は、いかなる状況
でも警告を出せるわけではありませ
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注意

ん。交通状況が複雑な場合は、シス
テムが車両、歩行者または自転車利
用者の認識をきちんとできないこと
があります。

● レーダーや前方カメラの表面に汚れ
や異物が付着した場合、コンビネー
ションメーターのディスプレイに該
当する情報が表示されるので、指示
に従ってセンサー表面の異物を取り
除いてください（表面の汚れや異物
の付着は、センサーの機能を失わせ
る可能性がある）。センサーが汚れ
ていたり、異物で覆われている場合、
前方衝突予測警告が OFF になりま
す。汚れや異物を取り除くと正常に
作動できるようになります。

自動緊急ブレーキ（AEB）
機能説明

● 自動緊急ブレーキ (AEB)は、フロントミ
リ波レーダーやカメラなどのセンサーに
より、本車両の前方の車両、歩行者、お
よび自転車運転者を検知します。システ
ムは、本車両の前方の車両、歩行者、お
よび自転車運転者と深刻な衝突のおそれ
があると判断した場合、必要な緊急ブレ
ーキを自動的にかけることで、ドライバ
ーが衝突を回避するか、または衝突の影
響を軽減できるようサポートします。

● 本車両が約 4km/h～130km/h の速度で
走行中、自動緊急ブレーキは常に前方の
走行環境を検出しています。前方車両、
歩行者、自転車やオートバイと衝突する
と認識した場合は、自動でブレーキを作
動させて速度を落とします。

● 緊急ブレーキ作動時、コンビネーション

メーターには衝突予測警報警告灯 
が点灯し、動画と「緊急ブレーキ作動中」
というメッセージとともに音声警報が鳴
ります。

警告

● 自動緊急ブレーキは運転支援機能で
あり、衝突を回避するための設計で
はなく、衝突回避または衝突被害の
軽減を支援することを目的としてい
ます。

● ブレーキ性能は、本車の速度、検知
精度、対象物の種類、対象物との位
置関係、システムの遅延、ブレーキ
システムの性能、タイヤ状態などの
多くの要因の影響を受け、誤認識に
よりシステムが誤作動を引き起こす
おそれもあります。また、自動緊急
ブレーキはドライバーの判断と操作
を代替するものではありません。

機能設定

● ドライバーはマルチメディア  →ADAS
→安全補助→衝突回避アシストの設定画
面で自動緊急ブレーキの ON/OFF を設定
することができます。

警告

● 自動緊急ブレーキは OFF にしない
でください。自動緊急ブレーキを
OFF にすると速度低下の支援がで
きないため、衝突を回避または軽減
するための補助ができません。

お願い

● 自動緊急ブレーキは初期設定で
「ON」になっており、再始動後も
「ON」になります。

システムの限界

● 自動緊急ブレーキは走行速度が 4km/h
以上の場合にのみ作動し、衝突の可能性
を軽減するための機能であり、すべての
速度で衝突を回避できるわけではありま
せん。このシステムはいかなるモードで
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も正しく作動できるわけではないため、
慎重に運転してください。

● 次の対象物に自動緊急ブレーキが反応し
ないおそれがあります。ただし、それら
に限りません。

● 本車両に向かって正面から接近してく
る車両、歩行者、または自転車・オー
トバイなど。

● 本車両の走行経路に斜め方向から進入
してくる車両、歩行者、または自転車・
オートバイなど。

● 隣接車線を走行する車両、歩行者、ま
たは自転車・オートバイなど。

● 各種動物。

● 散水車、バン、道路工事車など、各種
特殊車両。

● 次の場合は、自動緊急ブレーキが影響を
受ける、または機能しないことがありま
す。ただし、それらに限りません。

● 雨、雪、霧など悪天候のとき。

● 暗闇、眩惑光、直射日光など、光照条
件が悪い環境のとき。

● 窪み、隆起、濡れている、坂道の角度
が大きすぎるなど，路面状況が悪い場
合。

● センサーの汚れ、曇り、破損、または
遮断しているとき。

● フロントボンネットやトランクが完全
に閉まっていない、または走行中にフ
ロントボンネットやトランクが開いた
とき。

● ドライバーがシートベルトを着用して
いない、または外した場合。

● ドライバーがアクセルペダルを強く踏
み込んだとき。

● ドライバーが走行中にアクセルペダル
とブレーキペダルを頻繁に操作したと
き。

● 横滑り防止装置が OFF、または故障灯
が点灯しているとき。

● 再塗装による車体の塗装の厚みの過
多、フィルムやテープの貼り付け、装
飾などドライバーによる改造が、カメ
ラやミリ波レーダーの性能に影響を与
えるとき。

● システム起動中（車両の電源投入直後、
システム再起動時など）のとき。

● システムの一般的な制限事項で取り上
げられたシーンのとき。

● システムが故障した場合や修理が必要
なとき。

● 交通状況が複雑な場合、自動緊急ブレー
キは下記の場面に正しく対応できないこ
とがあります。ただしこれらに限りませ
ん。

● 速いスピードでセンサーの検知範囲に
現れた歩行者や車両。

● 他のものに遮られている歩行者。

● 背景と見極めができない歩行者の輪
郭。

● 特殊な衣服、または他のものに覆われ
ているなどで検知されない歩行者。

● 半径が小さいカーブ。

● 対象物のレーダー反射断面積が小さす
ぎる（自転車、三輪車、馬車、歩行者、
電動自転車、オートバイまたは異形車
など）場合、状況によっては、感知に
影響が出たり遅れることがあるため、
システムが前方の対象物との距離を検
知できないおそれがあります。そのた
め、反応が遅れる、または反応できな
くなります。

● ミリ波レーダーが他のミリ波レーダー
源からの干渉を受けて故障または誤認
識が発生するとき。

● ノイズや電磁波の影響を受けると、検
知の遅延や干渉が発生することがあり
ます。
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● 次の場合は、システムが常に最適な性能
を発揮することができないおそれがあり
ます。ただしこれらに限りません。

● 事故や他の原因により、フロントバン
パーに強い衝撃を受けたとき。

● ブレーキパッドが過度に摩耗している
場合や、ブレーキシステムに異常があ
るとき。

● タイヤ空気圧の過不足、またはタイヤ
の過度な摩耗があるとき。

● 規定に合わないタイヤを装着したと
き。

● タイヤチェーンを装着したとき。

● 小型スペアタイヤ、または緊急用パン
ク修理キットを使ったとき。

● 車両が過積載のとき。

● 自動緊急ブレーキは、路面の水痕、影、
マンホール、鉄板、道路標識などにより、
不必要なブレーキをかけるおそれがあり
ます。

● 円形駐車場やトンネルなどの特別な道路
を長時間走行した場合、フロントミリ波
レーダーは特性により一時的に機能が制
限されることがあります。特別な道路を
離れると、システムは自動的に正常に戻
ります。

● スノーモードなどの特別な運転モードで
は、自動緊急ブレーキは作動しません。

● 自動緊急ブレーキは頻繁に作動せず、前
回の自動緊急ブレーキ作動から数十秒間
はシステムが再度作動しない場合があり
ます。

警告

● 必ず安全運転を心がけて運転し周囲
の交通状況に注意してください。い
かなる場合も、ドライバーの判断と
操作の代わりに自動緊急ブレーキを
使用しないでください。

警告

● 歩行者保護システムは克服できない
物理的な条件の制限があるため、シ
ステムの設定速度で十分に機能しな
いおそれがあります。そのため、ド
ライバーは自己責任で迅速かつ有効
なブレーキ操作を行ってください。
歩行者保護システムでのブレーキ作
動の有無は、実際の状況に基づいて
判断されます。

● 歩行者保護シーンをシステムそのも
のに頼っていると、事故や重大な傷
害を完全に防ぐことができません。

● 歩行者保護システムは、曲がってい
る幹線道路などの複雑な状況では、
不必要なブレーキ操作を行うことが
あります。

● 歩行者保護システムに機能上の故障
がある場合は、レーダーセンサーや
マルチファンクションビデオコント
ローラーの角度ずれなどにより、不
必要なブレーキ操作を行うことがあ
ります。

● 紙箱、鉄板、ダミー人形などで予測
緊急ブレーキの作動試験をご自身で
行わないでください。システムが正
常に機能せず事故を引き起こすおそ
れがあります。

● 次の場合は、必ずミリ波レーダーの
校正を早めに行ってください。

● ミリ波レーダーまたはフロントビ
ューカメラを取り外したとき。

● ホイールアライメント調整中に、
トーインやリアタイヤのキャンバ
ー角を調節したとき。

● 衝突したとき。

● ACC システムの性能低下や異常。

● ドライバーの希望、交通状況や道路
環境に応じて、自動緊急ブレーキ機
能を使うかどうかを判断してくださ
い。
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お願い

● 緊急警告時にドライバーが気づいて
いる場合は（ドライバーがハンドル
を切ったりアクセルペダルやブレー
キペダルを踏んだりするなど）、自動
緊急ブレーキは作動しません。

● 自動緊急ブレーキ機能は、いかなる
状況でも衝突が回避できるわけでは
ありません。交通状況が複雑な場合
は、システムが車両、歩行者、自転
車・バイクなどをきちんと認識でき
ないことがあります。

● レーダーや前方カメラの表面に汚れ
や異物が付着した場合、コンビネー
ションメーターのディスプレイに該
当する情報が表示されるので、指示
に従ってセンサー表面の異物を取り
除いてください（表面の汚れや異物
の付着は、センサーの機能を失わせ
る可能性がある）。センサーが汚れ
ていたり、異物で覆われている場合、
自動緊急ブレーキ機能が OFF にな
ります。汚れや異物を取り除くと、
自動緊急ブレーキシステムが正常に
作動できるようになります。

交通標識認識システム（TSR）
交通標識認識システム (TSR)は、カメラによ
り道路の制限速度情報を取得し、コンビネ
ーションメーターに最高速度標識を点灯す
ることで、ドライバーに制限速度の情報を
伝えます。

機能の説明

● 交通標識認識システム：制限速度標識認
識（SLIF）、制限速度警告（ISLW）の 2
つの機能を含みます。

● 制限速度標識認識（SLIF）：カメラにより
道路の制限速度情報を取得し、コンビネ
ーションメーターに最高速度標識  を
表示します。

● 制限速度警告（ISLW）：コンビネーショ
ンメーターに表示された速度がシステム
の認識した制限速度を超えた場合は、コ
ンビネーションメーターの制限速度アイ
コンで通知する、または音声警報により
ドライバーに速度を抑えるよう促しま
す。

機能設定

●  → ADAS → セーフティアシスト → 交
通標識認識システムの設定画面から、交
通標識認識システムおよびその他システ
ムの ON/OFF を設定できます。

● 交通標識認識システム OFF：交通標識認
識システムおよびその他システムが OFF
になります。

● 交通標識認識システム ON：制限速度標
識認識（SLIF）、制限速度警告（ISLW）
をそれぞれ設定できます。

● 制限速度変更時の音声通知：制限速度標
識が変わった場合の音声通知の ON/OFF
ができます。

● 制限速度警告：速度が制限速度標識を超
えた場合のアイコン表示・音声通知の
ON/OFF ができます。

● 制限速度警告音声通知（ISLW）：マルチ
メディア、または「ショートカット」画
面から制限速度標識の速度を超えた場合
の音声通知の ON/OFF が設定できます。

注意

● 交通標識認識システムは速度制限標
識のみを認識しており、他の交通標
識は認識しないため、車両のアクテ
ィブ制御には関与しません。そのた
め、ドライバーは常に車両をコント
ロールできる適切な速度で運転して
ください。

● フロントビューカメラの視界を遮っ
たり、強い光が干渉したりしないよ
うにしてください。視野を一時的に
遮る、または強い光が干渉するとシ
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注意

ステムが OFF になり、正常に戻ると
自動で復帰します。自動で復帰しな
い場合は、速やかに修理してくださ
い。

● 交通標識認識システムが故障した場
合、交通標識認識システムは使用で
きないため、速やかに修理を行って
ください。

システムの限界
● 交通標識認識システムは運転支援機能の
一つであり、すべての交通状況、天候、
視界、道路に対応できるわけではありま
せん。

● 交通標識認識システムの制限速度標識認
識は環境の影響を受けやすく、以下の状
況ではシステムが作動しないか、性能が
著しく低下するおそれがありますが、こ
れらに限りません。

● フロントガラスの汚れや曇り、または
マルチファンクションビデオコントロ
ーラー前方への異物の付着。

● トンネルの出入口など周囲環境の明る
さの急激な変化。

● 標識が不明瞭で、歪み、傾き、反射、
部分的な遮蔽などがあるとき。

● 雪、雨、霧により、視界が悪くなった
とき。

● 重量制限、幅制限の標識が定められた
サイズに一致していない、または国の
寸法要求を満たしていないとき。

● フロントビューカメラの視界内のガラス
の割れ、色の付いたフロントガラス、不
適合な塗膜、インストルメントパネルの
上に置かれた反射物体、フロントビュー
カメラの視界を妨げる後付け部品は、シ
ステムの正常な作動に影響を与えるおそ
れがあります。

警告

● 交通標識認識システムに過度に依存
しないでください。この機能は車両
の速度超過警告情報を発するのみ
で、車速の制御を支援することはで
きません。

● 交通標識認識システムは運転支援機
能の一つであり、記載されている制
限事項や注意点は一般的な影響要因
のみを含んでいます。多くの要素が
機能性能に影響を与える可能性があ
ります。ドライバーは常に周囲の状
況を確認し、速やかに必要な措置を
講じて車両を制御してください。

注意

● 以下の場合は認識される保証があり
ませが、それらに限りません。

● 不明瞭な速度制限標識。

● 部分的に消えている制限速度標
識。

● 以下の場合はフロントビューカメラ
の機能障害または機能の作動遅れに
つながるおそれがありますが、それ
らに限りません。

● フロントビューカメラの緩みや外
れ、干渉があるとき。

● 雨、雪、PM2.5 など極端な気象の
とき。

● 以下のシーンでは、交通標識認識機
能が作動しない、不適切に作動する、
または解除される可能性がありま
す。

● 運転支援システム起動中のとき
（例：車両の電源投入直後、または
運転支援システムの再起動時な
ど）。

● 運転支援システムの一般的な制限
事項で取り上げられたシーンの場
合。
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注意

● 運転支援システムの故障または修
理が必要なとき。

先行車発進通知（LCDN）
機能説明

● フロントミリ波レーダーやフロントカメ
ラなどのセンサーを使用して前方車両の
動きを検知し、先行車が発進したことを
認識すると、コンビネーションメーター
と音声でドライバーに車両の発進を促し
ます。

機能設定

● マルチメディア  →ADAS→運転支援→
先行車発進通知で、先行車発進通知の
ON/OFF を設定できます。

● 先行車発進通知の初期設定は「ON」で
す。

● 再始動した後の設定は前回の設定になり
ます。

システムの限界

● 一部の運転モード（スノーモードなど）
では、フロントミリ波レーダーによる先
行車発進通知が作動しません。

● 以下のシーンでは、先行車発進通知が作
動しません。ただし、これに限定されま
せん。

● スイッチが「OFF」になっている。

● アダプティブクルーズコントロールが
有効になっている。

● シフトレバーを「P」または「R」レン
ジに入れている。

● ハザードランプスイッチを押してい
る。

● ドライバーがシートベルトを着用して
いない。

● 操舵角が 45°以上のとき。

● 停車追従時に先行車との距離が遠いと
き。

● フロントミリ波レーダーまたはフロン
トカメラなどのセンサーが遮蔽または
故障したとき。

● 以下のシーンでは、先行車発進通知機能
が作動しない場合があります。

● 前方車両が本車両の真正面にいない場
合、例えば、前方車両または本車両が
車線を跨いで走行している、車線変更
している、または前方車両が急カーブ、
急勾配などの道路にいるとき。

● 前方車両が急加速、急ハンドルをした
とき。

● 前方車両との距離が極めて短い、また
は前方車両が極めて低速で移動してい
るとき。

● 光が薄暗いとき、前方車両がライトを
点灯していない、または片側のライト
が点灯していないとき。

● 前方車両と本車両の間に他の車両、自
転車、バイクなどが割り込んだとき、
または自転車、バイク、歩行者などが
横切るとき。

● システムの一般的な制限事項に記載さ
れているその他のシーン。

注意

● 先行車発進通知は注意を促すための
補助機能であり、ドライバーに完全
に取って代わるものではありませ
ん。ドライバーは常に道路交通法規
に従い運転してください。

● 衝突事故が発生した、またはカメラ
センサーを脱着した場合は、システ
ム性能への支障がないように、BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サ
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注意

ービス工場にセンサーの校正を依頼
してください。

車線逸脱防止支援システム
（LDA）

● 車両が意図せず現在の車線から逸脱した
場合、ドライバーへの警告、および車両
を現在の車線に戻す支援を行います。

機能説明

● レーンサポートシステム (LDA)は、車線
逸脱警告 (LDW)と車線逸脱防止 (LDP)の
2 つの機能を備えており、システムの作
動速度範囲は 60～130km/h です。

● 車線逸脱警告（LDW）：

● カメラなどのセンサーにより道路上の
車線および道路境界を認識し、車線内
における自車の位置を検出します。

● ドライバーがステアリング操作（ハン
ドルを大きく回す、ターンシグナルラ
ンプを点灯させる）を行わずに、車両
が意図せず現在の車線を逸脱した場
合、システムはメーター表示（逸脱側
の車線が赤色で表示される）、ステアリ
ングホイールの振動、または警報音に
より車線逸脱警報を作動させてドライ
バーに警告し、車線逸脱によるリスク
の回避または軽減を支援します。

● 車線逸脱防止（LDP）：
● カメラなどのセンサーにより道路上の
車線および道路境界を認識し、車線内
における自車の位置を検出します。

● ドライバーがステアリング操作（ハン
ドルを大きく回す、ターンシグナルラ
ンプを点灯させる）を行わずに、車両
が意図せず現在の車線から逸脱しそう
になった場合、システムはメーター表
示（逸脱側の車線が青色で表示される）
を行うと同時に、ステアリングを制御
して車両の走行経路を修正し、車両が

現在の車線から逸脱するのを防ぎ、車
線逸脱によるリスクの回避または軽減
を支援します。

機能設定

● マルチメディア  →ADAS→安全補助→
車線逸脱防止から設定します。

● アシストモード：工場出荷時はすべて
ON に設定されています。再始動した後
の設定は前回の設定になります。アシス
トモードが ON の場合は、コンビネーシ
ョンメーターに表示灯  が表示され
ます。

● OFF：車線逸脱防止機能をすべて OFF
にします。

● 警告：車線逸脱警報のみ有効になり、
ステアリング操作の支援は行いませ
ん。

● 逸脱防止：車線逸脱防止のみ有効にな
り、ステアリング操作で車両の走行軌
道を修正します。

● 両方：車線逸脱警告と車線逸脱防止の
両方を有効にします。

● 警報モード：工場出荷時は「振動」で、
「サウンド」/「振動」/「両方」を選択で
き、設定は次回以降も記憶されます。

注意

● 以下の状況では、車線逸脱支援機能
が停止します:

● ドライバーがターンシグナルラン
プを点灯させて指示した方向へ車
線を切り替えた場合。

● ドライバーが継続的に車線をはみ
出して走行したり、道路端に沿っ
て走行している場合。

● ドライバーがブレーキペダル、ア
クセルペダルを強く踏み込んだ
り、ステアリングホイールを急激
に切ったりした場合。
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注意

● 車両のいずれかのドアまたは前後
フードが閉まっていない、または
故障している場合。

● 横滑り防止装置（ESC）、トラクシ
ョンコントロールシステム(TCS)
が作動しているとき、または車輪
が空転しているとき。

● 横滑り防止装置（ESC）が OFF に
なっている場合。

● カメラの視野が遮られたり、強い光
の干渉、直射日光、または極端な高
温下では、車線逸脱警報機能が一時
的に停止します。環境状況が回復す
ると、機能は自動的に復帰します。
自動で復帰しない場合は、速やかに
修理してください。

● システム作動中は両手をハンドルか
ら離さないでください。手を離して
いる場合は、システムが音/振動でド
ライバーにステアリング操作を促し
ます。

● 車線逸脱防止支援機能に故障が発生
した場合、コンビネーションメータ

ーに  アイコンが点灯して、音

声警告とメッセージが表示されま
す。このとき、車線逸脱防止支援シ
ステムは使用できないため、速やか
に修理を行ってください。

システムの限界

● 車線逸脱防止支援システムは運転支援機
能であり、すべての交通状況、天候、視
界、道路状況、車両状態に対応できるわ
けではありません。

● 車線逸脱防止支援システムの車線検知は
環境の影響を受けやすく、以下の状況で
はシステムが作動しないか、性能が著し
く低下する可能性がありますが、これら
に限りません。

● フロントガラスの汚れや曇り、または
フロントビューカメラ前方への異物の
付着。

● 直射日光、路面の水たまりの反射、対
向車などからの反射光。

● トンネルの出入口など周囲の環境の明
るさの急激な変化。

● 直射日光が路面に当たり、木の陰など
で車線が見えにくくなったとき。

● 道路と道端の草・土壌・縁石などとの
境界線が認識できないとき。

● 雪、雨、霧などにより、視界が悪くな
ったとき。

● 車線表示が乱れていたり欠落している
場合、例えば新旧の標示が重なってい
る、または道路工事により車線が一時
的に変更されているとき。

● 車線の分岐、横断、合流など、車線が
急激に変化するとき。

● 車線境界線が目立たない、細すぎる、
摩耗している、不明瞭、汚れや氷雪や
水たまりが付着している。

● 車線が狭すぎる、車線数が増減する、
誘導路や高速道路の出口などで車線表
示が一時的に変化する、または車線表
示が複雑な場合。

● 路面上の異物や障害物が境界線として
誤認識される場合。

● 急勾配や急カーブの道路を走行中で、
前方の境界線が見えない場合。

● 先行車との距離が近すぎる、または車
線境界線が先行車に遮られた場合。

● 車両が大きく揺れて、車線境界線を正
常に認識できない場合。

● ヘッドランプの故障、汚れ、または光
軸調整の不具合により、車線境界線を
正常に認識できない場合。

● 道路がぬれている、車両の横方向への逸
脱速度が大きすぎるなどの理由でタイム
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リーに走行軌道を修正できない場合があ
ります。例：

● 路面状況が悪い場合、例えば、散水車
の作業後や雨雪後の路面が滑りやす
い、凍結している、またはぬかるんで
いる場合など。

● 車両の横方向への逸脱速度が大きすぎ
る、または小さすぎる場合。

● 車両のステアリング性能に影響を与え
たり低下させたりするその他の状況。

● フロントビューカメラの視界内のガラス
の割れ、色の付いたフロントガラス、不
適合な塗膜、インストルメントパネルの
上に置かれた反射物体、フロントビュー
カメラの視界を妨げる後付け部品は、シ
ステムの正常な作動に影響を与えるおそ
れがあります。

警告

● 車線逸脱防止支援機能に過度に依存
しないでください。この機能はドラ
イバーによる道路および周辺環境の
監視に代わるものではなく、ドライ
バーの注意散漫や疲労運転によるリ
スクを回避することはできません。
ドライバーは常に周囲の状況を確認
し、機能が抑制または解除された場
合、速やかに必要な措置を講じて車
両を制御してください。

● 車線逸脱防止支援機能の制限事項お
よび注意事項は一般的な状況のみを
含んでおり、その他の要因も機能の
性能に影響を与える可能性がありま
す。

● 安全のために、自ら車線逸脱防止支
援機能の作動試験を行わないでくだ
さい。

● 車線逸脱警告機能は車線逸脱の警報
のみを発し、車両の進行方向を制御
することはできません。

● ドライバーのニーズ、交通状況や道
路環境に応じて、車線逸脱防止支援

警告

システムを使うかどうかを判断して
ください。

注意

● 以下の場合は車線逸脱防止支援シス
テムを OFF にすることをおすすめ
しますが、これらに限りません。

● スポーティーな走りのとき。

● 悪天候（例えば、濃霧、大雨、大
雪など）の場合。

● 泥道、砂利道などの未舗装路、凍
結路、冠水路、積雪路などの滑り
やすい路面、工事区間を走行する
場合。

● 連続した急カーブや急な坂道の区
間。

● 車線幅が狭い区間。

● 以下の状況では、カメラの認識障害
や機能の作動遅れにつながるおそれ
がありますが、それらに限りません。

● カメラが緩んだり、外れたり、遮
られたりしているとき。

● 雨、雪、PM2.5 など極端な気象の
とき。

● フロントビューカメラのレンズの
一部、または全部が遮られている
とき。

● 車両のけん引や雪道走行などの特
殊な運転モードにある場合は、車
線逸脱警告と車線逸脱防止を作動
させることができません。

● 直射日光にさらされたり、極めて
高温または極めて低温の環境下。

● 以下の状況では、車線逸脱防止支援
システムが作動しない、不適切に作
動する、または解除される可能性が
あります。
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注意

● 運転支援システム起動中（例：車
両の電源投入直後、または運転支
援システムの再起動時など）。

● 運転支援システムの一般的な制限
事項で取り上げられたシーンのと
き。

● 運転支援システムの故障または修
理が必要なとき。

アダプティブヘッドライト
（AFL）
機能説明

● アダプティブフロントライティング
(AFL)は、暗い環境下でドライバーがハイ

ビームを適切に使用できるよう支援する
運転支援機能です。暗い場所ではロービ
ームからハイビームに切り替えること
で、ドライバーに最大限の視界を確保で
きます。前方に車両がいる場合は、他の
ドライバーの眩惑を防ぐために自動でハ
イビームからロービームに切り替えま
す。また、市街地やその他の条件下では、
自動でハイビームからロービームに切り
替えます。

機能設定

● マルチメディア  →ライト→ヘッドラ
イト→オートハイビームで、アダプティブ
ヘッドライト機能を ON/OFF できます。

● 再始動した後の設定は前回の設定になり
ます。

● アダプティブヘッドライト表示灯：

待機状態 有効状態 故障状態

ハイビーム ON/OFF 条件

● 自動 ON 条件：

● ライトが「オートライト」モードのと
き。

● 車速が 35km/h 以上、かつ 130km/h 未
満のとき。

● 車両前方が暗い環境であるとき。

● 自動 OFF 条件：

● 昼間/夜間の作動条件下で、運転環境周
辺の道路照明が十分であれば、ハイビ
ームを抑制します。

● 夜間の作動条件下で、車両前方の一定
範囲内に他の道路利用者がいると、ハ
イビームを抑制します。

● 夜間の作動条件下で、ドライバーがタ
ーンシグナルランプを作動させると、

ハイビームを抑制します。ターンシグ
ナルランプ消灯後、作動条件を満たす
とハイビームが再度点灯します。

お願い

● システムの不具合または照明システ
ムの故障は、アダプティブヘッドラ
イトの機能に影響を与えます。

● ドライバーが手動でハイビームを点
灯させた場合は、アダプティブヘッ
ドライトを抑制します。

注意

● アダプティブヘッドライトはライト
を制御するための支援システムです
が、システムはドライバーに完全に
取って代わるものではないため、常
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注意

に道路交通規則を遵守し、道路環境
の変化に合わせてハイビームとロー
ビームを適切に切り替えてくださ
い。

● 衝突事故が発生した、またはカメラ
センサーを脱着した場合は、システ
ム性能への支障がないように、BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場にセンサーの校正を依頼
してください。

警告

● 様々な環境要因や条件に制限される
ため、アダプティブヘッドライトが
誤作動したり機能しなくなる場合が
あります。以下のような場合があり
ますが、これらに限定されません。

● 濃霧や大雨、大雪などの運転が極
めて不利な天候のとき。

● 照明が弱い交通参加者（歩行者や
自転車など）や、鉄道や水路に近
隣する道路または野生動物が出没
している道路を走行するとき。

● 光を強く反射するものがあるとき
（高速道路上の交通標識、路上の水
たまりなど）。

● フロントガラスに曇り、汚れ、破
損している、またはラベルや装飾
などで覆われているとき。

● センサーやカメラが強い振動やレ
ーザーなどの影響を受けていると
き。

ドライバー注意喚起警告
（DAW）

● ドライバー注意喚起警告システムは、ス
テアリング角度、速度、シフトチェンジ
および車線変更など、車両に対するドラ
イバーの操作状態からドライバーの疲労

度合いを評価します。評価結果に合わせ
てコンビネーションメーターのメッセー
ジ表示および音声でドライバーに注意喚
起し、運転の安全を高めます。

使い方
● 車両が起動しているとき、マルチメディ
ア  →ドライブ→車内検知→ドライバー
注意喚起警告から設定できます。

● ドライバー注意喚起警告は センシティ
ブ 、Standard 、 OFF の 3 段階に設定可
能です。

警告

● 疲れている場合は、早めに車両を止
めて休憩を取ってください。

● ドライバー注意喚起警告は補助的な
システムであり、いかなる場合でも
危険を認識して警告を出すことがで
きるものではなく、ドライバー自ら
の目視確認や判断に取って代わるも
のではありません。ドライバーは、
常に車両をコントロールしながらす
べての道路交通法を遵守して自己責
任で運転してください。

● 外部ノイズや車内オーディオの音量
が大きい場合、警告音が聞こえない
場合があります。

幼児置き去り検知（CPD）*
● 幼児置き去り検知（CPD）*は補助的なリ
マインダー機能であり、車両の電源ポジ
ションを「OFF」にした状態でドアを閉
める、または施錠すると、車内に生命体
が置き去りになっていないかを検知しま
す。生命体が検出されると、システムは
ヘッドライトの点滅とホーンで警告を発
し、エアコンを作動させて温度を調節し
ます。

使い方
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● ドライバーはマルチメディア  →ドラ
イブ→車内検知→幼児置き去り検知
（CPD）から設定できます。

● 設定は「標準」、「遅延」、「OFF」の 3 種
類があります。

● 車両を再始動すると、システムは前回選
択した設定を維持します。

● 「OFF」を選択すると、機能は無効になり
ます。

● 「遅延」を選択すると、警告機能は今回の
運転のみ遅延して作動します（約 5 分）。

システムの作動条件

● 以下の条件がすべて満たされた場合、
CPD システムは動作を開始します。

● 車両の電源を切る。

● 車両が静止した後、運転席ドアを開け
てから閉める。

● 車両のすべてのドアおよびテールゲー
トが閉まっている。

● CPD 機能の設定が有効になっている。

● CPD システムの故障がない。

システムの応答方法

● 機能が有効で「標準」の場合：

● 車両の電源ポジションを「OFF」にして
車両を施錠する場合、お子様などが車
内に置き去りにされていることをシス
テムが検知すると、90 秒以内に初期警
告を約 6 秒出します（ライトの点滅お
よびホーンを鳴らします）。

● 車両の電源ポジションを「OFF」にして
車両を施錠しない場合、お子様などが
車内に置き去りにされていることをシ
ステムが検知すると、290 秒以内に初期
警告を約 6 秒出します（ライトの点滅
およびホーンを鳴らします）。

● 機能が有効で「遅延」の場合：

● 車両の電源ポジションを「OFF」にして
ドアを閉めた場合、お子様などが車内
に置き去りにされていることをシステ
ムが検知すると、5 分以内に初期警告を
約 6 秒出します（ライトの点滅および
ホーンを鳴らします）。

● 初期警告がキャンセルされていない場
合：

● 90 秒以内に警告レベルを上げ（ライト
の点滅およびホーンを鳴らす）、約 25
分間継続します。

● 警告レベルを上げてから約 3 分後、エ
アコンを約 30 分間作動させます。

● 警告のキャンセル：

● 警告が作動した場合、マルチメディア
PAD の通知ボタンを押すことで、今回
の電源 OFF サイクル（今回の電源 OFF
開始から次回の電源 ON まで）内のす
べての警告をキャンセルできます。

● 警告が作動した場合、いずれかのドア
を開けることで警告をキャンセルでき
ます。ユーザーが車両のロックを解除
すると、現在の警告を一時的にキャン
セルできますが、ユーザーがいずれか
のドアを速やかに開けない場合は、再
度警告が作動します。

● 初期警告、レベルを上げた警告、および
介入措置が開始されると、システムはユ
ーザーの APP にプッシュ通知および電
子メール通知を送信する場合があります
（設定/地域/契約による）。

警告

● 幼児置き去り検知は補助的なシステ
ムであり、警告漏れが発生する可能
性があるため、いかなる状況におい
ても効果的な識別と警告を保証する
ことはできません。ドライバーは常
に車内の生命体に注意を払い、安全
に対して全責任を負う必要がありま
す。
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警告

● 事故を防ぐため、システムが警告を
出したときは速やかにお子様などが
車内に閉じ込められていないかを確
認してください。

注意

● システムは、大人やペットなどの生
命体を検知した場合でも警告を発し
ます。

● 携帯用 APP によるリモート解錠で
警告を消すことはできません。

● システムは、パワーバッテリー残量
が少ないと警告を出せずエアコンを
作動できないおそれがあるため、十
分なパワーバッテリー残量を確保し
てください。

アクセルペダル踏み間違い
防止（AMAP）

● 発進時または低速走行時にアクセルペダ
ルを急激に踏み込み、システムが走行経
路上の静止障害物（歩行者、車両など）
と衝突するリスクを検知すると、アクセ
ルペダル踏み間違い防止（AMAP）機能が
作動します。車両の加速を抑制すると同
時に、コンビネーションメーターに警告
を出して衝突リスクを低減し、安全性を
向上させます。

● 機能の作動条件は以下の通りです。

● 設定項目の機能が ON になっている。

● 車両の運転モードがノーマル/エコノミ
ー/スポーツモードである。

● シフトレバーが「D」または「R」レン
ジに入っている。

● 車両の走行速度が 10km/h 以下。

● すべてのドア、ボンネット、テールゲ
ートが閉まっている状態。

● ドライバーがシートベルトを着用して
いる。

● 車両のドアミラーが展開されている。

● アクセルペダルを急激に踏み込んだと
き。

● 車両の進行方向に緊急衝突のリスクが
あるとき。

● 他の運転支援機能が OFF のとき。

● 緊急ブレーキ機能が ON になっていな
いとき。

● 車両に関連の故障がない。

お願い

● 機能作動時に車速が 5km/h 未満の
場合は、車両のシフトポジションが
「P」レンジに切り替わります。ドラ
イバーが再度「D」または「R」レン
ジに入れた後、通常通り走行できる
ようになります。

● 機能作動時、コンビネーションメーター
には以下のようなメッセージが表示され
ます。

機能状態 コンビネーションメーター表
示 警告音

AMAP 作動中

「障害物を検知しました。加
速が抑制されています。アク
セルペダルを軽く踏むと走行

可能です」と表示

普通の警告音

164



機能設定
● 初期設定は「ON」で、ドライバーはマル
チメディア  →ドライブ→アシスト（イ
ンテリジェントアシスト）→踏み間違い加
速抑制で、この機能の ON/OFF を設定で
きます。再始動した後の設定は自動で
「ON」になります。機能を OFF にする場
合は、安全を確認した上で OFF にしてく
ださい。

システムの限界
● 機能が作動し、ドライバーが車両を制御
した後、短時間に何度も作動条件を満た
すと、機能が無効になる場合があります。

● ドライバーの操作や周囲の環境の影響に
より、機能が無効になる場合があります。
例は以下の通りです。

● 勾配の大きい路面。

● 雨、雪、霧、煙霧などの悪天候。

● 周囲が暗い場合や逆光の環境。

● ブレーキペダルを強く踏み込んでい
る。

● ドライバーがステアリングホイールを
大きく操作している場合、機能が作動
しないことがあります。

● 以下のような場合は、車両状態や周辺環
境の影響によりセンサーが正確に検知で
きないため、正常に作動しないことがあ
ります。

● センサーが遮られている（雪、氷、泥
などで覆われている）場合、または損
傷している場合、機能が正常に作動し
ないことがあります。

● 障害物がシステムの死角（車両の前方
または後方 0.2m 以内など）にある場
合、機能が正常に作動しないことがあ
ります。

● 周囲環境に超音波干渉、無線干渉、強
い騒音がある場合、機能が作動しない、
または誤作動する可能性があります。

● 車両が重量物の積載または不均一な積
載により車高が低くなったり、車体が
大きく傾くと、機能が正常に作動しな
い可能性があります。

● 走行経路に突然車両が侵入したとき、
機能が適時に作動しない可能性があり
ます。

● 車両が通常とは異なる路面を走行して
いる場合、機能が作動しない、または
誤作動する可能性があります。

● 歩行者、自動車、自転車などの動的な
障害物に対して、機能が作動しない、
または誤作動する可能性があります。

● 直径が小さい細長い障害物（ワイヤー、
細いロープなど）に対しては、機能が
作動しない場合があります。

● 空洞のある場所（窪地、段差、溝、崖
など）では、機能は作動しません。

● 縁石、マンホール、ゲートバーなどに
対しては、機能が誤作動する可能性が
あります。

● 低い出入口や狭い出入口を通過しよう
したり、不整地、草地、段差、冠水路
面などの特殊な路面状況でアクセルペ
ダルを深く踏み込むと、機能が誤作動
する可能性があります。

● 斜めに設置された柱や壁が突き出てい
たり、道路脇に障害物がある状態でア
クセルペダルを深く踏み込むと、機能
が誤作動する可能性があります。

警告

● この機能は運転支援機能であり、車
両の加速を一定程度制限するのみで
す。過度に依存せず、ドライバーは
常に注意を払い、適時にブレーキ操
作して車両を停止させる責任があり
ます。

● この機能は常用ブレーキ、電子パー
キングブレーキ、自動駐車機能の代
わりとして使用することはできませ
ん。この機能が障害物を認識して停
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警告

車した後でも、車両が動く可能性が
あります。

● この機能は、車両の前方と後方で認
識できる障害物が異なります。

● この機能を故意に作動させようとし
ないでください。

● アクセルペダル踏み間違い防止シス
テムは、すべての状況においてアク
セル操作ミス、過度なアクセル操作、
または不注意による衝突を防止した
り、衝突による損害を軽減したりで
きるものではありません。システム
機能に依存して運転すると、衝突な
どの事故を引き起こし、生命の危険
に至る可能性があります。ドライバ
ーはシフトポジション、アクセルペ
ダルの状態および周囲の環境を確認
し、常に慎重に運転してください。

お願い

● 運転中に急加速が必要な場合は、こ
の機能を OFF にすることをお勧め
します。

● 踏切内で立ち往生するなどの予期し
ない状況で、誤ってアクセルペダル
を踏み込んでシステムが作動した場
合は、ブレーキペダルを踏み、シス
テムが解除されてから運転を再開し
てください。

● 路肩、縁石、または路面の段差によ
りシステムが作動し、停車や段差を
越えるなどの障害物の通過ができな
い場合は、この機能を OFF にしてく
ださい。

● 車両が雪道や窪地で立ち往生し、脱
出しようとした際にアクセルペダル
踏み間違い防止機能が作動した場合
は、ギアを入れ直した後、アクセル
を急に踏まないようにするか、また

お願い

は機能を OFF にしてから脱出を行
ってください。

タイヤ空気圧モニタリング*
● タイヤ空気圧モニタリングシステム

(TPMS)*は、タイヤの空気圧をリアルタ
イムにモニタリングすることで走行中の
安全性や快適性を向上させ、空気圧不足
によるタイヤの早期摩耗やエネルギー消
費量の増加を低減する支援システムで
す。

● ステアリングホイールのボタン  を操
作してメーターメニューに入り、  お
よび  を操作して走行情報画面をに切
り替え、ホイール操作でタイヤ空気圧の
表示画面を選択します*。

タイヤ空気圧モニタリングシステムの警告
*

● システムが作動している状態で、いずれ
かのタイヤ空気圧が温度補正後の適正空
気圧の 80%以下になると、タイヤ空気圧
故障警告灯  が点灯してタイヤ空気
圧の値が黄色になります。ドライバーは
車両を止めて該当のタイヤから空気が漏
れていないかを点検し、空気圧が適正な
範囲に入るように空気を補充してくださ
い。

● いずれかのタイヤ温度が 3 分間連続で
85℃を超えた場合は、システムが高温警
告を発して対応するタイヤ温度の値が黄
色になります。ドライバーは車両を止め
て、該当のタイヤ温度が下がってから運
転を再開してください。

● システム作動中に故障が起きた場合は、
タイヤ空気圧故障警告灯が点滅してから
常時点灯し、コンビネーションメーター
に「信号異常」または「タイヤ空気圧モ
ニタリングシステムを点検してくださ
い」と表示されます。対応するタイヤ空
気圧モニタリングモジュールが正常であ
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るか、長時間強い電界範囲に囲まれてい
ないかを点検してください。警報が長時
間続くときは、BYD 正規ディーラーまた
は BYD 指定サービス工場に処置を依頼
してください。

警告

● タイヤの空気圧が正常でない場合で
も、本システムは車両の走行を阻止
することはありません。ドライバー
は電源ポジションを「ON」にした状
態でタイヤ空気圧がメーカー推奨の
適正空気圧になっていることを運転
前に点検してください。タイヤ空気
圧がメーカー推奨の適正空気圧を満
たしていないときは運転しないでく
ださい。車両の損傷や、自身または
他人に怪我をさせるおそれがありま
す。

● 運転中にタイヤ空気圧の異常が見つ
かった場合は、ただちに空気圧を点
検してください。タイヤ空気圧故障
警告灯が点灯しているときは、急ハ
ンドルや急ブレーキを避けながら速
度を落とし、安全な場所に停車して
ください。

● 空気圧不足のまま走行し続けるとタ
イヤが破損して交換が必要になりま
す。また、タイヤが大きく破損する
と死傷者が出るほどの交通事故につ
ながるおそれがあります。

注意

● モニタリングモジュールの使用時間
は、毎日の走行距離などの要素に関
係します。

● モニタリングモジュールは、タイヤ
空気圧などの情報を定期的にコンビ
ネーションメーターに送信していま
す。そのため、走行中に発生したタ
イヤ空気圧の急激な低下やバースト
などは、次にシステムが立ち上がる
までデータをコンビネーションメー
ターに送信することができないた
め、運転が制御不能になる場合があ

注意

ります。タイヤ破損と共にモニタリ
ングモジュールも破損して情報が発
信できない、またはタイヤの破損が
疑われる場合は、コンビネーション
メーターに警告が表示される前に、
車両を安全な場所に停車させてくだ
さい。

● モニタリングモジュールの取り付け
を誤るとタイヤの気密性に影響を与
えるため、モニタリングモジュール
の取り付けや交換は、BYD 正規ディ
ーラーまたは BYD 指定サービス工
場に依頼してください。

● タイヤ空気圧は外気温度により変化
するため、コンビネーションメータ
ーに表示されている空気圧および適
正空気圧に合わせて、空気圧を調整
してください。

● BYD 純正部品以外の電気部品を後
付けしている場合は、システムが干
渉を受けるおそれがありますが、シ
ステムの故障ではありません。

車両接近通報装置（AVAS）
● 車両接近通報装置 (AVAS)は、低速走行時
に歩行者に車両の接近を知らせるもので
す。

前進時

● 速度が 0km/h<V≦30km/h の場合、車両
から一定間隔で警告音を出し続けます。

● 速度が V>30km/h の場合、警告音は自動
で止まります。
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後退時

● 車両から一定間隔で警告音を出し続けま
す。

警告

● 低速走行中に車両接近通報装置の通
報音が聞こえない場合は、車両を安
全で静かな場所に駐車し、ウィンド
ウガラスを開けてから「D」レンジ
にし、20km/h の一定速度で走行し
て音が聞こえるかを確認してくださ
い。音が聞こえないときは、BYD 正
規ディーラーまたは BYD 指定サー
ビス工場に連絡してください。

BYD アラウンドビューシス
テム*

● BYD アラウンドビューシステム*は 360
度ビューシステムとも呼ばれ、車両の前
後左右に設置された 4 つの広角カメラの
画像をシームレスに合成したリアルタイ
ム画像情報（バードビュー画像）により、
車両周辺の死角を把握し、ドライバーが
車両の地面の死角をよりよく知るのに役
立ちます。

● アラウンドビューは以下の方法で開きま
す。

● マルチメディアのホーム画面で「車両
カメラ」をタッチする。

● ステアリングホイールの BYD アラウン
ドビューシステムボタンを押す  。

●「R」レンジに入れる。

● BYD アラウンドビューシステム画面で
は、右側がサイドバー、中央が俯瞰合成
画像、左側がシングルビュー/デュアルビ
ューになっています。サイドバーのボタ
ンは以下の通りです。

①BYD アラウンドビュー設定ボタン

② 後方レーダーボタン*
③デュアルビューボタン

④透明ボディーボタン

● 後方レーダーのアイコンをタッチする
と、レーダー表示が ON になり、再度タ
ッチすると OFF になります。レーダー
表示を ON にし、画像設定の「レーダー
連動カメラ」設定項目のスイッチが ON
の状態で車両が障害物に近づくと、カメ
ラ映像に障害物警告が表示されます。

● デュアルビューボタンをタッチすると、
シングルビューとデュアルビューの間で
切り替えが可能です。

● マルチメディアのフロント側、リア側、
レフト側、ライト側を表示するアイコン
をタッチすると、左側の画面にフロント
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ビュー、リアビュー、ライトビュー、レ
フトビューのシングルビューが表示され
ます。

● フロントビュー、リアビューで映像領域
をダブルタップすると、180°視角の全画
面表示に切り替わります。

● 透明ボディーボタンをタッチすると、透
明ボディーと現物ボディーの切り替えが
できます。

● 始動直後、透明の全景画面には前回電源
ポジション「OFF」時の画像が表示され
るため、車両底部や周辺の死角領域にあ
る物体は実物と異なる場合があります。
車両が発進すると画像がリアルタイムで
更新され、ボディー長さ相当の距離以上
を走行すれば更新が完了します。

警告

● BYD アラウンドビューシステムは、
駐車や走行を補助するためのもので
あり、車両前後には死角領域が存在
しているため、システムのみに頼る
のは危険です。駐車または走行中の
事故を避けるために、必ず室内外の
バックミラーおよび直接目視で周辺
状況を確認してください。

● システムは広角魚眼レンズを搭載し
ているため、表示画面に映っている
ものには若干の歪みが発生すること
があります。

● BYD アラウンドビューシステムの
画面に映されている距離は、目視で
確認した距離とは異なることがあり
ます。特に、障害物が車両に近くあ
るときは、室内ミラー、ドアミラー、

警告

および直接目視により、車両と障害
物の距離を判断してください。

● ドアミラーが完全に展開されていな
い場合、およびすべてのドアが閉ま
っていない場合は、BYD アラウンド
ビューシステムを使用しないでくだ
さい。

● カメラは、フロントバンパー、左右
ドアミラーの下側およびリアライセ
ンスプレートの上側に搭載されてい
ます。カメラの視界が異物などで遮
られないようにしてください。

● カメラの故障や破損につながるおそ
れがあるため、カメラを叩かないで
ください。

● 低速走行中、透明全景機能は速度の
変化やブレーキ操作の繰り返しによ
る影響を受けるため、車両底部の画
像位置が車外の画像と一致しないこ
とがあります。

お願い

● 始動直後のマルチメディアシステム
が完全に立ち上がっていない状態で
は、BYD アラウンドビューシステム
のスイッチ操作やシフトレバーを
「R」レンジに入れても、BYD アラウ
ンドビューシステム表示画面への出
力が遅れたり画面がちらつくことが
あります。これは、カメラ起動時の
電源投入プロセスで正常な現象で
す。

バックモニターシステム*
● バックモニターシステム*は、車両後方の
物体の画像をリアルタイムに表示してド
ライバーを支援します。これは駐車支援
システムに該当します。
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警告

● バックモニターのみに頼って駐車し
ないでください。画面上で感じる物
体との距離と実際の距離には誤差が
あります。バックモニターシステム
のみに頼って駐車すると、他の車両、
歩行者、または障害物に衝突する可
能性があります。駐車時には必ず室
内ミラー、ドアミラーを併用し、直
接目視で周囲の状況を確認してくだ
さい。

● トランクが完全に閉まっていない場
合は、システムを使用しないでくだ
さい。

● バックモニターに表示される映像が
ぼやける、または暗くなることがあ
ります。外気温が低い場合は、動い
ている映像が歪んだり、鮮明に見え
なくなったりすることがあります。

● カメラが強い点光源を捉えた場合、
画面上に光の斑点が表示され、周囲
の景色に干渉して映像がはっきり見
えなくなることがあります。

● ターンシグナルまたはハザードラン
プを点灯している場合、または周囲
に点滅する光がある場合は、バック
モニターシステムを OFF にしてく
ださい。点滅する光は画面にちらつ
きを引き起こし、周囲の状況把握や
駐車に支障を与えるため、事故を引
き起こすおそれがあります。

注意

● 以下の状況では、システムが正常に
機能していても表示される映像が確
認しにくい場合があります。

● 暗闇（夜間など）。

● レンズ付近の温度が極端に高い、
または低いとき。

● レンズに水滴が付着している場合
や、湿度が非常に高いとき。

注意

● レンズに異物（雪や泥など）が付
着しているとき。

● レンズに傷や汚れがあるとき。

● レンズに強い光が直接当たってい
るとき。

● 追突されたり障害物に接触したりす
ると、カメラの位置と取り付け角度
が変わります。BYD 正規ディーラ
ーまたは BYD 指定サービス工場に
連絡し、カメラの位置と取り付け角
度を点検してください。

● カメラには防塵防水構造があるた
め、勝手に取り外し、分解または改
造を行わないでください。そうしな
いと、操作できなくなるおそれがあ
ります。

● 温度変化が急激な場合は、システム
が正常に作動しないおそれがありま
す。

お願い

● カメラに水跡、雪、泥などが付着し
た場合は、水で洗い流し、柔らかい
布で拭き取ってください。油汚れや
ゴムなどの拭き取りにくい汚れは、
中性洗剤と水で洗い、柔らかい乾い
た布で拭いてください。

● 有機溶剤、カーウォックス、ウィン
ドウクリーナー、またはガラスフィ
ルムをカメラに付着させないでくだ
さい。万が一付着した場合は、すぐ
に取り除いてください。

バック時の操作

● 車両を駐車させる必要がある場合は、バ
ックカメラシステムを作動させることが
できます。
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● 走行可能表示灯が「OK」の状態で、シフ
トレバーを「R」位置に入れると、バック
カメラ機能が作動します。

バックカメラ映像*
● 表示されるエリアは、車両の進行方向や
道路状況の違いにより異なります。

● 本システムは駐車の支援を目的としたも
のであり、過度に依存せず、バック時に
は十分なスペースがあることを確認して
から操作してください。

駐車支援システム

● 駐車支援システムには、バックソナー
（Parking Distance Control, PDC）機能が
含まれています。

● 車両が後退、駐車、狭い道路での走行中
に障害物に遭遇した場合、バックソナー
は超音波を利用して車両と障害物との距
離を監視し、マルチメディアで視覚的に
表示すると同時に、警告音を発して車両
と障害物との距離情報をドライバーに知
らせます。

機能設定

● ドライバーはマルチメディア  →ADAS
→駐車補助の設定画面から、後方レーダー
機能の ON/OFF を設定することができま
す。

● BYD アラウンドビュー画面のスイッチか
ら、  後方レーダー機能の ON/OFF を
設定することもできます。

● 車両に後方レーダーボタン*が装備され
ている場合、このボタンを押すことで後
方レーダー機能の ON/OFF を設定するこ
とができます。

● 後方レーダー機能が ON の場合、ボタン
のインジケーターランプが点灯します。

お願い

● 後方レーダー機能を OFF にした後、
車両を再起動し、シフトポジション
が「R」以外から「R」に切り替わる
と、後方レーダー設定は ON 状態に
戻ります。

機能 ON
● 車両の電源が入っている状態で、「P」か
ら「R」レンジに入れ、さらに「R」から
「D」レンジに入れると、前後のレーダー
が作動します。

● 車両を「P」から「D」レンジに入れる
と、車両前方のレーダーが作動し、後方
のレーダーは待機状態になります。

● 車両が「P」レンジの場合、駐車支援シス
テムは待機状態になります。

● 車両が「N」レンジの場合、駐車支援シ
ステムは前のシフトポジション状態を維
持します。

● 駐車支援システムの作動速度範囲は 0～
10km/h です。

注意

● 駐車支援システムが警報を作動さ
せ、車両が一定時間静止した後、後
方レーダーはユーザーへの妨げを減
らすため消音状態に入ります。車両
が再び動き出したり障害物が近づい
たりすると、警告音が再び鳴ります。
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注意

● 駐車支援システムが作動し、車両が
システムの作動速度範囲内で一定距
離走行すると、後方レーダーの検知
距離範囲が変化しますので、慎重な
運転を心がけてください。

視覚表示と音声警報

● システムが作動して障害物を検知する
と、マルチメディアに線と距離数値で障
害物の方位と距離情報を表示し、警告音
で警告します。

● 車両の真正面と真後ろの最大検知距離範
囲は 120cm、前後コーナーの最大検知距
離範囲は 60cm です。

後方レーダー作動例(R レンジ)
警告範囲 視覚表示例 警告音

やや遠いが衝突の危険がある

約 71~120cm ゆっくり鳴る

やや近い

約 31~70cm 速く鳴る

非常に近い

約 0~30cm 鳴り続ける

注意

● ギアポジションにより警報距離が異
なりますので、慎重に運転してくだ
さい。

● 駐車支援システムに異常が発生した
場合、メーターディスプレイに「バ
ックソナーシステム故障」などの対
応するメッセージが表示されます。

● 車両が洗車モード*の時は、駐車支援
システムは作動しません。

● 周囲に障害物がないにもかかわらず
警告が続く場合は、BYD 正規販売店
で点検・修理を受けることをお勧め
します。

システムの限界

● 駐車支援システムは、以下の条件(ただ
し、これらに限定されない)において正常
に作動せず、機能の不作動、警告の遅れ

または誤警告が発生する可能性がありま
す。

● レーダー表面の汚れ、取付位置のずれ
または位置ずれが発生した場合。

● レーダーが雨雪、極端な高温または低
温などの極端な気象条件の影響を受け
た場合。

● レーダーが異物（木の葉、泥など）、
水、氷雪、車体カバー、曲がったり変
形したナンバープレート、ナンバープ
レートフレームなどで遮られたり、そ
の他の物体が近距離で遮っている場
合。

● 車両が過積載または不均一な積載によ
り、車高が著しく変化したり、車体が
著しく傾斜している場合。

● 以下のような場面（ただしこれに限定さ
れない）では、駐車支援システムは障害
物の材質、形状などの様々な要因の影響
により、機能の失効、警報の遅れ、また
は誤警報が発生する可能性があります。
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● 細い、尖った、低い、または宙に浮い
た障害物、例えばケーブル、チェーン、
柱の角、低い石垣、花壇、宙に浮いた
消火器ボックスなど。

● 障害物の表面材質が吸波特性を持つ場
合、例えば積雪、綿素材など。

● システムは、反射率が異なる道路の境
界で誤警報を発する可能性がありま
す。例えば、スロープの接続部、路面
の継ぎ目、減速帯、マンホールの蓋な
ど。

● センサーの検知できない死角にある障
害物、または車両に近すぎる障害物。

● 横切る動的障害物、例えば成人、子供、
二輪車など。

● 車両周辺の外部からの超音波、大きな
騒音、無線機器などによる干渉。

● 車両に外部保護装置またはけん引装置
を取り付けたとき。

● 車速が速すぎるとき。

警告

● センサーの周辺に自転車ラック、外
部保護装置などのアクセサリーを取
り付けないでください。システムの
正常な作動に影響を与えます。

● レーダー領域にフィルムを貼る、純
正以外の塗料で再塗装する、車体保
護フィルムを貼る、またはコーティ
ングを施すなどの操作を行わないで
ください。システムの正常な作動に
影響を与えます。

● センサーの検知には死角が存在する
ため、駐車支援システムはすべての
状況において障害物を検知できるわ
けではありません。

● いかなる場合においても、駐車支援
システムを目視確認の代わりに使用
することはできません。ユーザーは
常に周囲の環境に注意を払い、この
機能に過度に依存せず、必要に応じ
て直ちに停車してください。そうし

警告

ないと、重大な財産の損害、人身傷
害または死亡を引き起こす可能性が
あります。

安全運転支援システム

安全運転支援システムは、走行中の安全性
を向上するためにさまざまな走行条件に合
わせて自動で作動します。ただし、これら
のシステムは補助的なものであり、車両を
運転するときはシステムに過度に頼るべき
ではないことに注意してください。

インテリジェントパワーブレーキシステム

● インテリジェントパワーブレーキシステ
ムは、分離型電気油圧式ブレーキシステ
ムで、マスターバック、電子真空ポンプ
およびアンチロックブレーキシステム
(ABS)、横滑り防止装置 (ESC)などの機能
を集積しています。

● インテリジェントパワーブレーキシステ
ムは、ドライバーの制動操作上の必要性
に応じて「オンデマンド」で車両の制動
を支援し、車両の安定性や快適性を向上
させ、制動エネルギーの回収効率を向上
します。

ビークルダイナミクスコントロール (VDC)
● 走行中に突然方向を切り替えた場合、

VDC システムはステアリング角度や速度
などの情報からドライバーの意図を判断
し、車両の実際の状況と比較します。ド
ライバーの目的の車線から車両が外れる
と、VDC がサイドスリップの制御を支援
し、車両の方向安定性を保つために関係
車輪へ制動力を加えて修正を行います。

トラクションコントロールシステム (TCS)
● TCS は、モーター出力を低減することで
加速走行時の駆動輪のスリップ防止し、
必要に応じて制動力を加えて駆動輪の空
転を防止します。走行条件が悪いとき
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は、TCS の作動により車両の発進、加速、
上り坂の走行が容易になります。

警告

● 下記の場合は、TCS の機能が効果的
に発揮できないことがあります。

● 滑りやすい路面を走行するときは
TCS が正常に作動しますが、方向
が制御できなかったり必要な駆動
力が出ないことがあります。

● 安定性や動力が維持できなくなる
状況では、車両を運転しないでく
ださい。

ヒルスタートホールドコントロール (HHC)
● ブレーキペダルを離した後、HHC は、約

1 秒間ブレーキ油圧を保持して車両の後
退を防止します。

ハイドロリックブレーキアシスト (HBA)
● ドライバーが素早くブレーキペダルを踏
んだ場合、システムが緊急ブレーキと認
識してブレーキ油圧を能動的に高めるこ
とで、ABS をより早く介入させて制動距
離を効果的に短くすることができます。

減速度制御 (CDP)
● 「P」ボタンを押し続ける、または EPB ス
イッチ（装備されている場合）を引き続
けると CDP 機能が作動し、車両が一定の
減速度で停車するまでブレーキを掛けま
す。ドライバーが「P」ボタンまたは EPB
スイッチ（装備されている場合）を離す
と、CDP が機能を停止します。

コンフォートブレーキ (CST)
● コンフォートブレーキ機能：緊急時以外
の減速・停止時に、インテリジェントパ
ワーブレーキシステムが 4 つのブレーキ
の油圧を制御することにより、停車時の
サスペンションの揺れや衝撃を軽減さ
せ、ドライバーにスムーズなコンフォー
トブレーキを提供します。

● ドライバーはマルチメディア  →ドラ
イブ→運転管理→快適駐車（コンフォート
パーキング）で、この機能の ON/OFF を
設定することができます。

● コンフォートブレーキが作動すると、制
動距離が約 2～5cm 長くなることがある
ため、停車前に先行車や前方障害物との
距離を適切に空けてください。

ブレーキアシストモード

● ブレーキアシストモードは、ブレーキペ
ダルフィーリングの調整に使用します。
ブレーキペダルの深さと車両減速度の関
係曲線がモードによって異なるため、ド
ライバーはお気に入りのブレーキペダル
フィーリングを選択することができま
す。

● ドライバーはマルチメディア  →運転
→運転管理→ブレーキアシストモードで、
「快適（コンフォート）」または「スポー
ツ」を選択して、ペダルフィーリングを
調節してください。

ブレーキディスクワイピング

● ワイパースイッチを ON にする、または
雨量センサーが雨滴を検知すると、イン
テリジェントパワーブレーキシステムが
4 つのブレーキにブレーキ油圧を軽く加
え、ブレーキパッドをブレーキディスク
に当ててブレーキディスクに付いている
水分を落とすことで、ブレーキの素早い
発揮や制動距離の短縮を図ります。

● システムが雨やワイパーの ON 信号を検
知すると、安全性を向上させるために一
定間隔でブレーキディスクの拭き取りを
繰り返します。

横滑り防止装置（ESC）
● 発進時にスリップや後退のおそれがある
場合、またはいずれかの駆動輪が空転し
ている場合、ESC 故障警告灯  が点滅
し、ESC が作動していることを示します。
この場合は慎重に運転してください。
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警告

● 車両を起動して走行可能表示灯を
「OK」にしたとき、ESC が正常であ
れば、ESC 故障警告灯は数秒間点灯
した後に消灯します。

● ESC 故障警告灯が下記の状態にな
った場合は、ESC に故障がある可能
性があります。早めに BYD 正規デ
ィーラーまたは BYD 指定サービス
工場に連絡し、車両の点検を依頼し
てください。

● 走行可能表示灯を「OK」にしたと
き、この警告灯は点灯しません。

● 運転中に警告灯が点灯し続ける。

ESC を OFF にする

● 積雪やぬかるみでスタックした場合、
ESC はパワートレインからホイールへの
出力を下げることがあります。スタック
した状態から脱出するときは、ESC を
OFF にしてください。

● マルチメディア  →運転→運転管理→
ESC OFF で、ESC を ON または OFF にで
きます。

● 車両に ESC OFF スイッチ*が装備されて
いる場合は、ESC OFF スイッチを押すこ
とでも ESC を ON または OFF にするこ
とができます。

● ESC を OFF にした場合、ESC OFF 警告灯
 が点灯します。

警告

● ESC を OFF にした場合、ブレーキ時
に ESC システム機能が作動しない
ため、急なコーナリングや突然現れ
た障害物を回避する際に車両が不安
定になるため、ドライバーは十分注
意して低速で走行してください。

● ESC は車両の安定性と駆動力を確
保してくれるため、必要がない状況
を除き OFF にはしないでください。

注意

● ESC を OFF にすると、システムは作
動状態をリアルタイムで監視しま
す。ESC 作動中の場合は、すぐに
「OFF」コマンドを実行せず、まず能
動的な制御介入を完了します。制御
介入が完了するまでは、ESC が OFF
になりません。

● ESC を再び ON にする際、システム
が急に ON することがないように、
ESC が車両走行の制御に介入して
いない場合のみ、再び ESC 機能を
ON にすることができます。

ESC OFF スイッチの誤操作*
● ESC OFF スイッチを押し続ける時間が

10 秒を超えると、システムはそれを誤操
作と判断し、ESC の内部機能はすべて正
常に動作し続けます。

ESC の再開

● ESC を OFF にした後、車両を再起動する
と、ESC は自動で ON になります。

● ESC が OFF の状態で速度がしきい値
（80km/h）を超えると、車両の姿勢が極
めて不安定になるため、ESC が自動で
ON になります。
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警告

タイヤおよびサスペンションの ESC
システムへの影響

● すべてのタイヤは、寸法、ブランド、
トレッドパターン、輪荷重を同一に
してください。推奨空気圧になるま
でタイヤに空気を入れてください。

● 異なる種類のタイヤを装着すると、
ABS と ESC が正常に作動できなく
なります。

● タイヤチェーンを装着すると、ESC、
TCS が正常に作動しない場合があ
ります。

● タイヤやホイールの交換について
は、BYD 正規ディーラーまたは BYD
指定サービス工場にお問い合わせく
ださい。

● 不具合があるタイヤの使用やサスペ
ンションの改造は、安全運転支援シ
ステムに影響を与え、システムの故
障を引き起こすおそれがあります。

アンチロックブレーキシステム（ABS）
● アンチロックブレーキシステム（ABS）
は、急ブレーキや滑りやすい路面でのブ
レーキ操作時に、車輪のロックを防止し
てステアリング制御の維持に役立ちま
す。

● ABS 油圧システムには 2 つの独立した回
路があり、それぞれの回路は対角線上に
あります（右側フロントブレーキと左側
リアブレーキとの接続など）。一方の回
路が故障しても、もう一方の回路でホイ
ールに制動力を加えることができます。

● ABS が作動すると、メーターの ESC 表示
灯  が点滅し、ブレーキペダルが振動
して、その作動音が聞こえることがあり
ます。これは、ABS のポンピングブレー
キによるもので異常ではありません。こ
のとき、ブレーキペダルは踏み続けてく
ださい。断続的に繰り返し踏むと、ABS
が正常に作動しなくなる可能性がありま
す。

● 危険を回避するためにハンドルを操作す
る場合は、ABS が作動するようにブレー
キペダルを強く踏み続けてください。

警告

● ABS は、制動時にドライバーのステ
アリング制御を補助するものである
ため、車両を停止させるのに必要な
時間および距離を短縮させることは
できません。ドライバーは常に他の
車両との安全な車間距離を保ってく
ださい。

● ABS は、安定性の低下を防ぐことは
できないため、急ブレーキ時は適切
なハンドル操作を行ってください。
また、急カーブや狭いカーブでは、
対向車線に飛び出したり道路からは
み出たりするおそれがあります。

● ABS は、急旋回や急な車線変更など
のハンドル操作によるスリップを防
ぐことはできません。路面状況およ
び天候を問わず、常に安全な速度で
慎重に運転してください。

● 滑りやすい路面や軟弱な路面、デコ
ボコ路（冠水しているコンクリート
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警告

路面、冠水しているエポキシ樹脂系
塗り路面、砂利道や積雪路面など）
を走行する場合、ABS 搭載車は、非
搭載車と比べると制動距離が長くな
る場合があります。この場合は、速
度を落として他の車両との車間距離
を十分に確保してください。

● 車両が低速走行時は、車両の正常な
停車を確保するため、ABS 機能は作
動しません。

● 以下の場合は、ABS を効果的に発揮
できません。

● グリップ力が弱いタイヤを使って
いるとき（雪が積もっている路面
で過度な摩耗があるタイヤを使う
など）。

● 滑りやすい路面を高速走行すると
き、または車両がスリップしたと
き。

● ABS は、制動距離の短縮を目的とし
て設計されたものではありません。
次のような場合は、必ず先行車との
車間距離を確保してください。

● 滑りやすい路面、ぬかるみ、砂利
道や積雪路面を走行するとき。

● へこみが多い道路、または平坦で
ない道路を走行するとき。

● デコボコ路を走行するとき。

● パーキングシステム故障警告灯
 と ABS 故障警告灯  が同

時に点灯した場合は、ブレーキをか
けてもアンチロックブレーキシステ
ムが機能せず、車両姿勢も極めて不
安定な状態になるため、直ちに安全
な場所に車両を停止し、BYD 正規デ
ィーラーまたは BYD 指定サービス
工場への連絡をお勧めします。
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マルチメディアシス
テム

マルチメディアコントロー
ルパネル PAD

● 車両の走行可能表示灯を「OK」にする
と、初期画面を数秒表示してからシステ
ムが作動します。マルチメディア関連の
機能を使用するときは、インターネット
に接続してから使用してください。

① マルチメディアタッチスクリーン

② ホイールボタン

● マルチメディアが作動している状態でホ
イールボタン②を 1 回押すと、オーディ
オが OFF になります。再度押すと、オー
ディオが ON になります。3 秒以上長押
しすると、マルチメディアが再起動しま
す。

● マルチメディアが作動している状態で上
方向（フロント方向）にホイールボタン
を回すと、音量が上がります。下方向（リ
ア方向）にホイールを回すと、音量が下
がります。音量は 0～39 で変化し、音量
が 0 のときは、ステータスバーにミュー
トマークが表示されます。

時刻と日付

● 本車両は自動的にインターネットに接続
し、時刻と日付を同期することができま
す。

● 車両の時刻と日付を手動で設定する場合
は、マルチメディア  →システム→一般
で設定します。

● 自動時刻補正：車両の時刻と日付の同
期機能を ON/OFF できます。

● 時間：自動時刻補正を OFF にすると、
車両の時刻と日付を手動で設定できま
す。

● タイムゾーン：自動時刻補正を OFF に
すると、現在のタイムゾーンを手動で
設定できます。

● 時刻表示：車両の時刻表示形式を設定
します。12 時間または 24 時間を選択
できます。

工場出荷時の設定に戻す

● ドライバーはマルチメディア  →シス
テム→バージョン→工場出荷時の設定に
リセットのリセットボタンをタッチする
ことで、工場出荷時設定に戻すことがで
きます。

● 工場出荷時設定へのリセット機能を使用
すると、マルチメディア機器内のすべて
のデータが工場出荷時の状態に戻りま
す。

● 工場出荷時の状態に戻している間は、
車両の電源を切らないでください。ま
た、エラーの発生を防ぐためマルチメ
ディア機器のアイコンに触れないでく
ださい。

● 工場出荷時の状態に戻す作業は、2～5
分かかります。しばらくお待ちくださ
い。

警告

● 車内でハイパワーインバーターを使
わないでください。マルチメディア
システムの異常につながるおそれが
あります。

● オペレーティングシステム入れ替え
や Root 化は禁止です。マルチメデ
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警告

ィアシステムや車両の異常につなが
るおそれがあります。

注意

● タッチスクリーンの損傷を防ぐた
め、使用時は指でタッチスクリーン
を軽くタッチしてください。反応が
ないときは、タッチスクリーンから
指を離し、再度タッチしてください。

● グレー表示のアイコンは操作できま
せん。

● タッチスクリーンの温度が低いと、
表示された画像が暗く見えたり、シ
ステムの作動がいつもより遅いとき
があります。

● サングラスをかけてタッチスクリー
ンを見ると、暗く見えたりきれいに
見えないときがあります。タッチス
クリーンの角度を変えるか、サング
ラスを外してください。

● お手入れの際は、柔らかい布でタッ
チスクリーンを拭き、洗剤は使わな
いでください。

● タッチスクリーンの表示は参考表示
であり、具体的には現物に準じます。

ナビゲーションバー

 ：アプリセンターボタンをタッチする
と、アプリを確認して開くことができます。

 ：画面オフボタンをタッチすると、画面
はスリープ状態になります。再度画面をタ
ッチすると、メイン画面に戻ります。

 ：車両設定画面になります。

 ：メイン画面アイコンをタッチすると、
メイン画面に戻ります。

 ：前の画面に戻す、またはプログラムを
終了します。

ジェスチャーおよび応答

ジェスチャー操作および応答は次の通りで
す。

● タッチ：アプリケーションを立ち上げる、
機能を選択する、スクリーン上のキーを
押す、スクリーンのキーで文字を入力す
る場合は、スクリーンをタッチしてくだ
さい。

● ドラッグ：アイコン、サムネイル、また
はプレビューを移動する場合は、押しな
がら目的の位置にドラッグして離してく
ださい。

● スワイプ：メイン画面、またはアプリケ
ーションの画面でこの操作を行うことが
できます。

● ピンチイン/ピンチアウト：指 2 本で画面
をタッチして間隔を広げると、画像の一
部分を拡大表示できます。間隔を縮める
と縮小表示できます。

● 3 本の指でタッチして左/右にスワイプ：
エアコンの風量を調整します。

● 3 本の指でタッチして上/下にスワイプ：
エアコンの温度を調整します。

● 画面の上から下にスワイプ：ショートカ
ットメニューを開きます。

● 画面の左側/右側を内側にスライド：戻る
を実行します。

シーンモード

洗車モード*
● 車両が洗車モード*に入ると、窓が自動で
閉まってミラーが自動で格納します。

使い方

● 洗車前に、マルチメディアのクイックア
クセスバーを下にスライドして、シーン
モードから洗車モードを選びます。

● 洗車モードに入ると、ウィンドウ、電動
スライドドア*などのシステムが自動的
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に閉じられ、同時にマルチメディア PAD
に関連システムの状態が表示されます。

● 車両がコンベア上で洗車される場合は、
ドライバーは「自動洗車」をタッチし、
操作指示に従って自動洗車モードに入る
ことができます。自動洗車モードに入る
と、自動でドアミラーが格納して「N」
レンジに入ります。

● 洗車が終了したら、ドライバーはシフト
を操作するだけで洗車モードを終了でき
ます。

注意

● 洗車モードに入る前に、車速が
15km/h 以下であることを確認して
ください。車速が 15km/h を超え
ると、洗車モードは自動で終了しま
す。

● 自動洗車タッチした後、ブレーキを
踏んで「D」レンジに入れると、自
動洗車モードに入ります。

● 洗車の安全を確保するため、コンベ
ア上での自動洗車時には車両から離
れないでください。

スマートフォンと車載シス
テムの連携*
スマートフォンと車載システムの連携*と
は、スマートフォンを車載システムに接続
し、特定のアプリケーションを介して一部
のスマートフォン機能を車載システム上で
使用することを言います。

警告

● 慎重に運転してください。思わぬ事
故を起こすおそれがあるため、運転
中は注意散漫にならないようにして
ください。

お願い

● シフトポジションを「P」に切り替
え、マルチメディアシステムを ON
にします。スマートフォンと車載シ
ステムの連携用アプリの設定が完了
した後に車両を運転してください。

● 初期設定時は、スマートフォンまた
はマルチメディアタッチスクリーン
で認証操作が必要となる場合があり
ます。スマートフォンのセキュリテ
ィ情報を確認し、プライバシーポリ
シーに同意して必要な認証を完了し
てください。

● 有線接続時は、スマートフォンのデ
ータケーブルを車載システムの
USB データ転送ポートに接続して
ください。

● 無線接続時は、まず Bluetooth のペ
アリング接続を完了してください。
スムーズにペアリングするため、接
続中はスマートフォンの
Bluetooth、Wi-Fi、位置情報サービ
スを ON にしてください。

● スマートフォンと車載システムの連
携機能の安定性を確保するために、
車両のホットスポット名を変更して
名前の重複による干渉を避けること
ができます。

● スマートフォンがモバイルデータ通
信範囲内にあり、利用可能なデータ
通信量があることを確認してくださ
い。

● スマートフォンと車載システムの連
携サービスが利用できるかどうか
は、国や使用言語によって異なりま
す。一部のサービスを利用するに
は、サブスクリプションが必要な場
合があります。

● ネットワーク干渉により無線接続が
不安定になる可能性があります。

Apple CarPlay
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有線接続*
● 有線接続を有効にする：対応するデータ
ケーブルでスマートフォンを車両の
USB データ転送ポートに接続すると、
Apple CarPlay に接続できます。スクリ
ーンミラーリングが成功すると、デバイ
スリストに現在のスマートフォンの情報
が 1 件追加されます。

● 有線接続を切り離す：USB データケーブ
ルを抜くと、Apple CarPlay ソフトウェ
アが終了します。

無線接続*
● 無線接続を有効にする：以下の手順に従
って操作します。

1. マルチメディアのアプリケーション画
面で Apple CarPlay アイコン  をタ
ッチし、画面表示に従ってスマートフ
ォンと車両の Bluetooth ペアリングを
行います。

2. Bluetooth 接続が成功したら、画面表
示に従って Apple CarPlay の接続を完
了します。

● 無線接続を切り離す：以下のいずれかの
方法を選択してください。

● 車載システム側でホットスポットを
OFF にします。

● 車載システム側の接続済みデバイスリ
ストからスクリーンミラーリングデバ
イスを削除または切断します。

● 車載システム側の Bluetooth リストか
らスクリーンミラーリングデバイスを
削除します。

● 現在スクリーンミラーリング中のデバ
イスの Bluetooth に接続します。

お願い

● 現在の CarPlay が切断された後は、
他の CarPlay デバイスに自動的に
接続されることはありません。

再接続する

● USB を再接続し、有線 Apple CarPlay を
再起動します。

● Apple CarPlay アイコンをクリックし、
無線 Apple CarPlay を再起動します。

Apple CarPlay と車両マルチメディアシス
テムの切り替え

● Apple CarPlay 画面を終了する：Apple
CarPlay 画面の BYD アイコン  を
タッチします。

● Apple CarPlay 画面に入る：マルチメデ
ィアのアプリケーション画面から Apple
CarPlay アイコン  をタッチします。

複数デバイスの切り替え

● クイックアクセスバーの接続済みデバイ
スアイコンから、接続済みデバイスリス
トに入ります。

● デバイスリストは無線デバイスの切り替
えのみをサポートしています。新しい無
線デバイスを選択するとデバイス切り替
えの通知が表示されます。有線接続デバ
イスに切り替えるには USB ケーブルを
再接続する必要があります。

● スマートフォンがワイヤレススクリーン
ミラーリングを実行中に、他のスマート
フォンの USB を挿入すると、デバイス切
り替えの通知が表示されます。

よくある質問

● スマートフォン状態の確認

● スマートフォンのモデルや iOS バージ
ョンが低いと、Apple CarPlay の動作が
遅くなることがあります。

● スマートフォンの通信状況が良好であ
ることを確認してください。スマート
フォンの通信状況が悪いと、アプリの
動作が遅くなることがあります。

● 車載システムとの接続の確認

● 有線接続を使用する場合は、データポ
ートに接続されていることを確認し、
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できるだけ MFi 認証のケーブルまたは
Apple 純正のケーブルを使用してくだ
さい。

● 無線接続を使用する場合は、以下の設
定が正しいことを確認してください。

● Bluetooth と Wi-Fi が ON になっ
ている。

● 初めて Apple CarPlay に接続する
際は、「無線 CarPlay オン」を選択
されていることを確認してくださ
い。確認できない場合は、スマート
フォン側の設定→一般→CarPlay で
ご自身の車両をタッチし、「この車
両を無視する」をタッチしてくださ
い。同時に、車両のデバイスリスト
から現在のスマートフォンデバイ
スを削除してください。その後、
Apple CarPlay を再設定してくだ
さい。

● 現在接続している車載システムの
Bluetooth/ホットスポット名が他と重
複していないことを確認してくださ
い。

● スマートフォンの Siri がオンになって
いることを確認してください。

● スマートフォンの Apple CarPlay に制
限がかかっていないことを確認してく
ださい。

Apple CarPlay が iPhone を検出しな
い場合は、スマートフォンの「設定→ス
クリーンタイム→コンテンツとプライ
バシーの制限」に移動してください。
「コンテンツとプライバシーの制限」が
オンになっている場合は、「許可された
アプリ」をタッチし、Apple CarPlay が
有効になっていることを確認してくだ
さい。

● 有線接続中にデータケーブルを抜いて
無線接続を試みても接続できない場合
は、スマートフォンの CarPlay 設定か
らデバイス情報をクリアするか、スマ
ートフォンを再起動して復旧させてく
ださい。

● Apple 公式ウェブサイトで Apple
CarPlay の使用可能地域を調べてくださ
い。

Android Auto
有線接続

● 有線接続を有効にする：対応するデータ
ケーブルを使用して、Android Auto 機能
に対応したスマートフォンを車両の
USB データ転送ポートに接続し、画面の
指示に従って Android Auto の設定を行
います。

● 有線接続を切り離す：Apple USB データ
ケーブルを抜くと、Android Auto ソフト
ウェアが終了します。

無線接続

● 無線接続を有効にする：以下の手順に従
って操作します。

1. マルチメディアのアプリケーション画
面で Android Auto アイコン  をタ
ッチし、画面表示に従ってスマートフ
ォンと車両の Bluetooth ペアリングを
行います。

2. Bluetooth 接続が成功したら、画面表
示に従って Android Auto の接続を完
了します。

● 無線接続を切り離す：以下のいずれかの
方法を選択してください。

● 車載システム側でホットスポットを
OFF にします。

● 車載システム側の接続済みデバイスリ
ストからスクリーンミラーリングデバ
イスを削除または切断します。

● 車載システム側の Bluetooth リストか
らスクリーンミラーリングデバイスを
削除します。

再接続する

● USB を再接続し、有線 Android Auto を
再起動します。
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● Bluetooth を再接続するか、Android
Auto アイコンをタッチして、無線
Android Auto を再起動します。

Android Auto と車両マルチメディアシス
テムの切り替え

● Android Auto 画面を終了する：Android
Auto 画面のアイコン  をタッチしま
す。

● Android Auto 画面に入る：マルチメディ
アのアプリケーション画面から Android
Auto アイコン  をタッチします。

複数デバイスの切り替え

● デバイスリストは無線デバイスの切り替
えのみをサポートしています。新しい無
線デバイスを選択するとデバイス切り替
えの通知が表示されます。有線接続デバ
イスに切り替えるには USB ケーブルを
再接続する必要があります。

● スマートフォンがワイヤレススクリーン
ミラーリングを実行中に、他のスマート
フォンの USB を挿入すると、デバイス切
り替えの通知が表示されます。

よくある質問

● スマートフォン状態の確認

● お使いのスマートフォンが Google サ
ービスをサポートしていることを確認
してください。

● 最新バージョンの Android Auto アプ
リがインストールまたは更新されてい
るか確認してください。

● 車内で Android Auto を使用できる
のは、この機能に対応した Android
スマートフォンだけです。Google
の公式サイトにアクセスして対応
機種と対応地域を確認してくださ
い。

● スマートフォンとマルチメディアタッ
チスクリーンの接続が正常であるかを
確認します。

● 有線接続：高品質のデータケーブル
でスマートフォンを車両の USB デ
ータ転送ポートに接続します。

● 無線接続：スマートフォンの
Bluetooth と Wi-Fi がオンになっ
ていることを確認してください。
車両の Bluetooth とホットスポッ
トもオンになっていることを確認
してください。

● Android Auto に再接続できない場合

使用中に再接続できない場合は、以下の
操作を試して復旧してください。

● 有線接続が再接続できない場合は、ス
マートフォンの純正データケーブルを
交換します。

● 無線接続が再接続できない場合は、ス
マートフォンの接続を削除して再接続
し、スマートフォン内の接続済みデバ
イス情報を削除してください。スマー
トフォンの「設定」で Android Auto 設
定を検索または開き、「以前に接続した
車両」を選択します。右上のオプショ
ンボタンをタッチした後、「すべての車
両を削除」をタッチしてください。

商標の所有権に関する法的声明

● Apple CarPlay は Apple Inc.の商標です。

● Android と Android Auto は Google LLC
の商標です。

OTA アップデート

● 本車両はソフトウェアアップデート機能
を備えており、車両のソフトウェアアッ
プデートが必要な場合は、ソフトウェア
アップデートを促すメッセージが表示さ
れます。

● マルチメディア  →システム→バージ
ョン→バージョンアップデートで車両シ
ステムをアップグレードします。
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注意

● OTA アップデートは、車両を安全な
場所に駐車してから「P」レンジに
し、モバイル通信ネットワークが正
常な接続状態にある場合にのみ実行
できます。

● OTA アップデート中は車両を充放
電できません。そのため、アップデ
ートを実行する前に車両が完全に充
電されていることを確認してくださ
い。

● OTA のアップデート前およびアッ
プデート中は、車載診断ポートにサ
ードパーティ製デバイスを取り付け
ないでください。

● OTA アップデート中は、車両を走行
させることはできません。車両の施
錠/解錠、室内灯スイッチ、緊急警告
灯、パワーウィンドウスイッチ機能
以外のすべての車両機能が一時的に
無効になります。

● OTA アップデートが失敗し、メータ
ー上の故障警告灯（パーキングブレ
ーキ故障警告灯、ABS 故障警告灯、
パワートレイン故障警告灯など）が
異常点灯した場合は、車両を運転せ
ず、速やかに BYD 正規ディーラーま
たは BYD 指定サービス工場に連絡
して車両状態を点検してください。

お願い

● アップデート操作の手順は、車載シ
ステムの実際の手順と若干異なる場
合があるので、実際の手順に従って
操作してください。

● OTA アップデート完了後、車両の一
部の機能が変更されることがありま
す。新しいバージョン番号をタッチ
することでアップデート内容を確認
し、更新された機能を再度チェック
することができます。

Bluetooth
Bluetooth 接続

1. Bluetooth 電話画面で Bluetooth 接続ア
イコンをタッチすると、接続画面に遷移
します｡

2.「デバイスを検索」をタッチして、利用可
能なデバイスを検索します｡

3. 接続可能な機器を選択してペアリングし
ます。携帯電話とマルチメディアタッチ
スクリーンのペアリングコードが合って
いることを確認します。

4. 接続完了後、接続済み機器の詳細設定を
行うことができます。

Bluetooth 電話

携帯電話が Bluetooth に接続されると、
Bluetooth 電話機能が使用できるようにな
ります。

● 連絡先、最近の通話記録、不在着信記録
から番号を選択して発信することができ
ます。または、テンキーパッドで電話番
号を入力して電話を掛けることもできま
す。

● 着信、発信、通話中には、対応するボタ
ンをタッチして電話に出る、電話を切る、
または通話画面を拡大/縮小できます。

● 映像画面が表示されている状態で着信が
ある場合は、最小化ウィンドウで開きド
ライバーに伝えます。

空調システム

エアコンパネルイメージ

フロントエアコンパネル

①風量調節ボタン

②冷房ボタン

③循環ボタン
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④吹き出しモードボタン

⑤フロントデフロスターボタン

⑥電気式デフロスターボタン

⑦エアコン ON/OFF ボタン

⑧オートボタン

⑨エアコン温度調節ボタン

エアコン操作画面

フロントエアコン操作画面

1 エアコン操作画面ボタン

2 シートベンチレーション/ヒーター
画面ボタン

3 エアコン設定ボタン

4 急速冷房ボタン

5 フロントデフロスターボタン

8 冷房ボタン

9 換気ボタン

10 オートボタン

11 エアコン ON/OFF ボタン

12 温度調節ボタン
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6 電気式デフロスターボタン

7 循環ボタン

13 吹き出しモードボタン

14 風量調節ボタン

エアコン設定項目

①エアコンオートモード設定
● エコまたは快適を設定することができま
す。

②リモートエアコンスケジュール設定

● リモートでエアコンを起動した際の運転
時間を選択できます。

③駐車時の自動内気循環切り替え設定

● 駐車時の自動内気循環切り替えの
ON/OFF を設定することができます。

④Bluetooth 通話中のエアコン風量自動調
整設定

● Bluetooth 通話中のエアコン風量自動調
整の ON/OFF を設定することができま
す。

機能定義

● 前席のエアコンパネルのボタンを上下に
操作するか、マルチメディア上のエアコ
ン操作画面ボタンをタッチすると、エア
コン機能を設定できます。

エアコン ON/OFF ボタン

● エアコン ON/OFF ボタンを操作するか、
マルチメディア上の対応するボタンをタ
ッチすると、エアコンを起動または停止
できます。

オートボタン

● オートボタンを操作するか、マルチメデ
ィア上の対応するボタンをタッチする
と、吹き出し温度、風量、吹き出しモー
ドなどが自動的に調整されます。

● 風量や吹き出しモードを設定すると、オ
ートモードが OFF になります。設定し
た操作機能を除き、その他の機能はオー
トモードのままです。

冷房ボタン

● 冷房ボタンを操作するか、マルチメディ
ア上の対応するボタンをタッチすると、
冷房機能を ON または OFF にできます。

急速冷房ボタン

● マルチメディア上の急速冷房ボタンをタ
ッチすると、エアコンの急速冷房制御を
ON または OFF にできます。

● エアコンが急速冷房制御に入ると、コン
プレッサーが ON になり、温度が Lo、風
量が最大、外気導入/内気循環状態が内気
循環、吹き出しモードが上半身送風にな
ります。

フロントデフロスターボタン

● このボタンを操作するか、マルチメディ
ア上の対応するボタンをタッチすると、
フロントガラスの霜取りモードを ON ま
たは OFF にできます。

電気式デフロスターボタン

● このボタンを操作するか、またはマルチ
メディア上の対応するボタンをタッチす
ると、ドアミラーおよびリアガラスのヒ
ーター機能が作動し、視界が素早くクリ
アになります。その後操作がない場合
は、15 分間作動してから自動的に OFF に
なります。
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● 再度このボタンを操作するか、マルチメ
ディア上の対応するボタンをタッチする
と、この機能を OFF にできます。

● リアガラスおよびドアミラーデフロスタ
ー機能は、雨滴を乾燥させたり雪を溶か
したりするものではありません。

注意

● ドアミラーデフロスター機能を ON
にすると、ミラー表面が熱くなりま
すので、ミラー面に触れないでくだ
さい。

お願い

● 長時間ドアミラーデフロスター機能
を使うとガラスの早期劣化につなが
るおそれがあるため、不要なときは
早めに OFF にしてください。

循環ボタン

● 循環ボタンを操作するか、マルチメディ
ア上の対応するボタンをタッチすると、
送風モードが内気循環と外気導入の間で
切り替わります。

お願い

● 駐車時オートリサキュレーションの
設定が ON になっている場合、車両
が駐車されるとエアコンは内気循環
モードに切り替わり、空気の質を確
保し、排気ガスが車内に侵入するの
を防ぎます。

換気ボタン

● マルチメディアのエアコン操作画面の換
気ボタンをタッチすると、換気モードの
ON/OFF を切り替えることができます。

● エアコンが換気モードの場合は、自然風
を吹き出します。

温度調節ボタン

● 温度調節ボタンを上に動かすと、エアコ
ンの温度が上がります。温度調節ボタン
を下に動かすと、エアコンの温度が下が
ります。

● マルチメディアのエアコン操作画面で、
温度数値を下にスワイプすると、エアコ
ンの温度が上がります。上にスワイプす
ると、エアコンの温度が下がります。

● 温度を最小に調節すると「Lo」と表示さ
れ、温度を最高に調節すると「Hi」と表
示されます。

吹き出しモードボタン

● 上下に吹き出しモードボタンを動かす
と、エアコンの吹き出しモードが切り替
わります。

● マルチメディア画面上の対応するボタン
を押して、対応する吹き出しモードを選
択することもできます。

● 吹き出しモードは自由に組み合わせるこ
とができ、必要に応じて吹き出しモード
を 3 つまで同時に作動させることができ
ます。以下のように吹き出しモードを調
節することができます。

 ：主に上半身へ送風します。

 ：主に足元へ送風します。

 ：主にフロントガラスおよびサイドウィ
ンドウガラスに送風します。

風量調節ボタン

● 風量調節ボタンを上に動かすと、エアコ
ンの風量が強くなります。ボタンを下に
動かすと、エアコンの風量が弱くなりま
す。
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● マルチメディア画面上の対応するボタン
を操作して、エアコンの風量を調節する
こともできます。段数が高いほど、風量
は大きくなります。

ご利用要領

● 車内の温度が高い場合は、車内の温度を
素早く下げるために窓を開けて数分間運
転してください。熱気を車外へ出すこと
で、素早く車内を冷やすことができます。

● 車内の温度を素早く下げるには温度を
「Lo」に調節し、内気循環モードで一定時
間エアコンを稼働してください。

● 急いで冷やしたい場合は、急速冷房モー
ドを ON にしてください。エアコンが自
動的に最適な冷房運転状態になり、車内
環境を素早く快適にします。

● エアコンの効果が期待通りでない場合
は、エアコンのオートモードをオンにす
ることをおすすめします。このモードで
は、エアコンは自動的に適切な吹き出し
温度、モード、および風量を調整し、乗
員の快適性に関するニーズを満たしま
す。

● フロントガラス前のエアインレットグリ
ルが、落ち葉や雪などで詰まっていない
ことを確認してください。

● 冷房を作動させた後、吹き出し口から霧
が噴き出すことがありますが、これは湿
った空気が急速に冷却されたことによる
ものであり、正常な現象です。湿気の多
い天候では、冷気がフロントガラスに当
たらないようにしてください。フロント
ガラスが曇ることがあります。

● 車内の空気循環をよくするために、フロ
ントシートの下に荷物を置かないでくだ
さい。

● ウィンドウガラスの曇りを低減するた
め、寒いときは風量を強で 1 分間稼働し、
吸気経路にある雪や湿気を取り除いてく
ださい。

● 寒いときは、車内の温度を素早く上げる
ために内気循環で数分間エアコンを稼働
します。車内が温まった後、窓の曇りを
防ぐために、外気循環を選択します。

● 寒冷時にオートエアコンモードを使用す
る場合、始動直後は空気温度が低いため、
足元への風量は少なく、デフロスター吹
き出し口の風量が多くなります。車内温
度の上昇に伴い、足元への風量は徐々に
増加します。

● 暖房時、吹き出し口を足元に設定しても、
上半身の暖房ニーズに対応するため、デ
フロスター吹き出し口からも温風が出ま
す。

● ほこりが多い道路で他の車両に追従して
走行する、または風とほこりがある状況
で走行するときは、すべてのドアガラス
を閉めてエアコンを内気循環に設定し、
エアコンのファンを ON にすることをお
すすめします。

● 駐車時の自動内気循環切り替え設定が
ON になっている場合は、車内の空気の
質を確保するため、排気ガスが車内に入
らないように駐車時循環モードが内気循
環に切り替わります。

● 暖房運転時、冷房ボタンを押してボタン
が点灯すると、空気中の湿気を減らすこ
とができます。

● 車両がエコモードで走行している場合、
航続距離を延ばし、エアコンの消費電力
を削減するため、エアコンの効きが弱く
なることがあります。

● エアコンの風を長時間身体に当てないで
ください。特に子供、高齢者、皮膚が敏
感な方、病気の方などはご注意ください。
皮膚が長時間冷風や温風にさらされる
と、凍傷ややけどを引き起こす可能性が
あります。

● 換気モードでは、車外の自然な空気を車
内に導入するため、春や秋の運転に適し
ています。

● エアコンを ON/OFF する際に、わずかな
異音が発生することがありますが、これ
は正常な現象です。
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お願い

● エアコンの異臭について：

● エアコンを初めて作動させた際、
送風にカビ臭さを感じることがあ
りますが、これは異常な現象では
ありません。エアコン使用中はエ
バポレーターにエアコンの結露水
や、フィルターで除去されなかっ
た車内の乗員の汗や煙の粒子など
が付着しやすいためです。湿った
エバポレーター表面には細菌が繁
殖しやすく、長時間発酵すると異
臭が発生しやすくなります。

● 異臭の防止、軽減について：

● 停車前にエアコンを消し、外気導
入で換気することにより、比較的
乾燥した状態を保つことができま
す。

● エアフィルターを定期的に点検、
清掃、交換します。

● できるだけ車内を清潔にし、車内
の空気をきれいに保ちます。

● 前述の操作を行っても異臭が改善さ
れない場合は、BYD 正規ディーラー
または BYD 指定サービス工場で修
理してください。

● エアコンからの異臭を改善するため
に、エアコンが作動している状態で
車両の電源ポジションを「OFF」に
してから施錠すると、エアコンのブ
ロワーがしばらく作動し続けること
がありますが、異常ではありません。
これは、エバポレーター表面の結露
を乾燥させてエバポレーター表面の
カビによる異臭を防ぐためです。

吹き出し口

フロント吹き出し口

● 調節レバーを操作すると、風量や風の向
きを調節することができます。

● 調節レバーを端まで操作すると、吹き出
し口を閉じることができます。

BYD App
BYD App
BYD APP の紹介

● BYD APP は、BYD が自ら開発した車両の
インターネット関連モバイル APP で、遠
隔制御や車両状況チェックなどの機能を
手軽に実行でき、お客様を車のインター
ネットクラウド時代に導いてくれます。

● Google Play、App Store などでキーワー
ド「BYD」を検索し、BYD APP をダウン
ロード・インストールしてください。

アカウント登録

BYD APP をダウンロードしてインストール
した後、携帯電話上の指示または次の手順
に従って、登録およびアカウントへのサイ
ンインを行います。

1. APP を立ち上げて［登録］をタッチし、
「登録」画面に入ります。

2. ご購入の際にディーラーで登録したメー
ルアドレスを入力して［メールを送信］
をタッチし、キャプチャ認証文字を取得
します。その後 APP に戻りキャプチャ
認証文字を入力します。

191

05
車
内
装
置



3. サインインパスワードの設定画面に入っ
てパスワードを設定した後、［登録完了］
をタッチするとメイン画面に入ります。

注意

● 必ずディーラーで登録したメールア
ドレスを入力してください。そうし
ないと、登録が完了できません。

車両状態および車両制御システム

APP トップページに入ると、車両に関連す
る情報や該当の制御項目を調べることがで
きます。

1. トップページでは、車両の航続可能距離、
バッテリー残量、異常情報、走行状態、
充電状態、エアコン作動情報、ドアとウ
ィンドウの状態、シートの通気・加熱状
態、タイヤ空気圧の異常などを調べるこ
とができます。

2. 施錠、解錠のアイコンをタッチすると、
該当の機能を直接制御することができま
す。

3. エアコンは、トップページで ON/OFF が
でき、カードをタッチするとエアコン制
御画面に入り、温度などを設定すること
ができます。

4. シート、ドアとウィンドウ、タイヤ空気
圧は、トップページ下の各制御項目をタ
ッチして該当の画面に入り、状態を調べ
ることができます。

5. お客様の同一アカウントに複数台の車両
が登録されている場合は、車両名称をタ
ッチすると車両を切り替えることができ
ます。

注意

● APP の制御機能は主に遠隔制御シ
ーンに対応するものであり、当該機
能を利用する際は、携帯電話と車両
をインターネットに接続している状
態にしてください。

注意

● 車両を通信状況の悪い場所（例えば
地下駐車場内）に駐車し、ユーザー
がリモートキーを携帯していない場
合、APP の制御機能のみでは解錠・
施錠ができないおそれがあります。

個別センターおよび車両管理

トップページ右上のアイコンをタッチする
と、個別センター画面を表示することがで
きます。

● 車両管理にアクセスすると車名とナンバ
ーを変更できます。

● アカウントとセキュリティに入ると、パ
スワードのリセットまたは変更ができま
す。

● 設定に入ると、プッシュ通知の対象項目
の選択や自動ログインなどの機能を
ON/OFF できます。

● 当社についてに入って、プライバシーポ
リシーをご覧いただき、ご意見のフィー
ドバックをお願いします。

収納ボックス

グローブボックス

● スイッチを外側に動かすと、グローブボ
ックスを開けることができます。

● グローブボックスを押し上げると、閉め
ることができます。
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お願い

● 思わぬ事故や急ブレーキ時に怪我を
する可能性を減らすため、運転時は
グローブボックスを閉めてくださ
い。

● グローブボックスを開けるときは、
ゆっくりと操作してください。蓋が
突然全開になり、身体にぶつかって
怪我をする可能性があります。

駐車券収納ボックス

● 運転席側インストルメントパネルにあ
り、駐車券などを入れることができます。

● 駐車券収納ボックスの蓋板の凹部を外側
に引くと、開けることができます。

フロント収納ボックス

センターコンソール下部収納ボックス

● フロントセンターコンソールの下には小
物を収納できる収納ボックスがありま
す。

● 収納ボックスのカバーを外側にスライド
させると開きます。

センターコンソール収納トレイ

● フロントセンターコンソールには、スマ
ートフォンやカードなどの小物を収納で
きる収納トレイがあります。

フロントシート収納ボック
ス*

● 助手席シート下方、フロントシートアー
ムレスト下方に収納ボックス*が設けら
れています。

● 収納ボックスを使うときは、収納ボック
ス外側のハンドルを上方向に軽く持ち上
げ、さらに外側に水平にゆっくりと引き
出します。

● 収納ボックスを収納する際は、ボックス
をカーペットの上に置き、ゆっくりとシ
ート下方に押し込み、収納ボックスが下
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がって位置決め穴に固定されるまで押し
込みます。収納ボックスの前後方向を区
別してください。

● 助手席シート下方の収納ボックスは前方
または後方に引き出すことができます。

● フロントシートアームレスト下方の 2 つ
の収納ボックスは、それぞれ前方または
後方のみに引き出すことができます。

警告

● 車両を始動する前に、フロントシー
ト収納ボックスが閉じられているこ
とを確認してください。そうでない
と、走行中に予期しない事故が発生
する可能性があります。

● 車両の走行中にフロントシート収納
ボックスを操作しないでください。

注意

● 収納ボックスを収納する際は、勢い
よく押し込まないでください。勢い
よく押し込むと、収納ボックスが反

注意

対方向に飛び出すおそれがありま
す。

● 収納ボックスを収納した後、前後左
右に揺らして、収納ボックスが正し
い収納位置にあることを確認してく
ださい。

● フロントシートの収納ボックスには
小物のみを収納してください。物品
の高さは収納ボックスの高さを超え
ないようにしてください。物を高く
入れすぎると、シート調整機能の妨
げになり、走行中に収納ボックスか
ら落下するおそれがあります。

● 各収納ボックスの最大積載量は 2kg
です。

センターコンソールボック
ス*

● センターコンソールボックス*を使用す
るには、運転席側にあるボタンを押して
カバーを開けます。

警告

● シートベルトを着用する際は、ベル
トをアームレストに掛けないでくだ
さい。万が一事故が発生した場合、
シートベルトが機能せず、重大な傷
害を引き起こす可能性があります。
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警告

● アームレストおよびアームレストボ
ックスを操作する際は、アームレス
トの隙間に挟まれないようご注意く
ださい。絶対に、お子様にアームレ
ストおよびアームレストボックスを
操作させないでください。

注意

● アームレストの上に座ったり、荷物
を置いたりしないでください。

● アームレストに大きな力を加えない
でください。アームレストが破損す
る可能性があります。

お願い

● 走行中は、センターコンソールボッ
クスを閉めたままにしてください。

ドアポケット

● フロントドアには、ペットボトルや小物
などを格納するためのドアポケットが付
いています。

トランクポケット

● トランクの左右側面にポケットがありま
す。

メガネケース*
● メガネケース*は運転席ドア上部に位置
し、下に回して開けます。

シートバックポケット*
● フロントシートバックには、雑誌、新聞
などを入れるためのシートバックポケッ
ト*が設けられています。
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フロントカップホルダー

● 運転席側、助手席側のセンターコンソー
ルに、カップや灰皿またはペットボトル
などを格納するためのカップホルダーが
あります。

● フロントセンターコンソールの下に保温
カップホルダー*が設置されています。

● 保温カップホルダーの縁にあるボタンを
押すと、保温機能がオンになり、指示灯
が点灯します。

● もう一度同じボタンを押すと、保温機能
がオフになり、指示灯が消灯します。

● 保温カップホルダーに不具合がある場
合、ボタンの指示灯が点滅します。保温
カップホルダーをオフにし、BYD 正規デ
ィーラーまたは BYD 指定サービス工場
に連絡してください。

警告

● 走行中に飲み物がこぼれないよう
に、蓋が付いていないカップやしっ

警告

かりと蓋をしていないボトルは、カ
ップホルダーに入れないでくださ
い。熱い飲み物をこぼすと、保温カ
ップホルダーが損傷したり、やけど
を引き起こす可能性があります。こ
ぼれた液体はドライバーの注意をそ
らし、事故発生のリスクを高めます。

● やけどや機器の故障を防ぐため、保
温カップホルダーを使用する際は以
下の事項を守ってください。

● カップホルダーに衝撃や強い力を
加えないでください。

● カップホルダーをご自身で取り外
しまたは改造しないでください。

● カップホルダーの内側に触れない
でください。

● カップホルダー内部に液体が飛散
しないようにしてください。

● 大きすぎる、または不適切な容器
を無理に保温カップホルダーに入
れないでください。

● カップホルダー内にスマートキ
ー、金属物、ライター、可燃物や
爆発物などを置かないでくださ
い。

お願い

● 中身をこぼさないために、カップや
ペットボトルはカップホルダーに格
納してください。

● 車両の電源ポジションを「OFF」に
した場合、保温カップホルダー機能
はオフになります。

傘ホルダー

● フロントシートバックの側面には、傘ホ
ルダー*が設置されており、長柄の傘を固
定することができます。
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● フロントアームレスト下のホルダー*を
引き出し、傘の先端部分をホルダーに入
れることで、傘の水が車内に流れ込むの
を防ぐことができます。

注意

● 傘ホルダーは長柄の傘を固定する目
的でのみ使用でき、その他の物品を
固定したり吊り下げたりすることに
は使用できません。

その他の装置

サンバイザー

①サンバイザー

● 前方からの日差しを遮るには、サンバイ
ザーを下方向に操作してください。

● 側方からの日差しを遮るには、サンバイ
ザーを下げた状態でフックから外して横
へ回します。

②バニティーミラー

● バニティーミラーは運転席側および助手
席側サンバイザーに付いています。

● サンバイザーを下ろし、バニティーミラ
ーのカバーを開けるとバニティーミラー
を使用できます。バニティーライトが自
動的に点灯します。

お願い

● 正しく適切にサンバイザーを使う
と、運転時の快適性や安全性を向上
させることができます。

アシストグリップ

● アシストグリップは、乗車時に身体を安
定させるための補助として使用できま
す。

● アシストグリップを使うときは下に引
き、使わないときは手を離すと自動で戻
ります。

警告

● アシストグリップは、乗降時の補助
として使用しないでください。外れ
て怪我をするおそれがあります。

● 怪我やアシストグリップの破損を避
けるため、アシストグリップに重量
物をかけないでください。

フック

フロントセンターコンソールフック
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● フロントセンターコンソールの左下にフ
ックが設置されています。フックの下部
を押すと上部が開き、物を掛けることが
できます。

トランクフック

● トランク左側のインナーパネルに固定式
フックが設置されています。物を掛ける
ことができます。

アシストグリップフック

● 両側 B ピラーのアシストグリップにはフ
ックが付いており、衣類、手提げ袋/バッ
グ、リュックサックなどを掛けることが
できます。

注意

● 人身事故やフックの破損を避けるた
め、耐荷重（3kg）以上の物を掛け
ないでください。

● 液体などのこぼれやすいものを掛け
ないでください。

USB ポート

センターコンソール USB ポート

● センターコンソールの下部には USB ポ
ートが 2 つ設置されており、充電専用で
す。

①Type-A ポート。

②Type-C ポート。

● 使用時は、事前に車両の走行可能表示灯
を「OK」にしてください。

警告

● USB ポートに液体や金属製の異物
などを落とさないでください。故障
の原因となる可能性があります。

● 車両から離れるときは、デバイスを
車内で充電したままにしないでくだ
さい。

● 車内温度が高すぎると、USB ポート
が給電を停止することがあります。
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警告

● USB ケーブルを強く抜き差しした
り、USB ポートに強い力や衝撃を加
えたりしないでください。

マルチメディアコントロールパネルの USB
ポート

● マルチメディアコントロールパネルの右
側に、データ転送用の Type-C ポートが
設置されています。

注意

● フォーマット形式 FAT32、ExFAT、
NTFS、メモリ容量が 8～128G の
USB デバイスを使用してください。

● 本マルチメディアシステムまたはユ
ーザーの USB デバイスに入ってい
るデータの破損を避けるために、特
殊な USB デバイスを使わないでく
ださい。

車載電源

フロント側 12V アクセサリー電源

● フロント側 12V アクセサリー電源はセン
ターコンソール下部にあり、保護カバー
を開けると使用できます。

● 12V アクセサリー電源を使用する際は、
車両の走行可能表示灯を必ず「OK」の状
態にしてください。

警告

● 車両から離れる際は、アクセサリー
電源ソケットに接続した機器を取り
外し、保護カバーを閉じてください。

● 使用しないときは、速やかに電源ソ
ケットの保護カバーを閉じて、液体
や異物の侵入による故障や火災を防
いでください。

注意

● アクセサリー電源は、動作電流 15A
未満、かつ消費電力 180W 未満のア
クセサリーに対応します。

● 12V アクセサリー電源は車載アクセ
サリーに給電します。

後席小型テーブル*
● テーブルはフロントシートのシートバッ
クに折りたたまれています。

● テーブルを展開するには、テーブル中
央部分を上方に持ち上げ、軽く上方に
押し、カチッという音がするまで押し
上げ、テーブルが固定されていること
を確認してください。

● テーブル中央部分を下方に押して、テ
ーブルを折りたたんでください。
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● 各テーブルには 2 つのフックが付いてい
ます。

警告

● テーブルを使用する際は、以下の注
意事項を遵守してください。そうし
ないと、事故や急ブレーキの際に負
傷する可能性があり、最悪の場合死
亡に至ることもあります。

● 操作時は、手をテーブルの収納位
置に置かないでください。回転機
構に注意しないと手を挟む可能性
があります。

● 走行中にテーブルを開けないでく
ださい。

● テーブルに 2kg 以上の物を置かな
いでください。重い物を置くと、
テーブルが閉じて思わぬ怪我をす
る可能性があります。

● テーブルを使用する際は、手で押
さないでください。テーブルが突
然閉じて思わぬ怪我をする可能性
があります。

警告

● フックに 1kg 以上の物や大きすぎ
る物を掛けないでください。フッ
クが破損する原因となることがあ
ります。

● 使用しない時は必ずテーブルを収
納してください。

● テーブルが展開された状態で、前
席シートを調整しないでくださ
い。テーブルの破損や、後席の乗
員が思わぬ怪我をする可能性があ
ります。

● フロントシートバックを倒す前
に、テーブルが閉じていることを
確認してください。これによりテ
ーブルの破損を防ぎます。

リアウィンドウサンシェー
ド

● リアスライドドアの窓には手動式サンシ
ェード*が装備されています。

● サンシェードハンドル①をしっかりと握
り上方に引き上げて、天井フック②にか
けると、サンシェードが固定されます。

● サンシェードハンドル①をしっかりと握
って外し、ゆっくり下ろすと、サンシェ
ードが収納されます。
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警告

● サンシェードを引き上げたり下ろし
たりする際は、サンシェードハンド
ルをしっかり握ってください。途中
で手を離すと、急速に巻き上がるサ
ンシェードにより怪我をする恐れが
あります。

注意

● 天井フックはサンシェードを固定す
るためにのみ使用してください。他
の物を吊り下げないでください。事
故発生時に、吊り下げた物が衝撃や
エアバッグの展開により飛散し、乗
員の傷害を悪化させる可能性があり
ます。

● サンシェードを強く引っ張ったり、
天井のフックに強い力を加えたりし
ないでください。

● 走行中にサンシェードを使用する場
合は、あらかじめ使用する側の窓を
閉めてください。

● 窓やスライドドアの開閉時は、サン
シェードを操作しないでください。
サンシェードが破損する可能性があ
ります。
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メンテナンスについ
て

メンテナンス周期およびメ
ンテナンス内容

車両メンテナンス計画

● メンテナンス計画は、安定した走行、故
障の低減、安全運転およびエコ運転を実
現するために設計されています。

● メンテナンス周期表には、車両を常に最
適な運転状態に保つために必要なすべて

のメンテナンス項目を記載しています。
これらは特に重要なメンテナンス項目で
あるため、表に明記されている周期でメ
ンテナンスを行ってください。

● メンテナンス項目に記載されているホー
スに劣化や破損などが起きた場合は、直
ちに交換してください。ホース（冷暖房
システム、ブレーキシステムなどに使わ
れるホース）は、メンテナンス周期表に
従い、専門の技術者に点検を依頼してく
ださい。

メンテナンス周期

メンテナンスは、走行距離と使用時間のう
ち、いずれか早い方に準じて行います。

メンテナンス項目 メンテナンス周期

シャーシ各部固定ネジの確認および
締め付け 12 ヶ月または 20000km 毎に点検する。

ブレーキパッドとディスクを点検 12 ヶ月または 20000km 毎に点検する。

ブレーキペダルと電動パーキングブ
レーキスイッチの点検

初回は 6 ヶ月または 5000km で点検し、二回目は 24 ヶ
月または 40000km で点検する。その以後は 24 ヶ月ま
たは 40000km 毎に点検する。過酷な使用条件の場合、
初回は 3 ヶ月または 5000km で点検し、二回目は 12 ヶ
月または 20000km で点検する。その以後は 12 ヶ月ま
たは 20000km 毎に点検する。

ブレーキシステムのラインおよびホ
ースを点検

初回は 6 ヶ月または 5000km で点検し、二回目は 24 ヶ
月または 40000km で点検する。その以後は 24 ヶ月ま
たは 40000km 毎に点検する。過酷な使用条件の場合、
初回は 3 ヶ月または 5000km で点検し、二回目は 12 ヶ
月または 20000km で点検する。その以後は 12 ヶ月ま
たは 20000km 毎に点検する。

ブレーキキャリパー ASSY のガイド
ピンを点検

初回は 12 ヶ月または 20000km で点検する。その後は
24 ヶ月または 40000km 毎に点検する。

ステアリング、タイロッドの点検 初回は 12 ヶ月または 20000km で点検する。その後は
24 ヶ月または 40000km 毎に点検する。

ドライブシャフトダストブーツの点
検

24 ヶ月または 40000km 毎に点検する。過酷な使用条
件の場合、初回は 3 ヶ月または 5000km で点検し、二回
目は 12 ヶ月または 20000km で点検する。その以後は
12 ヶ月または 20000km 毎に点検する。
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メンテナンス項目 メンテナンス周期

ボールジョイントダストブーツの確
認

24 ヶ月または 40000km 毎に点検する。過酷な使用条
件の場合、初回は 3 ヶ月または 5000km で点検し、二回
目は 12 ヶ月または 20000km で点検する。その以後は
12 ヶ月または 20000km 毎に点検する。

前後サスペンションの確認

24 ヶ月または 40000km 毎に点検する。過酷な使用条
件の場合、初回は 3 ヶ月または 5000km で点検し、二回
目は 12 ヶ月または 20000km で点検する。その以後は
12 ヶ月または 20000km 毎に点検する。

前後輪アライメントの点検

24 ヶ月または 40000km 毎に点検する。過酷な使用条
件の場合、初回は 3 ヶ月または 5000km で点検し、二回
目は 12 ヶ月または 20000km で点検する。その以後は
12 ヶ月または 20000km 毎に点検する。

タイヤと空気圧の確認（TPMS を含
む）

初回は 6 ヶ月または 5000km で点検し、二回目は 12 ヶ
月または 20000km で点検する。その以後は 12 ヶ月ま
たは 20000km 毎に点検する。異常や破損がある場合は
早めに交換する。

タイヤの摩耗状況を確認（毎月 1 回
以上空気圧とタイヤを点検）

メンテナンス時に点検を行い、必要に応じてタイヤのロ
ーテーションを実施する。

過酷な使用条件の場合、点検頻度を増やし、必要に応じ
てタイヤのローテーションを実施する。

ホイールベアリングの遊びを確認

24 ヶ月または 40000km 毎に点検する。過酷な使用条
件の場合、初回は 3 ヶ月または 5000km で点検し、二回
目は 12 ヶ月または 20000km で点検する。その以後は
12 ヶ月または 20000km 毎に点検する。

EPS グラウンドに異物や焼損がない
かを確認

12 ヶ月または 20000km 毎に点検する。異常や破損が
ある場合は早めに交換する。

EPS コネクタの緩みがないか、コネ
クタのピンが焼損していないかを確
認

12 ヶ月または 20000km 毎に点検する。異常や破損が
ある場合は早めに交換する。

EPS ECU が腐食していないかを確認 12 ヶ月または 20000km 毎に点検する。異常や破損が
ある場合は早めに交換する。

EPS ECU とモーターの接続に異物や
腐食がないかを確認

12 ヶ月または 20000km 毎に点検する。異常や破損が
ある場合は早めに交換する。

サブタンクの冷却水レベルを確認 初回は 6 ヶ月または 5000km で点検し、二回目は 12 ヶ
月または 20000km 毎に点検する。その後は 12 ヶ月ま
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メンテナンス項目 メンテナンス周期

たは 20000km で点検する。異常や破損がある場合は早
めに交換する。

ブレーキフルードの点検

初回は 6 ヶ月または 5000km で点検し、二回目は 12 ヶ
月または 20000km 毎に点検する。その後は 12 ヶ月ま
たは 20000km で点検する。異常や破損がある場合は早
めに交換する。

車両モジュールの故障コードを確認
（記録後にクリア）

12 ヶ月または 20000km 毎に点検する。異常や破損が
ある場合は早めに交換する。

パワーバッテリートレイ、クラッシ
ュバー、ガード、防爆バルブ、断熱
綿、取付部のトルクを確認

12 ヶ月または 20000km 毎に点検する。異常や破損が
ある場合は早めに交換する。

パワートレインに液漏れや衝突など
がないかを確認

12 ヶ月または 20000km 毎に点検する。異常や破損が
ある場合は早めに交換する。

高電圧ワイヤーハーネスまたはコネ
クタの緩みがないか、ピンが焼損し
ていないかを確認

12 ヶ月または 20000km 毎に点検する。異常や破損が
ある場合は早めに交換する。

高電圧モジュールの外観部品の変
形、油の付着の有無を確認

12 ヶ月または 20000km 毎に点検する。異常や破損が
ある場合は早めに交換する。

各充電コネクタのインターフェース
に異物、焼損などがないかを確認

12 ヶ月または 20000km 毎に点検する。異常や破損が
ある場合は早めに交換する。

高電圧部品に浸水の痕跡がないかを
確認

12 ヶ月または 20000km 毎に点検する。異常や破損が
ある場合は早めに交換する。

車両モジュールのソフトウェア更新
がないかを確認し、あれば更新する

初回は 3 ヶ月または 5000km で点検し、二回目は 12 ヶ
月または 20000km で点検する。その後は 12 ヶ月また
は 20000km 毎に点検する。破損がある場合は、早めに
交換する。

電球と LED が正常に点灯している
かを確認

初回は 6 ヶ月または 5000km で点検し、二回目は 12 ヶ
月または 20000km 毎に点検する。その後は 12 ヶ月ま
たは 20000km で点検する。異常や破損がある場合は早
めに交換する。

ハイビームアシストが正常かを確認 12 ヶ月または 20000km 毎に点検する。異常や破損が
ある場合は早めに交換する。

ロービームの高さ調整が正常かを確
認 10000km 毎に校正する。
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メンテナンス項目 メンテナンス周期

HEC フィルター（クリーンエアフィ
ルター）の確認*（HEC：High-
Efficiency-Carbon）

12 ヶ月または 20000km 毎に定期点検し、必要に応じて
交換する。環境が極端に悪い地域では、6 ヶ月毎に点検
し、必要に応じて交換する。

ドアストッパーの確認（湿らせた柔
らかい布でチェックロッドのほこり
を取り除き、チェックロッド、リベ
ットジョイント、回転軸に 0.3～0.8g
のグリスを塗布）

12 ヶ月または 20000km 毎に点検する。異常や破損が
ある場合は早めに交換する。

ボンネットロックおよびストライカ
ーを確認 12 ヶ月毎に点検する。

スライドドアのレール、ローラー、
およびセンターレールの耐磨耗プレ
ートの摩耗状態を点検

12 ヶ月毎または 20000km 毎に、砂塵や異物を除去し、
潤滑グリスを塗布する。

スライドドア上部のガイド機構可動
部のゴムパッドの摩耗状態を点検 12 ヶ月または 20000km 毎に交換する。

ワイパーアームロックナットのトル
クを確認

12 ヶ月または 20000km 毎に点検する。異常や破損が
ある場合は早めに交換する。

パワーモーター冷却水の交換 4 年または 100000km 毎にロングライフ有機酸系冷却
水を入れ替える。

ブレーキフルードの交換 2 年または 40000km 毎に入れ替える。

トランスミッションオイルの交換 初回は 24 ヶ月または 40000km で、その後は 24 ヶ月ま
たは 40000km 毎にギアオイルを入れ替える。

注意：シャーシ各部固定ネジの確認および締め付けを点検するとき、シャーシ部品に異常や破
損が見つかった場合は、早めに交換してください。

● 通常のメンテナンス周期表に従って、車
両のメンテナンスを実施してください。

お願い

● パワーバッテリーを最適な状態に保
つため、定期的（少なくとも 6 ヶ
月、または 72000km で、いずれか
早い方に準ずる）にフル放電とフル
充電を行い、バッテリーの自己校正
による活性化を行います。または
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場にバッテリー容量の

お願い

テストおよび校正を依頼してくださ
い。

● 過酷（劣悪）な使用条件では、メンテナ
ンス周期表に従ってメンテナンス項目を
追加する必要があります。過酷な使用条
件とは、以下のようなものを指します。

● ほこりの多い地域を走行する、または
塩分を含む空気にさらされる場合。

● デコボコした道路、浸水した道路や山
道を走行する場合。
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● 寒冷地を走行する場合。

● パワートレインの長時間アイドリング
が頻繁に発生する場合、または寒冷期
に短距離走行を頻繁に行う場合。

● 頻繁にブレーキをかける、または急ブ
レーキをかける場合。

● 頻繁にトレーラーをけん引する場合。

● タクシーまたは商用車として使用する
場合。

● 気温が 32℃以上で、交通量の多い市街
地を走行する時間が、総走行時間の
50%を超える場合。

● 気温が 30℃以上で、120km/h 以上の速
度で走行する時間が、総走行時間の
50%を超える場合。

● 頻繁に過積載で走行する場合。

● 所定のメンテナンス記録：

● BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定
サービス工場で、所定のすべてのメン
テナンス記録をフォームに記入しても
らうことを推奨します。お客様の車両
に対して行われたメンテナンス作業の
すべての領収書を保管してください。

定期メンテナンス

定期メンテナンス

● 車両を最適な稼働効率で運転して故障の
発生を減らすため、メンテナンス周期表
に従ってメンテナンスを実施してくださ
い。

● メンテナンスの間隔は、メンテナンス周
期表を参照して走行距離や時間間隔に合
わせて判断し、いずれかの早い方に準じ
ます。

● 期限を過ぎたメンテナンス項目も、同じ
間隔でメンテナンスを行ってください。

● メンテナンス作業は、BYD の基準および
規格に従い、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場で実施することを
おすすめします。

● メンテナンス周期表に記載されている点
検項目および走行時間や走行距離は、車
両を通常の交通手段として乗員や荷物の
搬送に使用する用途を想定して設定して
いるため、過積載がないようにしてくだ
さい。

警告

● 車両のメンテナンスを行う際は、車
両が安全な場所にあることを確認
し、可燃性または爆発性の液体や気
体から遠ざけてください。

● 車両の充電中にメンテナンスや清掃
を行わないでください。メンテナン
スまたは清掃を行う前に、必ず充電/
放電プラグを抜いてください。

● メンテナンス時は、フロントコンパ
ートメント内の高電圧・高温部品お
よび冷却ファンに触れないように注
意し、フロントコンパートメント内
に液体をこぼしたりしないでくださ
い。オイルや液体を交換する際は、
部品が十分に冷却されるまで待って
から作業してください。

注意

● BYD の「品質保証書およびメンテナ
ンスノート」の記載内容に従って、
車両メンテナンスを定期的に実施し
てください。

車両の点検

● 車両の性能や音の変化、および点検が必
要であることを示す明らかな兆候に注意
してください。下記の状況が発生した場
合は、速やかに BYD 正規ディーラーまた
は BYD 指定サービス工場で車両の点検
や修理を依頼してください。
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● モーター始動時の異音。

● 冷却水の高温状態が続いている、冷却
水が流れない、水漏れ。

● モーターの引っかかりおよび異音。

● モーター回転時の激しい振動。

● モーターが始動できない。

● 電動パワートレインからのオイル漏
れ。

● 電動パワートレインからの異臭。

● 動力が明らかに弱まっている。

● 車両下部からの水漏れ（エアコンから
の水は異常ではない）。

● タイヤの空気漏れ、コーナリング時の
過度なタイヤのノイズ、不均一なタイ
ヤ摩耗。

● 平坦な道を直進中に車両が片側に流れ
る。

● サスペンションの動きに伴う異音。

● ブレーキが効かない、ブレーキペダル
が軽い、ペダルがフロアに接触する、
ブレーキをかけたときに車両が片側に
流れる。

● モーター冷却水の温度が高い状態が続
いている。

● バッテリー容量が明らかに下がってい
る。

● バッテリーの高温状態が続いている、
過熱保護が作動し、電力が出力されな
い。

警告

● 未点検の車両を運転しないくださ
い。車両が大きく破損したり、人に
怪我を負わせるおそれがあります。

車両の防食について

車両腐食でよくある要因：

● 車両の下に塩分、ほこりや湿気が付着す
る。

● 湿度の高い環境、または車両の一部が長
期間高湿高温にさらされる。

● 軽微な衝突、または小石や砂利で塗装や
下地が傷付く。

車両腐食を防ぐために、下記のルールを守
ってください。

● こまめに洗車する。

● 冬場に塩分のある路上を走行する、ま
たは海沿いに住んでいる場合は、毎月
1 回以上、土や泥がよく付着する箇所を
洗浄してください。高圧洗浄機や蒸気
でシャーシとホイールハウスを洗浄す
ることで腐食を軽減します。冬が終わ
ったら、シャーシ部分を徹底的に洗浄
してください。

● ボディーの塗装とアクセサリーを点検す
る。

● 塗装の欠けや塗装割れがある場合は、
腐食を防ぐためにただちに補修してく
ださい。塗装剥がれがある場合は、BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サービ
ス工場で補修してください。

● 車内を点検する。

● 水分やほこりが長時間カーペット下に
堆積すると腐食につながるため、カー
ペット下をよく点検し、乾燥した状態
を保ってください。

● 化学薬品、洗浄剤、化学肥料、塩など
を運ぶ場合は、注意しながら適切な容
器で運んでください。あふれたり漏れ
たりしたときはすぐに洗浄して乾かし
てください。

● マッドガードを使用する。

● 塩分やアルカリ分が多い地域または砂
利舗装路を走る場合は、マッドガード
で車両を保護してください。マッドガ
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ードは、寸法が大きく地面に近いほど
効果があります。

● 風通しの良い乾燥した場所に駐車してく
ださい。

塗装メンテナンスのお願い

● 定期的に車両を洗浄してください。

● 色ムラや密着不良を防ぐため、塗装に明
らかな擦り傷がない場合は、安易に再塗
装しないでください。

● 長期間車両を放置する場合は、車庫や風
通しの良いところに駐車してください。
また、冬場は専用のボディーカバーで覆
ってください。一時的に駐車するとき
は、直射日光が当たらない涼しい場所を
選んでください。

● ボディーの塗装への強い衝撃を避け、当
たり傷や擦り傷などを防いでください。
塗装の傷、へこみ、剥がれは錆の原因と
なるおそれがあるため、可能な限り早め
に専門のカーケアショップで補修してく
ださい。

● 化学反応を避けるため、油の付いた手で
ボディー塗装の表面を触ったり油の付い
た布で塗装の表面を拭く、また、油汚れ
が付いている工具や有機溶剤を含んだ布
をボディーの上に置かないでください。

● 毎月 1 回、またはボディー表面の撥水性
が落ちている場合は、車用ワックスを塗
布して定期的に（四半期毎に 1 回）お手
入れを行い、早めにボディー塗装の輝き
を取り戻してください。

● ワックスがけの前に、ボディー表面の汚
れを洗い流し、ボディー表面が冷めるま
で待ってください。

● 高品質の艶出し剤とカーワックスを使用
します。ボディーに艶がないときはカー
ワックスとは別にカークリーニング艶出
し剤を使用してください。使用するとき
は、メーカーの指示と注意事項をきちん
と守り、クロムメッキ面も塗装面と同様

に必ず艶出しと車用ワックスを塗布して
ください。

● カメラ、プラスチック部品、樹脂塗装部
品にワックスを塗布しないでください。

注意

● 車両を再塗装し、高温の塗装ブース
に置く間は、高温によりバンパーを
破損させるおそれがあるため、車両
の樹脂製バンパーを取り外してくだ
さい。

● 樹脂塗装部品にガソリン、オイル、
ラジエーター液、バッテリー液など
が付着した場合は、直ちに柔らかい
布で拭き取り、汚れや塗膜の剥がれ
を防いでください。

● 樹脂塗装部品の修理が必要な場合
は、BYD 正規ディーラーまたは BYD
指定サービス工場にご相談くださ
い。

ホイールのメンテナンス

● ホイールに汚れが付着した場合は、中性
洗剤を使用して速やかに除去し、その後、
水で十分に洗い流してください。

注意

● 塗装の損傷を防ぐため、以下のこと
を必ずお守りください。

● 酸性、アルカリ性、および研磨剤
を含む洗剤は使用しないでくださ
い。

● 硬いブラシは使用しないでくださ
い。

● 夏場の走行後や駐車後、ホイール
が熱くなっている場合は、スチー
ム洗浄などで、熱湯を直接ホイー
ルに吹き付けないでください。
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スライドドアシステムの点
検

ガイドレール、スライドローラー、および
センターガイドレールの耐磨耗プレートの
点検

● スライドドアのアッパー/センター/ロア
のローラー、レール、および耐磨耗プレ
ートの表面に、ほこり、変形、へこみ、
または異物の付着がないか、定期的に点
検してください。

● ローラー、レール、または耐磨耗プレー
トに上記の異常がある場合、エアガンを
使用してレール内壁とローラー表面を清
掃するか、湿らせた布でセンターレール
の耐磨耗プレート表面を清掃します。

注意

● レール、ローラー、および耐磨耗プ
レートの点検を行う前に、スライド
ドアの電動機能を OFF にしてくだ
さい。

● 清掃後、ドアの開閉を 3 回繰り返し
てください。ローラー、ガイドレー
ル及び耐磨耗プレートから明らかな
異音が発生する場合は、BYD 正規デ
ィーラーまたは BYD 指定サービス
工場での点検修理をお勧めします。

ガイド機構の点検

● ガイド機構の可動部品の緩衝パッドは合
成ゴム製で、消耗品に該当します。各種
車両の使用環境や使用サイクルの違いに
より、ガイド機構の緩衝パッドには程度
の異なる摩耗が生じます。

● 電動スライドドアが走行中に揺れや騒音
を発生しにくくするため、下記の内容に
注意してください。

● ガイド機構可動部品のゴムパッド表面
を定期的に点検し、明らかな摩耗が見
られる場合は、BYD 正規ディーラーま
たは BYD 指定サービス工場での交換を
お勧めします。

● 車両の走行中にスライドドアのガイド
機構部分から明らかな異音が発生する
場合は、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場で専門スタッフ
による点検修理を受けることをお勧め
します。

全開リミットロックリングの点検

● 定期的にドア全開リミットロックリング
ASSY のゴムラバークッションの状態を
確認してください。緩みや外観の損傷、
または完全に脱落している場合は、BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サービ
ス工場で専門スタッフによる点検・修理
を受けることをお勧めします。

車両外部洗浄

● 下記の場合は、塗装剥がれやボディーま
たは部品の錆びを引き起こすおそれがあ
るため、早めに車両を洗浄してください。

● 沿岸部を走るとき。

● 凍結防止剤をまいている道路を走ると
き。

● コールタールが付いている道路を走る
とき。

● 樹脂、鳥の糞や虫の死骸が付いたとき。

● 煙塵、石炭灰、ほこり、鉄くずや化学
物質を大量に含んでいる地域を走ると
き。

● ほこりや泥で車両が明らかに汚れてい
るとき。

● 雨が降った後。

注意

● 洗車する前に、すべてのドア、ボン
ネット、テールゲートおよびキャッ
プが閉まっていることを確認してく
ださい。
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注意

● 車両を洗浄する際は、充電ポートフ
ラップを開けて内部を洗浄しないで
ください。

● 高温で直射日光が当たる環境で洗車
しないでください。

● 洗車時、ドアミラーの隙間に水が入
る場合があります。速やかに拭き取
り、気温が低い時にドアミラーが結
露するのを防いでください。

手洗い洗車をするとき

日が当たらない涼しい場所に車両を止め、
車両が十分に冷えてから洗車をします。

1. ホースで表面の汚れを洗い落とし、下回
りやホイールの奥に付いているすべての
泥や塩分汚れをきれいに洗い落としま
す。

2. 中性洗剤で洗浄する場合は、洗剤の取扱
説明書に従って洗剤を混ぜ合わせてくだ
さい。洗剤で湿らせた柔らかい布で、水
が流れる方向に上から下へ拭きます。円
を描くように拭いたり横方向に拭いたり
しないでください。

3. 洗剤が乾くと痕が残るため、水で十分に
洗い落とします。夏期に洗車する際は、
洗車後に水で各部分をきれいに洗い流し
ます。

4. 水垢が残らないように、清潔な柔らかい
タオルでボディーの水分を拭き取ってく
ださい。また、塗装が傷付くおそれがあ
るため、強く拭いたり押し付けて拭いた
りしないでください。

高圧洗浄機で洗車をするとき

● 高圧洗浄機で車両を洗浄する場合は、次
の操作説明に従ってください。そうしな
いと車両および部品の損傷や破損につな
がるおそれがあります。

● 高圧洗浄機のノズルとボディーの洗浄
面の距離が 30cm 以上であること。

● 高圧洗浄機の水圧は 60bar 以内で使用
することを推奨し、最大で 100bar を超
えないこと。

● ノズルの噴射モードは扇形または霧状
を選択してください。高圧の直射水流
を使用しないでください。

● 洗浄時はノズルを常に移動させ、1 か所
で止めないでください。

● 高圧洗浄機でドアや窓の開閉部分、カ
メラ、駆動部品、ステアリング部品、
サスペンション部品、ブレーキ部品な
どを直接洗浄しないでください。

お願い

● 強アルカリ性の粉石鹸、石鹸水、洗
剤、脱脂洗浄剤、有機物質（ガソリ
ン、灯油、揮発油、強溶剤）を使わ
ないでください。

● ライトを洗浄する際は、アルコール
類（アルコール、ウォッシャ液など）、
ケトン類（シンナー、虫取りクリー
ナーなど）、有機溶剤（ガソリン、シ
ンナー、四塩化炭素など）、または硬
いブラシを使用してライトの表面を
洗浄しないでください。ライトカバ
ーに亀裂が入るおそれがあります。

● 沿岸部や汚染が深刻な地域で走る車
両については、毎日 1 回の洗車をお
すすめします。

● ボディーの汚れをカッターで削った
り、ガソリンで洗ったりしないでく
ださい。有機物質によってプラスチ
ック製ホイール装飾部品が損傷しま
す。有機物質がホイール装飾部品に
付いた場合は、必ず水で洗い流して
から部品に損傷がないかを点検して
ください。著しい破損があるプラス
チック製ホイール装飾部品は、移動
中に外れて事故を起こすおそれがあ
るため、速やかに交換してください。

● 研磨剤を含んだ洗浄剤でバンパーや
ライトを拭かないでください。
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お願い

● メッキ処理の金属部品の洗浄は、専
用の洗剤を使って定期的に車用ワッ
クスを塗布することをおすすめしま
す。

● BYD アラウンドビューシステム機
能に影響を与える可能性があるた
め、カメラを傷つけないでください。

● 変色の原因となるため、アルコール、
ベンゼン、シンナーを使用してカメ
ラを清掃しないでください。

● 洗車時、モータールームに水をかけ
ないでください。電気部品などが水
に濡れると、車両火災を引き起こす
可能性があります。

● フロア下やシャーシを洗浄する場合
は、手を切らないように注意してく
ださい。

● 洗車後、ブレーキパッドに水が入る
ことがあります。車両を運転して数
回ブレーキをかけ、ブレーキパッド
上の水を除去し、ブレーキ性能への
影響を避けてください。

自動洗車

● 塗装面に傷が付くおそれがあるため、自
動洗車場で洗車する場合は、ブラシのタ
イプ、ろ過していない洗浄水、洗車機に
設定された洗浄プログラムに注意してく
ださい。

● 特に色が濃い車両は、塗装表面の擦り傷
により塗膜の耐久性や光沢度が低下しま
す。

● 洗車前に洗車場のスタッフに問い合わせ
るか、自動洗車機の指示を確認して、塗
装面に最も安全な洗車プログラムを確認
してください。

注意

● 自動洗車機を使用する前に、以下の
ことを確認してください。

● オートビークルホールド機能が
OFF になっている。

● ドアミラーを内側に折りたたんで
ください。また、運転する前にド
アミラーを展開してください。詳
細は（79 ページ）を参照してくだ
さい。

● ドアミラーの損傷を防ぐため、洗
車機の「ミラー洗浄なし」モード
を選択してください。

● 車内への水の浸入による故障を避
けるため、エアコンを内気循環モ
ードに設定してください。

● 車体表面に取り付けられたアンテ
ナ（ある場合）を取り外してくだ
さい。

お願い

● 車両に洗車モード*がついている場
合、自動洗車前にこのモードをオン
にすると、車両は自動的に窓を閉め、
ミラーを折りたたむなどの動作を行
います。詳細は（181 ページ）を参
照してください。

車内の清掃

警告

● 車内に水を噴射したり液体をこぼし
たりしないでください。オーディオ
システム、スイッチ、配線、電気部
品などが損傷するおそれがありま
す。電気部品の故障は、SRS エアバ
ッグ部品や電気配線の作動不良を引
き起こし、傷害や死亡事故につなが
る可能性があります。
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注意

● ガソリンなどの有機溶剤や酸性・ア
ルカリ性溶剤、染色剤、漂白剤を使
用して清掃しないでください。セン
ターコンソールやその他の内装の変
色、斑点、塗装剥がれの原因となり
ます。

● 洗剤や艶出し剤を使う場合は、そ
の成分に上記の物質を含んでいな
いことを確認してください。

● 新規の液体洗剤を使う場合は、液
体に上記の成分が含まれている可
能性があるため、車内の表面にこ
ぼさないでください。液体をこぼ
した場合は素早くきれいに拭き取
ってください。

● ポリッシングコンパウンドや艶出し
クリーナーを使用しないでくださ
い。インストルメントパネルやその
他の内装の塗装が剥がれたり、溶
解・変形したり、インストルメント
パネルがフロントガラスに映り込ん
で運転者の視界を妨げ、走行の安全
性に影響を与える可能性がありま
す。

● 損傷の原因となるので、硬い物で車
内部品をこすったり、傷つけたりし
ないでください。

● 内外装を洗浄する場合は、インスト
ルメントパネルやフロア、近くの電
気部品に水が直接流れ込まないよう
にしてください。水の侵入により機
能の異常につながるおそれがありま
す。

● 塗装剥がれや錆の原因となるので、
消毒時には、塩素系（二酸化塩素ま
たは次亜塩素酸）の洗浄液を使用し
ないでください。75％以下のアル
コールを使用し、乾いた布にアルコ
ールを塗布し、アルコールがなくな
るまで車内部品を拭いてください。
アルコールは燃えやすいため、火災
を起こさないよう注意してくださ
い。

注意

● ボディーの腐食を防ぐため、水で車
内のフロアを洗浄しないでくださ
い。

● 消臭剤、芳香剤、化粧品、日焼け止
め、リキッドフレグランスなどが容
器から漏れたり内装部品に接触した
りしないようにしてください。これ
らが樹脂部品や布地に付着すると、
色褪せ、変色、ひび割れ、塗装剥が
れを引き起こす可能性があります。

カーペット

● 定期的に掃除機を使用してカーペットの
ほこりを除去してください。

● 定期的に、適切な泡タイプの洗剤を使用
し、泡をたっぷり含ませたスポンジや柔
らかいブラシで円を描くように洗浄して
ください。

● 泡タイプの洗剤に水を加えず、できるだ
けカーペットを乾燥状態に保ってくださ
い。

● カーペットがずれないように、フロアア
ンカーを使用してしっかりと固定してく
ださい。

シートベルトのメンテナンス

● シートベルトは、中性洗剤を溶かしたぬ
るま湯で洗浄してください。

● スポンジや柔らかい布でシートベルトを
拭きます。洗浄中に、シートベルトに過
度な摩耗、破れや切れがないかを点検し
てください。

注意

● シートベルトの強度が落ちるおそれ
があるため、染色剤や漂白剤でシー
トベルトを洗浄しないでください。

● ガソリンなどの有機溶剤でシートベ
ルトを洗浄しないでください。
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注意

● シートベルトは、乾燥するまで使用
しないでください。

ドアおよびウィンドウガラス

● ドアは、一般家庭用の洗剤で洗浄できま
す。

● 定期的にドアチェッカーを点検してくだ
さい。ドアチェッカーのロッドにほこり
が付着している場合は、水で濡らした布
でドアチェッカーのロッドを拭いて、表
面のほこりを落としてください。

● 水またはぬるま湯を含ませた清潔な柔ら
かい布で窓を清掃してください。

● フロントドアガラスの内側には UV カッ
トコーティングが施されています。フロ
ントドアガラスの内側に汚れが付着した
場合は、速やかに水またはぬるま湯を含
ませた清潔な柔らかい布で拭き取ってく
ださい。

注意

● UV カットコーティングの傷や劣化
を防ぐため、ガラスを清掃する際は
以下の要件を守ってください：

● フロントドアのガラスがひどく汚
れている場合は、なるべく窓の開
閉を控えてください。

● 清掃時には、ガラスクリーナーや
洗剤などを使用しないでくださ
い。

● 砂やその他の汚れが付着した布で
清掃しないでください。

● リアガラス内側の清掃を行うとき
は、熱線およびその接続部を傷付け
たり破損させないように注意してく
ださい。

エアコンパネル、カーオーディオ、インス
トルメントパネル、コントロールパネルと
スイッチ

● 水で濡らした布でエアコンパネル、カー
オーディオ、インストルメントパネル、
コントロールパネル、スイッチを清掃し
ます。

● 水やぬるま湯で濡らしたきれいな布でほ
こりを軽く拭き取ります。

車内の人工皮革部分*
● 人工皮革部分は、毛織物に使える中性洗
剤で洗浄することができます。

● 中性洗剤の溶液を浸けた柔らかい布でほ
こりを拭き取ってから、水で濡らしたき
れいな布で残りの洗剤を完全に拭き取り
ます。

● 洗浄後または人工皮革が濡れている場合
は、清潔な柔らかい布で水分を拭き取り、
風通しが良い涼しいところで人工皮革を
乾かします。

● シートはフォームタイプの皮革用洗剤で
洗浄し、その後清潔な柔らかい布で拭き
取ってください。

● 車両の洗浄についてご質問がある場合
は、現地の BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場に問い合わせてく
ださい。

注意

● 中性洗剤で汚れが取れない場合は、
有機溶剤を含まない洗剤で洗浄して
ください。

● 揮発油、アルコール、ガソリン、酸
性やアルカリ性溶液などの有機物質
で、人工皮革を洗浄しないでくださ
い。人工皮革の色落ちの原因になり
ます。

● ナイロンブラシや人造繊維製の布な
どを使うと、人工皮革表面の模様が
傷付きます。
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注意

● 汚れている人工皮革部分はカビが生
えることがあります。特に油汚れに
注意し、人工皮革部分を常に清潔に
保ってください。

● 長時間日光に当たると、人工皮革の
表面が固くなったり縮むことがあり
ます。特に夏場は、日が当たらない
涼しい場所に駐車してください。

● 夏の暑い時期は車内の温度が上昇し
やすいので、人工皮革部分の上には、
ポリエチレン製やワックスを含む材
料で作られたものを置かないように
してください。これらのものは、高
温になると人工皮革に固着します。

● 人工皮革部分の洗浄を誤ると、色が
落ちたり、まだらになったりします。

● シートが液体で濡れた場合は、すぐ
に柔らかいタオルまたはティッシュ
で拭き取って乾かしてください。ド
ライヤーを使用して急速に乾かさな
いでください。

● 濃色のデニムや衣服の染料などは皮
革装飾部品に移りやすいため、付着
した場合は直ちに洗浄する必要があ
ります。

セルフメンテナンス

セルフメンテナンス

セルフメンテナンス上のご注意

● メンテナンスをご自身で行う場合は、本
章に記載されている手順で正しくメンテ
ナンスしてください。

● 不適切で不完全なメンテナンスは、車両
の正常な使用に影響を与えることをご了
承ください。

● 本章には、ユーザーが実施できるメンテ
ナンスのみを記載しています。ただし、

資格のある技術者が専用工具を使って作
業する必要があるメンテナンス項目は、
数多くあります。

● メンテナンスを実施する場合は、思わぬ
怪我を防ぐために下記のいくつかの注意
事項を必ず守ってください。

注意

● 車両の一部回路や部品には高電流や
高電圧が掛かっているため、ショー
トさせないように細心の注意を払っ
てください。

● 冷却水があふれた場合は、部品や塗
膜の破損を防ぐために、乾燥した布
や紙できれいに拭き取ってくださ
い。

● ブレーキフルードがあふれた場合
は、部品や塗膜の破損を防ぐために、
水できれいに洗い流してください。

● ワイパーブレードを交換するとき
は、ワイパーでガラス表面に傷が付
かないようにしてください。

● ボンネットを閉めるときは、工具や
布などがモータールーム内に残って
いないかを確認してください。

● 車内や車外を問わず、異物や液体が
目に入らないように、作業時は保護
メガネをかけてください。

● ブレーキフルードは皮膚や目を傷め
るため、ブレーキフルードを注入す
る場合は注意してください。ブレー
キフルードが皮膚や目に付着したと
きは、ただちに水で付着部位を洗い
流してください。それでも手や目に
痛みなどがあるときは、ただちに医
師の手当てを受けてください。

点検

使用状況や推奨の走行距離に従い、下記の
項目を点検してください。

216



● 冷却水レベル——充電のたびにラジエー
ターの冷却水レベルを点検してくださ
い。

● ウォッシャ液——毎月 1 回ウォッシャ液
タンクのウォッシャ液の残量を点検して
ください。悪天候で頻繁にウォッシャ液
を使った場合は、充電のたびにウォッシ
ャ液の残量を点検してください。

● フロントガラスワイパー——毎月 1 回ワ
イパーを点検してください。ワイパーが
フロントガラスをきれいに拭き取れない
場合は、摩耗、亀裂やその他の損傷がな
いかを点検してください。

● ブレーキフルードレベル——毎月 1 回レ
ベルを点検してください。

● ブレーキペダル——ブレーキペダルがス
ムーズに操作できるかを点検してくださ
い。

● 電動パーキングブレーキスイッチ——ス
イッチが正常に機能しているかを点検し
てください。

● 起動バッテリー——毎月 1 回バッテリー
の状況および端子の腐食状況を点検して
ください。

● 空調システム——毎週エアコン装置の稼
働状況を点検してください。

● タイヤ——毎月 1 回タイヤ空気圧を点検
してください。タイヤトレッドの摩耗状
況および異物の挟み込みがないかを点検
してください。

● ガラスデフロスター——毎月、暖房装置
やエアコンを使うときは、デフロスター
装置の吹き出し口を点検してください。

● ライト——毎月 1 回ヘッドライト、ポジ
ションランプ、テールライト、ハイマウ
ントストップランプ、ターンシグナルラ
ンプ、フロントフォグランプ、ブレーキ
ランプ、リアライセンスプレートランプ
の状況を点検してください。

● ドア——トランクリッドおよび他のドア
（リアドアを含む）すべてがスムーズに開

閉し、確実に施錠できるかを点検してく
ださい。

● ホーン——ホーンに異常がないかを点検
してください。

お願い

● 未点検の車両を運転しないくださ
い。車両が大きく破損したり、人に
怪我を負わせるおそれがあります。

コンビネーションランプ

フロントコンビネーションランプの光軸調
整

● 工場出荷時、フロントコンビネーション
ランプの光軸調整が行われています。重
い荷物を運ぶことが多い場合は、新たに
フロントコンビネーションランプの光軸
調整を行う必要があります。フロントコ
ンビネーションランプの光軸調整につい
ては、BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場に依頼してください。

ライトの曇り

● 大雨や洗車後、コンビネーションランプ
やテールランプの内側に曇りが生じるこ
とがあります。これは空気中の湿度が非
常に高い場合や、車両と周囲環境の温度
差が大きい場合に起こる現象で、故障で
はありません。

お願い

● コンビネーションランプ、テールラ
ンプの内側に曇りが発生した場合
は、コンビネーションランプやター
ンシグナルランプをつけてしばらく
走行すると、ライト内の水蒸気が消
えます。

● ライト内に明らかに水が入っている
場合は、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場で点検して
ください。
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お願い

● ランプカバーの損傷を防ぐため、ラ
ンプ表面にワックスを塗らないでく
ださい。

車両の保管

● 長期間（1 ヶ月以上）車両を放置する場
合は、下記に示す準備を実施し、適切な
準備を行うことで、車両性能などの劣化
を効果的に防止できます。また、可能な
限り屋内に駐車してください。

● 推奨の時間通り充電します。長期駐車時
のバッテリー使用に関する推奨事項につ
いては、（109 ページ）を参照してくださ
い。

● ボディーの外側を徹底的に洗浄し、乾か
します。

● 車内を掃除し、カーペットやマットなど
を完全に乾かします。

● パーキングブレーキを解除し、シフトレ
バーを「P」レンジに切り替えます。

● ウィンドウガラスを 1 枚少し下げます
（屋内駐車の場合）。

● 起動バッテリーの負極（－）端子を取り
外します。

● フロントワイパーアームがフロントガラ
スと接触しないように、ワイパーアーム
の下に折りたたんだタオルや布を入れて
おきます。

● 固着を軽減させるために、すべてのドア
のシール部にシリコン潤滑剤を塗り、ド
アウェザーストリップ接触部の塗膜表面
にボディーワックスを吹き付けます。

● 布のような「多孔質材料」で作られた通
気性カバーでボディーを覆います。ビニ
ールシートのような無孔質材料では湿気
が溜まるため、ボディー表面の塗膜を破
損させるおそれがあります。

● 可能な限り、定期的に車両を始動させま
す（毎月 1 回を推奨）。1 年間、またはそ
れ以上に放置した場合は、BYD 正規ディ
ーラーまたは BYD 指定サービス工場で
車両全体のメンテナンスを行ってくださ
い。

ボンネット

ボンネットの開け方と閉め方

ボンネットの開け方

1. シフトレバーを「P」または「N」に入
れ、電子パーキングブレーキを掛けます。
インストルメントパネル下の右側にある
ボンネットリリースレバーを 2 回連続で
引き上げると、ボンネットが少し隙間が
できるように開きます。

2. ボンネットを持ち上げて、サポートロッ
ドでボンネットを支えます。

ボンネットの閉め方

1. サポートロッドを外し、ボンネットを低
い位置まで下げたところから、両手を離
し、自重で落下させ、ロックします。
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2. ボンネットを閉めたら、確実にロックさ
れているかを確認してください。メータ
ーパネルにボンネットが閉まっていない
警告が表示されていないか確認してくだ
さい。

警告

● ボンネットが閉まっており、確実に
ロックされていることを確認してく
ださい。ロックされていないと、走
行中にボンネットが突然開き、事故
につながるおそれがあります。

● ボンネットを閉めるときは、勢いよ
くボンネットを落とさないでくださ
い。ボンネットを 30cm 以下の高
さまで下げてから手を離してくださ
い。

● ボンネットを落とした後、完全に閉
まっていない場合は、無理にボンネ
ットを押さえ付けず、ロックを解除
してからボンネットを閉め直してく
ださい。

● ワイパーを立てているときは、ボン
ネットを開けないでください。ワイ
パーを破損するおそれがあります。

● ボンネットを閉めるときは、ボンネ
ット周辺に人や異物がないことを確
認し、挟まれたりボンネットが破損
したりすることを避けてください。

● 点検修理完了後は、工具、布、また
は雑物をボンネット内に残さないよ
うに注意してください。車両の故障
につながるおそれがあります。

● 強風時には、ボンネットが突然落下
するおそれがあります。

冷却システム

● 冷却水の液面がリザーバタンクの最大値
(MAX)と最小値 (MIN)の間にあれば問題
ありません。

● 冷却水は、添加剤を入れずに BYD 指定の
冷却水と同じ仕様のものを使ってくださ
い。異なるブランドや型番の冷却水を混
ぜ合わせて使用しないでください。

● 最小値（MIN）の目盛りを下回る場合は、
最大値（MAX）の目盛りに達するまで冷
却水を補充し、冷却システムに漏れがな
いかを点検します。

お願い

● 冷却システム内に防錆剤や他の添加
物を絶対に加えないでください。添
加物は、冷却水やモーターの部品と
相性が悪い可能性があります。

● リザーバタンクの蓋を開ける前に、
モーター、集積型高電圧電気制御モ
ジュール、リザーバタンク、ラジエ
ーターがすべて冷えていることを確
認してください。モーターが完全に
冷えていない状態でリザーバタンク
の蓋を開けると、冷却水の噴出によ
り、重度のやけどを負うおそれがあ
ります。

ブレーキシステム

● 毎月 1 回、ブレーキフルードリザーバタ
ンク内のフルードレベルを点検してくだ
さい。ブレーキフルードは、定期メンテ
ナンス表に記載された走行時間と走行距
離に従い交換してください。

● ブレーキフルードは、純正品のブレーキ
フルードと同じものを使用してくださ
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い。また、規格外のブレーキフルードを
混ぜ合わせて使用しないでください。

● フルードレベルがリザーバタンクの最大
値（MAX）と最小値（MIN）の間にあれ
ば問題ありません。

● コンビネーションメーターにブレーキフ
ルードレベルが低いと表示された場合
は、ブレーキシステムからの液漏れやブ
レーキパッドの摩耗がないかを点検して
ください。

● 高地環境がブレーキフルードに及ぼす影
響：

● 標高の上昇により気圧が低下すると、
ブレーキフルード中の空気含有量が増
加し、ブレーキシステム故障警告灯 
が点灯する可能性があります。高地に
入る前に、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場、または専門の
修理機関で、インテリジェントパワー
ブレーキシステムの標準的なエア抜き
を行ってください。

注意

● 高地に入る前にエア抜きを行わなか
った場合、走行中にブレーキペダル
が柔らかくなったり、制動距離が長
くなったりする可能性があり、深刻
な場合には動力が制限されることも
ありますので、慎重に運転してくだ
さい。

ウォッシャ

● 毎月 1 回以上、ウォッシャ液タンクのレ
ベルを点検してください。

● 悪天候でウォッシャをよく使う場合は、
ウォッシャ液タンクのレベルを確認する
頻度を増やしてください。

● 高品質のウォッシャ液を使用すること
で、汚れをよく落として凍結を防ぐこと
ができます。

● ウォッシャ液が補充時にこぼれた場合
は、清潔な布で拭き取ってください。拭
き取った布でワイパーゴムを清掃する
と、ゴムを良好な状態に保つことができ
ます。

注意

● 絶対にウォッシャ液タンクに洗浄液
以外の液体を注入しないでくださ
い。

● pH 値が 6.5～10 のウォッシャ液を
使用してください。

● ウォッシャ液を補充する際は、液体
をフロントコンパートメント内にこ
ぼさないように注意してください。

空調システム

● 空調システムはクローズドシステムで
す。重要なメンテナンス作業のすべて
は、BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定
サービス工場で行ってください。
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● 空調システムを正常に機能させるため、
下記の内容を確認してください。

● ラジエーターおよびエアコンコンデン
サーを定期的に点検します。

● 異物が詰まると空気の流れを妨げて冷
房能力が落ちるため、前側の表面に詰
まっている落ち葉や虫、ほこりを取り
除きます。

● 冷媒に含まれている潤滑油を循環させ
るため、寒い季節は、毎週 1 回以上、
毎回 10 分以上エアコンをつけてくだ
さい。

● 空調システムの冷房能力が通常より落ち
ている場合は、BYD 正規ディーラーまた
は BYD 指定サービス工場で点検してく
ださい。

注意

● 空調システムの点検は、冷媒の再循
環装置を確実に使用してください。
この装置は、冷媒をリサイクルする
ことができ、冷媒を大気中に放出す
ることで発生する環境汚染を防ぎま
す。

ワイパーメンテナンス

ワイパーブレードの材質は合成ゴムで消耗
品です。車両の使用環境やドライバーの使
用習慣により、ワイパーブレードが破損す
るおそれがあります。ワイパーブレードの
寿命と安全を確保するため、下記の内容に
注意してください。

● フロントガラスの表面に付いている氷を
ワイパーブレードで拭き取らないでくだ
さい。氷は車両専用のアイススクレーパ
ーを使ってください。

● 汚れや油、ワックスが付着しているフロ
ントガラスの表面をブラシでこすらない
でください。

● ガラスの表面をきれいに保ってくださ
い。また、ガラスの表面に付着している

ほこりや砂、虫、異物などを取るときは、
ガラスの表面をこすらないでください。

● 洗車やボディー塗装のメンテナンス時
は、フロントガラスに車用ワックスを吹
き付けないでください。夜間走行時にワ
ックス層が光を反射して視界が悪くな
り、安全な走行に影響を与えます。洗車
後は水でワイパーブレードを洗い、専用
のワックス除去剤でフロントガラスに付
着したワックスを落としてください。

● ワイパーブレードの破損を防ぐため、洗
車時は高圧洗浄機をワイパーブレードに
直接吹き付けないでください。

メンテナンスガイドライン

● 定期的にウィンドウガラスとワイパーブ
レードを洗浄してください（1 週間～2 週
間毎に 1 回を推奨）。

● 定期的にワイパーを作動させてください
（1 日～2 日毎に 1 回を推奨）。ワイパー
ブレードでウィンドウガラスを拭くとき
は、ガラスが濡れた状態で行ってくださ
い（雨が降っていないときはウォッシャ
液をガラスに噴射してください）。

● ウィンドウガラスを専用の洗剤で洗浄し
ます。

● ウィンドウガラスに付着している泥や虫
の死骸は、早めに布できれいに拭き取っ
てください。

● ウィンドウガラスに飛び石などの傷が付
いている場合は、早めに修理してくださ
い（ウィンドウガラス修復用樹脂製品の
使用を推奨。傷が多かったり大きいとき
は、ウィンドウガラスの交換を推奨）。

● ワイパーブレードを定期的（半年に 1 回）
に交換することをおすすめします。詳細
は（78 ページ）を参照してください。

● ウィンドウガラスを洗浄するときは、事
前にワイパーアームを立てておきます。
操作方法の詳細は次の通りです。

1. マルチメディア  →サービス→メン
テナンスの画面からフロントワイパー
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の点検/リアワイパーの点検を ON に
すると、ワイパーアームが立てられる
位置に移動します。

2. ワイパーアームの上側を持ち、ワイパ
ーアームとブレードアセンブリをしっ
かり引き上げます。

タイヤ

● 安全運転のために、車両に適合する型番
やサイズのタイヤを選定してください。
また、トレッドパターンが良好で、空気
圧を適正にする必要があります。

警告

● 過度な摩耗、空気圧不足、空気圧が
高すぎるタイヤを使うと、生命にか
かわる事故につながるおそれがあり
ます。

● 本マニュアルに記載されている空気
圧調整およびメンテナンスに関する
内容に従ってください。

空気を入れるとき

● タイヤ空気圧を適切に調整することで、
操縦性、タイヤトレッドの寿命および運
転快適性の最適な組み合わせを実現しま
す。

● 空気圧不足のタイヤを使用すると、タイ
ヤの偏摩耗や操縦性、エネルギー消費に
影響を与えるだけでなく、過熱による空
気漏れにつながるおそれがあります。

● 空気圧が高すぎるタイヤを使うと車両の
快適性が悪くなり、路面のデコボコによ
りタイヤが傷付くため、最悪の場合はバ
ーストを引き起こすおそれがあります。
また、タイヤの偏摩耗が起こりタイヤの
寿命が短くなります。

● 冷間時、メーターに表示されたそれぞれ
のタイヤ空気圧*により、空気補充の必要
性を判断することができます。タイヤ空

気圧モニタリング値の確認方法について
は、（166 ページ）を参照してください。

● タイヤ空気圧は冷間時に測定してくださ
い。冷間時とは、少なくとも停車してか
ら 3 時間経ってから測定することを意味
します。タイヤ空気圧を測定する前に走
行する必要があるときは、走行距離が
1.6km を超えなければ冷間時と考えて問
題ありません。

● 温間時（数 km ほど走った後）のタイヤ
空気圧を測定すると、冷間時より 30～
40kPa（0.3～0.4bar）高くなりますが異
常ではありません。また、空気圧不足に
つながるため、推奨の冷間時空気圧にな
るまで空気を抜かないでください。

お願い

● 推奨するタイヤ空気圧のラベル（運
転席側ドア開口部に貼ってありま
す）には、推奨の冷間時空気圧が明
記されています。

● チューブレスタイヤは、パンク時に
一気に空気が抜けにくく、少しずつ
空気が漏れていきます。タイヤ空気
圧が下がり出したら、空気漏れの位
置を特定してください。

タイヤの点検

● タイヤ空気圧を点検するときは、タイヤ
の傷や摩耗状態、異物などが刺さってい
ないかも合わせて点検してください。

● タイヤトレッドや側面の傷および膨ら
み、いずれかがあった場合はタイヤを
交換してください。

● タイヤ側面の擦り傷、割れや切れ、カ
ーカスやビードワイヤーが見えた場合
はタイヤを交換してください。

● タイヤトレッドの過度な摩耗。

● タイヤトレッド内部にはスリップサイン
があります。タイヤトレッドの摩耗によ
りスリップサインが現れると、溝の深さ
が 1.6mm 以下であることを意味しま
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す。摩耗がここまで進んだタイヤは、滑
りやすい路面で走るときのグリップ力が
悪くなります。

● タイヤトレッドにスリップサインが現れ
るまで摩耗した場合は、タイヤ性能が著
しく落ちるため、タイヤを交換してくだ
さい。

メンテナンス

● 適切な空気補充のほかに、正確なホイー
ルアライメントもタイヤトレッドの摩耗
を効果的に軽減します。

● タイヤの偏摩耗が起きた場合は、BYD 正
規ディーラーまたは BYD 指定サービス
工場でホイールアライメントの点検を行
ってください。

● 工場出荷前にホイールアライメント調整
が行われていますが、一定時間走行後に、
ホイールアライメント調整を新たに行う
必要があります。

● 比較的速い速度（80km/h）で運転中に継
続的な振動を感じ、低速時は振動を感じ
ない場合は、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場でタイヤの点検を
してください。

● 補修したタイヤが１つでもある場合は、
必ずホイールアライメント調整を新たに
行ってください。

● 新しいタイヤや新しいホイールに交換し
た場合は、必ずホイールアライメント調
整を行ってください。

注意

● バランスウェイトの取り付けを誤る
と、ウェイトが脱落し、走行時に自
車や周りのものを破損させるおそれ
があります。

● バランスウェイトの取り付けを誤る
と、アルミホイールを破損させるお
それがあります。バランスを確実に
取るため、純正のバランスウェイト
の使用をおすすめします。

タイヤローテーション

● タイヤの摩耗を一定に保って長持ちさせ
るため、10000km 毎にタイヤの内側と外
側のトレッドの摩耗を確認し、必要に応
じタイヤローテーションやホイールアラ
イメントの点検と調整を行うことをおす
すめします。

● タイヤ交換後は、BYD 正規ディーラーま
たは BYD 指定サービス工場でタイヤ空
気圧の調整を行ってください。

● タイヤを購入する際、「方向性」が決まっ
ているタイヤがあります。このようなタ
イヤは同じ回転方向でローテーションし
てください。方向性が決まっているタイ
ヤを使う場合、タイヤローテーションは
フロントタイヤ、リアタイヤの入れ替え
しかできません。

● タイヤローテーションは図のように行い
ます。

①方向性が決まっていないタイヤおよびホ
イール

②方向性が決まっているタイヤおよびホイ
ール
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タイヤとホイールの交換

● 本車両のオリジナルタイヤは、車両性能
を最大限に引き出すために選定されたも
ので、それと同時に、操縦性や乗り心地
の良さおよび使用寿命の最適な組み合わ
せとなっています。

● BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場で指定タイヤに交換してくだ
さい。

● ABS（アンチロックブレーキシステム）
は、タイヤの回転数を比較することで機
能するものです。タイヤを交換する場合
は、オリジナルタイヤと同じサイズのも
のを使用してください。タイヤのサイズ
および構造は、ホイールの回転数に影響
を与え、システム動作の不一致につなが
るおそれがあります。

● ホイールを交換する必要がある場合は、
オリジナルホイールの仕様と同じホイー
ルを選定してください。新しいホイール
は、BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定
サービス工場から購入することができま
す。交換する前に BYD 正規ディーラー
または BYD 指定サービス工場にお問い
合わせください。

警告

● サイズ、荷重範囲、定格回転数およ
び最大の冷間時空気圧（タイヤ側面
に表示）が異なるラジアルタイヤに
交換したり、ラジアルタイヤとバイ
アスタイヤを混用すると、制動能力

警告

や駆動力（グリップ力）、および操舵
精度の低下につながります。

● タイヤを誤って装着すると、車両の
操縦性や安定性に影響を与えるた
め、生命にかかわる事故につながる
おそれがあります。

● タイヤは 1 本だけ交換せず 4 本を
同時に交換してください。そうしな
いと、車両の操縦性に著しい影響を
与えます。

注意

● 下記の事項を守ってください。運転
中の典型的な危険を引き起こして、
車両が制御できなくなるおそれがあ
ります。

● ラジアルタイヤとバイアスタイヤ
を混用しないでください。

● メーカーの推奨サイズ以外のタイ
ヤを使わないでください。

● ホイールハブナットの締め付けト
ルクは 130±13N・m です。

フューズ

● ショートや過負荷を防ぐため、回路ごと
にフューズを設置しています。フューズ
は、モータールームのフューズボックス
とインストルメントパネルのフューズボ
ックスに格納されています。

● フューズボックスの中にはフューズのラ
ベルが貼ってあり、ラベルでフューズと
電気部品との関係を特定できます。

● モータールームのフューズボックスは、
モータールームの右側にあります。モー
タールームの化粧板を取り外して図のよ
うにクリップを押すと、フューズボック
スが開きます。
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● 車内のインストルメントパネルのフュー
ズボックスは、運転席側インストルメン
トパネルの右側にあります。インストル
メントパネル下側を取り外すと、フュー
ズの点検ができます。

警告

● BYD 純正のフューズまたは同等品
をご使用ください。

● フューズやフューズボックスの無断
改造は行わないでください。

● 定格アンペア数より高いフューズを
使わないでください。また、著しい
破損を引き起こしたり火災を招くお
それがあるため、フューズの代わり
に他のものを使わないでください。

● フューズが切れたら、BYD 正規ディ
ーラーまたは BYD 指定サービス工
場で点検や交換をしてください。

225

06
お
手
入
れ
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス



226



07 故障が発生した時

非常信号灯.......................................228
リモートキーのバッテリーが切れたら
.........................................................228
緊急時シャットダウンシステム...... 229
衝突事故が発生したら.....................229
バッテリーの液漏れが発生したら...230
車両火災が発生したら.....................231
レッカー移動が必要なとき..............231
タイヤの空気漏れまたは空気圧が足り
ない場合.......................................... 233



非常信号灯

非常信号灯

● 高速道路や踏切などで故障・事故により
緊急停車したときに使用します。

使い方

1. 助手席側のセンターコンソールの左下に
ある固定クリップから非常信号灯を取り
出します。

2. 非常信号灯のスイッチを入れ、点滅を確
認してください。

3. 底部のマグネットを使って非常用信号灯
をボディーに取り付け、後方の車両に危
険信号を発します。

注意

● 非常用信号灯に強い衝撃を与えない
でください。

● 底部のマグネットでボディーを傷付
けないように注意してください。

● 非常信号灯を設置した状態で走行は
しないでください。また、使用後は
元の位置に戻してください。

● 緊急時に使用できるよう定期的に点
検を行ってください。

リモートキーのバッ
テリーが切れたら

リモートキーのバッテリー
が切れたら

● リモートキー表示灯が点滅せず、スター
ト機能を使っても車両が始動しない場合
は、バッテリーが切れている可能性があ
ります。できるだけ早く BYD 正規ディ
ーラーまたは BYD 指定サービス工場に
連絡してバッテリー交換を依頼してくだ
さい。このようなときは、電池レスモー
ドで車両を始動することができます。

1. メカニカルキーで解錠します。

2. リモートキーをフロントシート収納ボッ
クスの電池レスモードマーク（図の位置）
にかざします。

3. ブレーキペダルを踏み込んでから「スタ
ート/ストップ」ボタンを押して始動しま
す。

注意

● 温度が高い場所にリモートキーを置
かないでください。

● ラジオ局、変電所や航空無線発信機
などで発生する磁界は、リモートキ
ーへの干渉が起きやすく、電池レス
モードでのキー操作によって車両を
始動させる機能の正常作動に影響を
与えることがあります。
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注意

● ドアを施錠してイモビライザーが作
動状態にあり車両を使わない場合
は、リモートキーを車両から遠ざけ
てください。車両がリモートキーに
電波を自動的に送信し続けるため、
起動バッテリーの電力が消費されま
す。

緊急時シャットダウ
ンシステム

緊急時シャットダウンシス
テム

● 以下の条件を満たすと、緊急時シャット
ダウンシステムが ON になり、高電圧シ
ステムが自動で OFF になります。

● 前方衝突後、エアバッグが作動しなか
ったとき。

● 一部の後面衝突のとき。

● 一部の車両システム故障のとき。

● 上記の衝突や車両システムの故障が発生
すると、走行可能表示灯（「OK」表示灯）
が消灯します。

● 上記の衝突により緊急時シャットダウン
システムが作動することで、傷害や思わ
ぬ事故の発生リスクを最小限に低減する
ことができます。

● 緊急時シャットダウンシステムが作動す
ると、車両は走行準備完了状態に移行で
きなくなります。電源スイッチを走行可
能状態に切り替えても、システムは瞬時
に OFF になります。そのため、速やかに
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場に連絡してください。

衝突事故が発生した
ら

衝突事故が発生したら

● 車両が衝突した場合：

1. 車両の電源ポジションを「OFF」にし
ハザードランプを点けます。乗員を安
全な場所に避難させた後、法令に基づ
いて警告標識を車両後方に置いてくだ
さい。

2. 通報用の番号に電話を掛け、BYD 正規
ディーラーまたは BYD 指定サービス
工場に連絡して救援を要請してくださ
い。

● 車両が衝突した際、緊急時シャットダウ
ンシステムが作動して「OK」表示灯が消
灯すると、車両は走行可能状態に移行で
きなくなります。このような場合は、速
やかに BYD 正規ディーラーまたは BYD
指定サービス工場まで連絡してくださ
い。

● 車両衝突後の被害程度が予測できない場
合は、高電圧感電の危険を避けるために
車両へ近づかないでください。

● ドライバーと同乗者が閉じ込められて救
助のために車両を切断する必要がある場
合は、専門の救援者に連絡し高電圧シス
テムを切ってから切断してください。切
断のイメージ図は、車載資料の救助情報
カードを参照するか、BYD 正規ディーラ
ーまたは BYD 指定サービス工場から受
け取ってください。

警告

● 車両の電源が完全に OFF になって
いない状態で、メンテナンス作業を
しないでください。

● 高電圧のバッテリー部品および接続
ケーブルの分解、移設、改造をしな
いでください。コネクタによって
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警告

は、重度のやけどや感電が発生し怪
我や死亡につながるおそれがありま
す。オレンジ色の接続ケーブルは、
高電圧ワイヤーハーネスです。高電
圧ワイヤーハーネスを勝手に修理し
ないでください。修理が必要な場合
は、BYD 正規ディーラーまたは BYD
指定サービス工場で修理を行ってく
ださい。

バッテリーの液漏れ
が発生したら

バッテリーの液漏れが発生
したら

衝突後にバッテリーの液漏れが発生してい
る、車内から酸性の液体の臭いがする、車
外から酸性の液体が漏れている、バッテリ
ーパック内部から煙が出ている場合は以下
の措置を取ってください：

1. 車両の電源ポジションを「OFF」にして
車両から離れ、速やかに BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場に連
絡して救援を要請してください。

2. 可能であれば、保護マスクと防食手袋を
着用した状態で起動バッテリーを切り離
します。

3. 状況が許せば、自ら簡単な点検を行って
ください。例えば、パワーバッテリート
レイの縁に割れがないか、明らかな液体
の流出がないかなどを確認してくださ
い。

● 液漏れが少量の場合は、車両を火元か
ら遠ざけて漏れた液体を吸水シートで
吸収し、吸水シートを密閉容器に入れ
るか焼却処分してください。また、作
業する場合は防食手袋を着用してくだ
さい。大量に液漏れしている場合は、
漏れた物をまとめて危険化学物質とし

て処理してください。有毒ガスである
フッ化水素（HF）の処理には、グルコ
ン酸カルシウム溶液を添加する方法も
あります。

● 漏れた液体が身体に付着した場合は、
ただちに大量の水で 10～15 分ほど洗
い流してください。痛みを感じたとき
は、2.5%のグルコン酸カルシウムジェ
ルを塗るか、2～2.5%のグルコン酸カル
シウム溶液に浸してください。効果が
なく気分が悪いときは、すぐに医師の
手当てを受けてください。

警告

● 漏れた液体には触らず、液漏れして
いる車両やパワーバッテリーから遠
く離れてください。

● 漏れた液体を水や土壤などへみだり
に流さないでください。

● 本車両のシステムは、高電圧の直流
電源を使用しています。車両始動時
や車両の電源ポジションを「OFF」
にすると、システムには大量の熱が
発生するため、高電圧や高温に注意
してください。

● 高電圧のバッテリー部品および接続
ケーブルの分解、移設、改造をしな
いでください。コネクタによって
は、重度のやけどや感電が発生し怪
我や死亡につながるおそれがありま
す。オレンジ色の接続ケーブルは、
高電圧ワイヤーハーネスです。高電
圧ワイヤーハーネスを勝手に修理し
ないでください。修理が必要な場合
は、BYD 正規ディーラーまたは BYD
指定サービス工場で修理を行ってく
ださい。

● リモートキーや高電圧部品は、身体
に医療機器を付けている方に影響を
与えたり、傷害を負わせたりするお
それがあります。
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車両火災が発生した
ら

車両火災が発生したら

車両火災が発生した場合は、ただちに車両
を停止し車両の電源ポジションを「OFF」に
した後、車両から離れた場所に避難してく
ださい。自身の安全を確保したうえで、実
際の状況に合わせて実際の状況に合わせて
以下の措置を取ってください：

1. 現場の状況に応じて緊急通報番号に電話
を掛け、BYD 正規ディーラーまたは BYD
指定サービス工場に連絡してください。

2. 火勢が弱い場合は、乾燥粉末消火器で鎮
火してください。

3. 火勢が強く勢いよく燃え広がる場合は、
ただちに車両から遠く離れて風上で救援
を待ってください。

注意

● 指定された消火器を使用してくださ
い。少量の水や消火器の使い方を誤
ると、感電につながるおそれがあり
ます。

● 状況により部品（内装部品やガラス）
などが飛ばされるおそれがある際は
車両から離れ、速やかに BYD 正規デ
ィーラーまたは BYD 指定サービス
工場に現場対応を依頼してくださ
い。

● 誤って煙を吸い込んだ場合は、ただ
ちに医師の手当てを受けてくださ
い。

レッカー移動が必要
なとき

レッカー移動が必要なとき

● 車両のけん引が必要な場合は、BYD 正規
ディーラーまたは BYD 指定サービス工
場、もしくはけん引サービス専門業者ま
たはご入会のロードサービスに救援を依
頼してください。

警告

● 他の車両でロープやチェーンだけで
のけん引はしないでください。

おすすめのけん引方法：

● 積載車

● 車両故障で救援が必要な場合は、積載
車を利用してください。

● 車両を搬送する際は、前輪または後輪
のいずれか一方が路面に接していると
高電圧部品が損傷するおそれがあるた
め、必ず 4 つの車輪すべてを路面から
離してください。

注意

● 積載車で移動する場合は、車両が後
退しないようしっかりと固定してく
ださい。
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注意

● 専門のタイヤ結束バンドと締め具の
使用してください。また、移動対象
となる車両を固定するにはストレー
ト結束方法を使用してください。

● 車両の損傷を避けるため、固定する
ときは結束バンドやロープなどの固
定具を車輪に通したり、シャーシや
サスペンションなどをボディーに結
びつけたりしないでください。

● 車両の損傷を避けるため、移動する
ときは車輪が回転しないようにして
ください。

けん引フック

● けん引フックカバーの取り付け位置は、
図のようにフロントグリルの右下にあり
ます。

1. マイナスドライバーやキーを使用し
て、けん引フックのキャップをこじ開
けます。

2. けん引フックを差し込み口に取り付け
ます。

● 救援が必要な場合は、ロードサービス専
門業者、またはロードサイドアシスタン
スに連絡してください。

● 車両破損や人に傷害を負わせないため
に、緊急時でレッカー移動が必要な場合
は次の注意事項を遵守してください。

● レッカー車の状態は良好であり、レッ
カー移動する車両のシフトレンジが

「N」で、レッカー始動速度が 5km/h を
超えないようにします。

● レッカー移動時は急発進しないでくだ
さい。

● レッカー移動する車両は、ドライバー
以外乗車しないでください。

● レッカー車とレッカー移動する車両
は、ハザードランプを点けてください。

● 車両を破損させるおそれがあるため、
車載工具に入っているけん引フックの
み使用してください。

● レッカー車とレッカー移動する車両の
距離は 4m 以上 10m 未満にしてくだ
さい。

● レッカー移動する車両の幅および重量
は、レッカー車の幅および重量を超え
てはいけません。

● 車両をレッカー移動する場合は、周り
が広くて障害物がなく、けん引装置の
近くに人がいないことを確認してくだ
さい。

● スタックから脱出するときは、車両の
進行方向がけん引力のかかる方向と合
うように制御してください。側面や垂
直方向からけん引しないでください。

● レッカー移動する車両のドライバー
は、車両に乗車してステアリングシス
テムとブレーキシステムが正常な状態
になるよう制御してください。

警告

● 乗り上げなどのスタックが起きた場
合は、けん引フックによる脱出を避
けてください。ロードサービス専門
業者、またはロードサイドアシスタ
ンスに連絡してください。

● レッカー移動する車両のステアリン
グシステム、またはブレーキシステ
ムが機能しない場合は、レッカー移
動を直接行わずにロードサービス専
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警告

門業者、またはロードサイドアシス
タンスに連絡してください。

タイヤの空気漏れま
たは空気圧が足りな
い場合

タイヤの空気漏れまたは空
気圧が足りない場合

● 直線走行を保ちながらゆっくりと速度を
落とし、交通量の多い場所を離れて安全
な場所に移動してください。

● 高速道路の中央分離帯などは避け、堅固
で平坦な地面に駐車してください。

● 「P」ボタンを押して、電動パーキングブ
レーキを ON にします。

● 車両の電源ポジションを「OFF」にして、
ハザードランプを点滅させます。

● 乗員全員が車両から降りて、ガードレー
ルの外などの安全な場所に避難してくだ
さい。

● 自然発車を防ぐために車両を確実に固定
してください。また、空気漏れしている
タイヤの対角線上のタイヤに輪留めを設
置してください。

注意

● 修復できないほどにタイヤが破損す
るおそれがあるため、短距離走行で
も空気漏れしているまま運転を続け
ないでください。

車載工具

● 車載工具は、トランクカバーの下の工具
箱に格納されています。

①けん引フック

②パンク修理キット

③トリムカバー取り外しクリップ

注意

● 車載工具を使用しない場合は、トラ
ンク内の工具ボックスに適切に保管
し、トランクカバーボードをしっか
りと閉めてください。

お願い

● 緊急時に自ら修理をする場合は、車
載工具の使い方および保管場所を確
認してください。

パンク修理キットを使用する

● パンク修理剤は、小さいパンク穴、特に
トレッドパターン内の穴を塞ぐことがで
きます。パンク修理剤で補修するのは、
最寄りのサービス店まで走行できる状態
まで復旧するための応急処置にすぎませ
ん。タイヤから空気が漏れていないとし

233

07
故
障
が
発
生
し
た
時



ても、緊急時の短距離走行にのみ使用し
てください。

警告

● パンク修理剤は、トレッドパターン
内に開いた直径 6mm までの穴を補
修することができます。直径が
6mm より大きい穴、またはタイヤ
の他の位置に開いた穴は、パンク修
理剤を使わずにロードサービスを依
頼してください。

● パンク修理剤は、引火性が高く、か
つ健康に害を及ぼすため、蒸気を吸
い込まないでください。修理中は、
裸火の使用や喫煙を禁止し、皮膚や
服、目に付着することを避けてくだ
さい。また、お子様の手が届かない
ところに保管してください。

パンク修理剤に触れたとき

● パンク修理剤が皮膚や目に付着した
場合は、ただちに多量の水で付着部
位を洗い流してください。

● ただちに汚れた服を脱いでくださ
い。

● アレルギー症状が出た場合は、ただ
ちに医師の手当てを受けてくださ
い。

● 誤ってパンク修理剤を飲み込んだ場
合は、ただちにうがいで口の中をき
れいに洗い、多量の水を飲んでくだ
さい。その後、吐かせずに速やかに
医師の手当てを受けてください。

パンク修理キットの使い方

● パンク修理キットの使い方の詳細につい
ては、コンプレッサーおよびパンク修理
剤容器の本体に貼られているラベルを参
照してください。

● コンプレッサーに電源を接続する必要が
ある場合は、車内の 12V ソケットに電源
プラグを挿し込み、車両を始動してコン
プレッサーのスイッチを ON にします。
コンプレッサーのホースを通して空気と

共にパンク修理剤をタイヤ内に注入しま
す。

お願い

● 電源プラグを車内の 12V ソケット
に挿し込む場合は、コンプレッサー
のスイッチが OFF になっているこ
とを確認してください。

● コンプレッサーの 1 回の稼働時間
は 10 分以内にしてください。

● コンプレッサーの空気圧計の指示値を確
認します。

● タイヤ空気圧が 10 分以内に 180kPa に
ならない場合（タイヤ空気圧計の赤色の
エリア）は、コンプレッサーを OFF にし
て BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定
サービス工場に連絡してください。

● タイヤ空気圧が 180～320kPa の範囲内
にある場合（空気圧計の黄色と緑色のエ
リア）は、できるだけ早くパンク修理剤
を取り外して、1 分以内に 80km/h 以下
の速度で最大 10km を走行してタイヤ全
体にパンク修理剤を広げてください。

● 車両を止めて修理後のタイヤを点検し、
コンプレッサーの空気圧計を再度確認し
ます。

● タイヤ空気圧が 220kPa を超えている
場合は、80km/h 以下の速度で最寄りの
サービス店まで走行してください。

● タイヤ空気圧が 130～220kPa の範囲
内にある場合は、パンク修理剤を注入
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して空気圧計を確認する作業を繰り返
してください。

● タイヤ空気圧が 130kPa にならない場
合は、BYD 正規ディーラーまたは BYD
指定サービス工場に連絡してくださ
い。

警告

● 砂地や水中でタイヤ補修キットを使
用したり、油液をタイヤ補修キット
に接触させたりしないでください。
故障の原因となる可能性がありま
す。

● タイヤ補修キットを分解、改造した
り、強い力を加えたりしないでくだ
さい。

● 使用しないときは、タイヤ補修キッ
トをトランク内の工具ボックスに適
切に保管してください。

注意

● パンク修理剤で破損したタイヤを補
修するのは応急処置のみです。可能
な限りお早めに専門のサービス工場
でタイヤを交換し、BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場
に連絡することをおすすめします。
修理時には、タイヤにパンク修理剤
が入っていることを整備士に伝えて
ください。

● タイヤパンク修理剤で補修したとき
は、急発進や高速でカーブを曲がる
ことを避けてください。

● 80km/h の最高制限速度を守ってく
ださい。走行中に激しい振動や走行
性能が不安定になったり、騒音が聞
こえた場合は、運転を止めてくださ
い。

● パンク修理剤の有効期限が切れたと
きは（有効期限はパンク修理剤の容
器に付いているラベルを参照）、新品

注意

のパンク修理剤に入れ替えてくださ
い。

● パンク修理剤を使用した後は、BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場で新品のパンク修理剤を
購入してください。

● 次のような場合は、タイヤ補修キッ
トを使用した緊急修理ができませ
ん。BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場へご連絡い
ただくか、ロードサービスをお呼び
ください。

● 6 ミリメートルを超える切り傷や
刺し傷の場合。

● 釘やネジがタイヤに刺さっている
場合。このような状況でタイヤパ
ンク修理キットを使用すると、穴
が広がり、空気が漏れやすくなる
可能性があります。

● タイヤ側面が損傷した場合。

● タイヤがほぼ完全にパンクしてい
る場合。

● タイヤがリムから外れている場
合。

● 2 本以上のタイヤがパンクしてい
る場合。

● パンク修理剤が期限切れの場合。
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データ情報

車両諸元

車両の寸法データ

項目 諸元

車種仕様 仕様 1 仕様 2
全長（mm） 3395 3395

全幅（mm）（ドアミラーを含
まない） 1475 1475

全高（mm） 1800 1800
ホイールベース（mm） 2520 2520
フロントトレッド（mm） 1295 1295
リアトレッド（mm） 1305 1305

フロントサスペンション
（mm） 450 450

リアサスペンション（mm） 425 425
アプローチアングル（º） 30 30
デパーチャーアングル（º） 27 26

車両重量データ

項目 諸元

車種仕様 仕様 1 仕様 2 仕様 3
車両重量（kg） 1160 1220 1230
前軸荷重（kg） 620 640 650
後軸荷重（kg） 540 580 580
車両総重量（kg） 1380 1440 1450

車両総重量前軸荷重
（kg） 700 720 730

車両総重量後軸荷重
（kg） 680 720 720
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項目 諸元

乗車定員（人） 4 4 4
駆動モーターの諸元

項目 諸元

駆動モーター型番 TZ180XSAB
駆動モーターの種類 永久磁石同期モーター

駆動方式 フロントエンジン・フロントドライブ

定格出力/トルク （kW/N•m） 25/50
最高出力/トルク （kW/N•m） 47/160

動力性能および経済性能の諸元

項目 諸元

車種仕様 仕様 1 仕様 2
最高設計速度（km/h） 130 130
最大登坂角度（%） ≧40 ≧40

WLTC モード時の 100km 当た
りの消費電力量（kW・h/

100km）
10.42 10.6

お願い

● 実際のエネルギー消費量は、車両の
状況、道路条件、運転習慣などによ
って異なります。

ホイールとタイヤの諸元

項目 諸元

タイヤサイズ 165/65 R15
タイヤ空気圧（kPa） 250
ホイールバランス（g） ＜ 10

ホイールアライメント調整値（車両重量時）
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項目 諸元

フロントタイヤキャンバー角（°） -0.3±0.75
フロントタイヤトーイン（°） 0.3±0.16

キングピン角（°） 10.92±0.75
キャスター角（°） 4.24±0.75

リアタイヤキャンバー角（°） -1.08±0.75
リアタイヤトーイン（°） 0.06±0.5

ブレーキシステム技術諸元

項目 諸元

ブレーキペダルの遊び範囲（mm） ≤15
フロントディスクローターの基準厚さ（mm） 20
フロントディスクローターの最小厚さ（mm） 18
リアディスクローターの基準厚さ（mm） 9
リアディスクローターの最小厚さ（mm） 7
フロントディスクパッドの基準厚さ（mm） 8
フロントディスクパッドの最小厚さ（mm） 2.5
リアディスクパッドの基準厚さ（mm） 6.5
リアディスクパッドの最小厚さ（mm） 2.5

パワーバッテリー諸元

項目 諸元

車種仕様 仕様 1 仕様 2
パワーバッテリータイプ リン酸鉄リチウムイオンバッ

テリー
リン酸鉄リチウムイオンバッ

テリー

パワーバッテリー定格容量
（Wh） 22400 35840

シート諸元（シートクッション座面の深さ
測定時）
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項目 諸元

車種仕様 仕様 1 仕様 2
フロントシートのシート前後

位置
前方へ 210mm、後方へ

20mm
前方へ 220mm、後方へ

20mm
フロントシートのシート前後

位置
前方へ 210mm、後方へ

20mm
前方へ 210mm、後方へ

20mm
フロントシートのシートバッ

ク角度 19° 19°
フロントシートバックの通常

使用状態
設計位置から前方へ 18°、後方

へ 82°
設計位置から前方へ 18°、後方

へ 82°
リアシートのシート前後位置 前方 80mm、後方へ 120mm 前方 80mm、後方へ 120mm
リアシートのシートバック角

度 23° 23°
リアシートバックの通常使用

状態 設計位置から後方へ 4° 設計位置から後方へ 4°

推奨オイルと注入量

項目 諸元

トランスミッションオイル型番 BOT 384
トランスミッションオイル注入量（L） 0.5±0.05

ブレーキフルード型番 HZY6/DOT4
ブレーキフルード注入量 （mL） 900±50

モーター冷却水型番 有機酸系冷却液：不凍液-氷点-40℃（耐寒型）

モーター冷却水の注入量（L） 3.4±0.2
ガラスウォッシャ液の注入量（L） 1.5±0.15

注意

● 推奨されるオイルの種類は BYD に
よってテストし承認されています。
他のオイルを使用すると、車両の性
能に影響を与えたり、車両の故障や
部品の損傷につながるおそれがあり
ます。

表示情報

車両の表示

車両識別番号（VIN）
VIN コードの貼り付け位置：

①運転席側 B ピラー下方
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②ボンネットインナーパネルストライカー
の右側

VIN コードの刻印位置：

● 車両識別番号 (VIN)は運転席シートの下
部に刻印されています。VIN 番号は車両
VDS への接続を通じて読み出すこともで
きます。詳細は VDS 取扱説明書を参照
してください。

駆動モーターの型式および番号

● 前輪駆動モーターの型式および番号は、
ボンネットインナーパネルのストライカ
ー右側に貼り付けられています。

警告ラベル

● サイドエアバッグの警告ラベルは、左右
B ピラーの下側にあります。

● エアバッグの警告ラベルは、助手席側サ
ンバイザーにあります。

● タイヤ空気圧のラベルは、左側 B ピラー
の下側にあります。
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● 冷媒ガスチャージ、冷却ファンの表示ラ
ベルは、ボンネットインナーパネル左側
にあります。

● 充電コネクタの警告ラベルは、充電ポー
トフラップ裏側にあります。

● チャイルドロックの表示は、両側スライ
ドドアのチャイルドロック上部にありま
す。

● トランクのスライドプレートの注意表示
は、トランク右側ボディーサイド下部に
あります。

● スライドドアの注意表示は、両側リアウ
ィンドウ、左右 B ピラーリア側にありま
す。
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● トレイテーブルの注意表示は、テーブル
中央部にあります。

ダンパーステー機構警告標識

本車両のダンパーステー機構には高圧ガス
が封入されており、危険性があります。決
して個人で分解しないでください。製品上
の警告シンボルの意味は以下の通りです。

シンボル シンボル名称

警告

加圧シリンダー

ユーザーマニュアルを参照してください

火気厳禁

ユーザーによる修理不可

廃棄禁止

（注：BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サー
ビス工場に連絡し、回収を依頼してください。)

手回し禁止

足踏み禁止
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マイクロ波通信用ウィンド
ウ

マイクロ波通信用ウィンドウは、フロント
ガラスの左上にあります。

注意

● 電子タグを貼り付けるときは、ガラ
スの枠や他の物体に重ならないよう
にしてください。

適合宣言書

適合宣言書

リモートキー認証

日本

認証番号：214-118832
型番：D0-315
日本

認証番号：210-260993
型番：CK-B

ミリ波レーダー認証

EU 諸国

認証番号：T.2024.03.0010
本デバイスは、有害な妨害からの保護対象外で
あり、また、正規認証を取得しているシステム
に妨害を与えることはありません。

日本

認証番号：201-250763
本デバイスは、有害な妨害からの保護対象外で
あり、また、正規認証を取得しているシステム
に妨害を与えることはありません。

日本

認証番号：217-252668
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本デバイスは、有害な妨害からの保護対象外で
あり、また、正規認証を取得しているシステム
に妨害を与えることはありません。
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略語一覧

略語

用語 フルネーム 用語 フルネーム

ECU エレクトロニックコントロールユニ
ット EDR イベントデータレコーダー

NORM
AL ノーマル ECO エコ

SPORT スポーツ EPB 電動パーキングブレーキ

AVH オートビークルホールド ACC アダプティブクルーズコントロール

ICC ナビゲーションパイロット ISLC インテリジェントスピードリミット
コントロール

FCW 前方衝突警告 AEB 自動緊急ブレーキ

TSR 交通標識認識システム LDA レーンサポートシステム

LDW 車線逸脱警告 LDP 車線逸脱防止

AFL アダプティブフロントライティング TPMS タイヤ空気圧モニタリングシステム

AVAS 車両接近通報装置 ABS アンチロックブレーキシステム

ESC 横滑り防止装置 VDC ビークルダイナミクスコントロール

TCS トラクションコントロールシステム HHC ヒルスタートホールドコントロール

HBA ハイドロリックブレーキアシスト CDP 減速度制御

CST コンフォートブレーキ MAX 最大値

MIN 最小値 VIN 車両識別番号
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